
-、

.‘ 

-、

『

、

を
ぷ
抗
す
る
析
で
未
成
午
者

が
遊
ぶ
こ
と
、
な
ぜ
テ
レ
ビ

ゲ
l
ム
出
械
を
健
全
機
と
路
博

機
と

Mm別
で
き
な
い
か
と
い

う
ニ
と
」
な
ど
な
ど
、
高
明
大

な
疑
問
点
を
法
案
提
出
行
の

政
府
委
員
側
に
ぶ
つ
け
て
き

て
お
り
、
な
ん
ら
俗巾
え
な
穴
門

弁
を
似
て
い
な
い
ど
け
に
、

代
成
し
た
:
・
党
の
・
叩
で
ら
い

ぜ
ん
納
得
せ
ず
、
ま
だ
問
題

に
す
る
ー
と
し
た
委
員
が
い
る

な
ど
、
ま
だ
ま
だ
波
乱
含
み

の
内
谷
と
な
っ
て
い
る

、
』
う
し
た
問
問
を
は
ら
ん

で
い
る
だ
け
に
、
さ
す
が
の

っ
ん
子
U

修
正
だ
け
で
な
く
「
附

信
決
議
」
を
行
な
う
こ
と
に

し
た
わ
け
で
、
そ
の
う
ち
八

号
常
業
に

つ
い
て
は
「
ゲ
ー

ム
機
の
胤
制
の
伐
り
万
に
つ

い
て
引
続
き
検
バ
す
る
こ
と
」

の
一
一
川
が
加
わ
っ
た
。
こ
の

附
術
決
議
の
解
釈
は
谷
易
で

は
な
い
が
‘
か
な
り
の

μ曹

を
今
後
与
え
る
む
よ
う
で
、

均
九
け
に
よ
っ
て
は
参
議
院
で

の
内
修
正
(
そ
の
場
合
同
び

衆
議
院
に
阿
付
さ
れ
る
)
も

あ
り
う
る
と
見
ら
れ
て
お
り
、

品
川
大
会
山
泌
を
伐
し
た
ま
ま

限
っ
て
次
院
を
泊
過
さ
せ
た

が
そ
れ
が

J
巾
.
要
法
条
。
化

を
促
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

せ
な
い
よ
う
に
し
た
も
の
た

と
え
ば
あ
る
山
で
午
後
六
時

と
条
例
で
定
め
る
な
ら
、

午

係
人
時
以
降
は
未
成
年
行
は

人
局
て

3
な

く

な

る

そ

し

て
そ
の
己
川
の
「
立
入
り
祭
止
」

の
表
示
を
し
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
く
な
る
。

こ
の
.
ん
けん
H
ハ川
修
正
案
は

少
な
く
と
し
、
八
サ
川
内
総
に

つ
い
て
は
心
大
な
問
題
を
残

し

た

つ

ま

り
、
地
行
委
の

事
必
治
似
て
'H
民、

社
会
、

公
明
、
民
村
、
此
ハ
作
と
ら
に

け
を
揃
え
て

、
ス
ロ
ッ
ト
マ

シ
ン
な
ど
の
州
問
機
の
辺
公

を
許
可
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
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な
お
問
題
点
を
附
帯
決
議
に
残
し
て
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、

新
風
営
法
案
は
つ
い
に
重
要
法
案
に

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
(
ゲ
ー

ム
幼
J

を

新

た

に

風

俗

公

定
」
に
「
る
・

τ」
を
儲
リ
・
込

ん
ど
風
俗
汎
佐
竹
中
取
締
法

の
.
却
を
改
止
す
る
法
作
家

(
新
風
吋
山
内
法
定
)
」
は
.
'
許

泌
を
付
予
山
さ
れ
て
い
た
衆
ぷ

悦

・
地
む
行
政
安

川

会

大

行

F
八
会

M
，t
k

て
定
制

Hw

o
h
k
rH

.

、a
t
』
・
・

9

'
1

・.

1J

同カ・
'

1

1

8

1

1

h

ハ
H
.
e
-
卜
八

H
ど
瓜
一
み
‘

じ
川
:
・
り
で
研
M
U滅的炉
、了、

eh

H
に
係
決
と
な
っ
た
ニ
の

川
う
肝
党
か
ら
川
法
案
に

対
す
る
疑
問
点
が
続
出
、
と

く
に
ゲ

l
ム
場
関
係
の
あ
八

ザ
台
帳
止
の
掛
川
主
を
め
く
る
問

題
点

E
.
ι
・
人
り
般
伐
依
や

.卜
似
伏
へ
H

へ
の
奇
任
か
ち
〈

作
祭
給
力
の
似
化
を
め
く
る

ぺ
引
引

問
題
点
が
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
、
ト
八
ぬ
必
ty-
介。

(-m本
紙
、

ハ
ゲ
外
ι

決
ぷ
」
つ
き
の
法
案
は
そ
う

珍
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、

少
な
く
と
ら
限
定
ど
お
り
で

な
く
ナ
て
に
間
組
化
さ
れ
て

い
ゐ
、
}
と
を
三
小
す
2
U

の
で
、

九F
降
参
ぷ
院
へ
送
付
さ
れ
る

が

J
m
.攻
法
案
々
化
す
る
と

さ
れ
て
お
け
、
山
水
品
院
以
上

に
わ八
九岬
v
d
か
行
な
わ
れ
る
と

，
T
恕
さ
れ
て
い
る

衆
院
段
附
で
の
，
修
王
」

内
山
什
は
多
叫
に
わ
た
っ
て
い

る
か
、
ゲ
ー
ム
吟
附
係
で
は

仇
卜
八
条
と
・
・
ト
・
-
条
阿
川

て
、
未
成
年
杭
引
の
人
坊
を
午

経
ト
川
以
降
祭
ιー
す
る
と
あ

っ
た
の
を
、

γ
後

l
川
以
前

の
.
定
時
制
を
条
例
で
定
め

ら
れ
る
上
う
に
し
、
そ
の
時

刻
以
後
本
成
年
行
を
立
入
ら

-? 

fょ

l ゲーム場の風営化盛り込む新風営法案

111・

で
山
山
)

h
H
の
地
行
会
保
リ
バ
て
は

結
い川、

'H
民
、
公
明
、
民
社

に
よ
る
・
会
-
党
共
川
修
正
系
つ

5
で
吋
決

H
叫
ん
ぶ
、
比
ハ
必
は

い
以
刈
別
に
修
.小
川
.
取
を
枕
山

し
て
い
れ
'二

、
さ
ら
に

l

瓜
日
に
わ
た
る

(内
公
民
提

i
つ

〆

「

借
り
怜

.u
h
へ京
、
〆
K

J

H
V
』

U
J
!
υ
e
と
・
刀
十

択
さ
れ
た
衆
必
院
本
会
v
d

b
i
p
J人
h

、S
E
-
-
H
リ
ド

'
L
、
ぃ
ト
令
、

i
L
H
U

州、
a
'
il
f
ゎ

H
H
Jん・
1

A
ベノ，.

泌
に
刈
し
地
行
会

・
ト人
μ委

U
H
U
K
が
削
刊
行
、
す
ぐ
さ
ま
い
休

決
と
な
リ

「修
正

・
附
結
決

ぷ
」
っ
き
て
吋
決
さ
れ
た
(
社

会、

叫ん
洲
、
無
所
以
の
.
刈

H
'

・'
A
L
t
d

t

記
手
.
・
'
川
円
山
町

.a

J'h
l
れ
も
e
戸
、

自
HV
l

日
制

d
u

社
共
に
よ
る
修
正
案
は
ゲ

l
ム
機
を
区
別
し

賭
博
機
種
を
八
号
に
、

年
少
者
入
場
禁
止
に

村
会
、
共
必
向
山
見

ば
衆
院

・
地
行
委
で
別
々
に

修
.汁
.w
泌
を
山
山
し
た
か
.4H
決

さ
れ
た
J

こ
れ
ら
の
修
正
案

の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
向
じ
で

裂
す
る
に
「
柄
引
八
ザ
営
業
を

花
札
、
ト
ラ
ン
プ

-
ポ
ー
カ

ー
な

-z
d
な
ど
の
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
機
や
ス
ロ
ソ
ト
マ
シ
ン

-・
1
、
'''' 

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
賂
仰
内
容

の
ゲ
|
ム
伐
の
引
業
に
似
定

す
る
と
と
も
に
.
ニ
れ
ら
第

八
川
ヅ
AH'H

震
の
風
合
的
に
よ
成

年
打
の
入
場
を
す
べ
て
叫
ぶ
止

す
る
」
と
い
う
む
の
。

つ
ま
り
付
火
山
川
山
め
修
正

案
は
、
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
な

ど
本
次
郎
問
機
と
さ
れ
る
メ

ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
に
つ
い
て
の

肉
、
正
規
制
の
7
ら
、
故
J
U
積一

山何
な

「
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
均
へ

の
ぷ
成
年
恥
刊
の
人
坊
決
・
此
」

を
的
中
市
.
し
、
し
か
む
ク
レ
ジ

ッ
ト
パ
な
ど
賭
博
に
仙
は
わ
れ

や
す
い

T
V
ゲ
|
ム
機
も
同

じ
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
る
な
ど

.
少
前
進
さ
せ
た
も
の
て
、

他
全
な
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

ア
ン

ン
業
界
か
ら
は
向
〈
評

価
さ
れ
る
べ
き
も
の
。
こ
れ

は
「
ど
ん
な
ゲ
ー
ム
機
も
郎

防
に
使
え
る
」
と
す
る
作
祭

斤
の
p
fえ
に
其
'川
、7
か
ら
反

対
す
る
む
の
で
、
ゲ
i
ム
機

に
は
郎
博
に
使
わ
れ
や
す
い

も
の
と
そ
う
で
な
い
舵
令
な

し
の
と
が
あ
る
と
明
ら
か
に

反
別
し
、
健
全
な
ゲ
|
ム
機

の
み
設
置
す
る
ゲ
ー
ム
場
は

風
俗
常
業
主
な
ら
ず
、

従
つ

て
胤
常
法
と
は
也
彼
な
ん
の

関
係
な
く
こ
れ
ま
で
ど
お
り

材
業
で
き
る
と
す
る
も
の
。

つ
ま
り
、
健
全
な
ゲ
ー
ム
機

は
む
し
ろ
青
少
年
の
健
全
育

成
に
役
立
ち
、
ま
た
創
造
的

内
主
と
し
て
の

A
M
淀
川仲
は

似
必
さ
れ
る
べ
き
と
の
考
え

の
よ
う
で
あ
る

七
月
e

今一
日
に
は
社
会
党
に

よ
る
修
止
奈
が
す
で
に
山
さ

れ
て
お
り
、
同
刊
は
中
l
初
係

決
ま
で
進
む
予
定
だ
っ
た
が
、

災
仁
作

(
?
)
が
活
発
化
し

五
日
に
係
決
が
持
ち
越
さ
れ

た。

:
一H
か
ら
.h
円
ま
で
の

川
に
、
山
町
川
山
公
庁
当
い川
は
紙
状
…

と
巻
き
返
し
を
行
な
い

、
拘

民
、
公
明
、
民
社
の
一・
党
の

了
解
を
得
た
む
よ
う
で
あ
る

が
、
そ
の
際
か
な
り
無
月
を

し
た
と
M
M
制
さ
れ
て

い
る
。

し
か
し
、
む
し
そ
の
よ
う
な

h
m
m
が
辿
る
の
で
あ
る
と
し

た
ら
同
法
案
が
成
立
し
た
と

し
て
も
他
行
に
お
い
て
泌
乱

は
必
宅
で
あ
リ
、
さ
ら
に
問

題
を
ト人
主
く
す
る
ど
け
、
と

指
摘
す
る
戸
む
あ
り
、
な
お

波
乱
含
み
の
ま
・
多
事
で
あ
る
。

(
次
頁
以
下
に
関
連
記
事
)

、

赤木真理量編集・発行人アミューズメント通信社

民
社
に
よ
る
共
同
修
正
案
(
抄
)

(
禁
止
行
為
)

第
二
十
二
条

風
俗
骨
た
を
公
む
折

は
、

る
行

ぬ
ふ
し
て
は
な
ら
な
い

で
::・
)

川

l
八
段
ド
ボ
尚
の
い
引
を
件
主
所
に
仲
介
と
し
て

ι

ち
人
ら
せ

る

ニ

と

(
ダ
ン
ス
教
段
品
川
与
に
あ
っ
て
は
、

午
後
卜
叫

{
あ
e

・
条
一
部

.
山
一
部
八
日ゲ
の九
%
主
に
係
る

刈
矧
川
叶
川
U
1川
副
州
川
什
利
叫
寸
1
川
刈
判
別

ト
の
条
例

で
定
め
る
年

附
に
満
た
な
い

折
に

つ
き
、

引
制
什
州
州
州
吋
剖
刈
刈
刈
叶
引
叫

1
4州
吋
叶
寸

い
て
は
そ
の
時
)
か
ら
翌

H
の
日
出
時
ま
で
の
時
間

に
お
い
で
す
作
・
と
し
て
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
。
)
。

公
明
、

小
品
八
-
-
削

W
I
'

a
l
J
J
{
 

(年
少
者
の
立
入
禁
止
の
表
示
)

第
十
八
条

風
的
公
主
将
は
、
川
家
公
安
否
ハハ
会
総

則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
リ
、
卜
八

段
木
尚
の
折
が

そ
の
品
川
川
業
所
に
h
d
ム
ワ
人
つ
て
は
な
ら
な
い
じ川

(抗
・
・

条

第

刷

出
問
ひ
の
件
業

『
句、
り
作
に
ダ
ン
ス
を
教

校
す
る
た
め
の
公
主
に
似
る
。)
に
係
る
仲
於
刈
で
少

年
の
帥
叫ん
仁
な
行
成
に
附
山
を
社
ば
す
お
そ
れ
が
な
い

む
の
と
し
て
同
家
公
安
委
員
会
規
則
で
-
V
ほ
め
る
本
法
r

に
適
介
す
る
ら
の
ぬ
び
川
刷
第
八
サ
の
品
川
主
に
係
る

九
日
行
業
所

{出
・・

l
・
・
条
抗
川

け
に
お
い
て

「
ダ
ン
ス

教
校
所
下
」
と
い
う

)
に
あ
勺
て
は
、
午
徒
十
時
以
恨

の
時
間
に
お
い
て
以
ち
入

つ
て
は
な
ら
な
い
じ
川

(
川

引
例
制
刈
叶
刷
叶
什
制
剖
川
川
叫
剥
側
叶
ー
バ
川
制

-
E
E
E

・t『E
E
E
E
Z
E
E
E
E
E
E
E
'E

・E・--a
'
z
-
E

・E・-EE
B
E
EE
E
E
E
E
E
E
E
E
2

・EE
・E・--E
E
-
-
E
E
E

・E・E・-EE
E
E
E
E
'
B
a
-
-
-
a

，.E
E
e
-
a
z
-
-
E
E
E
E

以
下
の
条

例
で
定
め
る
年
齢
に
尚
た
な
い
お
に
つ
き
.

午
彼
卜
叫
仰
の
叫
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
い
引
に
つ

い
て
は
そ
の
時
以
従
の
叫
川

に
お
い
て
い
仏
ち
人

勺
て

は
な
ら
な
い
斤
)
)
を
併
業
所
の
入
り
日
に
表
ぶ
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

発行所町{制156qlOJJI7HID3t+榔他物認可

n0.240 
1984年ヌ/15
アミューズメント通信
毎月 2例(1 ~I' 15日}党行

自
民
、

民
社
に
よ
る
附
格
決
翻
案
(抄
)

公
明
、

自

政
山
川
は
、
本
法
の
地
行
に
中
I
た
り
、

つ
い
て
汗
処
す
べ
き
で
あ
る
。

(
・:・・
・)

ゲ

i
ム
慌
の
組
制

の
作
リ
む
に
つ

い
て
引
き
続

さ

物
川
す
る
・

τ-。

(
・
:
・

)

布
決
議
す
る
。

次
め
が

項
に
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「F
先
と
川
じ
)

…
悠
白
品
介
…
一
叫
んh
ゲ

l
ム
機

で
も
附
怖
に
似
え
る
。
ゲ
ー

ム
機
が
必
さ
を
す
る
の
で
は

な
く
常
業
お
が
必
さ
を
す
る

の
で
あ
る
。
花
札
な
ど
賊
博

に
使
わ
れ
や
す
い
も
の
で
な

く
、
野
球
ゲ
|
ム
で
も
賭
博

に
使
え
る
」

(
鈴
水
部

μ
)

.
:
:
:
::
一

「
附
同
行
為
の

相

聞

回

:
:
:
汁
:
一
本
然
防
止
と
パ

い
な
が
ら
、制げ山
切削
山
川
で
も

明
ら
か
な
ギ
ル
!
ン
ブ
ル
出
刊
で

あ
る
ス
ロ

ッ
ト
マ
シ
ン
を
な

ぜ
胤
営
で
認
め
る
の
か
」{
同

制
正
勝
氏

H
民
社
)

。:J
「(
先
と

M
じ
)」

…悠
ロ
牟
?

(鈴
木
部
長
)

一一
-
j
u
-
-一
「
出
仰
と
芯
何

詞

同

ロ

4

一
i
j
I
l

i
t
i
-

-
ソ
:
:
:
:
一
か
。
ゴ
ル
フ
で

一ぺ
万
川
附
け
た
州
場
介
、
ト
円

の
場
合
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

場
A
い
は
L

(

附
川
氏
)

、川川
a
b
L

今、
一l
t
、
l
l

…
答
弁
一

H
b
y
J
1

五
条
の
決
定
で

偶
然
の
勝
負
山
中
で
賭
け
る
と

賭
博
に
な
る
。
技
能
が
関
与

し
て
も
な
り
う
る
。
刑
法
の

但
し
品川
き
の
解
釈
だ
が
、

削叫

令
が
品
川
く
な
ら
術
的
出
と
な
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( 3 ) 

-圃.
、圃

る

l
川
な
ら
吋山
川
性
が
川

也

チ

J

コ
レ
ー
ト
は

自
白川

の
似
山
A
t

戸鈴
木
川
u
k
-

J

・::い:一

「
チ
ョ
コ
レ
|

印
白

H

H

悶

-

-

一:::・
1
:一
ト
で
J
U
例

T
刊

む
す
る
の
が
あ
る
。
も
っ
と

正
絡
に
答
弁
せ
よ
。

ス
ロ

ッ

ト
、
ル
ー
レ

ッ
ト
、
ポ
ー
カ

ー
な
ど
賂
向
性
の
強
い

ゲ
ー

ム
機
は
、
少
年
に
さ
せ
な
い

の
か
当
然
で
は
ら
い
か
。
し

か
も
伎
十
附
ま
で
川
村
山
附
す
る

よ
う
な
も
の
で
、
お
か
し
い

で
は
な
い
か
」

(
川
川
氏
)

「(
光
と
阿
じ
)

一
答
弁
一

t
j
j

・
2

ん
1

後
|
時
ま
で

，，T
ど
も
に
や
ら
せ
ろ
と
言
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
(
鈴

木
部
長
)

、
川
悦
同
州
刈
後
と

一
一
質
問
一

ーリ
i
h
'

な
ら
ら
レ
ケ

l

ム
機
の
M

門
知
を
ぷ
せ
t

(

川

川
氏
}

「
規
制
の
対
象

…

答

弁

一

ー

‘

::に

と
な
ら
な

ν
も

の
は
乗
物
と
人
少
l
H
い
機
で

す
」
(
占
山
防
犯
課
長
)

一日
:
:
:
:一

「
五
十
七
年
、

出

問

同

日

ロ

.

i

T

-

J

ι

E

1

-

e

1

1
1
i

、F1
Lμ
a
-
-

i
l

'

〆
ノ
ャ

1

2
0

ゲ
|
ム
機
を
川
い
た
M
M
仙
川
犯

グ
使
い
方
で

博
4

論

行
詰
る

「
た
ま
り
場
」

7
割
の
分
母

(ゲ
l
ム
場
数
)
も
か
な
り
あ
い
ま
い
に

「
持
門
家
庁
は
テ
レ
ビ
ゲ

l
ム
機
を
健
全
な
も
の
か
ら

不
健
全
な
も
の
へ
と
蒋
易
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
交
換
で

変
更
で
き
る
と
言
う
が
、
こ
の
健
全
な
ゲ

l
ム
機
か
ら

『
T
V
ポ
ー
カ
ー
』

へ
と
ど
う
し
た
ら
変
挺
で
き
る
の

か
ぶ
せ
。
前
者
は
右
法
相
川
火
を
健
全
に
淡
し
ま
せ
賂
怖

に
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
、
後
者
は
野
山
門
小
に
よ
っ

て
多
数
郎
博
機
と
し
て
押
収
さ
れ
て
い
る
も
の
。
健
全

機
か
ら
郎
防
機
へ
の
変
更
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ

を
可
能
と
す
る
制
拠
を
示
せ
」
七
月
三
日
の
衆
院

・

地
行
委
で
宮
崎
角
治
氏
(
公
明
党
)
は
鋭
く
田
川
大
民

と
野
察
庁
に
迫
り
、
会
議
場
は
緊
迫
し
た
。

衆
院

・
地
行
委
で
の
審
議

は
笑
質
六
月
二
十
一
日
に
ス

タ
ー
ト
し
、
七
月
三
日
で
質

疑
終

f
と
な
っ
た
が
、
こ
の

川
委
日
以
会
は
凶
日
開
聞
か
れ

(う
ち
.
日
は

一
般
質
問
)

と
く
に

「
八
号
九
%
業
」
を
新

た
に
風
俗
常
業
と
す
る
点
、

ま
た
風
俗
常
業
へ
の
即
時
内
然
続

阪
の
拡
大
問
題
が
大
議
議
を

呼
び
起
こ
し
、

当
初
い
わ
ゆ

る
セ

ッ
ク
ス
産
業
の
焼
制
の

み
と
似
円
相
似
さ
れ
て
き
た
新
風

営
法
案
は
、
大
き
く
ク
ロ

ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
各
方
面
で
も

治
泌
が
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
こ
で
は
次
院

・
地
行
委

で
の

「
八

Htw業
」
を
め
ぐ

る
伐
疑

・
答
弁
を
中
心
に
い

か
に
衆
議
院
で
問
題
に
な
っ

た
か
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に

す
る

(本
紙

「
号
外
」
と
一

部
重
復
。
な
お
こ
こ
で
は
日

を
追
っ
て
ま
と
め
て
み
た
)
。

6
月
幻
日

与
野
党
と
も
矛
盾
点
指
摘

不
完
全
な
法
案
と
の
声
も

衆院・地行委(7月3日)で、賂I噂ゲーム織の基板 rTVポーカー1(左側)と健全AM機の基板を手に、 TV畿の区盟IJを迫る宮崎氏(公明)

.:je--一
「
ゲ
ー
ム
セ
ン

i

T

-

一
十
;
:;:一

タ
ー
を
新
た
に

風
営
に
す
る
と
な
っ
て
い

る

が
、
ゲ
ー
ム
機
に
は
い
ろ
い

ろ
純
矧
が
あ
り
、
ス
ロ

ッ
ト

マ
シ
ン
は
附
界
的
賂
博
機
で

あ
る
。
法
案
で
は
そ
う
い
う

持
品
川

こ

町

l
h
z
r
u
r
F
愛
L
t
b
f

&
A
IU
I
'
o
l
J
aar
i
d
t
'
f
'
"
"
 

ま
で
入
場
で
き
る
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
問
題
で
は

な
い
か
」
(
臼
井
日
出
男
氏

H
内
氏
)

「
ス
ロ

ッ
ト

マ

一昨合

A

汁…

.

.
 

シ
ン
は
外
国
で

は
郎
防
機
で
す
が
、
そ
れ
自

体
は
郎
防
で
は
な
く
、
使
い

万
で
あ
る
。
金
品
が
か
ら
む

と
州
開
性
が
品
川
く
な
る
が
、

日
本
で
は
令
日
川
と
は
関
係
な

く
た
だ
遊
ぶ
だ
け
の
も
の
が

あ
る
。
ま
た
午
後
十
時
と
い

う
の
は
、
現
状
が
野
政
し
だ

け
に
、
以
小
限
度
の
規
制
を

し
た
に
す
さ
な
い
」

(
答
祭

斤
川
怖
い
川
・
鈴
木
保
安
部
・
長
)

JU---::一
「
テ
レ
ビ
ゲ
|

問

H
H
a
一

ケ
ソ
:
;
:
・
・
一

ム
機
の
中
に
は

技
術
介
入
性
の
九
州
い
健
全
な

も
の
と
、
サ
イ
コ
ロ
と
か
花

札
な
ど
を

T
V
化
し
た
偶
然

刊
の
み
に
よ
る
も
の
と
区
別

で
き
る
は
ず
。
健
全
な
も
の

は
対
象
か
ら
は
ず
せ
な
い
も

の
か
」
(
臼
井
氏
)

「
な
る
ほ
ど
校

一
答
弁
一
-一
術
性
の
h
H

川
い
む

の
も
あ
る
が
、
川
叫
ん
ム
機
と
.
小

他
んよ
機
を
um
別
す
る
の
は
で

|賭博専用機 ||健全ゲーム後l

".... 

...，. 

問
機
に
改
泣
で
き
る
の
か
t

制
川
氏
、

コ
イ
ン
シ
『

|
ナ
ル
。
仰
向
叫
恨
の
広
行
と
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
ア
ク
シ

ョ
ン
」

カ
タ
ロ
グ
を
ぷ
し
区
別
せ
よ

と
泊
る
)

「
作
門
家
の
彦

一伊合

A

介一
!;一

見
を

l
e一分
に
聞

い
て

い
る
。
ぷ
一
似
交
換
で
谷

U

切
に
改
泣
で
き
る

(
附
九
日
弁
に

な
ら
ず
)

t

(

鈴
本

m
k』

「
き
り
が
な
い

略
1
4

、
nnH7

・

-
d

i
e

-

M
同

'z

・
・
;
j
i--一
併
以
的
な
郎
防

機
、
ス
ロ

ッ
ト
マ
シ

ン
て
「

ど
も
に
遊
ば
せ
て
、
な
に
が

健
全
育
成
か
」

(初
凶
氏
)

「
絡
附
悶
司』
な
る

一
答
品
汁
一
‘

1
1
1
J

カ
な
ら
ぬ
か
の

メ
ル
ク
マ
ー
ル

(指
際
)
は

収
金
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
に

よ
る
」

(
鈴
木
部
以
)

「
話
に
な
ら
な
い
」(
和
田
氏
}

パ

:
:
j
:一

「
待
自
然
白
川
で

副

間

同

町

尚

一

一-i
o--:;一
ス
ロ

ッ
ト
マ
シ

ン
な
ど
を
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
と

し
た
班
山
は
」

(
附
本
山
犬

氏
H
公
明
)

「
五
卜
六
年
内

一
法
回
品
汁

一
t

い
の
ま
で
は
勝
博

に
佼
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

岡
(
政
令
V
H
旅
館
抗
告
巴
な
ど
刀
J
ι
J

え
ら
れ
る
。

m
H
I
喝
子
統
合
な
ど
マ
予
定

L

の
胞
設
で
、
巴
舗
と
は
言
え
詰
十

t条
〈
規
則
料
金
て
い
る
。

す
、
し
か
も
、
容
易
に
見
通

の
神
山
川
)
H
飲
食
間
金
、
選

以
卜
.は

「
八

ザ

分

業

問

也
る
も
の
を
予
定
し
て
い
る
。
技
料
金
、
サ
ー
ビ
ス
制
金
円
。

述
の
主
だ

っ
た
の
下
位
法
令

第
四
条
第
二
頭一
第
二
口吉
(
政

ど
を
予
定
し
て
い
る
一

て
の
脱
定
見
込
み
内
谷
々
で

令
、

条
例
)

H
現
行
の
規

定

第

二

十
七
条
第

一
環
第
四

あ
る
が
、
か
な
り
具
体
的
に

号
(
府
令
)

H
法
人
の
役
員
示
し
て
い
る
も
の
や
揃
象
的

警
察
庁
が
衆
院
・
地
行
委
に
要
点
提
出

の
氏
名
、
住
所
な
ど
を
予
定

な
も
の
も
あ
リ
、
そ
の
差
は

「
手
己
乙
陸
ヨ

」
「
コ
忌

'eヨ
ワr・
し
て
い
る
。

激
し
く
、
解
釈
J
U

Z

で
は

金
支
4
3ご
と

主

主

オ

厚

円

・

第
一
一

i
一
一

議

長

〈

煩

な

〉

し

;

り

ゅ

な

の

4

a

守

守

-

i

d

、

則
)
H
山

b
山
中
山
由
民
を
提
供
一
9

1

『
/

。

省

庁

・

業

界

と

の

7
解

。

も

怪

し

く

な

る

カ

る
飲
食
砧
で
ゲ

i
ム
慨
を
倫

ビ
ゲ
|
ム
機
の
ゲ

l
ム
内
科

比
込
み
が
瓜
L

と
し
て
、
同
と
し
て
い
る
内
芥
と
か
な
り

と
同
織
に
学
校
寄
ガ
ら
一
定
え
て
い
な
い
も
の
な
ど
、
午

を
他
全
機
と
不
似
全
機
に

K

家
公
安
委
只
会
川
崎
則
、
政
令
、
尽
な

っ
て
い
る
の
が
作

H
さ

の
距
離
以
内
の
場
所
、

住
居

後
十
時
以
後
の
営
業
で
も
少

別
し
な
い
ま
ま

一
歩
日
パ
体
的

府
令
、
条
例
へ
の
委
任

事

刷

れ

る
。

地
域
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

年
の
健
全
な
育
成
に
及
ぼ
す
に
・
小
し
て
い
る
点
、
除
外
さ

を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
で
第
二
条
第
一
頃
第
八
号
(
規
第
九
条
第

一
頃
(
府
令
〉

影

響

の

少
な
い
も
の
を
予
定

れ

る
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
は
綜

う
ち
五
十
三
ヵ
所
に
つ

い
て

則
)
H
遊
授
の
結
果
ガ
表
示
日
構
造
設
備
の
溜
築
、
改

築

し

て

い
る

(
深
夜
叡
食
巴
の

館
し
か
明
不
が
な
く
、
シ
ヨ

は
焼
定
内
谷
、
ニ
十
一てカ
γ

附

さ
れ
、

又
は
勝
負
刀
明
ら
か

に
至
ら
な
い
程
度
の
部
分
的

規
制
で
除
外
す
る
も
の
)

ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

(S
C
)

に
つ
い
て
は
縫
い
入
な
ど
で
後

と
な
る
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
、

な
関
目
、
破
損
箇
所
の
修
理

第

二
一
十
六
条
(
府

4
3
u
が
ボ
さ
れ
て
い
な
い
点
八

お
に
つ
い
て
は
作
帆
附
し
て
む

そ
の
他
の
メ
タ
ル
ゲ
ー
ム
機
、
必
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

門
別
、
生
汗
月
日
な
ど
の
必

ひ
休
業
か
ら
除
外
さ
れ
る
む

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
芯

ど

を

予

等

1
一
票
第
一
頃
(
系
側
〉
油
守
谷
部
墳
を
予
定
し
て
い
る
。

の
は
少
な
い
いけ
…な
ど
多
く
の

定
し
て
い
る
。

H
ク
J
ス
ゾ
・
ス
イ
フ
、
大
晦

第
四
十
八
設
ハ
規
則
〉

r
間
組
山
…
が
.. 小
さ
れ
て
い
る

を
礼
る
と
、
こ
れ
£
た
物
泌

を
か
む
し
山
す
も
の
が
い帆
ん

で
い
る
d

こ
れ
は
配
付
さ
れ
た
資
料

の
う
ち

「
第

一

風
営
法
改

正
に
伴
、
7
下
位
法
令
の
規
定

-

-

の
紛
争
状
泌
を
ボ
せ

〔作山川小

山
け
は
悦
山
し
た
)

i

さ
て
"

は

ニ

れ

に
よ
る
と
、

押
収

機
は
偶
然
性
の
し
い
川
い
、
以
術

介
入
作
の
な
い
も
の

(
郎
附

機
)
ば
か
り
で
は
な
い
か
。

健
全
ゲ

l
ム
機
は
入

っ
て
い

な
い
」
(
岡
田
氏
)
「
い

い

ろ

あ

一
悠
回
品
汁

…

。

;
:
・
一
る
‘

ヒ
ン
コ
な

ど
は
伐
術
介
入
性
が
あ
る
・
•. 

終
心
川
に
な
ら
ず
)
:
:

川
叫
ん
'
ゲ
ー
ム
機
で
も
使
っ
て

い
る
場
合
か
あ
り
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
変
え
れ
ば
ギ
ャ
ン

ブ
ル
内
谷
に
変
史
で
き
る
」

(鈴
木
部
長
)

Ji---::一

「
テ
レ
ビ
ゲ
|

諸
国

H
a

.

fio---::一
ム
機
に
は
ス
ポ

ー
ツ
む
の
・
下
山
も
の

い
ろ
い

ろ
あ
る
か
、
ポ
ー
カ
ー
J
U

人

る
の
か
限
枠
れ
の
峨
い
も

の
む
い

っ
し
ょ
に
す
る
わ
け

か
」
(
縦
一
塚
幸
夫
氏
H
叫
ん
派
)

「
(先
と
川
じ
)

一日合

A

汁…

.、

一
ポ
ー
カ
ー
を
米

し
む
だ
け
な
ら
許
可
対
象
と

な
る
。
ホ
ー
ヵ

l
機
に
も
い

ろ
い
ろ
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど

が
テ
レ
ビ
ゲ
|
ム
機
。
附
附
け

、
ゲ
|
ム
機
忠

一
答
弁
・

;
:
・
…
仰
は
削
刊
の
組
紘

が
バ

ラ
バ
ラ
で
、，
M
-沢
民
制

も
は

っ
き
リ
し
な

い

協

会

も
い
く
つ
か
あ
る
よ
、ヲ
だ
か

ア
ウ
ト
サ
イ
タ
ー
が
多
く
か

れ
ら
は
門
主
規
制
し
な
い
。

収
伐
の
組
織
中
を
上
げ
て
も

桁
得
力
、

札机中下
h
M
か
強
く
な

い
と
い
附
…
立
味
だ
従

勺
て

n

h
川
例
制
に
則
げ
て
与
な
い
.

し
か
し
た
凶作
が
判
似
『似
J
)

す
る
な
ら
『
州
は
別
で
あ
る
L

(鈴
木
・
泌
氏
}

機
も
あ
る
か
そ
・
ヲ
で
な
い
の

も
わ
る
」

鈴

木
部

k

-

A

d

l

〉

li

o

磨

竜

司

リ

一

弘
品
川
W
H
H
H
V
H
H吋

-
i
T
-

lj
 

一
L
i
-
-
1
;一
九
円
、
健
全
削
m
A
4

組
A
H
を
作
り
、
八
訓
の
主
れ

を
組
織
し
、

'H
、
正
規
制
し
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
ポ
ー

カ
ー
ゲ
ー
ム
機
の
佼
則
然
汁

を
明
ぶ
し
、
ま
た
小
山
中
小
小

は
日
没
ま
で
と
あ
る
こ
れ

か
ら
み
る
と
法
奈
は
生
ぬ
る

い
。
山
口
・
正
規
制
を
ヴ
中
す
れ

ば
こ
ん
な
胤
常
化
は
.
小
必
療

で
は
な
い
か
」(
総
塚
氏
)

6
月
沼
田

健
全
/
不
健
全
機
の
中
身

福
井
県
青
少
年
条
例
と
は

j.責--j| 布 j-z-j l'i 作 j・・
| し:合:夫が :質 j

j議ま jAj氏わ:
;問:'l.~し :7fi ll か;問 ;
.ー た 一一 H ら

の-， 11.'1' '- の 「 会な~
{本健 i足立至11.六 ) い H:政
機全 ALf14月 L 多~~
ぷ:I晴巾会 卜 ~ < '手
ー 制{

に。 。Lで )L .f:1Iて へ
な頑と配rI 111 I)~ の

る
ゲ
ー
ム
機
と
州
地
機
と
は

川
町
μ
が
川内
な
る
の
て
は
な
い

か
。
山
問
時
機
て
は
ゲ
l
ム
内

科
が
勝
れ
ご
と
た
し
、
現
金

を
附
け
る
数
千

(
ク
レ
ジ

ソ

ト
)
の
記
憶
装
置
が
あ
る
。

ポ
ー
カ
ー
な
ど
は
画
刷
が
績

だ
が
、
健
全
機
に
は
縦
に
毛

っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
そ

れ
で
も
作
μ
切
に
健
全
慨
を
賂

リ
、
ま
た
多
く
が
未
定
の
ま

ま

こ

の

ヲ

ら
1

八

U
引
業
」

に
附
す
る
も
の
で
主
な
も
の

は
次
の
と
お
リ
で
、
N
A
O

が

「符
祭
庁
と
通
広
省
と
の

聞
で
交
わ
し
て
い
る
党
主
」

き
な
い
。
遊
技
の
結
果
が
勝

敗
を
決
す
る
も
の
や
定
量
的

に
一不
さ
れ
る
も
の
が
含
ま
れ

る
」

(
鈴
木
部
長
)

:
;
:
:
:
一

「
ホ
テ
ル
ロ
ビ

相

同

同

・

け
:
・
:
:
一

ー
や

S
C
で
区

州
さ
れ
て
な
い
も
の
は
対
象

外
と
川
く
が
、
む
し
ろ
開
腹

さ
れ
て
い
る
場
所
が
た
ま
り

場
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

(
臼
井
氏
)

「ゲ

l
ム
場
風

一

答

弁

一
営
化
の
目
的
は

賭
博
防
止
、
非
行
防
止
に
あ

り
、
そ
う
い
う
も
の
は
閉
鎖

さ
れ
た
場
所
で
起
り
や
す
い

と
思
う
」

{
鈴
木
部
長
)

一

:je--o…
「
旅
館
内
の
ゲ

1

1

・

・
0Aeo--::一
|
ム
場
で
、
ロ

ビ
ー
や
、
密
室
で
な
い
ガ
ラ

ス
張
り
で
外
か
ら
見
え
る
も

の
は
対
象
と
な
る
か
」
(
長

野
祐
也
氏
H
自
民
)

「円叫

K
7
凡
ま

一

答

弁

一

〉

リ

い
J
J

川
川

。r
ヵ、レ
，る
し
カ

そ
う
い
う
も
の
は
対
象
外
と

々
え
て
い
る
」

(鈴
木
部
長
)

ぺ
:
:
:
ト
:
…

「A
I
法
案
を
々

民
望
，

m
m
p
-

え
る
に
ま
だ
ま

だ
の
感
が
あ
る
。
も
っ
と
突

6
月
お
日

っ
込
ん
で
か
ら
法
改
正
す
べ

-
j
i
-
-
:
:一

「
こ
れ
ま
で
な

一
答
弁
一

き
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
汗
少
一
j
j
i
-
-」
ん
ら
統
制
が
な

年
非
行
の
防
比
に
な
ら
な
い
。
ぃ
。

ゲ
ー
ム
機
附
仰
が
続
発

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は
午
後
十

し
て
い
る
。
五
十
八
年
中
こ

時
ま
で
子
ど
も
が
入
れ
る
と
の
般
事
犯
で
八
千
阿
百
八
十

あ
る
が
、
九
州
で
も
こ
の
時
二
人
検
挙
し
た
。
会
賂
博
事

聞
は
子
ど
も
が
限
っ
て
い
る
犯
の
五
六

・
四
%
に
当
た
る
。

ぞ
」
(
松
田
九
郎
氏

H
自
民
)
一
方
「
た
ま
り
場
」
と
な
っ

:
・
特
に
答

弁

な

し

。

て

い

る

ゲ

l
ム
場
は
全
国
ゲ

一.
j
i
-
-
J

「
八
号
営
業
の

l
ム
場
(三
千
五
百
十
六
粁
}

一::・:・
1
4
:
…
胤
定
で
ス
ロ

ッ

中
二
千
四
百
三
ト
二
粁
と
約

ト
マ
シ
ン
と
あ
る
が
、
こ
れ
七
訓
を
占
め
て
い
る
。
し
か

は
野
・
以
内
川
で
も
ギ
ャ
ン
プ
も
総
力
団
関
係
は
約

一
例
あ

ル
機
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
る
。
騒
音
、
振
動
な
ど
の
背

午
後
十
時
ま
で
背
少
年
に
使
併
も
多
い
」

(
鈴
木
部
長
)

用
さ
せ
て
ど
こ
が
健
全
育
成
一

.Uji--一
「
ゲ
ー
ム
機
が

か
。
ま
た
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
…
:
:
・
:
市
;
…
賭
博
に
使
わ
れ

は
、
健
全
機
と
不
健
全
機
を

う
る
と
し
な
が
ら
、
年
少
者

な
ぜ
区
別
で
き
な
い
の
か
」

を
午
後
十
時
ま
で
入
場
さ
せ

(小
川
省
吾
氏
H
社
会
)

る

と

い

う

の

は
矛
盾
し
て
い

「
(先
と
刷
じ
)
る
で
は
な
い
か
」
(
ぶ
野
氏
)

…
答
弁
…

テ
レ
ビ
ゲ

l
ム

-
j
i
-
-
-

「
L
九J
件
業
は

…
答
弁
…

/
4

機
も
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
を
変
え

f
i
-
-
:
:
:一
七
サ
併
殺
の
よ

れ
ば
ゲ

l
ム
内
芥
が
変
わ
る
。
う
な
賞
n
聞
の
提
供
が
な
く
、

脱
法
行
為
を
防
ぐ
た
め
に
も
た
だ
ゲ
ー
ム
す
る
だ
け
。
年

区
分
し
な
い
」
(
鈴
木
部
長
)
少
者
の
入
場
は
当
然
だ
が
、

一
;
:
:
ト
:
…
「
答
官
の
不
祥
社
会
福
祉
関
係
法
の
例
か
ら

i

1

・

・
:
:
:
:
:
一
場
が
絶
、
え
な
い
。
午
後
十
時
ま
で
と
し
た
。
十

ま
た
法
案
で
は
ト
ル
コ
風
呂

時
ま
で
遊
ぺ
と
す
る
わ
け
で

を
全
面
祭
止
し
な
い
。
し
か
は
な
い
」
(
鈴
木
部
長
)

も
法
案
は
政
令
規
則
な
ど
下
一
::
:
:
:
:一
「
い
く
ら
使
い

1

1

・

位
法
令
に

.h
近
く
委
任
し
て
一
::
:
:
:
;一
方
と
行
お
、
つ
が

い
る
。
明H
祭
織
力
の
肥
大
化
ま
た
抗
岡山
を
出
さ
な
い
と
宮

に
な
ら
な
い
か
」
(
安

m修
お
う
が
、
符
祭
白
件
で
ス
ロ

三
氏

H
社
会
)

ツ

ト

マ
シ
ン
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル

「
蹴
判
官
の
非
行
機
と
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

・公
国
品
汁

一

;
:
・
一
は
誠
に
申
し
わ
こ
れ
は
問
題
だ
」
(
草
野
氏
)

け
な
い
よ
百
頗
を
副
復
す
る
』

・:
j
i
-
-
:一

「
使
わ
れ
方
で

L

一
笈
回
牟
川
一

(
悶
川
大
臣
)

「

ト

ル

コ

一j
i
-
-
:
:一
あ
る
。
五
十
六

風
月
の
規
制
は
燃
し
い
。
下
年
当
時
は
そ
う
い
う
(
税
金

位
法
令
へ

の
愛
任
は
、
技
術

払
出
し
の
)
も
の
が
多
か

っ

的
な
も
の
砂
川
的
な
も
の

に

た

・
五
十
七
年
以
降
は

(
帆

限
る
」
(
鈴
木
部
長
)

「

委

追

を

)
修
正
し
て
い
る
。
金

任
に
つ
い
て
は
立
法
技
術
で
口
聞
の
か
ら
む
本
来
的
な
ギ
ヤ

あ
る
」
(
三
井
終
察
庁
長
官
)
ン
プ
ル
機
は
許
可
し
な
い
」

(
鈴
木
部
長
)

ぺ
:
:
:
十
:…
「
射
幸
心
を
そ

i

1

・

一
・
:
・
:
:
;
一
そ
る
お
そ
れ
の

あ
る
遊
技
に
用
い
る
こ
と
が

で
き
る
と
あ
る
が
、
そ
の
判

断
基
触
を
・
ポ
せ
。
ス
ポ
ー
ツ

も
の
な
ど
総
会
な
も
の
も
含

め
る
の
か
」

(爪
野
氏
)

押
収
機
は
す
べ
て
賭
博
機

業
界
自
主
規
制
が
問
題
に

:質:

:問:

「
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
を
風
間
川
次

J
1
'
 

.... 
，、

か
っ
た
の
で
俗
称
と
し
た
。

逸
ょ
た
け
な
ら
附
時
機
で
は

な
い

」

(
鈴
木
部
以
)

j
j
i
-
-一
「
な
ら
ぎ
1
卜

柑

興

計

尚

一

一
Leo-
:
川
:一
七
年
中
に
抑
収

し
た
ス
ロ
ソ
ト
マ
シ
ン
約
千

ム
け
は
な
ぜ
押
収
し
た
の
か
」

(阿
本
氏
)
|
|
鈴
木
部
長

は
先
の
終
弁
繰
り
返
す
。『
一前

件
以
の
山
少
年
条
例
(
ぶ
す
)

が
あ
り
、
化
札
:
:
:
ス
ロ

ッ

ト
マ
シ
ン
と
明
記
し
、
特
定

准
政
機
と
し
て
あ
る
。
一
悩
井

で
は
こ
う
い
う
機
械
は
少
年

に
使
用
然
比
し
て
い
る
。
同

の
ほ
う
が
湿
れ
て
い
る
わ
け

か
」

(
岡
本
氏
)
「尚
作
Mド

ηnF邦

一
答

弁
一

t
;
1
4
1

;
・
:
一
介
は

l
五
歳
未

満
で
法
定
の
卜
八
歳
未
満
と

民
な
る
。
川
以
か
ら
中
身
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
な

い
が
、
場
人
け
に
よ
っ
て
は
風

穴
法
改
正
で
火
効
す
る
と
伝

え
て
あ
る
。
同
条
例
は
局
け

出
制
な
の
で
、
そ
れ
で
い
い

と
の

こ
と
だ

っ
た
」

(
鈴
木

部
長
)
|
|
燃
時
機
と
健
全

機

の
似
別
に
つ
い

て
「
業
界

で
も
立
は
が
分
れ
て
お
リ
、

区
別
川
雌
と
い
う
業
者
が
い

業
に
加
え
る
則
山
を
.. 小
せ
」

(仲
引
い
野
城
氏
H
公
明
)

~ 

戸、

る
L

(

鈴
木
m
u
k
)

明
せ
よ

(山
附
氏

)
l
i

.
:
:
:
:
:
一

t

モ
グ
ラ
叩
主
鈴
木
部

k
、
作
介
に
川
ま
る

M
M

一向

i
B
1

・

'

cu--:;一
は
ど
う
な
る
の

『
明
終
的
に

.
hし
か
な
い

か
」

{
岡
本
氏
)

場
合
、

二
台
、
三
台
の
場
合

「A
I
後
よ

く

研

は

風

常

か

」

(
宮
崎
氏
)

一
時
合
怠
ハ
…

究
し
、
業
界
の
一
:
:
:
:一

「
喫
茶
庖
は
庖

一時
A

ロ
A

品川一

怠
見
を
聞
き
刷
出
ん
す
る
」
(
鈴

一j
i
-
-
:
;一
舗
だ
か
ら
該
当

木

部

長

)

す

る

。

一
概
に
言
え
な
い
が

.:ji--一
「
会
凶
ゲ
ー
ム

二
台
、
=
一台
な
ら
規
制
対
象

相闘

H
ロ
.

・
:
j
:
:
:一
場
三
千
五

U
析

と
な
る
」

(
卜
い
山
課
長
)

は
お
か
し
い
。

パ
チ
ン
コ
山
一
:Ji-
-::一

「
同
会
記
行
会

i

f

-

(一

万
二

F
判
)
の
ニ

-u
…-il--1;一
節
の
明
茶
山
に

似
の
三
万
粁
で
は
な
い
か
」

ジ
ャ
ン
ヒ

ユ
|
タ
ー
な
ど
:
一

(岡
本
氏
)

白
川
い
て
い
る
が
、
対
象
と

「
こ
れ
で
全
部
な
る
か
」
(
宮
崎
氏
)

一
忽
回
品
介
一

か
ど
う
か
わ
か

-
j
i
-
-
:
:一

「
現
伏
を
見
て

一法
E

A

介・

り
ま
せ
ん
が
、
か
な
り
の
も

一-
J
i
-
-
:
;
一

い
な
い
の
で
何

の
」

(
山
凶
少
年
課
長
)
|

と
も
言
え
な
い
が
、

一
般
論

|
納
得
で
き
な
い
、

の
ヤ
ジ
。
と
し
て
、

小
さ
な
喫
茶
川
の

一
.
j
i
--。一

「
健
全
ゲ
|
ム
中
に
わ
ず
か
の
台
数
の
ゲ

l

i

-

-

!
・
:
:
:
:
一
機
と
不
健
全
機
ム
機
か
あ
る
ゲ
|
ム
唄
必
で

を
灰
分
し
な
い
と
い
う
が
、
以
内
か
行
な
わ
れ
て

い
る
こ

一
万
で
作
然
斤
は
H

ギ
ャ
ン
と
が
多
い
、
こ
れ
が
川
組
で

ブ
ル
機
状
汎
u

と
し
て
ぽ
一
分
あ
る
」

(
鈴
木
部
長
)

し
て
い
る
。
な
ぜ
か
」

(同
一
:
:
:
:
:
;
一

「
だ
れ
が
見
て

皆
同

H
開

閉
正
勝
氏
日
民
社
)
|
|
終
一
j
i
-
-
1
:一
も
明
ら
か
な
附

弁
混
乱
し
、
訂
圧
し
な
が
ら
、
博
専
問
機
と
、
健
全
な
ゲ
|

「
押
収
機
の
は
ム
機
を
い
っ
し
ょ

に
す
る
の

…窓口

A

汁…

と
ん
ど
は
不
健
は
お
か
し
い
。
州
事
会
で
も

全
機
だ
が
、
総
会
機
も
わ
ず

や

る

」

(
附
旧
正
勝
氏
H
M
A

か
だ
が
あ
る
入
山
山
以
H
K
)

社
)J
ア
レ
ピ
ゲ

l
ム
機
に
つ

い
て
不
明
な
点
が
多
い
。
M
m

別
で
き
る
は
ず
で
あ
る
」(
川

必
万
占
氏
H
社
会
)

「
八
サ
ゃ
い業
の

一窓口

A

汁一

規
定
文
の
う
ち

ス
ロ

ッ
ト
マ
シ
ン
五
々
は
例

ぷ
、

『
本
米
の
用
途

rA
々
』

が
H
M
も
な
昧
あ
る
例
所
。

ス

ポ
ー
ツ
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

す
べ
て
対
匁
に
な
る
。
ぶ
は

ニ
れ
て
い
い
と
思
う
t

(

鈴

木
部
長
)

.
:
:
:
:
:
一

「
テ
レ
ビ
ゲ
!

日間

H
R
.

一
:
:
:
:
;
一
ム
機
に
つ
い
て

は
ど
う
し
て
も
区
別
す
る
必

要
が
あ
る
。
従
っ
て
、
八
号

内
管
内
業
の
規
定
で
修
正
後
を
山

し
た
。
修
止
奈
の
ほ
う
が
、

だ
れ
か
け
凡
て
も
わ
か
り
や
す

い
と
思
う
の
で
、
仙
川
刈
し
て

ほ
し
い
」

(
加
泌
氏
}

寸，
R
H

リつ
J
V

同
H

質
疑
終
了
ま
で
解
決
せ
ず

各
党
か
ら
修
正
案
調
整
へ

::・・::一

(T
V
機
で
健
変
、
え
る
な
ら
配
線
、
操
作
ボ

辺

員

"

伺

一
:
:
:
寸
:
一
令
機
を
不
健
全

タ

ン

、
す
べ
て
変
え
て
、
大

機
に
谷
い切
に
ソ
フ
ト
交
換
で
改
造
に
な
る

(丘
、
六
十
万

ゲ
ー
ム
内
科
を
袋
、
え
る
と
の
刊
は
か
か
る
)。

そ
れ
な
ら

終
弁
に
刈
し
)
「
こ
こ
に
以
来
用
車
を
ト
ラ

ッ
ク
に
変
え

似
か
.. 校
め
る

(..
 
小
す

H
写

る
よ
う
な
も
の
だ
。
ニ
れ
を

真
参
照
)。

ど
ち
ら
が
賂
時
簡
単
と
パ
う
の
か
」

(山川
崎

糾
刊
の
あ
る
も
の
か
わ
か
る
か
。
品川
治
氏
H
公
川
)

こ
れ
ら
の
必
似
は
コ
ン
ビ
ュ

-
j
j
i
-
-
J

「ゲ
ー
ム
機
に

}

、

一

窓

口

A

汁一

ー
タ
ー
が
内
蔵
さ
れ
、
実
に
一
j
i
-
-
:
:一
つ
い
て
そ
れ
な

杭
巧
に
出
来
て
い
る
。
ハ

l

り
に
勉
強
し
た
。
必
械
を
人

ド
J
U

ソ
フ
ト
も
ち
が
う
。

こ
れ
か
、
え
る
だ
け
で
ゲ
ー
ム
変

れ
は
ソ
フ
ト
交
換
な
ど
で
谷
犯
で
き
る
と
咋
門
家
に
聞
い

い
切
に
火
燥
で
き
る
も
の
で
は
て
い
る
L

(

鈴
木
氏
)

な
い
。

U
H
O
M
と
tHう
が
ど
一
:
:
:
:
::
一

、
ぬ
介
だ
。
附

相
関

H
a
.

れ
が
代

O
M
か
わ
か
る
か
。

一
::;:::H
mで
な
い
。
況
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県福
警岡

党
習
賂
博
ほ
う
助
の
疑
い
で
。
後
に
不
起
訴
釈
放

任
を
と
る
」
と
し
て
執
行
部

が
辞
任
、
新
組
織
を
め
ざ
し

て
同
協
会
を
解
散
す
る
決
議

を
行
な
っ
た
。
大
分
の
協
会

は
行
政
指
導
の
も
と
岡
県
汗

少
年
条
例
の
阿
滑
な
実
施
と

背
少
年
非
行
防
止
を
め
ざ
し

て
昨
年
末
や
っ
と
発
足
し
た

ば
か
り
だ
が
、
結
局
振
り
出

し
に
戻
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ゲ
ー
ム

場
風
営
化
反
対
で

福
岡
協
会
が
請
願

が
、
て
月
十
五

U
の
役
只
会
い
で
家
宅
抽
出
索
、
粉
保
社
長

で
和
敏
氏
を
代
表
に
加
え
て
の
逮
捕
状
を
と
り
行
方
を
仙
波

三
人
代
表
に
す
る
こ
と
を
決
し
た
。
同
ぺ
十
五
日
、
粉
氏

め
、
四
月
十
三
日
に
投
記
し
は
行
術
担
に
出
頭
、
逮
捕
さ

た
。
そ
こ
へ
市
中
件
が
起
っ
た
。
れ
た
が
、
同
氏
は

一
貫
し
て

福
岡
県
饗
防
犯
部
と
行
橋
無
実
、
無
罪
を
主
張
し
た
と
福
岡
県
健
全
娯
楽
業
協
会

署
は
広
域
ゲ
l
ム
機
賭
博
ポ
言
わ
れ
て
い
る
。
家
宅
捜
索
(
児
玉
輝
男
会
長
)
で
は
、

西
日
本
ド
リ
ー
ム
産
業
側
件
を
捜
査
中
、
四
月
十
二
日

で

押
収
さ
れ
た
帳
簿
、
書
類
ゲ
l
ム
場
を
風
営
化
す
る
新

(
本
社
北
九
州
市
小
倉
北
区
、
に
主
犯
格
の
北
九
州
市
八
備
は
六
月
四
日
ご
ろ
す
べ
て
返
風
営
法
案
に
反
対
す
る
た
め

祈
和
敏
社
長
)
の
前
社
長
で
東
区
、
三
陽
商
事
の
小
柳
嘉
却
さ
れ
、
事
件
の
証
拠
は
な
同
法
案
に
反
対
の
「
請
願
」

あ
る
祈
(
桝
)
保
氏
が
五
月
一
郎
を
常
習
絡
博
容
疑
で
遣
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
確
実
に
を
行
な
う
こ
と
を
決
め
、
六

二
十
五
日
、
ゲ
l
ム
機
を
用
捕
し
た
。
調
べ
で
は
ロ
イ
ヤ
な
っ
た
。
そ
し
て
同
十
四
日
月
二
十
五
日
、
こ
れ
を
衆
参

い
た
常
習
賭
博
の
ほ
う
助
の
ル
麻
雀
で

一
ク
レ
ジ
ッ
ト
育
粉
氏
は
不
起
訴
で
釈
放
さ
れ
両
院
議
長
あ
て
紹
介
議
員
を

疑
い
で
福
岡
県
努
行
橋
署
に
円
で
賭
博
を
行
な
っ
て
い
た
事
笑
上
無
罪
波
免
と
な
っ
た
。
通
じ
て
提
出
す
る
よ
う
手
配

逮
捕
さ
れ
た
が
、
六
月
十
刊
と
の
こ
と
で
、
小
柳
ら
の
白
し
か
し
本
人
は
そ
の
後
長
期
し
た
。
こ
れ
に
は
中
部
オ
ぺ

日
に
不
起
訴
で
釈
放
さ
れ
た
。
供
を
も
と
に
か
れ
ら
に
賭
博

出
張
と
の
こ
と
で
本
紙
も
述
レ
!
タ
l
会

(神
出
英
生
会

粉
保
氏
は
日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
機
を
光
っ
た
と
し
て
粉
保
氏
絡
が
と
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
長
)
も
向
調
し
、
向
内
谷
の

メ
ン
ト

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
の
名
前
が
L
し
っ
て
き
た
も
よ
従
っ
て
、
事
件
の
真
相
は
終
手
続
き
を
進
め
、
ま
た
大
阪

会

(

N
A

O
)
め
本
部
副
仕
事

う
で
あ
る
。

五
月
二
十
三
日
、
察
の
見
込
み
処
世
れ
が
失
敗
し
レ
ジ
ャ
ー
機
線
側

(
大
レ
協
、

(
S
C
部
会
所
以
問
州
市
ド
)
で

響
祭
は
西
日
本
ド
リ
ー
ム
産
た
ら
し
い
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
準
久
理
事
以
)
も
将
名
簿
を

あ
っ
た
が
、
N
A
O
本
部

は

業

を

常

料
賭
博
ほ
う
肋

の

疑

判

明
し

て

い

な

い

。

添

え

る

な

ど

協

力

し

た

。

九
州
支
部
に
こ
の
が
件
の
対

「
d
願
」
は
迎
法
部
十
六

処

を

委

ね

、

そ

の

結

決

六

日

付

条

に

保

障

さ

れ

て

い

る

同

氏

六

日

に

粉

保

氏

が

肉

発

的

に

の

権

利

の

ひ

と

つ

。

A

F
闘
の

退
任
、
制
卜
明
日
に

M
社

が

請

願

は

凶

会

法

に

誌

づ
く
も

N

A

O
を

退

会

し

た

と

し

て

の

で

、

議

員

の

紹

介

に

よ

り

い

る

。

各

議

院

に

請

願

書

を

提

出
す

こ

の

ギ

件

に

つ

い

て

は

複

る

も

の

。

今

固

め

請

願

に

関

維

な

状

況

が

あ

る

ら

し

く

、

し

て

は

関

係

先

な

ど

を

通

じ

警

察

、

本

人

を

含

め

て

な

か

て

少

な

く

と

も

二

名

以

上

の

な

か

真

相

を

明

ら

か

に

し

な

議

員

の

紹

介

で

提

出

さ

れ

る

い

た

め

わ

か

り

に

く

い

が

、

こ

と

に

な

っ

て

い

る

。

こ

れ

で

き

る

だ

け

客

観

的

に

見

た

ら

何

千

人

も

の

著

名

つ

き

の

場
合
次
の
と
お
り
と
な
る
。

今
回
の
請
願
品
川
H

の
効
果
は
少

ま

ず

西

日

本

ド

リ

ー

ム

産

業

な

く

な

い

と

見

ら

れ

て

い

る

。

は
主
に
オ

ペ

レ

ー

タ

ー

会

社

な

お
小
部
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

で

あ

り

右

名

デ

パ

ー

ト

尿

上

会

は

同

趣

旨

で

衆

院

・
地
方

な
ど
を
ロ
ケ
先
に
営
業
し

て

行

政

委

以
民
あ
て
に

M
m
N
ハ

い

る

ほ

か

、

維

貨

の

紛

入

販

ガ

キ

を

山

山

す

運

動

を

反

則

し

光

を

行

な

う

販

売

部

と

、

紛

て

い

る

。
こ
れ
に
大
レ
協
、

保
氏
が
ゲ
|
ム
機
な
ど

の

販

一

制
間
以
他
娯
協
会
も
参
加
し

売
を
行
な
っ
て
き
た
商
恨
部

て
お
リ
、
下
実
上
こ
れ
ら
:十

が
あ
る
。
代

点

取

締

役

は

て

同

体

は

命

共

同

e

の
例
え
を

や引
(
制
点
瀬
会
長
と
紛
保
社
長
)

組
み
つ

つ
あ
る
と
ゴ
え
る
。

で

取

締

役

専

務

は

紛

保

氏

の

今

回

従

出

と

な

る

前

願

川

弟
の
和
敏
氏
と

な

っ

て

い

た

の

内

谷

は

し
〈
品
川
次
め
と
お
り
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N
A
O
理
事
を
退
任
、
退
会

大
分
県
協
は
あ
お
り
で
解
散

同
社
で
は
、
い
か
に
無
実
っ
た
と
こ
ろ
同
社
で
は

「
粉

無
罪
で
あ
ろ
う
と
事
件
と
し
氏
が
N

A

O
湾
事
で
あ
る
こ

て
表
面
化
し
た
(
新
間
報
道
と
も
知
ら
な
か

っ
た
」
こ
と

さ
れ
た
)
こ
と
を
重
く
見
て
が
判
明
、
そ
の
上
で
相
談
し

椀
保
氏
に
い
ろ
い
ろ
説
得
し
て
N
A

O
本
部
理
事
の
退
任

た
も
よ
う
で
、
そ
の
結
果
同
退
会
を
決
め
た
も
の
。
こ
の

氏
は
退
任
、
同
社
は
役
員
を
あ
た
り
も
不
明
な
点
が
多
い

改
組
し
祈
和
敏
専
務
は
社
長

が

、

N

A

O
本
部
が
直
接
現

に
昇
格
し
た
。
こ
れ
は
粉

氏

地

で
調
査
し
た
こ
と
は
ど
う

が
「
交
友
関
係
な
ど
て
誤
解
も
な
い
ら
し
い
。

を
招
い
た
責
任
を
と
る
」
と
な
お
粉
保
氏
な
い
し
両
日

の
こ
と
で
、
対
外
的
な
恒
川
本
ド
リ
ー
ム
産
業
は
、
福
岡

間
復
を
自
分
の
名
称
よ
り
似
県
他
人
し
娯
楽
業
協
会

(児
玉

先
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。
細
川
列
会
長
)
と
は
な
ん
の
閲

一
方
N
A
O
は
本
部
が
選
係
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
大

任
し
た
本
部
理
必
に
も
か
か
分
以
他
令
娯
楽
業
協
会
(
宮

わ
ら
ず
、
こ
の
問
題
を
九

州

坂

志

会
長
)
で
は
会
日
で
あ

支
部

(原
凶
福

一
支
部
・
h
k
)

っ
た
た
め
、
六
月
十
て
日
に

に
ま
か
せ
る
と
し
、

九
州
支
大
分
市
内
で
臨
時
総
会
を
同

部
が
西
日
本
ド
リ
ー
ム
に
当
き
、

「
会
員
の
不
詳
市
中
の
訂

日
本
ア
ミ
ュ

i
，
ス
メ
ン
ト

マ
シ
ン
七
業
協
会

(
J

A

M

M

A
)
の
中
村
会
長
は
こ
の

ほ
ど
、
六
月
，ム

H
に
帆
パ
祭
庁

の・
一井
長
官
あ
て
文
詐
を
鈴

木
保
安
部
長
会
』
介
し
て
尉
け

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
ニ
の
文
書
は
、
現
在
開

会
で
議
議
中
の
新
風
営
法
案

に
関
す
る
む
の
で
、
同
庁
は

法
案
作
リ
に
当
っ
て
A
M
業

界
の
実
情
を
誤
解
し
て
い
る

と
し
て
、
妥
協
で
き
る
と
し

て
も
ギ
ャ
ン
ブ
ル
内
符
の
ゲ

ー
ム
機
に
つ
い
て
の
み
第
八

号
骨
業
と
す
べ
き
で
、
A
M

機
に
付
す
る
流
可
制
な
ど
は

と

ん

で

む

な

い

と

す

る

ら
の
。
中
村
会
長
は
A
J
州
ニ
の
文

品川口
を
明
ら
か
に
す
る
に
当
っ

て
本
紙
に
「
今
法
案
が
な
く

と
も
現
行
法
で
足
り
る
も
の

ば
か
り
。
と
く
に
ゲ
l
ム
機

" 
を発表法案の矛盾点指摘する書簡文

に
つ
い
て
は
そ
の
判
怜

・
機

能
を
研
究
せ
ず
、
い
た
ず
ら

に

一
M
対
象
機
純
と
す
る
の

は
恭
品
川
で
し
か
な
い
。
付
仙
氷

範
聞
を
広
げ
て
も
、
紡
川
は

な
ん
ら
効
果
む
く
む
し
ろ

弊
告
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

る
だ
け
。
長
官
に
考
、ぇ
直
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
語
っ

て
い
る
(
文
書
は
次
の
と
お

り)。突
然
こ
の
よ
う
な
昨
日
聞

を
お
送
り
す
る
ご
無
礼
を
お

許
し
下
さ
い
。
私
は
業
務
川

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
機

(
い
わ
ゆ

る
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
機
)
を
中

心
と
す
る
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン

ト
マ
シ
ン
の
波
泣
牧
び
に
版

必
業
い
引
の
制
織
す
る
任
広
川

体
、
川
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
マ
シ
ン
工
業
協
会
の
会
以

臓
を
勤
め
て
い
る
者
で
あ
り

ま
す
。私
は
讐
察
庁
が
今
凶
会
に

上
健
さ
れ
て
お
り
ま
す
風
俗 -，. 

大
レ
協
、

中
部
O
P
会
も
同
調
し
て

で
あ
る
。

風
俗
営
業
等
取
締
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
に
反
対
す
る
請
願
書

健
全
娯
楽
で
あ
る
伝
達
ア

ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
業
界
は
、

性
的
欲
的
中
東
び
金
銭
的
欲
望

と
は
ま
っ
た
く
無
縁
で
あ
り

「
風
俗
営
業
」
で
は
断
じ
て

あ
り
ま
ぜ
ん
。

行
少
年
の
非
行
化
防
止
に

つ
い
て
は
、
向
主
規
制
そ
の

他

「行
少
年
の
悩
み
を
聞
き

相
談
相
手
に
な
る
」
の
方
法

で
十
分
な
効
呆
を
し
し
げ
て
き

ま
し
た
。
特
に
附
時
問
題
に

つ
い
て
は
私
述
は
泊
制
限
(
符

伐
に
)
制
度
を
設
け
協
力
を

し
て

い
ま
す
。
改
正
案
に
よ

り
ま
す
と
、
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム

機
、
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
の
定

義
が
定
か
で
な
く
、
我
々
が

違
法
と
み
な
し
使
用
を
祭
止

し
て
い
る
(
ポ
ー
カ
ー
ゲ
l
ム

等
の
)
も
の
も
含
ま
れ
る
こ

と
と
な
り
、
こ
れ
ら
を
官
少

年
が
使
用
す
る
機
会
も
考
え

ら
れ
、
青
少
年
の
健
全
育
成

の

n的
と
矛
前
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
改
正

案
に
よ
り
ま
す
と
、
朴
円
業
時

間
、
地
減
規
制
、
味
川
d

叶
制
等

々
に
よ
り
議
細
業
い
引
が
大
部

分
を
占
め
る
業
界
に
と
っ
て

致
命
的
な
打
懲
を
受
け
、
営

業
総
と
そ
の
家
族
の
生
活
柿

が
著
し
く
民
存
さ
れ
ま
す
。

私
達
協
会
は
よ
り
健
全
娯

楽
の
発
展
を
め
ざ
し
、
自
主

規
制
を
強
化
し
、
社
会
に
寄

与
す
る
た
め
日
々
努
力
致
し

て
お
り
ま
す
。
今
聞
の
風
俗

営
業
等
取
締
法
改
正
が
私
達

の
営
業
と
生
活
の
破
壊
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
、
次
の
こ

と
を
要
請
し
ま
す
。

〔
請
願
事
項
〕

一
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
業

，

界
を
風
俗
営
業
等
取
締
法
の

・
中
に
組
込
み
取
締
リ
対
象
と

す
る
が
に
反
対
致
し
ま
す
。

一
、
常
業
と
や
い
活
の
破
峨
に

つ
な
が
る
風
俗
常
業
等
取
締

法
の
改
正
に
反
対
し
ま
す
。

一
、
現
行
法
に
よ
る
符
妓
の

指
導
と
条
例
等
に
よ
る
取
締

り
及
び
業
界
の
白
川
主
規
制
で

古
少
年
の
健
全
符
成
の
日
的

に
は
充
分
対
応
で
き
る
も
の

で
す
。
よ
っ
て
法
改
正
に
反

メ
リ
ー
な
ど
5
J
I
S
化
に
続
き

8
機
種
規
格
化
ヘ

J
A
P

E
A
技
術
委
が
検
討
開
始

J
A
P
E
A
の
技
術
委
員

会
(
委
只
長

H
尚
附
山
肌
九

一
郎

氏

・
氷
防
機
工
附
)
で
は
六

月
十
九
日
、
大
阪
・
米
医
の

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
亦
附
機
浮
検

作
仙
川
内
誠
会
の
会
議
所
に
て
第

五
同
会
人
H

を
聞
き
、
け
本
工

業
規
柿

(
J

I
S
)
遊
戯
地

設
の
倹
作
M
M
m
に
つ
い
て
新

た
な
機
州
制
定
に
向
け
て
の

検
討
、
川
委
以
会
役
以
の
改

選
な
ど
を
行
な
っ
た
。

営
業
の
現
制
及
び
業
務
の
巡
|
ゲ
l
ム
機
か
ら
、
じ
は
射
Mm

止
化
等
に
関
す
る
法
律
案
(
以
終
や
瞬
間
的
刈
断
力
の
長
成

下
単
に
本
法
案
と
い
い
ま
す
)
に
役
也
つ
健
全
な
テ
レ
ビ
ゲ

中
い
わ
ゆ
る
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
ム
機
ま
で
ん
し
て
を
合
む
、
』

l
に
閲
す
る
脱
制
に
つ
い
て

と
と
な
る
の
て
あ
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
意
見
を
持
っ
て
ス
ロ

ッ
ト
ア
ン
ン
は
、
川

お
り
ま
す
。
ご
多
忙
の
処
と
際
的
に
代
点
的
な
州
問
機
械

は
存
じ
ま
す
が
紅
げ
て
お
日
て
あ
り
ま
1
作
従
げ
は
何

通
し
賜
り
ま
す
よ
う

お

願

い

祭

'
H
Aに
ね
い
て
、
ス
ロ
ッ

巾
し
ト
し
げ
ま
す
。

ト

ア

ン

ン

を

ギ

ャ

ン

ブ

ル
マ

ー
本
法
案
巳
よ
る
ゲ
l

シ
ン
と
れ
代
現
し
ニ
れ
を
必
め

ム
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
規
制

て
お
ら
れ
ま
す
。

附

例

外

は
少
年
の
健
全
育
成
巳
資
す

と
し
て
川
本
で
は
.
メ
ダ
ル

る
も
の
で
は
な
い

と
称
す
る
コ
イ
ン
状
の
物
体

行
察
庁
は
現
行
凶
風
俗
営
業
を
介
し
て
遊
戯
に
川
い
ら
れ

等
取
締
法
(
以
下
単
に
現
行
て
お
り
ま
す
が
、
引
払
ど
も
し

法
と
い
い
ま
す
)
の
改
正
に

ス
ロ
γ

ト
7

シ
ン
に
よ
る
附

当
た
り
、
少
年
の
健
全
な
育
陥
仰
が
犯
の
検
挙
件
数
の
少
な

成
に
障
害
を
及
ぽ
す
行
為
の
か
ら
ぎ
る
こ
と
を
承
知
し
て

防
止
を

H
的
と
し
て
新
た
お
り
ま
す
。
ニ
の
点
に
つ
い

に
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
風
俗
て
は
、
当
業
界
て
は
メ
ダ
ル

常
業
と
削
m'ペ
止
し
、
規
制
対
象
ゲ

i
ム
均
に
は

l
八
必
よ
刷

業
M
刊
に
加
え
よ
う
と
し
て
お

の
年
少
将
の
成
人
制
作
ぷ
む

り
ま
す
が
、
本
法
案
の
-
-
条
き
伝
入
り
を
出
止
す
る
よ
う

.
刷
八

U
の
焼
定
に
は
大
き
れ
主
規
制
し
て
お
リ
ま
す
。

な

Jrmを
は
ら
ん
て
お
る
と
ま
た
日
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ

メ
ン

々
え
て
わ
ね
り
ま
す
d

叩
ち
お

ト
マ
ン
ン
仁
業
協
会
で
は
、

.
山
…
と
し
て
は
本
法
案
に
よ
ゲ
l
ム
機
に
よ
る
燃
怖
が
件

札
ぱ
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
風

の
党
小
川
を
犯
機
と
し
て
、仙川

怖
凡
川
山
震
と
し
な
が
ら
、
午
後
的
川
に
い
松
川
主
た
は
特
効
に

ト
川
ま
で
と
は

J
え
‘
年
少
改
変
て
き
る
機

M
ob-巡
む
し
、

恥
引
の
収
入
リ
を
必
め
る
ニ
と
ニ
れ
ら
の
機
仰
の
小
ぃ
・
川
町

・
版

に
な
る
こ
と
で
す
お
・
・
山
…
卜
%
を
岱
比
す
る
決
泌
を
行
な

と
し
て
は
、中ー
た
採
の
行
な
い
、
正
川
市
化
へ
の
勿
力
を
引

っ
て
い
る
什
・
仁
川
呪
制
が
い
然
立
ね
て
い
る
と
ニ
ろ
て
わ
り
ま

味
と
化
し
、
健
全
な
ゲ
ー
ム
す
。

坊
と
の
医
別
を
眠
時
化
す
る
し
か
る
に
、
本
法
案
が
成

こ
と
に
な
る
こ
と
で
す
伝
施
行
さ
れ
た
判
明
人
け
に
は
¥

作

法

案

の

条

一
刻
ハ
ザ
ス
ロ
ッ
ト
?
ン
ン
や
、
当
協

は
「
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
、
テ
会
が

n主
的
に
選
定
し
た
時

レ
ピ
ゲ
|
ム
機
そ
の
他
の
遊
博
専
用
機
械
等
を
設
置
常
業

技
設
備
で
、
本
米
の
用
途
以
す
る
山
舗
に
、
年
少
v
引
が
公

外
の
用
途
と
し
て
射
幸
心
を
然
と
出
入
り
す
る
よ
と
と
な

そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
遊
技
る
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
s
u
J
m
制
ま
た
は
灰
.
州
さ
れ
た

の

(
川
家
公
安
委

μ会
規

則

施

ぷ
ω

か
ら
除
か
れ
る
と
作

で
定
め
る
も
の
に
限
る
)
・
:
察
庁
ご
州
当
お
か
ら
必
明
さ

・」
と
規
定
し
て
お
り
ま
す
。
れ
て
お
り
ま
す
と
こ
ろ
の
、

加
河
川
然
斤
ご
仰
い
中
I
お
の
説
明
に
デ
パ
ー
ト
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ

よ
れ
ば
バ
別
れ
で
む
を
そ
そ
る
セ
ン
タ
ー

η
の
山
中
に
併
設
さ

お
そ
れ
の
あ
る
溢
紋
に
川
い
れ
た
ゲ
l
ム
均
に
、
ニ
れ
ら

る
こ
と
の
で

5
る
ら
の
u

に

川
姐
の
あ
る
滋
戯
ぷ
似
合
設

は
勝
れ
の
決
す
る
む
の
及
ひ
白
骨
業
す
る
ニ
と
を
川
崎
制
す

遊
技
の
結
決
が
定
H
M
的
に
お
る
こ
と
が
凶
州
に
な
る
と
々

.
小
さ
れ
る
む
の
は
全
て
合
ま
え
ら
れ
ま
す
。

れ
る
U
U
を
川
家
公
安
委
以
会
こ
の
よ
う
な
矛
的
山
…
を
は

規
則
で
定
め
る
と
の
こ
と
で
ら
ま
ざ
る
を
仰
な
か

っ
た
の

あ
り
ま
す
。
二
年
前
大
阪
で
は
、

m
p
d

察
庁
が
、
他
A
K
な
ゲ

問
題
と
な
リ
ま
し
た
水
|
カ

i
ム
機
と
問
題
の
あ
る
ゲ
|

，.. 
a町民

こ
の
検
夜
標
準
は
遊
閑
地

設
の
逆
行
管
理
に
万
全
を
期

す
た
め
の
明
隊
な
規
定
で
、

遊
同
地
設
の
竣
工
時
に
特
定

行
政
庁
が
行
な
う
検
指
お
よ

び
そ
の
後
の
性
能
維
持
に
聞

し
て
往
設
大
臣
認
定
め
検
作

資
桁
お
が
行
な
う
定
期
検
作

(何
年
.
同
な
い
し
.. 凶
験

伐
銀
行
代
H

総
出
)
の
際
、
そ

の
法
制
申
と
な
る
も
の
。
現
ぶ

制
定
さ
れ
て
い
る
遊
間
施
設

ム
機
を
.
似
別
す
る
こ
と
を
、
川
、
昨
年
は
・
ハ
ト
億
川
の

口

一以
別
す
る
こ
と
が
州
倣
で
あ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
l
似
人
を
仰
て

る
と
い
・
7
以

っ
た
開

山

で

怠

お

り

ま

す

ハ

イ
テ
ク
企
業

っ
た
こ
と
に
よ
る
む
の
と
し
併
の
.
拠
を
似
し
、
庁
保
な

か
思
わ
れ
主
せ
ん
4

ゲ
ー
ム

さ
伐
術
愉
山
を
過
し
て
、
い

セ
ン
タ
ー
を
一
般
に
風
俗
営

さ
さ
か
川
家
.
N
.
会
に
れ
航

機
に
か
か
ら
し
め
た
と
し
て

し
つ
つ
ん
る
と
の
み
り
を
2
U

も
、
果
し
て
少
年
の
健
全
な

飽
い
て
ね
る
の
て
ち
り
ま
す

育
成
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
風
俗
営
業
の
響

8
に
は
笹

る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

察
斤
が
如
何
に
ご
説
明
を
さ

2

ゲ

ー

ム

セ

ン
タ
ー

営

れ

ま

し
て
も
、
社
会
に
と
っ

幾
者
は
特
別
の
存
在
で
あ
る
て
好
ま
し
か
ら
ぎ
る
業
種
と

の

か

の

抜

き

難

い

認
識
を
伴
な
い

勝
れ
の
決
す
る
む
の
及
び

ま
す
。
株
式
市
場
へ
の
新
規

遊
技
の
川
町
山
本
が
定
日
的
に
炎

上
場
や
学
卒
者
求
人
に
与
え

心
さ
れ
る
J
U

の
は
、
射
幸
心

る
で
あ
ろ
う
少
な
か
ら
ぬ
影

を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
遊

響
を
思
う
と
き
、
本
法
案
が
、

以
に
川
い
る
ニ
ー
と
が
で
き
る

二
う
し
た
存
在
を
顧
慮
す
る

の
で
、
風
俗
常
主
で
あ
る
と

こ
と
な
く
、
無
視
す
る
が
如

さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
川
線
、

き
姿
勢
を
示
し
て
い
る
二
と

州
制
ま
た
は
収
州
さ
れ
た
施

に
、
憤
り
を
越
え
て
深
い
悲

設
に
お
い
て
狩
業
主
営
む
必

し
み
す
ら
覚
え
て
お
る
も
の

会
所
、
ボ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
で
あ
り
ま
す
。

-
等
を
風
俗
常
業
と
し
て
脱

許
可
営
業
と
は
一
般
的
禁

制
し
ょ
、
7
と
し
て
い
な
い
内

止
の
条
件
付
き
解
除
に
外
な

山
は
何
で
ゐ
リ
ま
し
ょ
・
7
か。

ら
ず
、
正
当
な
事
業
と
し
て

生
撲
と
し
て
ゲ
l
ム
セ
ン
タ

三
十
余
年
の
歴
史
を
持
つ
も

ー
を
選
ん
だ
者
と
、
碁
会
所
の
を
包
括
的
に
終
止
す
る
た

ま
た
は
ボ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
め
に
は
、
営
業
の
自
由
を
制

ー
を
選
ん
だ
者
と
の
聞
に
、
限
す
る
に
足
り
る
合
理
的
理

人
間
的
資
質
に
羨
が
あ
る
と
闘
の
提
示
が
な
け
れ
ば
な
ら

お
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
の
な
い
と
存
じ
ま
す
が
、
如
何

法
の
下
に
お
け
る
平
等
の
原

で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

則
に
つ
い
て
の
警
察
庁
の

ご

4

健
全
怠
後
械
の
区
分

見
解
を
示
り
た
い
と
ニ
ろ
で
は
可
能
で
あ
る

す
。

例

え

ば
ビ
デ
オ
ゲ

i
ム
機

3

真
当
怠
事
業
の
存
在

に
2
3
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

を
無
視
で
き
る
の
か

反
射
神
経
や
、
瞬
間
的
判
断

私
は
株
式
会
社
ナ
ム
コ
と
力
日午
、
例
人
的
な
能
力
洋
に

い
う
会
社
を
ほ
れ
山
す
け
し
て
お
り
よ
っ
て
得
点
が
ん
.
ふ
さ
れ
た

ま
す
。
創
業
以
来
三
l
年、

リ
、
一
以
彼
線
制
円
を
噴
ね
る
こ

.
賀
し
て
青
少
年
に
夢
を
提

と
に
よ
っ
て
、
得
点
を
伸
ば

供
す
る
楽
し
い
ゲ
l
ム
場
の
す
こ
と
の
で
き
る
む
の
と
、

総
枠
内
と
、
ゲ
ー
ム
機
械
の
間
伐
術
介
入
性
が
少
な
く
、
も

党
、
別
造
に
約
然
を
傾
注
し

っ
ぱ
ら
偶
然
性
に
よ

っ
て
、

て
ま
い
り
ま
し
た

。
ア
ミ
ュ
勝
れ
や
得
点
の
ぶ
ト
制
さ
れ
る

|
ズ
メ

ン
ト
点
主
を
社
会
に
む
の
か
あ
り
ま
す
。
仰
い
引
は

む
泊
さ
せ
、
成
以
さ
せ
る
ニ
本
米
人
聞
が
行
し
て
い
る
向

と
を
念
叫
に
、
制
油
慌
を
M
附
け
、
ト
心
・
ヤ
‘
法
成
広
欲
に
働
さ

いμ
併
な
る
以
h
h
M
を
総
統
し
、

か
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
身

そ
れ
な
り
に
社
会
的
山
任
を
体
隙
刀
打
の
機
能
川
似
に
川
町

米
し
て
い
る
と
の
品
川
い
れ
れ
れ
た
効
於
を
む
た
・
り
し
た
が

を
作

っ
て
お
り
ま
ナ
司

F
人

例

か
、
よ
外
川
か
ら
も

wmぜ

の
従
業
以
む
ま
た
然
リ
で
あ
ら
れ
て
お
リ
ま
す
。
そ
れ
だ

り
ま
す
。
中l
u
比
例
作
に
よ
る

け
に
、
安
全
な
避
ひ
坊
の
火

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
機
の
別
込
ノ
わ
れ
つ
つ
あ
る
攻
作
、
他
人
h

ウ
ハ
ウ
を
悦
供
す
る
こ
と
に
泌
営
の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
、

よ
り
、
一十
と
し
て
ア
メ
リ
カ
山
少
年
の
気
分
転
換
に
な
く

か
ら
、
昨
午
は
J

・
十
六
億
て
は
な
ら
な
い
存
伐
と
な

っ

謹

a:. 
1='1 

平
素
は
格
別
の
お
引
立
て
を
賜
リ
、
辱
く
お
礼
申
し
ょ
げ
ま
す
。

こ
の
た
ぴ
弊
社
が
発
売
し
ま
し
た
「
ソ
ン
ソ
ン
(
S

O

N

S

O

N
)
」
は
幣
社
独
自
の
開
発
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
、

こ
の
製
品
に
関
す
る
一
切
の
権
利
は
弊
祉
が
所
有
し
て
お
り
ま
す
。

従

っ
て
、
弊
社
に
無
断
で
模
倣
、
又
は
類
似
の
製
品
を
製
造
、

販

売
、
及
ぴ

こ
れ
ら
の
製
品
を
使
用
し
て
営
業
す
る
行
為
は
、
弊

社
の
正
当
な
権
利
を
侵
害
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ニ
れ
ら

の
行
為
の
な
い
よ
う
充
分
ご
法
意
を
賜
リ
、
業
界
秩
序
の
維
持
、

健
全
な
発
展
の
為
に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
カ
を
お
願
い
申
し
よ

け
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
六
月

大
阪
市
平
野
区
長
吉
川
辺
3
了
間
8
4命
日
号

対
し
ま
す
。

、
行
少
年
や
他
ふ
じ
な
社
会

人
の
惣
い
の
州
切
で
あ
る
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
を
い
か
に
も
い

か
が
わ
し
い
所
で
あ
る
か
の

よ
う
な
錯
党
を
世
間
一
般
に

与
え
る
風
俗
常
業
等
取
締
法

改
正
に
反
対
し
ま
す
。

カ
フ
コ
ン

辻
本
憲
三

株
式
会
社代

表
取
締
役

な
っ

た

。

安

打H
会
に
対
し
、
遊
戯
施
設

同
委

R
会
で
は
附
円
本
日
付
の
加
速
度
の
許
容
帆
に
つ
い

附
機
安
全
セ
ン
タ
ー
の
委
託
て
資
料
提
供
が
求
め
ら
れ
て

を
受
け
て
版
突
を
作
成
、
今
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
が
、

年
秋
頃
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
同
資
料
の
提
供
は
閃
維
で
あ

に
徒
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
る
と
の
こ
と
か
ら
今
後
の
検

検
討
に
入

っ
た
。
今
回
は
と
討
議
題
と
さ
れ
た
。

り
あ
え
ず

「
建
設
省
告
示
第
委
員
の
改
選
に
つ
い
て
は

5

5

8
号
遊
戯
施
設
の
安
任
期
満
了
に
伴
う
も
の
て
、

金
上
必
要
な
基
準
を
定
め
る
指
名
推
薦
に
よ
り
委
員
長
と

件
」
の
中
で
「
定
常
走
行
速
副
委
員
長
、
委
員
会
社
七
社

度
等
の
制
限
」
の
項
に
挙
げ
を
次
の
よ
う
に
選
定
し
た
。

ら
れ
て
い
る
機
種
で
、

J

I

委
員
長

H-V向
橋
興
一

郎
氏
、

S
の
制
定
が
な
さ
れ
て
い
な
副
委
員
長
H
八
木
順
一

氏
(三

い
機
種
の
う
ち
八
機
種
に
つ
精
輸
送
機
鮒
)
。
委
員

H
附

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
が
担
エ
キ
ス
ポ
ラ
ン
ド
、

三
和
鉄

当
し
て
原
案
を
作
成
す
る
こ
工
側
、
東
洋
娯
楽
機
側
、
出

と
に
な
っ
た
。
こ
の
八
機
種
水
産
業
側
、
其
砂
工
業
側
、

は
次
の
と
お
り
。
「
モ
ノ
レ
ミ
ゼ
γ
テ
ィ
工
業
側
、
明
日

|
ル
」
、
「
子
供
汽
車
」
、
「
マ
特
殊
品
川
業
側
。

ッ
ド
マ
ウ
ス
」
、
「
回
転
プ
こ
の
ほ
か
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

ラ
ン
コ
」
、
「
ム
l
ン
ロ
ケ
リ
升
降
機
等
検
術
協
議
会
の
技

ッ
ト
」
、
「
ロ
|
タ

i
」
、
術
委
只
会
へ
の
委
以
派
泊
に

「
オ
ク
ト
パ
ス
」
、
「
海
賊

つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
た
結

船」

。

栄
、
五
名
の
メ
ン
バ
ー
を
派

ま
た
向
セ
ン
タ
ー
か
ら
同
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

の
J

I

S
は
「
コ
ー
ス
タ
ー
」

(
J

I

S

A

1
7
0
1
)、

「
観
覧
車
」

(問
1
7
1
4
)、

「
飛
行
塔
」
(
同
1
7
1
5
)
、

「
ウ
オ
ー
タ
ー
シ

ュ
ー
ト
」

(向
1
7
1
6
)
、

「
メ
リ

ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」
(
同
1

7

1

7
)
の
。
危
機
般
で
、
こ
れ

以
外
の
機
的
に
つ
い
て
は
こ

れ
ら
を
準
刑
し
て
検
併
が
な

さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
た

め
J

I
S
制
定
機
純
を
附
や

し
て
よ
り
川
悦
な
検
作
業
務

が
行
な
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
、

J

A
P

E

A
で
従
米

か
ら
の
検
討
線
組
と
さ
れ
て

き
た
が
、
今
回
同
委
只
会
で

本
格
的
に
取
り
組
む
、
』
と
に

..... 
a・P

て
き
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ

に
付
し
て
、
ゲ
ー
ム
の
性
質

し
仁
川
叫
に
川
い
ら
れ
い切
い
ス

ロ
ヴ
ト
マ
シ
ン
に
代
ぷ
さ
れ

る
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
時
、
ポ
ー

カ
ー
そ
の
他
の
カ
l
ド
物
を

七
・
地
と
す
る
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム

機
は
、
後
れ
に

M
Fる
む
の

で
す
。

仰
い
引
と
彼
れ
と
の
相

泌
は
ゲ
l
ム
の
朴
川
町
卜
川
ら

か
で
あ
り、

健
全
な
ゲ
1
ム

機
と
、
そ
れ
以
外
の
も
の
と

を
分
別
定
義
す
る
こ
と
は
、

+
分
に
可
能
で
あ
り
ま
す
。

5

二
条
一
項
八
号
は
修

正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

許
川
吋
の
絶
問
を
よ
リ
限
定

し
.
ガ
で
中
l

業
界
の
白
浄
能

力
に
期
作
し
、
桁
仰
を
し
て

い
く
、
』
と
が
行
政
改
革
を
急

務
と
す
る
任
会
的
安
川
に
も

九
日
欽
し
ま
す
。
そ
こ
で
以
下

の
ご
提
案
を
巾
し
あ
げ
ま
す

(修
正
骨
子
)

プ

前
述
の
如
き
問
題
の
あ

る
ゲ
l
ム
機
を
設
置
営
業

す
る
庖
舗
ま
た
は
区
画
さ

れ
た
施
設
を
、
規
制
対
象

と
し
て
指
定
し
、
本
法
案

の
本
旨
に
則
り
、
年
少
者

の
立
入
り
を
禁
止
す
る

吊
れ
て
山中
し
あ
げ
た
い
と

作
し
ま
す

本
法
案
か
.. 条

.
爪
八
り
に
関
し
て
、

現
状

の
ま
ま
制
定
施
行
さ
れ
る
-』

と
と
な
れ
ば
、
現
実
の
取
締

り
の
段
階
で
は
、
一
段
と
矛

盾
を
増
幅
さ
せ
る
こ
と
と
な

り
、
営
業
者
と
接
触
す
る
現

場
係
官
の
服
務
上
に
も
、
種

々
の
問
題
を
招
来
す
る
の
で

は
な
い
か
と
の
重
大
な
懸
念

を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

以
上
失
礼
を
顧
み
ず
巾
し

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た

何

分

の
ご
高
配
を
賜
わ

り
ま
す
れ
ば
や
兵
の
悩
み
に

作
ず
る
次
初
で
あ
り
ま
す

レ
イ
ヤ
ー
ら
も

新
風
営
法
案
に
反
対

山
少
年
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
た

む
が
制
出
し
て

い
る
川
刊
維

持

『
ア
マ
チ
ュ
ア
ラ
イ
ン
」

(
徳
山
ア
ミ
ュ
l
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン

・
プ
レ
イ
愛
好
会
)

の
し
ハ
川
明
川

U
に
、
新
川
史
料

東京(03)438・0698 大阪06(943)-2512 
畠3白血(OS2)2日・個持 掴岡(092)412・3“1O本杜(06)制3・羽担

技術と信頼を誇るメダルメーカー

株式会干!

徳
島
A

M

P

と
指
摘

「
ゲ
|
ム

そ
し
て

セ
ン
タ
ー
の
総
伎
が
鮒
し
く

な
る
と
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が

少
な
く
な
る
つ
ま
り
耐
向

い
ゲ
l
ム
が
下
併
に
楽
し
め

な
く
な
る
。
プ

レ
イ
ヤ
ー
が

雌
れ
て
い
く
」
、
そ
の
結
米

「
プ
l
ム
の
終
局
」
と
な
る

と
述
べ
、
青
少
年
で
さ
え
こ

れ
だ
け
の
こ
と
を
巧
え
て
い

る
。
風
営
化
も
よ
し
と
す
る

e

部
業
界
人
は
な
に
を
考
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

特
許
・
実
用
新
案

出
願
公
行
・公
開

(
6
月
刊
日
1
m
日
)

法
%
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
伝
助

か
ら
し
以
刈
す
る
川
村
山
必
引
け
特
作
庁
に
出
願
さ
れ
た
特

が
仙
峨
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
川
お
よ
び
実
川
新
奈
の
公
作

川
υ叫
が
で
は
州
法
本
が
『
主
な
い
し
公
開
の
紋
新
分
で
A

に
い
い
か
げ
ん
な
も
の
」
で

M
業
界
関
速
の
も
の
は
次
の

舵
A
1
ゲ
l
ム
助
を

「倒
見
を
と
お
り
。
記
市
北
'
内
谷
は
、
公

川
山
骨
化
す
る
む
の
告
/
公
開
の
日
付
、
発
明
/

も
と
に
」

-

ー

f、

考
奈
の
名
称
、

山
願
人
、

ハム

ι円
/
公
関
係
号
、

山
願
品
併
号

の
舶
に
川
向
載
。
な
お
⑪
は
待

命
的
ボ
の
あ
っ
た
も
の
、
⑪

は
前
川
得
点
川
に
係
航
中
の
も

の
を
・
ポ
し
て
い
る
。

n.ハ
体
的

な
内
科
に
つ
い
て
は
、
外
地

の
党
別
協
会
な
ど
に
お
問
い

人
い
せ
ド
さ
い
。

特
許
出
願
公
告

六
月
・
十
六
日
付
H

「ゲ

ー
ム
装
置
」
、
パ
リ
!
?
ニ

ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
社

(米
川
)
、
公
北
口
⑪
2
6
3

1

5
、
出
願
日
1
1
0
2
9

qJaaτ

。
実
用
新
案
出
願
公
開

六
月
e

-

十
五
日
付
H

「遊

技
用
計
数
機
」

、
テ
ッ
ク
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
側
(
ぃ
氷
点
)
、

公

川

@
9
3
4
8
8
、
山
願

訂
|
1
8

8
1

2

0
0
「
M
M

れ
な
が
ら
走
る
木
馬
」
、
釧

J

以
が
(
ム

Hm
)、
公
川
⑪
9

3
4
9
2
、
山
側
引
1
1

9

1
5
1

9
。
『
遊
戯
水
物
」
、

い
米
洋
供
出
ボ
機
附

(ぃ米ぃ爪
)
、

公
開
9
3
5
9
0
、
山
刷
日

1
1唱
i
の

E
n
y
h
U

。a凋
始

。

-
ハ
月
二
十
九
日
付
H

「
ボ

ー
リ
ン
グ
ゲ
ー
ム
装
置
」

、

ジ
ェ
イ
ム
ズ

・
ト
ン
プ
ソ
ン

(
イ
ギ
リ
ス
)
、
公
開
9

6

0
7
2
、
出
願
臼
1
1
7
4

2
2
9
0

「ゲ
ー
ム
ロ
ボ
y

ト
の
得
点
設
定
装
置
」
、
松

下
電
総
産
業
側
(
大
阪
)
、

公
開
9
6
0
8
3
、
山
願
日

1
1
9
3
5
6
3
。
「

ロ
ボ

ッ
ト
の
カ
ー
ド
桁
定
乱
数
発

供
裟
従
」
、
松
下
沼
山
ω
I
m
業

側

(ト
〈
阪
)
、
公
開
9
6
0

8
4
、
山
願
訂
|
1
9
3
5

6

4
0
、
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム

機
の
テ
ー
ブ
ル
」
、
小
鉄
似

佳
彦

(栃
木
)
、
公
開
⑪
9

6
0
8
7
、
山
断
日
1
1

1

9
1
5

6
0
「
走
行
遊
戯
ぃ単
」

側
多
聞
製
作
所

(点
以
)
、

公

開

@
9
6
0
8
8
、
出
願

日
l
1
9
3
6
1
9
。



ー
ル
ド
」
)
が

ロ
ス
1
1
協
の

選
手
~
似
合
に
-
十
台
設
筒
さ

れ
、
五
輪
選
子
に
プ
レ
イ
さ

れ
る
こ
と
に
む
っ
た
と
の
桜

台
が
あ

っ
た
。
ま
た
川
任
以

は

「友
仰
に
よ
る
川
際
交
流

を
日
的
と
し
た
本
大
会
に
敗

ぷ
は
る
い

。
参
加
お
ふ
わし
門
民
か

勝
者
と
る
る
べ
き
で
あ
る
」

と
述
べ
た
。
そ
し
て
川
大
会

の
椎
備
を
抑
止
↓
し
た
ピ

l
タ

|
・
ナ

ス
カ
氏
(
セ
ン
チ
ュ
リ

|
社
の
広
作
代
川
町
村
長
)

は
、
山
本
川
大
会
を
泌
じ
て
コ

ナ
ミ
、
セ
ン
チ
ュ
リ
|
刷
は
れ

が
小
児

マ
ヒ
治
療
機
関

「
マ

ー
チ

・
オ
ブ

・
ダ
イ
ム
ス
」

に
一
応
川
を
寄
付
し
た
こ
と

を
報
背
。
以
後
に

「
ハ
イ
パ

ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の

メ
ー

カ
ー
と
し
て
コ
ナ
ミ

i
業
の

必
川
会
長
が
核
抑
抄
を
行
な
っ

た
後
、

H
米
両
チ

i
ム
の
選

不

J
I
M問。一、

プ
レ
ゼ
ン
ト
・
父
換

コ
ナ
ミ
附
(
本
村
東
京
、

仲
真
良
信
専
務
)
と
米
同
セ

ン
チ
ュ

リ

l
u札
(
本
村
フ
ロ

リ
ダ
州
ハ
イ
ア
レ

i
、
ア
ー

ノ
ル
ド
・
カ
ミ
ン
コ
ウ
社
長
)

で
は
、

H
ーや
と
米
同
に
お
い

て
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
俄
で
昨
年

な
ど
が
行
な
わ
れ
、

よ
絞
肢
開
始
。

競
技
内
科
は
川
ゲ
ー
ム
の

し
ハ
純
円
別
に
け取
市
得
点
を
競

7

「
国
久
長

f
H
4
見
支
・

，

a
u
lノ
ι
f
i
l
mTM也
HM
十

1
」

H
米
内
チ
ー
ム
に
分
か
れ
制

限
時
間
・
十
分
で
ん
作
自
の
得

な
な
純
日
を
プ
レ
イ
し
、
チ

ー
ム
合
計
点
を
灘
、
つ
「
日
米

対
抗
団
体
競
技
」
、
そ
し
て

お
什
門
が
し
ハ
傾
日
の
介
計
点
を

競
う
，
例
入
総
ム
川
競
技
」
と

-，

m門
に
分
け
ら
れ
た
。
使

用
機
械
は

H
米
の
ゲ
ー
ム
市

場
を
反
映
し
て
、
日
木
選
手

は
テ
ー
ブ
ル
刑
、
米
岡
選
手

は
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
引
と
さ
れ

た

(山
川
の
大
会
で
使
則
し

た
タ
イ
プ
)
。

試
A
H
は
米
川
チ
ー
ム

が
バ

ヮ
ー
と
迫
力
で
け
本
チ

l
ム

を
終
始
鋳
せ
つ
け
ず
、
チ
ー

ム
刈
抗
で
は
約
十
六
力
点
と

い
う
大
廷
で
圧
倒
的
勝
利
を

収
め
た
。
ま
た
例
人
Mm
日
別

競
妓
で
も
六
徳
川
・
小
J

礼
的
日

を
米
同
勢
で
十
日
め
、

H
本
選

手
で
は
ん
川
悦
君
だ
け
が
「
走

り
帆
挑
び
」
で
一
位
と
な
っ

た
に
と
ど
ま
っ
た
。
人
名
の

選
手
の
中

で

n
J・っ
た
活
路

ぶ
り
を
し
た
の
は
、

一
婚
の

ス
コ
ア
を
叩
き
出
し
て
見
下

総
勝
。
例
人
総
A
H
の
ぺ
作
に

は
わ
ず
か
八
十
点
て
情
し
く

も
優
勝
を
逃
が
し
た
ウ
エ
ス

ト
沼
、
そ
し
て
:
一
校
に
口
約

制
が
入
っ
た
も
の
の
、
全
体

的
に
氷
川
選

T
と

H
木
選
手

の
バ
ワ
ー
の
だ
と
い
う
J
U
の

を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
大
会
と

な
っ
た
。

阪
勝
し
た
ブ
リ
ッ
ト
れ
に

は
ロ
ス
五
輪
公
式
記
念
メ
ダ

ル

(
純
内
全
川
氏
)
と
カ
ッ
プ
、

e

位
と

↑位
に
は
令
メ
ダ
ル

、

川
位
に
銀
メ
ダ
ル

、
五
位
と

ん
ハ
位
に
制
メ
ダ
ル
の
ほ
か
れ

選
手
に
賞
状
な
ど
が
贈
ら
れ

た
。
ま
た
種
目
別
俊
勝
お
お

よ
び
肉
体
優
勝
じ
た
米
同
チ

ー
ム
に
刈
し
、
そ
れ
ぞ
れ
賞

状
と
坑
口
聞
が
贈
ら
れ
た
。

な
お
主
催
い
れ
側
で
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
に
ち
な
ん

て
、
例
年
に

一
伎
は
こ
う
い

う
催
し
み
を
羽
い
て
い
き
た
い

1

1

1

1

1

 

と
し
て

い
る
。
大
会
終

7
後
、

「
ハ
イ
パ

ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

の
第
・
抑
と
な
る
新

T

V
ゲ

ー
ム
機
「
ハ
イ
パ
ー
オ
リ
ン

ピ
γ
ク
倒
」
が
テ
モ
ン
ス
ト

レ
1
シ

ョ
ン
に
よ
り
披
筏
さ

L
:
。

4
，raφ'ι 

末
か
ら

「
ハ
イ
パ
ー
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク

・
ゲ
ー
ム
し
人
会
」
を

実
地
し
た
が
、
こ
の
ト八
九
五
で

勝
ち
抜
い
た
け
本
代
表
:
一
名

と
氷
川
代
表
a

名
に
よ
る
日

米
決
勝
大
会

「
ハ
イ
パ
ー
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク

・
イ
ン
タ
ー
ナ

( 6 ) 

L、
よ
L、

__../ 

ハイパー世界大会にて、上の写真は後拶する菱川会長。下は蛾殺のもよ う

自1三f.f¥郵便物認可

シ
ョ
ナ
ル

・ト
|
ナ
〆
ン
ト
」

刊

、

f
l
.

-
ー、

正、了
、

.合三、

手
ん

，
ノ

l
J
J
l
i
s
-
uペ
プ
し
勾
・

1
1
μ
引

l

山
似
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ

レ
ス
に

て
盛
大
に
捌
か
れ
た
。

こ
れ
は
川
機
の
版
飢
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
け
的
と
し
て
コ

ナ
ミ
が
A
比
例
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
、
川
社
の
仲
良
市
中
務
は
「
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
間
近
に
段
、
ぇ
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ム
ー
ド
が
椛
り
卜
ー
か

つ

て
き
て
い
る
こ
の
時
期
に

『
ハ

イ
パ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
の

川
際
試
介
を
聞
く
・
}
と
は
立

必
深
い
」
と
し
て
い
る
。

H
本
の
卜
〈
会
は
十
一
.川
|

川
か
ら
.
日
米
ま
で
地
万
大

会
を
行
な
い
、
今
川
卜

一
け

に
東
京
と
大
阪
で
決
勝
進
山

V

引
を
選
抜
、
翌
!
守
日
に
計

五
十
れ
に
よ
る
決
勝
大
会
が

卜
氷
点

・
桃
川
九
段
市
ヒ
ル
に

て
間
似
さ
れ
た
(
詳
し
く
は

が
政
協
号
参
照
J

。

J

G
雪
作

i

J

1

I
、

巾
不
同
で
は
阿
川
一
ぺ
|
け
か

ら
五
月
十
九

H
に
か
け
て
、

. . 

オペレーターのパートナー
1人よPもE入@カで
ーー 繁務内容

・ゲームコーナーの共同経営

・ゲームマシンの長期帯1)'-量販売

・長期資金総資

ケイ・アミ ューズメントリース獄
東京(425)8102 大飯(365)8879

で(東京)

ーム}土
日米の最強プレイヤーが競い合い

.ー'

一
一
一
』
'

〈3
米
本
土
を
卜
州
地
μ
い
に
分
争
力
人
も
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
参

け
、
各
地
収
に
あ
る
パ
リ

l

加
し
、山
之
u
削
の
規
般
に
な
っ

ズ

・
ア
ラ
ジ
ン
ズ

・
キ
ヤ

y

た
と
い
う
。
そ
の
小
・
か
ら
勝

ス
ル
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・

ち
抜
い
て
き
た
人
名
の
強
示

に
よ
る

H
米
決
勝
大
会
は
、

熱
戦
が
予
想
さ
れ
た
。。
俊
勝

・

4a刷、
7
J
ハ申
引
の
選
千
は
円
本

代
表
が
t
心
地
秀
樹
君

(|
川

歳
、
神
戸
山
)
、
内
総
進
一

れ

(イ
川
歳
、
点
以
柳
川
)
、

大
凶
川
市
ぷ
(

e

十
e

，段

、

山
児

'M山
)
、
米
同
代
表
が

キ
ャ
リ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
者
(
十

じ
成
、
オ
ク
ラ
ホ
マ

)
、
ジ

ョ
ン

・
ブ
リ
ッ
ト
れ

(十
八

必
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

)
、

ミ
ッ
シ
ェ
ル

・
マ
ロ
リ
|
君

十
八
段
、
オ
ハ
イ
オ
ー

さ
て
・ハ
川
卜
け
の
日
米
決

勝
大
会
「
ハ
イ
パ
ー
ォ
リ
ン

ピ
ヮ
ク

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル

・
ト
ー
ナ

メ
ン

ト
」
の

会
場
は
、
参
加
選
千
の
付
き

添
い
と
し
て
制
作
さ
れ
た
・いか

朕
を
は
じ
め
、
内
外
の
業
界

人
や
報
道
問
係
お
ら
が
多
数

結
め
か
け
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ス
コ
ツ

，J
1
1
1
〆々

ンピッ ク世界大会

長
の
仙
川
真
由
J

務
が

「
力
い
っ

ぱ
い
プ
レ

ー
し
て
ほ
し
い

」

と
選
予
を
激
励
。
続
い
て
カ

ミ
ン
コ
ウ
社
長
か
ら

「
ハ
イ

パ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

(
米

同
名
は

「
ト
ラ
ッ
ク

&
フ
ィ

身
長
と
体
重
を
誇
る
ブ
リ
ッ

ト
君
で
、
彼
は

M
m
H
別
で
川

経
日
を
制
靴
、
例
人
総
合
競

技
で

9
万

6
0
0
凸
…
と
い
う

、，

コ、
/ 

ゲ ームマシン

ビ
ニ
エ
ン
ス

・
ス
ト
ア
に
お

い
て
予
選
大
会
を
主
砲
。
れ

H
川
一
.
l
'ハ
円
、
テ
キ
サ
ス
州

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
て
谷
地
医

チ
選
泊
過
ぷ
に
よ
る
企
米
決

F
ご

?
ゼ・
l

:
〉

L

:
。

削

m」
f
fヵ
千
九
。
ー
か
え

主
山
脈
お
側
に
よ
る
と
川
ゲ

ー
ム
大
会
に
は
地

K
予
選
を

合
め
る
と
川
本
で
約
e.
.十
万

人
、
米
川
で
約
五
J
l

万
人
、

日
米
を
人
い
わ
せ
る
と
約
八

l

ハイパーオリ

的
H

我
道
雄
社
長
)
、
州
側
ダ
イ

ワ
貿
易

(本
社
氾
川
山
、
川

小
危
紙
社
長
)
、
側
タ
ニ
ガ

ワ

(本
社
防
府
民
県
越
谷
山
、

長
谷
川
尚
男
社
長
)
、
側
ツ

ノ
、
タ
(
本
社
仙
台
山
、
仏
川
凶

一
一
郎
社
長
)
、
側
野
川
製
作

所

(本
社
点
・
H

小
、
肌
M
U
山円十

社
長
)
の

.h
Hれ
か
利
介
さ
れ
、

こ
れ
で
同
純
人
刊
の
組
介
員
数

が
五
十

一
一
社
に
な

っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。
②
風
常
法

・

制
オ
ー
シ
ャ
ン

(
川

・
ゲ

改
正
に
つ
い
て
の
経
過
相
刊
行
|
ム
木
内
)
H
千
葉
県
銚
子

と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
山
市
川
川

一
・ハ
一
.、
合

(
O

N
A
O
の
内
問
会
長

(
制

組

問

七

九

)
二
一
:
!
一

0
・
八
、

ム
円
附
也
事
)
か
ら
説
明
が
あ
っ
木
内
稔
相
長
。

，
。
)

、

l
-
:
、

た

@

八

月

似

会

は

八

パ
|

タ

イ
シ
ョ

ー

H
か
ら
同
日
間
、
川
川
の

市
知
お
よ
び
徳
島
に
て
聞
く

こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
川
会
議
に
先

ιっ
て

役
長
会
が
聞
か
れ
て
お
り
、

引
務
局
の
同
掛
川
な
辺
常
の
た

め
、
が
務
川
只
の
定
年
制
(
男

社
六
十
段
、
女
作
五
十

h
政
)

が
ん
必
め
ら
れ
、
ま
た
が
務
い
川

口
の
内
問
歳

.
郎
氏
が
、
平
任

に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

風
首
化

(と
く
に
深
夜
営
業

の
然
止
)
に
刈
し
て
反
対
す

る
行
の
隙
怖
を
、
通
産
省
産

業
政
策
局
に
四
月
十
日
付
で

抜
出
し
て
お
り
、
M

肌
営
改
正

の
動
き
と
絡
ん
で
同
協
会
の

発
足
は
変
則
的
な
も
の
と
な

っ
て

い
る
。

設
立
総
会
で
は
刷
協
会
役

員
や
定
款
な
ど
が
ゑ
認
さ
れ

た
も
よ
う
で
、
八
十
村
両
四

卜
山
舗
を
拙
慨
す
る
同
協
会
の

動
き
が
い
仏
け
さ
れ
る
(
追
っ

て
符
鍬
)
。

オ
ー
ト
レ
ス
ト
ラ
ン

協
会
6
月
初
日
設
立

風
営
化
反
対
で
設
立
前
か
ら
運
動
し

自
動
販
売
機
と

A
M
ゲ
ー

ム
機
を
設
罰
し
た
コ
ー
ナ
ー

を
迎
労
す
る
企

M
の
業
者
が

集
ま
リ
、

「
九
七
日
本
オ

l
ト

レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
」

(いや
務

局
名
市
民
巾、

会
長

H
野
泌

久
長
氏

・
取
れ
欽
協
賄
側
、
帥
附附

称
A
A
A
、
ム
会
ぷ
円
員
貝
数
八
十
社
)

を
べ
川
リ
，t-
，十勾
l
」オJ
こ
γ下卜仁4
江いぺへ‘
ニ》

{
 F設凶
いu必ι
し
た
ニ
と
が
、
こ
の
ほ

ど
明
ら
か
に
な
っ
た
c

こ
れ
は
今
回
の
新
風
品
川
内
法

案
で
ゲ
|
ム
幼
が
新
た
に
刈

象
に
盛
り
込
ま
れ
る
ニ
と
に

な
り
、
ゲ
ー
ム
機
を
設
抗
し

た
オ
!
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
も
風

営
化
さ
れ
る
こ
と
を
問
題
と

し
た
川
業
界
が
、
団
結
し
て

川
法
案
に
反
対
し
よ
う
と
い

う
こ
と
か
ら
設
立
さ
れ
た
も

の。
川
業
界
て
は
州
協
会
の
設

立
総
会
に
先
立
ち
、
野
作
会

長
ほ
か
児
玉
縦
男
氏
(
サ
ー

ビ
ス
ゲ
|
ム
ス
一
悩
附
)
、

浦
保
夫
氏

(
サ
ン
ス
イ
)
、

川H
我
栄
蔵
氏
(
州
門
部
リ
ー
ス

)

ら
|
人
が
発
起
人
と
な
り
、

一
応
刷
協
会
が
設
立
さ
れ
た

む
の
と
し
て
、
ゲ
ー
ム
場
の

日目MPll

社
名
変
更

第240号

宮
城
県
で

の
6
月
例
会
で

J
O
U
、

イI~ .)えン
沢、|ズ ョ

j告まま 徐ウ
社 )L江府l
t.f:じ市会。.. ~...._ 

!の 11~ 
会'.-1' )( IFI 
六六|仮
ーの リj I、
六 l見〈ウ

5
社
加
え
日
社
に

1984年7月15日

問

H
ま
で
一
.
N
問
に
わ
た
り

会
淡
と
と
も
に
松
山
崎
怖
の
け
ん

中
や
仙
台
市

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
技
終
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。

会
ぷ
の
主
な
内
科
は
次
の
と

1
3

、l
。

j
l
 

①
新
人
組
人
口
口
と
し
て
附

阿
部
リ
ー
ス

(本
判
的
附、

日
本
州
松
山
本
機
械
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
糊
(

U

下
級
川
東
京
、

n十

見
倣
い
い
則
。
叫
'
r
k
、

J
O
U
)

で
は
じ
ハ
ハ
卜
:
今
日
、
山
城
県

の
ホ
テ
ル
ト
〈
制
限
好
に
て
六
川

例
会
を
聞
い
た
。

こ
れ
は
見
ア
旅
行
を
ぷ
ね

て
聞
か
れ
た

L
の
で
、
制
立
卜

ト
と
な

っ
て
い

る

ル
サ
ム
。
の
し
人
さ
な
ぬ
い
ぐ

る
み

L
q均
し
て
愛
き
ょ
・
7

を
娠
り
ま
く
な
ど
、
川
際
大

会
に
ふ
さ
わ
し
い
み
刑
公
に

包
ま
れ
た
。

競
技
に
光

ιち
卜八
会
委
員

事
務
所
移
転

側
ナ
カ
イ

H
名
前
原
市
名

ぃ米ぽ一
L
L
社・

一の
一一

八
七
、

合

(
Oド
h
e
e
)
七
O
ee-
-
八
八

州
七
、
中
刊
川
阿
川
誉
社
長
。

ハ
イ
パ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
世
界
大
会
で、

上
の
写
真
は

イ
l
グ
ル
サ
ム
を
聞
に
カ
ミ
ン
コ
ウ
社
長
と
仲
真
専
務
。

下
の
写
真
は

(十左
か
ら
)
大
菌
、
高
橋
、
芳
地
の
三
君

と
マ
ロ
リ
l
、
ブ
リ
ツ
ト
、
ウ
エ
ス
ト
の
三
君

.--、

.-

.-
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号
風
営
化
殺
す
る
な
ら
八
サ
常
業
で
対

象
と
す
る
ゲ

l
ム
機
は

「
著

し
く
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ

れ
の
あ
る
も
の
」
に
限
る
べ

き
で
あ
り、

そ
の
場
合
米
成

年
半
刊
の
入
場
は

一
一
切
紫
止
す

し
か
一
言
え
な
い

。
健
全
ゲ

l

べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
ポ

ム
機
が
賂
憾
に
用
い
ら
れ
る
|
カ

l
、
花
札
な
ど
ギ
ャ
ン

可
能
性
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
ブ
ル
内
符
の

T

V
ゲ
ー
ム
機

る
こ
と
は
終
察
庁
自
'
身
が
認
や
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
る
ど
賂

め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
問
機
や
賂
肉
類
似
機
に
限
定

で
あ
る
。
か
く
し
て
堂
々
め
す
べ
き
で
、
こ
れ
ら
は
構
造

ぐ
り
と
な
り
、
健
全
な
ゲ

|

的

に
も
内
容
的
に
も
十
分
に

ム
セ
ン
タ
ー
の
風
営
化
は
則
特
定
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
機

論
的
に
も
不
可
能
と
な
る
。
械
に
は
必
ら
ず

B
E
T
(賂

特
察
庁
は

T

V
ゲ
ー
ム
機
け
)
の
要
時
誌
が
あ
り
、
大
部

を
健
全
な
も
の
と
不
健
全
な
分
は
そ
の
行
表
示
さ
れ
て
お

も
の
と
区
別
て
き
な
い
、
と
り
、
阪
桜
令
口
川
を
払
い
山
す

す
る
が
区
別
で
き
る
と
考
え
は
か
ク
レ
ジ
ッ
ト
数
を
金
品

る
の
が
世
の
常
識
だ
し
、
業
に
交
換
し
う
る
よ
う
に
な
っ

界
で
も
常
識
で
あ
る
。
同

庁

て

い

る

。

つ
ま
り

「
若
し
く

は

い
っ
た
い
ど
の

。
専
門
家
。
射
撃
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の

か
ら
こ
ん
な
間
違

っ
た
説
を
あ
る
も
の
」
な
の
で
あ
る
。

吹
き
込
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
vrJ
え
は
八
号
営
業
が

現
に
同
庁
は
、
精
山
内
に
使
用
必
至
と
々
、
え
て
の
妥
協
案
で

さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
遊
校
あ
る
が
、
よ
く
考
、
え
れ
ば
業

機
の
設
置
状
況
を

(五
|
八
界
が
許
察
庁
の
指
呼
で
作
っ

年
十
月
末
現
在
、
保
・安
部
制
た
自
主
規
制
「
メ
ダ
ル
ゲ

l

べ
)
で
「
麻
雀

・
追
丁
株
式
、
ム
坊
辺
営
基
地
」
(
凶
十
八

ポ
ー
カ
ー
式
、
ダ
ー
ビ
ー
式
、
年
十
二
刈
)
の
精
神
と
合
数

そ
の
他
の
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
、
し
て
お
り
、
た
だ
そ
れ
を
法

ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
等
間
胴
式
」
制
化
す
る
だ
け
の
こ
と
を
立

な
ど
具
体
的
に
ゲ
ー

ム
機
を
昧
し
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば

灰
別
し
て
い
る

(本
紙
第

m
将
察
庁
も
業
界
側
も
含
め
て

号
既
報
)
。
誤
っ
た
庇
穆
屈
八
方
ま
る
く
納
ま
る
の
で
は

で
、

い
た
ず
ら
に
図
会
答
弁
な
い
だ
ろ
う
か
。

を
す
る
こ
と
は
、
普

察

庁

に

そ

う

で

な

く

、

も

し

法

案

と
っ
て
も
国
家
公
安
委
員
会
が
そ
の
ま
ま
参
議
院
を
通
過

に
と
っ
て
も
苦
痛
に
満
ち
た
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
が
射

こ
と
だ
ろ
う
、
と
推
察
さ
れ
撃
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
強

る
。

い
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
や

T
V

ポ
ー
カ
ー
な
ど
で
遊
び
興
じ

無

理

は

通

ら

な

い

る
こ
と
を
政
府
が
認
め
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
光

従

っ
て
、
社
共
同
党
に
よ
禁
は
世
界
中
探
し
て
も
日
本

る
修
京
家
の
ほ
う
が
、
は
る
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
c

現

か
に
説
得
力
が
あ
る
。
も
ち
萩
の
八
号
営
業
の
規
定
案
が

ろ
ん
八
号
営
業
の
新
設
を
避
そ
の
ま
ま
通
る
な
ら
ば
、
白

け
て
業
界
の
円
、
主
規
制
に
期
本
は
世
界
中
で
最
低
の
岡
に

待
す
る
の
が
級
銀
円
で
あ
る
が
、
な
り
か
ね
な
い
。
こ
れ
ほ
ど

ど
う
し
て
も
八
号
営
業
を
新
ふ
ざ
け
た
話
は
あ
り
、
え
な
い

。

矛
盾
す
る
8
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8
号
営
業
必
至
な
ら
賭
博
内
容
機
に
限
定
す
べ
き
だ

第三者E郵便物段、可

州
場
は
瓜
営
化
す
る
似
拠
が
な

い
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い

。

新
風
営
法
案
の
第
八
号
営

業
の
規
・
記
に

つ
い
て
、
そ
の

線
本
的
矛
盾
点
や
問
題
点
を

突
く
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
と

し
て
は
さ
ほ
ど
図
鰍
で
は
な

ぃ
。
も
と
も
と
政
府
提
出
築
根
拠
な
し
に
風
営
化

(許

の
内
容
が
矛
盾
し
て
い
る
か
可
制
に
)
す
る
な
ら
、
こ
れ

ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
同
会
は
も
う
常
業
の
自
由
の
民
警

で
実
質
務
議
に
入
る
や
否
や
で
あ
り、

恋
法
逃
反
の
疑
い

与
野
党
か
ら
こ
れ
ら
の
点
に
が
濃
厚
と
な
る
。
だ
か
ら
、

関
し
て
質
問
が
集
中
し
た
の
残
る
娘
拠
は

「賭
博
の
未
然

は
当
然
で
あ
る
。
こ
う
し
た
防
止
」
の
み
と
な
る
。
そ
こ

質
問
に
対
し
て
静
察
庁
側
は
で
符
察
庁
は
、
ど
ん
な
ゲ
|

懸
命
の
防
戦
態
勢
で
答
弁
に
ム
機
で
も
賭
博
に
使
え
る
と

臨
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
の
飯
端
な
論
理
を
用
い
ぎ
る

答
弁
自
体
数
多
く
の
矛
盾
点
を
、
え
な
く
な
る
。
・
も
ち
ろ
ん

を
は
ら
ん
で
い
る
と
指
摘
さ
ゲ
ー
ム
機
で
な
く
と
も
ど
ん

れ
て
い
る
。

な
社
会
、
向
然
現
象
で
も
そ

も
と
も
と
賭
博
機
と
さ
れ
こ
に
偶
然
性
が
わ
ず
か
で
も

る
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
な
ど
を
あ
る
限
り
賭
博
に
用
い
る
こ

賭
博
と
は
無
縁
な
健
全
ア
ー

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ

ケ
l
ド
ゲ
ー
ム
機
と
混
同
し
、
ん
な
飯
端
な
紙
理
屈
を
こ
ね

そ
の
上
で
本
米
未
成
年
者
を
て
、
い
っ
た
い
ど
う
な
る
と

入
場
さ
せ
な
い

風
俗
営
業
に
い
う
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ

組
み
入
れ
る
代
わ
り
に
午
後
る
。
そ
こ
で
鋒
祭
庁
は
次
に

」l
時
ま
で
入
場
さ
せ
う
る
、

現
に
ゲ

i
ム
機
賭
陣
で
抑
収

と
し
た
こ
と
が
そ
も
そ
も
お
し
た
機
械
が
多
い
と
言
う
。

か
し
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
確
か
に
押
収
さ
れ
た
賂
隊
機

一
般
の
健
全

A
M
(ア
ミ
ュ
は
多
い
、
し
か
し
、
そ
れ
ら

|
ズ
メ

ン
卜
)
機
の
み
を
積
は
賭

博

(ギ
ャ
ン
ブ
ル
)
機

〈
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
坊
を
で
あ
っ
て
、
他
人
午
酬な
ゲ
|
ム

風
背
化
す
る
こ
と
は
ど
だ
い
機
で
は
な
い

。
同
庁
は
押
収

無
喫
な
の
で
あ
る
。
非
行
少
機
の
中
に
も
わ
ず
か
だ
が
健

年
の
た
ま
り
場
防
止
と
の
相
続
全
ゲ
|

ム
機
が
あ
る
と
一
言
、
っ

点
か
ら
斡
祭
庁
は
風
常
化
の
が
、
具
体
的
に
は
示
し
て
お

必
要
あ
り
と
す
る
が
、
同

庁

ら

ず

、
従

っ
て
た
と
え
あ
つ

が
示
す

「
た
ま
り
場
七
州
」
た
と
し
て
も

一
な
い
し
二

%

説
は
「
た
ま
り
場
」
の
定
義
程
度
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

も
デ
ー
タ
も
峻
昧
で
あ
り
説
そ
れ
ら
が
な
ぜ
押
収
さ
れ
る

得
力
が
あ
る
と
思
え
な
い
し
、
こ
と
に
な
る
の
か
、
示
さ
れ

ま
た

「
た
ま
り
場
防
止
」
だ
て
い
な
い
以
上
わ
か
ら
な
い

け
な
ら
行
政
指
導
と
業
界
の
が
、
そ
ん
な
微
々
た
る
も
の

自
主
規
制
で
十
分
対
応
て
き
で
、
他
の
健
全
ゲ

l
ム
機
殺

る
と
思
え
る
の
で
、
ど
う
見
置
応
が
風
営
化
を
免
れ
な
い

て
も
健
全
機
の
み
の
ゲ

l
ム

と

な

る
と
、
こ
れ
は
暴
論
と

区

別

は

十

分

で

き

る

ゲームマシン第240号1984年7月15日(7) 
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回第q谷• 右上の写真は rゲームコーナーモナコJの底類。2階から 5J皆までがゲー
ム場になっている。上の写真は閑底肉のようす

前
シ
リ
ー
ズ
「
金
川
縦
断

ゲ
ー
ム
場
ル
ポ
」
で
は
、
J

年
間
に
わ
た
っ
て
全
制
十
万

の
都
山
の
繁
華
街
に
あ
る
ゲ

ー
ム
場
の
現
状
を
中
心
に
総

介
し
て
き
た
。
こ
の
間
に
ふ
れ

関
各
地
の
ゲ

l
ム
坊
は
か
つ

て
の
イ
ン
ベ

|
ダ
|
ブ

i
ム

時
め
乱
立
状
態
か
ら
自
然
陶

汰
さ
れ
、
述
品
川
十刀
針
の
比
較

的
し

っ
か
り
し
た
ロ
ケ
が
人
ー

も
な
お
そ
の
運
営
を
続
け
て

い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
ら
が

ら
ゲ

i
ム
場
を
取
り
巻
く
状

況
は
か
な
り
厳
し
く
な
っ
て

お
リ
、
残
念
な
が
ら
条
例
な

ど
で
ゲ
ー
ム
坊
の
建
築
を
規

制
し
た
リ
、
古
少
年
の
遊
戯

制
限
を
規
定
す
る
地
卜刀
自
治

体
が
柄
、
え
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
こ
で
今
白
か
ら

「
全
同

市
街
地
ゲ
ー
ム
場
」
と
題
し

て
、
九
十
間
各
地
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
実
態
や
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
立
凡
な
ど
を
中
心
に

紹
介
し
て
い
き
た
い

。
る
お

前
シ
リ
ー
ズ
阿
株
に
ゲ
|
ム

場
の
所
社
地
、
屯
ぷ
添
号
、

経
営
ぃ引
な
ど
の
デ
ー
タ
な
ど

J
U
A
N
わ
せ
て
紹
介
し
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
の
第

一

同
口
と
し
て
渋
谷
の
ゲ
ー
ム

坊
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み

た
。
渋
谷
は
坂
の
多
い
術
で

阿
の
道
玄
坂
と
い米
の

1
1門川坂

，・・、

-・除

マ
ン
な
ど
の
問
之
容
が
多
い

よ
う
だ
。
ま
た
、
キ
ャ
ラ
ガ
な

ど
古
い
ゲ

l
ム
機
の
フ
ァ
ン

も
か
む
り
多
い
よ
う
だ
」
と

二
析
の
特
徴
を
語
る
。
ま
た

最
近
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
特
徴

に
つ
い
て
同
氏
は

「
今
ま
で

は
テ
ー
ブ
ル
制
が
圧
倒
的
に

売
り
上
げ
が
良
か
っ
た
が
、

の
菅
川
h

f

山
な
ど
に
つ
い
て
川

氏
は

「
青
少
年
の
非
行
問
題

に
対
し
て
は
当
社
を
あ
げ
て

健
全
運
営
に
努
め
て
い
る
。

『渋
谷
』
叫
に
は
十
八
歳
未

尚
の
青
少
年
は
絶
対
に
入
場

さ
せ
な
い
し
、

『
シ
グ
マ
』

府
に
つ
い
て
も
午
後
六
時
ま

で
に
は
子
ど
も
は
似
す
よ
う

ヤ
ン
グ
対
象
の
ロ

以
近
で
は
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
型

で
遊
ぶ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
仙
唱
え

て
お
り
、
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
型

の
T
V
ゲ

l
ム
機
が
見
直
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
オ
ペ

レ

に
指
導
し
て
い
る
。
ゲ

l
ム

坊
に
対
し
て
は
残
念
な
が
ら

非
行
少
年
の
た
ま
り
場
の
よ

う
に
誤
解
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

綴
鮮
を
な
く
し
て
い
く
た
め

に
も
業
界
令
体
で
の
向
主
規

制
の
徹
阪
が
必
要
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
時
代
の
今

日
、
下
ど
も
た
ち
は

T
V
ゲ

ー
ム
機
を
通
じ
て
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
触
れ
て
い
く
。
そ

の
こ
と
を
教
育
関
係
者
に
よ

く
攻
解
し
て
も
ら
い

、
子
ど

も
た
ち
と
も
共
存
共
栄
し
て

い
け
る
ゲ

l
ム
坊
を
目
指
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述

ー
タ
ー
と
し
て
は
フ
ロ
ア
を

効
果
的
に
使
え
る
ア
ッ
プ
ラ

イ
ト
型
が
見
直
さ
れ
る
の
は

良
い
こ
と
だ
が
、
残
念
な
が

ら
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は
テ
ー

ブ
ル
型
を
中
心
に
開
発
し
て

い
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
米

国
製
の
も
の
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
も
っ
と
円
本
の

メ

ー
カ
ー
も
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
型

に
カ
を
注
い
で
も
ら
い
た
い
」

と
諮
る
。
さ
ら
に
ゲ
ー
ム
場

上の写真は地下フ ロアの運営の 「新宿スポーツランド渋谷庖J のようす

• 
‘ 、.. 
qW・

22・

こ
こ
数
年
の
聞
に
パ
ル
コ
、

1
0
9
な
ど
若
者
向
け
の
フ

ア

y

シ
ヨ
ン
を
小
心
と
し
た

S
C
が
出
現
す
る
な
ど
で
、

こ
の
仰
は
ヤ
ン
グ
'
川
け
の

レ
ジ
ャ
ー
ソ

l
ン
と
し
て
ま

す
ま
す
発
展
を
続
け
て
い
る
。

そ
の
た
め
人
の
流
れ
も
駅
米

側
に
比
べ
州
側
の
ほ
う
に
集

中
し
て
お
り
、
な
か
で
も
渋

谷
駅
か
ら
バ
ル
コ
に
通
じ
る

渋
谷
セ
ン
タ
ー
衡
は
渋
谷
で

も
っ
と
も
人
泊
り
が
激
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

渋
谷
駅
周
辺
の
ゲ
ー
ム
場

は

S
C
ロ
ケ
も
含
め
約
二
十

山
が
あ
る
が
、
そ
の
半
数
以

上
が
渋
谷
セ
ン
タ
ー
桁
を
中

心
と
し
た
{
ト
出
川
町
で
逆
営

を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

今
回
は
宇
田
川
町
に
あ
る
ゲ

ー
ム
場
を
取
り
卜
げ
る
こ
と

に
し
て
、
ニ
れ
以
外
の
渋
谷

駅
周
辺
の
ゲ

i
ム
場
仁
つ
い

て
は
次
回
で
紹
介
す
る
。

ま
ず
井
の
頭
通
リ
に
而
し

て
「
ゲ

l
今

ァ

ン

タ
ジ
ア
・

ザ

・
シ
グ
マ
」
と

「
ビ
ン
ブ

イ
ン
渋
谷
」
が
あ
る
。
こ
の

.ぃ川
は
川
社
を
泌
，V
い
す
る
附

シ
グ
マ

の
本
社
が
あ
る
ビ
ル

の

一
附
と

一階
で
の
辺川市向
。

一
附
の

「
ゲ

|

今

ァ

ン

タ

ジ
ア

・
ザ

・
シ
グ
マ
」
は
約

内

7
l
平
方
れ
の
フ
ロ
ア

を
-
e
分
し
、
片
ト
力
に
メ
ダ
ル

ゲ
l
ム
機
約
丸
十
台
、
も
う

ハ
ト
々
に

T

V
ゲ

i
ム
機
や
フ

'

'

f

l

a

-

-

り
「

r
!な
と

M
r
h
十
中
川

計
約
灯
台
を
設
置
し
て
い
る
。

一階
の

「
ヒ
ン
ゴ
イ
ン
渋
谷
」

上の写真はメダルゲーム機のみを設置している fビンゴイン渋谷」

に
は
さ
ま
れ
て
山
手
線
渋
谷

釈
が
あ
る
。
交
一
辿
は
凶
鉄
山

予
線
の
は
か
米
・巾
小
新
ド
ド
川
線
・

東
断
線
、
し爪
-LL
汁
の
頭
線
、

地
下
鉄
銀
座
線

・
半
蔵
門
線

が
入
り
込
ん
で
各
線
の
渋
谷

駅
が
あ
り
、
剛
山
心
と
郊
外
を

結
ぶ
巨
大
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

形
成
し
て
い
る
。一

市
に
立

体
交
凶
作
す
る
渋
谷
駅
の
駅
品
い
け

の
卜
肘
は
点
急
訂
代
的
ト
米
間
…

山
川
と
な
り
‘
駅
周
辺
に
は
米

1山
;
i
u
l
hi
レト
a
l
、ド
H
・ド
~
ベ
l
与

t

と
ぺ

J
I
4
1
U付
A
刈

iU
什

JV
』

吋r
'ィ
I

山
渋
川
八
H
a
川
、
ト
以
急
文
化
会
館

な
ど
の

S
Cな
ど
が
山
中
し

て
い
る
。
と
く
に
人
通
リ
の

多
い
拙
舶
来
仰
は
渋
谷
川
肌
州
側

の

.
引
で
、
映
州
館
・
ヤ
飲
食

い川
な
ど
が
集
ま
り
、

告
で
り
に

上の写真は「ゲームファンタジア・ザ・

シグマJ の庖内。下の写真は『シグマJ

と「渋谷Jの庖長を兼ねる上村安幸氏

，.... 

，.. 

べ
る
。
ま
た
同
任
で
は
ぺ
山
の
「
マ

ジ
ッ
グ
ラ
ン
ド
」
を
巡
営
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
|
ム
場

で
あ
る
。

「
マ
ジ
ッ
ク
ラ
ン

ド

・
ト
戒
」
は
山
の
外
相
慨
が

ユ
ニ
ー
ク
で
岡
洋
の
械
の
形

を
し
て
い
る
。
間
的
は
約
六

ケ
運
営

イ
平
ぃ
刀
υ
川
の
フ
ロ
ア
の
小
央

部
に
ら
せ
ん
階
段
が
あ
り
、

↑
階
か
ら
一一
階
ま
で
が
ゲ
ー

ム
坊
と
な

っ
て

い
る
。
一

際

と
一
.階
の
フ
ロ
ア
は

T

V
ゲ

ー
ム
機
中
心
で
一六
階
は
フ
リ

ツ
パ

ー
を
中
心
と
し
た
レ
イ

全
体
で

T

V
ゲ
ー

ム
機
約
六
卜
台
、
フ
リ
ッ
パ

|

|
刊
行
、
そ
の
他
ア
ー
ケ

ー
ド
機
数
台
、
計
約
八
十
台

を
設
慣
し
て
い
る
。
岡
山
の

赤
木
従
業
員
は

「
止
」
屈
は
オ

ー
ル
ナ
イ
ト
営
業
を
行
な
っ

て
い
る
が
、
中
学
生
以
下
は

午
後
王
時
に
、
同
校
生
は
六

時
に
、
」l
八
段
以
下
の
青
少

年
は
十
一
時
ま
で
に
は
帰
る

よ
う
に
場
内
放
送
な
ど
で
指

導
し
て
い
る
。
ま
た
深
夜
に

は
ゲ

l
ム
客
以
外
に
仮
眠
を

目
的
に
人
応
す
る
人
も
い
る

の
で
、
榔
口
前
栄
と
述
携
を
取
り

な
が
ら
ゲ

l
ム
答
以
外
の
人

を
排
除
し
て
ゲ

l
ム
坊
の
雰

囲
気
を
壊
さ
な
い

よ
う
に
し

て
い
る
」
と
問
自
の
健
全
性

を
述
べ
る
。
ま
た
青
少
年
間

ア
ウ
ト
。

左上の写真は西洋の城の形をした 「マジックランド+戒J。ょの写真は向

庖 1踏フロアのようす
， 

5董

丘ヒ
Eヨ

平
素
は
格
別
の
お
引
立
を
賜
り
、

一辱
く
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

こ
の
度
の
新
製
品
、

「
K
I
C
K
S
T
A
R
T」(
キ

ス
タ
ー
ト
)
・
「
B
U
G
G
Y

、y

ク
F
U
C」
」

ノ¥

ギ ;

チ
ャ
レ
ン
ジ
)
・
「
M
E
T
A
L

は :I 
、:S
弊 jA
ネ土 :A 
が :C
開 ・」

発
し
た
オ

、/

ナ
/レ
製

ー」
h
u
l
J
「
亡
門
門

品 :ア
で:ィ
あ :ザ
り:ッ
ま:ク
す )

C
H
A
L
L
E
N
 

(
メ
タ
ル

ゾ
/レ
ゾ a

ヤ :S
I : 0 

こ
の
機
械
を
無
断
で
模
倣
ま
た
は
『
」
れ
に

類
似
す
る
商
品
と
し
て
、

製
造

・
改
造

・
販
売
・

輸
出

等
の
行
為
を
す
る
こ
と
、

従
つ

て

及
び
『
」
れ
ら
の
機
械
を
使
用

著
作
権
法
、
工
業
所
有
権
法
、

弊
社
の
正
当
な
権
利

し
て
営
業
す
る
こ
と
は、

不
正
競
争
防
止
法
等
に
抵
触
し
、

を
侵
害
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な

い
よ
う
充
分

に
ご
注
意
賜
り
業
界
の
秩
序
の
維
持
、
健
全
な
発
展
の

た
め
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
六
月東

京
都
千
代
田
区
平
河
町

2
1
5
1
3

，... 
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唱者P

は
約
ご
百
平
方

μ
の
フ
ロ
ア
安
定
し
て
い
る
。
周
期
の
早

に
ビ
ン
ゴ
を
約
五
ト
台
、
ス

い

T

V
ゲ

l
ム
機
に
比
べ
ビ

ロ
ッ
ト

マ
シ

ン
と

T

V
ポ

|

ン
ゴ
な
ど
は
耐
久
年
数
が
過

カ

|
機
な
ど
約
二
」
l

ム
口
、
計
ぎ
た
も
の
で
も
人
気
が
あ
る
。

約
七
十
台
を
設
置
し
て
い
る
。
ビ
ン
ゴ
の
魅
力
は
プ
レ
イ
ヤ

一
階
に
比
べ
照
度
も
低
く
、

ー

が
い
ろ
い
ろ
な
テ
ク
ニ
ッ

装
飾
も
な
く
務
ち
着
い
た
雰
ク
を
駆
使
し
て
プ
レ
イ
ヤ
ー

閤
気
に
な
っ
て

い
る
。

自
'
凶
河
で
ゲ
ー
ム
を
作
り
上
げ

以
上
二
自
の
倍
長
を
兼
ね
て
い
く
こ
と
だ
と
思
う
。
当

る
同
祉
の
上
村
氏
は

「
『
ゲ
府
で
は
ビ
ン
ゴ
用
の
メ
ダ
ル

ー
今

ァ

ン

タ

ジ

ア

・
ザ

・

を

枚

二
十
円
に
し
て
、
ス

シ
グ
マ
』
の
方
は
ヤ
ン
グ
を
、
ロ
ッ

ト

マ
シ
ン
用
の

メ
ダ
ル

ま
た

『
ビ
ン
ゴ
イ
ン
渋
谷
』

(
一
枚
三
十
円
)
よ
り
安
く

の
方
は
十
八
歳
未
満
の
青
少
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
少
し

年
を
入
場
祭
止
に
し
て
ア
ダ
で
も
多
く
の
メ
ダ
ル
が
あ
れ

ル
ト
の
み
を
対
象
と
し
た
府
ば
そ
れ
だ
け
ゲ

i
ム
の
ス
リ

作
り
を
目
指
し
て
い
る
。
メ
ル
感
が
味
わ
え
る
か
ら
。
ま

ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
と
ア
|
ケ
|

た
T

V
ゲ
l
ム
機
に
つ
い
て

ド
ゲ

l
ム
機
の
両
方
を
設
置
は

一
ン
グ
マ
』
で
新
製
品
の

し
て
い
る
が
売
り
上
げ
な
ど
ロ
ケ
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
る

は
メ
ダ
ル
ゲ
|
ム
機
の
方
が
た
め
学
生
や
若
い
サ
ラ
リ
ー

乎詳FM

-射撃能力を正確に分析するレーザーガン

・弾痕はTVモニターに表示

.ゲーム結果をプリ ン卜アウト
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ω
題
に
関
し
て
同
氏
は
「
今
の

υ
-チど
ら
た
ち
の
中
に
は
遊
び

一
場
や
遊
ぶ
胞
設
が
な
く
て
ゲ

一
l
ム
場
に
米
る
「
ど
ら
も
多

一
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ

一
う
な
チ
ど
も
た
ち
が
健
全
に

ル
一
遊
べ
る
よ
う
円
七
脱
制
の
徹

也

ほ
が
必
要
だ
」
と
述
べ
、
さ

州
一
・』リ
に
渋
谷
の
ゲ

l
ム
坊
に
つ

一川

一
い
て

「
環
境
肉
体
は
か
な
り

ー
一
良
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
忠

-
う
。
ま
た
符
肝
に
つ
い
て
も

新
宿
や
池
袋
な
ど
と
は
少
し

趣
が
良
い
意
味
で
呉
な

っ
て

い
る
よ
う
だ
」
と
諮
る
。

「
マ
ジ
ッ
ク
ラ
ン
ド

・
ロ

ジ
」
は
一
階
と
二
階
で
の
運

営
。
応
内
は
そ
れ
ぞ
れ
約
二

十
平
方
幻
で
設
置
機
械
は
合
設
潰
し
て
い
る
。

M
桁
お
よ

わ
せ
て
T
V
ゲ
|
ム
機
が
一一
-

び
「
ゲ
!
ム
ス
ポ
ッ

ト
オ
リ

l
数
台
、
そ
の
他
ア

l
ケ
|

ピ

ア

」
、

「
ジ
ョ

イ
ポ
ッ
ク

ド
が
数
台
、
汁
中
U
t
-
-
「
数
台
。

ス
林
間
」
の
辺
川
刊
を
行
な
う

Jr
m内
は
明
る
く
細
長

い
フ
ロ

側
タ
イ
ト

l
渋
谷
公
業
所
の

f
.

ア
の
わ
り
に
ゆ
っ
た
り
し
た
山
野
所
長
は
「
当
山
の
特
徴

、〉

レ
イ
ア
ウ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
は
設
世
機
械
が
日
出
な
こ
と

7
阿
山
の
符
柄
と
し
て
は
背
山

で
あ
る
。

新
拠
品
は
も
ち
ろ

に

小
院
な
ど
の
や
生
や
小
中
小
ん
だ
が
、
過
去
に
人
公
の
あ

L
供
が
多
い
よ
う
た
。
ま
た
と
っ
た
ゲ

l
ム
機
な
ど
を
似
リ

一

き
ど
き
待
ち
人
H

わ
せ
の
場
所
お
こ
し
て
低
料
令
プ
レ
イ
機

九

と
し
て
利
川
さ
れ
て
い
る
と
と
し
て
訪
問
川
し
て
い

ι。
そ

う

の

こ

と

。

の

た

め

十
日
く
か
ら
の
プ
レ
イ

「ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
モ
ナ

コ
」
は
a

・
附
か
ら
れ
附
ま
で

の
州
つ
の
フ
ロ
ア
で
の
巡
常
。

そ
札
ぞ
れ
の
フ
ロ
ア
ご
と
に

災
な
っ
た
大
木
を
レ
イ
ア
ウ

ト
し
た
り
、
.
大
介
の
州
代
飾
を

変
え
る
な
ど
し
て
民
な
勺
た

越
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

件
降
と
も
約
.h
一千
万

μ
の
敷

地
に

T
V
ゲ
ー
ム
機
を
小
心

に
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
お
り
、

フ
リ
ヴ
パ
ー
な
ど
も
含
め
令

部
で
約
行
七
十
台
の
機
械
を

ヤ
ー
に
は
ち
ば
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
ア
ー
ケ
ー
ド
凶
械
の
小

で
は
フ
リ
ッ
パ

i
に
人
気
が

あ
り

.
T
V
ゲ
l
ム
機
と
の

ア
ベ
レ
ー
ジ
な
ど
を
比
較
す

る
と
か
な
り
尚
い
必
リ
ト
げ

と
な
っ
て
い
る
，
当
山
は
・
a

附
か
ら
ト
し
で
の
公
定
な
の
で

よ
れ
か
ら
の
深
泌
と
し
て
は

い
か
に
符
を
呼
び
込
む
か
を

工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
ま
た
問
つ
の
フ
ロ

ア
が
あ
る
の
で
未
成
年
お
の

い
る
よ
う
だ
。
災
際
秘
が
以

前
に
勤
務
し
て
い
た
下
北
山
れ

周
辺
で
、
明
ら
か
に
賂
仰
け

的
と
わ
か
る
存
か
ら
『
ポ
ー

カ
ー
ゲ

l
ム
は
世
い
て
な
い

の
か
』
と
何
度
も
聞
か
れ
た

ニ
と
か
あ
る
」
と
年
ャ
ン
フ

ル
機
を
投
出
し
た
山
が
か
な

り
残
っ
て
い
る
と
昨
日
る
。

「
ゲ
|
ム
ス
ポ
ッ
ト
オ
リ

ビ
ア
」
は
今
年
間
川
に
山
内

を
改
装
し
た
ば
か
り
で
、
山

内
は
非
常
に
明
る
く
山
淑
な

健
全
営
業
を
モ
ッ
ト
ー
に

明
煙
な
ど
の
な
い
よ
う
管
理

を
徹
底
し
た
い
」
と
誘
る
。

ま
た
渋
谷
の
ゲ

l
ム
場
に
つ

い
て
川
氏
は

「
渋
谷
駅
周
辺

に
は
か
な
り
の
滋
の
ゲ
|
ム

場
が
あ
る
が
、
お
昨
作
の
数
'u

多
い
の
で
白
川
な
気
味
で
ら
な

い
だ
ろ
う
ま
た
渋
谷
に
は

G
機
な
ど
の
ア
ン
ク
ラ
コ
ー

ナ
ー
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う

だ
。
し
か
し

m内
で
は
マ
ー

ジ
ャ
ン
道
場
的
な
ア
ン
グ
ラ

コ
ー
ナ
ー
む
か
な
り

mえ
て

感
じ
が
す
る
。
府
内
は
約
六

十
平
方
幻
の
フ
ロ
ア
に

T
V

ゲ
|
ム
機
て
十
台
、
そ
の
他

ア
ー
ケ
ー
ド
機
数
台
を
ぷ
出

し
て
い
る
。

川
市
川
の
符
M
m
は

大
学
生
、
い
け
川
校
中
で
大
巾
ぃ
・
・
を

山
め
て
い
る
と
の
こ
と
。
管

削川・

vmに
つ
い
て
は
、
山
内
の

山
怖
や

T
V
ゲ
l
ム
機
の
州
州

な
ど
を
常
に
山
淑
に
す
る
、

尚
校
小い
の
喫
仰
な
ど
の
な
い

よ
う
に
限
立
す
る
と
の
こ
と
。

「
ジ
ョ

イ
ボ
ッ
ク
ス
紙
同
」

は
.
附
と一

.附

で
の
述
台
。
そ

。ι
H，
.
0
L
h
J
d
噌
・
e

ー
ド
1

4
4
43n

、J
A
止や

F
I--

平
方

νの
フ

ロ

ア
に
今
石
川
は
テ

ー
ブ
ル
刑
よ
T
V

ゲ
l
ム
機
の
み

卜
八
台
、
一

階

は
フ
リ
ッ
パ

l

h
の
ほ
か

T

V
ゲ
ー
ム
機
卜

・.ム
H
、
リ
ン
ユ
』
1

ク
ボ
ッ
ク
ス
・

'
打

汁
川

‘

l
l
川門

ムH
を
ぷ
山
し
て

い
る
。
ニ
の
洋

服
で
は
ジ

ュ
ー

ク
ボ
ッ
ク
ス
を

泣
出
し
て
い
る

ロ
ケ
は
は
と
ん

ど
な
く
こ
れ
を

日
中
1

て
に
や
っ

第240号1984年7月15日

右
の
写
真
は

「
マ
ジ
ッ
ク
ラ
ン
ド

・
ロ
ジ
』
の
庖
肉

右
の
写
真
は

コ
ジ
ョ
イ
ボ
ッ
ク
ス
録
園
』
の
后
内

/'旬、
~-

左
の
写
真
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マ
ジ
ッ
ク
ラ
ン
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・
ロ
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の
鹿
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什
H
V
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的
に
使
え
る
よ
う
に
配
遣
さ

れ
て
い
る
。
な
お
同
応
の
客

層
に
つ
い

て
は
や
は
り
大
学

生
、
若
い
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が

多
い
と
の
こ
と
。

「ゲ

l
ム
パ
レ
ス
ウ
ィ
ー

ン
」
は

一
階
と
二
階
の
二
つ

の
フ
ロ
ア
の
運
営
。
フ
ロ
ア

面
積
は
そ
れ
ぞ
れ
約
二
百
平

方

μ
で
府
内
中
央
部
に
ら
せ

ん
階
段
が
あ
り
、
設
器
機
械

は
両
フ
ロ
ア
合
わ
せ
て

T
V

ゲ
l
ム
機
約
六
ト
台
、
フ
リ

ッ
パ

l
約
ト
内
、
そ
の
他
ア

ー
ケ
ー
ド
機
数
台
、
計
七
十

数
台
と
な
っ
て
い
る
。
山
内

の
機
械
は
か
な
り
ゆ

っ
た
り

と
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て

い
る
。

「
ゲ
|
ム
ミ
ッ
キ

l
」
は

約
三
十
平
方
幻
の
小
規
模
む

応
で
「
ザ

・
シ
ク
マ
」
の
隣

に
あ
る
が
、
常
連
綜
中
心
に

活
況
を
呈
し
て
い
る
。
設
相
机

機
械
は

T
V
ゲ
|
ム
機
の
み

十
八
台
て
ん
よ
ム

HJι十
円
と
な

っ
て
い
る
。
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「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
は
約
百

平
方

μ
の
フ
ロ
ア
に

T
V
ゲ

ー
ム
機
約
四
十
台
を
設
置
し

て
い
る
。
鹿
内
の
照
明
は
や

や
暗
い
よ
う
だ
が
、
男
子
学

生
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

さ
て

S
C関
係
の
ロ
ケ
で

あ
る
が
渋
谷
に
は
数
多
く
の

S
C
が
あ
る
わ
り
に
は
、
um

n46 

n4i>1・

上
遊
間
地
な
ど
少
な
い
よ
う

だ
。
そ
の
中
で

「
阿
武
百
貨

応
屋
卜
遊
間
地
」
は
乗
り
物

機
な
ど
を
県
富
に
揃
、
ぇ
門
家
族

述
れ
に
喜
ば
れ
て
い
る
。
大

明
施
設
と
し
て
は
メ
リ
ー
ゴ

ー
ラ
ン
ド
の
み
だ
が
、
こ
の

ほ
か
走
行
式
や
定
的
式
な
ど

の
来
り
物
機
約
-
e

ト
ム
円
、
パ

P司
令個は r渋谷その 1J として、人通りの般も娠わう渋谷センター衡を中心に紹介した。ま
た上の地図にある番号l立ロケの位置置を示しており、右のデータのロケ番号に対応。なおよ

le以外の渋谷駅周辺のゲーム渇については次回に「渋谷その2Jとしτ紹介する。

て
く
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
い
る

か
T
V
ゲ
l
ム
俄
・
.
卜
・h

h、

t
川・

.ト
h

ハ
れ
や
-
設
計
し
て
い

る
地
ド
で
の
辺
川
叫
ん
が
山

内
は
明
る
く
な
う
て
お
り
、

ま
た
中
仲
間
欠
を
悩
リ
ト
げ
る

た
め
の
装
飾

L
仙
相
さ
れ
て
い

る
機
械
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も

で
き
る
た
け
7

ロ
ア
を
効
呆

と
の
宅
』
と

J
新
耐
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

渋
川
け
山
川
」
は
以
前
の
峨
ド
と

附
の
辺
公
か
ら
地
下
フ
ロ

ア
の
み
の
巡
併
に
な

っ
た
も

の。

約
-h
l
-千
万
パ
の
ワ
ロ

ア
に
7
リ
ヴ
パ

1
.
ムH
の
ほ

，..‘ 
a・・

n46 
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ツ
テ
リ
|

カ

|
約
十
台
を
設

置
。
ま
た
匡
・トいの

一
角
に
は

ア
ー
ケ
ー
ド
機
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
て
お
り
す
V
ゲ
ー

ム
機
卜
数
台
、
そ
の
他
ア
ー

ケ
ー
ド
機
約
三
.卜
台
、
全
部

A
い
わ
せ
て
約
七
十
台
を
出
向
い

て
い
る
。
同
応
の
辺
品
川白
を
行

な
う
い
米
洋
似
山
市
川
酬
の
小
泉
氏

は
「
少
し
足
を
の
ば
せ
ば
大

山γ.地
設
を
揃
え
た
本
物
的
遊

間
地
が
か
な
り
あ
る
。
中1
桁

の
符
印
刷
と
し
て
は
近
所
か
ら

口
い
物
に
米
た
家
族
連
れ
が

陀
倒
的
に
多
い
よ
う
だ
。
と

く
に
日
隠
日
な
ど
は
賑
わ
っ

て
い
る
」
と
語
る
。

以
上
渋
谷
セ
ン
タ
ー
街
を

中
心
に
字
削
川
町
に
あ
る
ゲ

ー
ム
場
を
取
材
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
の
広
で
は
街
に
集
ま

る
や
生
や
む
い
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
な
ど
の
ヤ
ン
グ
を
対
象
に

し
た
ロ
ケ
述
内
V
U

を
行
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
ま
た
こ
の
凶什

限
に
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
な
ど

の
ア
ン
グ
ラ
コ
ー
ナ
ー
も
な

く
、
大
半
の
ゲ

l
ム
場
で
は

健
全
性
に
徹
し
た
運
営
を
行

な
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
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1
1
月
少
年
条
例
L

は
昭
和
二
十
五
年
五
月
に
全
国

で
初
め
て
制
定
さ
れ
疋
岡
山
県
条
例
か
ら
五
十
六
年

一
同
制
定
の
京
都
府
条
例
ぎ
で
、
長
野
県
を
除
く
四

十
六
都
道
府
県
に
お
い
て
制
定
さ
れ
て
い
る
。
長
野

県
で
は
畏
野
市
刀
す
で
に
市
条
例
任
制
定
し
て
い
る

の
で
、
町
同
少
年
条
例
は
三
十
年
か
か
っ
て
全
国
的
に

カ
バ
ー
さ
れ
疋
こ
と
に
な
る
。

こ
の
謁
少
年
条
例
は
高
少
年
の
保
護
と
健
全
な
育

成
怠
ど
を
目
的
と
し
疋
自
主
法
で
、
こ
の
目
的
を
阻

害
す
る
も
の
に
対
し
て
腕
制
を
加
え
る
も
の
。
現
制

の
主
怠
対
象
は
育
害
な
闘
行
や
広
告
物
、
図
書
な
ど

だ
刀
、
こ
こ
叡
年
の
聞
に
ゲ
‘
|
ム
場
お
よ
び
ゲ
ー
ム

機
に
刻
す
る
規
制
事
項
を
盛
り
込
ん
定
も
の
に
改
正

地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
制

定
さ
れ
て
い
る
青
少
年
条
例

は
名
称
は
さ
ま
ざ
ま
な
が
ら
、

そ
の

H
的
と
す
る
と
こ
ろ
は

背
少
年
の
保
選
、
健
全
育
成

で
あ
り
、
こ
れ
を
阻
害
す
る

街
存
環
境
に
対
し
て
規
制
を

加
え
て
い
る
も
の
で
、
と
く

に
ゲ
ー
ム
機
(
場
)
に
対
し

て
は
、
射
品
下
心
の
滋
発
行
為

の
祭
止
な
ど
に
開
迎
し
て
「
布

引
刊
遊
技
機
」
の
指
定
、
そ
れ

に
よ
る
市
少
年
の
遊
技
制
限
、

そ
し
て
深
夜
立
入
制
限
な
ど

の
規
定
を
椛
り
込
ん
だ
条
例

が
地
え
て
き
て
い
る
。

長
野
を
除
く
四
卜
六
都
道

府
県
の
条
例
(
施
行
規
則
も

含
め
る
)
で
、

胤
営
以
外
の

遊
校
機
(
場
)
に
附
す
る
も

の
が
二
十

一
も
あ
り
半
数
・
を

趨
え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
行

少
年
の
射
中
心
を
減
売
す
る

ゲ
l
ム
機
を
「
行
百
遊
投
機
」

と
し
て
、

刊
少
年
の
避
技
制

限
を
ん
.4
め
た
条
例
は
、
術
仲
什

。

‘-

-
『

徹底望まれる自主規制の強化、
例
仰l

。

“
主
刷
叫
ん
也
制
定
予
の
抽
崎
務

。

深
夜
に
む
け
る
立
八
一
制
限

。。

街
中
川
遊
H

低出問

(叫哨
}
官
干
の
術
定

。

関連事項の有無

遊
技
機

(場
}
に
川
関
連
す
る
条
文

0

0

0

 

関連事Jfi

青少年条例制定年月日と名称、

.j;j， 

r， 

H 

8血

さ
れ
だ
条
例
ガ
か
な
り
僧
え
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら

J

条
例
の
ほ
と
ん
ど
は
メ
タ
ル
ゲ
ー
ム
機
の
運
営
に
対

向

す
る
周
制
で
あ
り
、
健
全
業
者
と
し
て
は
当
然
の
日

制

士
服
制
を
行
な
っ
て
い
れ
ば
問
題
は
な
い
。
し
か
し

峨

最
近
に
怠
っ
て
指
定
さ
れ
疋
俊
撞
設
置
の
届
出
義
務

削

(
福
井
県
〉
や
、
業
者
側
自
主
焼
制
の
届
出
と
遵
守

舶

の
蕗
務

〈大
阪
府
〉
忽
ど
を
認
し
疋
条
例
改
正
汀
行

問

な
わ
れ
、
よ
り
具
体
的
な
内
容
に
し
て
現
制
を
強
化

加

し
よ
う
と
い
う
勤
き
ガ
毘
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ

榊

る
。
そ
れ
だ
け
に
業
者
側
の
自
主
規
制
の
徹
底
ガ
舎

間

後
さ
ら
に
望
ま
れ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
編
集
部
に
よ

蜘

る
解
説
と
と
も
に
ゲ
ー
ム
場
に
関
係
し
疋
条
例
を
按

叫

粋
〈
刊
め
ん
か
ら
り
め
ん
ま
で
〉
し
て
お
い
疋
。

ω

県
を
は
じ
め
青
総
県
、
栃
木

県
な
ど
全
部
て

l
一
あ
る
。

ま
た
業
者
の
自
主
規
制
の
義

務
や
そ
の
周
出
な
ど
を
規
定

し
た
も
の
が
大
阪
府
、
岡
山

県
な
ど
九
つ
、
遊
技
場
へ
の

深
夜
必
入
制
限
を
定
め
た
も

の
が
・

一トt
三
あ
る
。
な
お
「
深

佼
」
に
つ
い
て
は
ど
ニ
と
む

午
後
十
-
時
か
ら
と
な
っ
て

い
る
が
‘
そ
の
時
間
借
は
郎

道
府
以
に
よ
り
瑚
抗
日
の
日
の

， 

出
時
ま
で
、
翌
日
の
午
前
問

時
ま
で
、
翌
日
の
午
前
五
時

ま
で
ー
ー
の
一
通
り
の
解
釈

が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
ほ
と
ん
ど
の
都
道
府
県
で

は
条
例
の
辺
守
、
徹
成
の
た

め
の
立
人
調
K

刊
を
行
な
う
こ

と
や
‘
附
則
の
規
定
も
な
さ

れ
て
い
る
。
遊
技
機

(場
)

に
附
す
る
約
制
が
定
め
ら
れ

て
い
る
の
は
令
部
で
ト
じ
あ

λ
v
.
 

ゲ
ー
ム
機
(
場
)
と
射
幸
心

ゲ
ー
ム
坊
に
関
す
る
規
制

が
初
め
て
青
少
年
条
例
に
盛

り
込
ま
れ
た
の
は
白
山
県
条

例

(
五
十
一
年
三
月
改
王
、

同
年
十
月
施
行
)
で
あ
る
。

同
条
例
で
は
著
し
く
射
幸
心

を
誘
発
す
る
ゲ

i
ム
機
が
あ

れ
ば
「
有
害
遊
技
機
」
に
指

定
し
、
こ
れ
の
青
少
年
の
使

用
栄
作
を
.
応
・
ペ
止
め
た
。
次

に

M
年
九
月
に
岡
山
県
で
条

例
が
愉
他
行
さ
れ
、
係
只
が
ゲ

ー
ム
場
に
い弘
人
凋
K

叱
に
米
て

は
じ
め
て
業
凶作
側
は
汀
少
年

条
例
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
く
と
と
も
に
、
大

さ
な
術
犠
を
与
、
手
』ソ
れ
た
。

続
い

て
滋
賀
県
、
和
歌
山
県

で
も
ゲ

l
ム
場
に
付
す
る
規

制
を
椛
リ
込
ん
だ
条
例
を
制

定
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
条

例
で
規
制
し
て
い
る
の
は
、

業
界
側
が
同
十
八
年

l
・4
月

h -に
た
ん
で
き
さ
せ
る
結
米
を

生
じ
る
お
そ
れ
の
品
川
い
む
の
」

と
規
定
、
そ
の
機
Mm
と
し
て

川パ
体
的
に

、
ス
ロ

ヴ
ト
マ
シ

‘
/
 

ロ
タ
=
了
/
ト
、

リ
ン
ュ
レ
」

タ
|
吟
遊
伐
お
の
判
断
、

H
伐

術
が
介
入
す
る
余
地
の
な
い

遊
技
機
を
使
川
し
偶
然
作
に

た
よ
リ
コ
イ
ン
を
取
得
す
る

と
ギ
ャ
ン
ブ
ル

竹刀干の
J
U
の」

機

(
メ
ダ
ル
ゲ

i
ム出向
)
の

ひ
と
つ
の
北
本
を
ぶ
し
て
い

る
。
岡
山
県
庁
少
午
保
泌
有

成
条
例
で
は

「
ス
ロ
ッ
ト
マ

・ンン

ロ
O
ノ、之、
/
L
s
、

ユ

ー
ロ
ー
タ
リ
ー
等
」
を
挙
げ
、

「硬
貨
又
は
メ
ダ

ル
を
使
用

す
る
遊
技
機
で
、
遊
技
の
結

米
に
応
じ
て
メ

ダ
ル
が
出
て

き
て
、
総
リ
返
し
遊
伎
を
行

な
う
こ
と
の
で
き
る
ら
の
」

と
併
説
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
和
歌
山
県
、
行
川
県
、
長

崎
県
な
ど
の
条
例
で
む
メ
ダ

。
。
。

v 

。
。

に
時
同
祭
庁
の
桁
持
の
も
と
に

制
定
し
た
「
メ
ダ
ル
ゲ
!
ム

場
運
営
基
本
」
の
魁
行
に
合

わ
せ
た
も
の
で
、
「
有
害
遊

技
機
」
と
は
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム

機
を
指
し
て
お
り
、
間
基
準

を
遵
守
さ
え
し
て
い
れ
ば
ゲ

ー
ム
場
が
た
ま
り
場
化
し
た

り
非
行
の
蹴
床
と
な
る
こ
と

な
ど
は
あ
り
符
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
同
基
準
の
徹
氏
を

欠
い
た
こ
と
や
そ
う
い
う
内

主
総
制
な
ど
頭
に
な
か
っ
た

業
お
む
い
た
ニ
と
か
ら
、
ゲ

ー
ム
州
場
が
パ
付
山
川

mM汎
u

の

ひ
と
つ
と
さ
れ
る
実
例
も
山

て
き
た
。
こ
う
い
う
ニ
と
が

ゲ
l
ム
場
処
制
の
品
川

3
に
州

市
を
か
け
、
多
く
の
条
例
に

そ
の
行
が
伐
リ
込
ま
れ
る
村

川
本
に
な

っ
た
と
も
六
え
る
。

向
、
七
続
制
は
削
仇
介
代
九
つ
の

条
例
で
炎
務
づ
け
ら
れ
て
お

ル
ゲ

l
ム
険
を

嵐
山
必
し
て
い
る
c

さ

ら

に

却

の

T
V
ゲ
ー

ム
機
に
ら
成
制
を
加
え
た
条

例
か
あ
る
一
悩
仲
町
川町村
川
少
作

愛
必
条
例
で
は
年
ヤ
ン
ブ
ル

を
内
行
レ
し
た
も
の
か
h
y
-
-

ー

か
で
縦
制
を
加
え
、
川
崎
制
刈

象
機
M

仰
を
バ
判
定
避
伐
機
々

と
し
て
こ
の
機
仰
を
ぷ
附
す

る
ゲ
ー
ム
均
に
川
山
を
筏
務

づ
け
、

H
H
少
年
の
ブ
L

イ
を

於
汁
し
て
い
る
。
判
定
遊
技

機
と
は
賂
怖
川
糾
れ
が
強
〈
技
術

介
入
の
き
わ
め
て
少
な
い
ゲ

ー
ム
機
と
し
、

「
花
札
、
ト

ラ
ン
プ
、

J
11
 d
 

麻
催
、

ダ
イ
ス
、

ル
l
レ
ッ

ス
ロ
ッ
ト
マ

-ン‘/、

競
輪
、

を
遊
紋
の
内
容
と
す
る
」

ー
ム
機
で
、
当
然
ポ
ー
カ
ー

「
ト
ラ
ン
プ
」

帥
W
叩

WJ川、

続
ゲ艇

ゲ
ー
ム
む

の

小
に
含
ま
れ
る

(ぶ
し
く
は

本
紙
前
り
参
附
…
)。

。。

。

0 
0 • 

。

な
か
で
も
大
阪
府
は
さ

き
ほ
ど
ゲ

l
ム
場
聞
係
を
含

め
六
業
的
を

「
肉
、
正
岡
崎
制
対

的
現
業
将
」
と
し
、
ニ
の
業
お

は
'リ
ビ
州
制
制
の
縦
約
な
ど
を

川
叫
ん
必
し
巡
守
す
る
と
と
む
に
、

市川
~川
一
心
し
た
山
川
、
ド
規
制
は

(会

民
、
防
止
も
合
め
)
知
市
ド
に

川
け
山
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

行
を
規
定
、
そ
の
村
山
が
な

い
場
人
い
は
「
的
の
法
準
」
を

設
定
す
る
と
し
た
条
例
を
制

定
し
、
-
一
月

一
日
目
か
ら
随

行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

(
詳
し
く
は
本
紙
第
却
号
参

m…)
むさ

て
青
少
年
条
例
で
一
言
う

「ト制定
u
遊
技
機
」
に
つ
い
て

は
、
ゲ
ー
ム
機
の
椛
造
ま
た

は
プ
レ
イ
+
刀
法
か
ら
判
断
し

て
、
明
ら
か
に
背
少
年
の
射

幸
心
を
誘
党
す
る
も
の
、
と

い
う
M
判
定
の
仕
々
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。
小
川
山
県
山
少
午

似
品
行
成
条
例
で
は
、
作
山
札
口

滋
技
機
L

の
組
定
に
つ
い
て

「
遊
技

μ
川
ぃ
、
り
れ
る
機
械

又
は
総
只
の
ほ
伐
打
法
浮
か

ら
み
て
中
l
ぷ
遊
伐
機
が
一
行
し

く
刊
少
午
の
射
事
心
を
誠
光

し
、
又
は
助
以
し
、
そ
の
他

人
ιな
育
成
を
阻
山
h

け
す
る
わ
ね
そ

れ
が
あ
る
」
辺
校
機
と
し
て

お
り
、
そ
の
具
体
的
な
機
純

名
は
挙
げ
ず
に
常
に
慨
念
的

に
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
と

川
じ
よ
う
な
組
定
を
椛
リ
込

ん
で
い
る
む
の
は
-
』
の
ほ
か

滋
賀
県
山
少
年
の
健
全
行
成

に
関
す
る
条
例
、
大
分
以
の

H
M
少
年
の
た
め
の
開
境
浄
化

に
関
す
る
条
例
、
広
ι

品
川
W
A
川

少
年
健
全
育
成
条
例
な
ど
が

あ
る
。「
有
害
遊
投
機
」
の
定
義

と
と
も
に
そ
の
機
師
恨
む
指
定

し
て
い
る
条
例
も
い
く
つ
か

あ
り
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
メ

ダ
ル
ゲ

i
ム
機
が
「
有
志
遊

投
機
」
に
当
た
る
と
し
て
お

リ
、
メ
ダ
ル
ゲ

i
ム
機
に
加

え
て
ゲ

l
ム
内
谷
か
ら
一
部

の
T
V
ゲ

i
ム
機
も
パ
何

%ω

だ
と
し
て
規
制
付
象
に
含
め

て
い
る
条
例
J
U
H
凡
ら
れ
る
。

栃
木
県
庁
少
年
健
全
行
成
条

例
て
は
、
校
術
介
入
性
が
あ

る
か
な
い
か
を
法
制
小
に
し
て

「
本
米
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
只
と

し
て
制
代
作
さ
れ
全
〈
技
術
介

入
の
余
地
が
な
く
、
し
か

L

遊
技
方
訟
が
青
少
年
の
.
時

の
娯
来
と
し
て
遊
絞
を
来
し

む
程
度
を
こ
、
ぇ
、
射
幸
行
為

... ・、，V
い
w

A _， 

，レ

ま
た
川
市
帆
県
庁
少
午
附
悶
令

育
成
条
例
や
広
山
県
1

川
少
年
・

他
A
K
打
成
条
例
な
ど
の
土
・
ー

に
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
内
科
と

し
た
ゲ
ー
ム
機
以
外
に
、

m

u配
mJ叱し・島

γ
山山

1υ円
仲
に
か

』
仙
吋
・j

〈
ト
さ
ぜ

4{
4
4
1
1
J
i
-
-‘
4
 

る
よ
う
弘
ゲ
ー
ム
機
2
U
縦
制

刈
徐
に
加
え
て
い
る
む
の
か

あ
る
。
ニ
れ
・
り
は
・
h
卜
:
・
年

の
ー
デ
ス
レ
|
ス
」
問
題
を

時
ま
え
て
円
少
午
条
例
に
反

映
さ
れ
た
む
の
だ
が
、
日
ハ
体

的
に
は
刊
然
と
し
な
い
れ
川

代
川
県
で
は
そ
れ
に
加
え
.

ダ
ル
ゲ

l
ム
機
の
ほ
か

「

ン
ベ

l
ダ

l
ゲ

l
ム
下
」

H
川
少
午
の
射
字
心
を
あ
お

全
銭
温
伐
に
つ
な
か
る
と

て
い
る
ニ
れ
は
過
去
の

ン
ベ

l
タ

l
ブ

l
ム
を
以

「
J
叶
、
/

し
た
ら
の
た
か
、

ー
ダ
!
ゲ
ー
ム
険
m
J
L
-

う
表
現
ば
A
F
と
た

っ
て
は

う
い
う
険
料
を
桁
す
の
か

っ
さ
リ
し
な
く
な
っ
て
き

い
る
さ
ら
い
2
U
あ
る
。

青
少
年
の
深
夜
立
入
制
限

ゲ
ー
ム
場
な
ど
へ

の
い札
人

制
限
に
つ
い
て
は
、
静
岡
県

や
件
川
川
町
内
知
県
な
ど
で

射
れや
心
を
そ
そ
る
わね
そ
れ
の

あ
る
遊
伎
を
さ
せ
る
州
場
刈
や

「街
川
遊
技
機
」
ぷ
目
的
へ

の
山
少
年
の

ι人
組
制
を
定

め
て
い
る
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど

() 

。

。。。。

。

o 
u 

仁J

の
ほ
少
年
条
例
が
深
夜
に
限

つ
て
の
青
少
年

ι入
制
限
の

条
項
を
儲
リ
込
ん
で
い
る
。

深
夜
」
の
時
間
引
に
つ
い

て
は
前
述
し
た
よ
う
に
.
-
M岨

リ
の
嗣
崎
小
山
必
か
あ
る
が
、
午
後

l
.
時
か
ら
を
漆
伐
と
す
る

(
次
ぺ

l
ジ
へ
続
〈
)

) 

ι 

。。
ο 

U
O
0
0
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書櫨

畠櫨

北海滋 153・3・311 53・7・11 .Iti毎idff少年以滋育成条例

背泳以 I54・12・24I 55・4・1I l'f ~I!，h'(少年健全育成条例

岩手 県 154・12・211 55. 7 . 1 1 1'(少サーのための探岐浄化に関する粂{列

符城 り，¥1 52. 7 . 29 1 52. II・11 HW!以内少年保減条例

秋IlJり，¥1 53・10・51 54・1・11秋IJW，¥の舟少年の健全育成とth:岐浄化に1.111する条例

山形県 158・12・271 58・12・271山形県背少年以減条例 10 

前 J.h以 158・12・16158.12・161悩KJ仏げT少年他会育成条例 101 1 0 

茨城県 156・3・281 56・7. 1 1決木県i'1少年のための照筑豊喜倫条例 1 1 1 1 0 

Itij-t;県 156・3・271 56・7. 1 1 栃木\~~'w'少年他会i'f成条例 10101010 

静馬県 157・11・11 58・l.llr."崎県，'，少年保議脊成条例

1奇 E県 158・3'9158・10・1I!者 以~，tl'f少年愛，:1条例

F業時 157・12・231 58・4・11千葉県青少年健全育成粂i殉

東京 /:111 39・8・11 39・IC・11 lI( ，;m ，'1'少年の健全な育成に関する条例
神森川県 156・3.31156・3・311 神{，~川県庁少年保議育成条例
-ii己.日.6i:・・1.3}1.6i:・77・iTi弱点1ギター尚泌氏系em--e・p・・・・・...._.一一...・e・T"Te'Tl_"φ・・・・4 ・・・・.
M山県 159・3. 27 1 59・6・11市山県庁少年保A育成条例 10 

.(I川県 158・4・11 58・4・11石川県青少年健全育成条例 10 

縞 11'県 154・12・251 55・3・111筒井県青少年愛議条例 10 

山梨県 152・12・221 53・4・11 ，'，少年保設育成のための翁境浄化に関する条例

長野県 1 (長野 市) 1 (制定予定なし.行政街導による)

岐阜県 158・3. 25 1 58. 6・11的阜県市少年係議育成条例

市F附県 156・3. 25 1 56・4・1 1 制;tl~h'i'少可のための良鮮な1%'t.t竜~íl簡に 1l!1する条例l

愛知県 159・3・281 59・7・11愛知県青少年保滋育成条例

:. if(的H59・3・291 59・4・11 :慌時1tf少年健全育成条例 1 0 1 1 (; 
j益五日-Hi1i:・石-6i7ji---i十一iE-負-dJf}.ふ五五色合計-di己閃.示ι条例.……・・…↑5↑百 |… ↑'o'l
点目11J(.f 1 56・1・9156・4・11 ，'i少I1の総全な育成に関する条例 10 
大阪 J(.f1 59・3・28158・!l. 1 1大阪府庁少1f.健全育成条例

兵 Jdi.以 148・3・311 48・5・11庁少年愛，;韓条例

首tlミO，川 57・10・28158・4・11仮良県，'，.少$1吊の飽令育成にl拡jする条例 101 101 10 

和歌山県 153・10・191 54・2・11拘置kllJV，¥ ;'1'少I1・健全fTl止条例 1010101 10 

鳥取県 157・12・211 58・1・11鳥取県青少年他令育成条例

)，，¥例県 156・10・131 56・10・131仏十HVUI'少!f.の健全な育成に|刻する条例

向 IU~，l 1 52・6・161 52・9・161附111県庁少11保必脊成条例

広島町¥1 59・3・26159・3・261 J1: 1:，¥ ~，h'f少年健全育成条例

11I 1I ~，\ 1 52・7・30152・10・11山IH'，¥肯少年健全育成条例

徳 J，E県 1!渇 ・12・11 57・4・1111:.山県庁少lf最A符成条例
待川県 155・3・311 55・6・1 1;守川りII~ ，11'年1~.Hf成条例j

愛織唱¥156'3 .20156' 4' 11き窓詰Z5基盤7F議事正案語以自動雌必慢の適止
高知県 158・10・121 59・1・11 (.!j匁l以青少'1'.傑.養育成条例
忌J一両元iIHi-:-Ii:・弘T函・:・3了.\:..，浴1削r，"~守傑・晶子7・必楽偽Y背後恥三百1存在支'，'f1・・・ 4

1"" ..... ..."'1....... V • I 閃向的内動販売倹による li~J~的規制に附する条例

佐賀県 156・10・81 57・2・11佐賀県青少年鍵令育成条例

長崎県 156. 4・11 56・7・11 H:崎県少'H~;養育成条例

熊本県 159. 3・291 59・3・291熊本県少司保必育成粂例

大分以 158・3・12158・6' 1 1青少年のための環境浄化に関する条例

山崎県 159・3・30159・3・301山崎県における青少年の健全な育成にI期する条例

鹿児山県 158. 3 . 23 1 58. 7・151 111>児山県内少íl~ I~.t育成条例

沖縄似 158・9・11 59・2・11 沖縄県汗少年総滋育成条例

~(~ヲ
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刈
し
、
山
少
午
非
行
防
止
の

U
H
h
け
を
必
修
り
け
て
お
り
、

山
本
山
リ
・

?
γ
|
ム
め
ニ
、

5

l

i

{

1

4

e

j

!

t

J

 

'
け
少
年
に
は
い
刊
心
L
.
さ
ら

に
山
少
作
の
山
町
、
燃
.
飲
柄
、

シ
ン
ナ
ー
札
川
な
と
の
行
為

に
刈
し
山
内
・
4
に
以
内
め
ね
ば
な

ら
な
い
、
}
と
を
明
文
化
し
て

い
る
の
は
仰
け
さ
・
札
る
一
ま

た
点
以
m
k
H
少
年
の
健
全
な

行
成
に
附
す
る
条
例
で
は
、

泊
怖
は
午
係
ト
・
川
川
に
終
わ

ゐ
川
町
散
で
た
ま
た
ま
公
主
か

派
伐
に
え
に
均
へ
H
は
、
、
午

係
1
・
附
山
川
に
州
中
ー
な
時
間

を
お
い
て
」
そ
の
己
け
を
仰
心

す
る
こ
と
が
一
地
中
ー
で
あ
る
と

し
て
、
業
V
引
の
円
七
努
力
を

、
}
と
で
は
共
泊
し
て
い
る

深
伐
に
わ
υ
け
る
しH，人
制
以
内

川
w
t
、
九
条
州
，
・
v
t
u
'
川
少

|
{

{

1

4

 

作・の

r
tリ
ぬ
化
.
什
什
行
化

合
防
ぐ
と
い
う
・
-
ど
に
あ
み

阿
山
県
山
少
作
1

似
A
古
川
成

条
例
で
は
そ
の
日
的
を
掲
げ

た
う
え
で
、
hu--人
制
限
の
付

象
と
な
る
の
は
叫
品
川
え
は

メ
ダ
ル
ル
-
殺
人
ず
る
こ
と
に

よ
り
作
動
す
る
進
役
機
を
北

川
し
て
作
に
必
H
伐
を
行
な
か

せ
る
」
と
ニ
ろ
と
え
の
‘
-
-

ご
て
-
J
J
1
U立

ιえ
と

t

i

，

i

J

1

L

1
・

ノ
、
タ
ル
わ
り
上
ひ
叫
代
て
作
動

す
る
機
械
、
つ
ま
り
メ
ダ
ル

ゲ
|
ム
凶
慨
を
含
む
す
べ
て
の

ゲ
l
ム
機
の
ほ
か
小
引
来
物

機
L
刈
印
税
に
な

う
て
い
る

そ
し
て
い
町
内
以
外
を
問
わ
ず

寸
べ
て
の

υ
ケ
l
/
2
ン
の

う
わ
・
ー
l
ナ
|
レ
し
て
-

K
州
を
必
け
て
常
小
心
し
て
い

る
州
場
所
に
1け
少
年
か
派
代
h
H
.

人

勺
て
は
い
け
な
い
宅
}
と
に

な
っ
て
い
る

鹿
児
品
川
小
青
少
年
保
必
山
口

成
条
例
で
は
メ
ダ

ル
ゲ
l
ム

場
と
、
メ
ダ
ル
ゲ
|
ム
機
を

ぷ
抗
し
て
い
る
明
、
茶
山
・
ヤ
ド

ラ
イ
ブ
イ
ン
な
ど
ら
派
市
川

ι

人
制
限
の
刈
匁
に
加
え
・
り
れ

て
い
る
。

ニ
の
ほ
か
均
じ
い
川
小
山
少
午

愛
必
条
例
で
は
、
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
機
、
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン

そ
の
他
の
遊
校
機
を
品
部
」

し
た
ゲ
ー
ム
均
の
竹
内
お
に

ボ
め
て
い
る

以
ー
の
よ
う
に
み
巾
少
年

条
例
で
は
‘
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム

険
心
上
び
〆
グ
ル
ゲ
ー
ム
均

に
刈
ず
る
規
制
か
小
心
と
な

勺
て
お
り
、
ニ
れ
は

、
J
タ

ル
ゲ
|
ム
均
山
地
引
終
日
待
」
L
-

川
じ
伽
他
行
の
も
の
と

J
う
て

よ
い
。
そ
し
て
メ
ダ
ル
ゲ
ー

ム
機
と
い
・
7
の
は
し
ヘ
人
川
.

f
ど
JU
川
を
川
わ
ず
メ
ダ
ル

の
払
山
し
が
あ
る
ら
の
と
さ

れ
て
お
り
、
と
く
に
作
即
.
行

)
;
J

l
 

〆
川
川
，
3
リ
し
な
い
ト
ン
シ
ク

ル
凶
ケ

|
シ
ヲ
ン
や
J
ド
レ

tu
川
メ
ダ
ル
ゲ
|
ム
肉
付
な

レ
-
M
Y
H
ト川
ぃ，川
MM取は

η
J
h
k

，
，
刈
1
・
・
・
z
z
ι
J々
〆

ν
も

Ae--

と
な
り
問
巡
視
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
河
川
し
く
は

九
郎
泊
山
山
の
担
当
課
ま
で
。

北
海
道
青
少
年
保
護
育
成
条

伊

山
政
遊
技
機
に
よ
る
遊
伎
の
tH
法
か
ら
兄

で
、
当
該
遊
技
に
よ
る
遊
技
が
青
少
年

の
組
操
作
一
メ
は
時
間
虐
性
を
助
長
し
、
か

っ
、
白
川
少
年
の
健
全
な
行
成
を
州
引
けす

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
必
め
ら
れ
る
と
き

は
、
H
H
少
年
に
中
l
ぷ
遊
技
機
r
h
よ
る
遊

技
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
以
内
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

2

遊
妓
機
会
泣
け
て
本
に
遊
技
を

さ
せ
る
託
業
(
胤
俗
幻
業
を
除
く
。
)

を
川
区
む
省
は
、
H
H
少
年
に
そ
の
日
業
場

所
に
お
い
て
遊
投
機
に
よ
る
遊
校
の
た

め
の
金
銭
の
濫
伎
を
さ
せ
な
い
よ
う
に

務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
深
復
興
行
咋
)

第
一
九
条

興
行
を
行
う
れ
メ
は
品

川
合
設
け
て
存
に
遊
技
行
し
く
は
，
〈
ボ

|
ツ
を
さ
せ
る
幻
業

(
胤
俗
川
業
を
除

く
。
)
を
日
む
炉
刊
は
、
深
似

(午
後
.

叫
か
ら
翌
日
の
円
の
川
の
時
ま
で
を

い
う
。
以
ド
同
じ
。
)
に
・
お
い
て
、
正

当
な
照
一
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の

託
業
場
所
に
占
少
年
を
容
と
し
て
立
ち

入
ら
せ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
士
山リ
・上
総
制
)

第
二
一
条

約
・
1
条
抗
・
・
川
、
お

(川
怖
い
似
に
お
け
る
興
行
均
等
へ
の
な

人
り
の
州
市
什

-

第

一
二
条

2

興

行

行

及

び

設

仰

を
設
け
て
%
に
遊
倣
ま
た
は
パ
ボ
1
ツ

を
行
わ
せ
る
日
業
で
あ
っ
て
脱
川
で
定

め
る
も
の
を
れ
む
行

(
以
ド

「
興
行
行

下
」
と
い
う
。
)
は
、
深
」
伐
に
h
付

い
て
、

当
該
営
業
の
場
所
に
青
少
年
を
立
ち
入

ら
せ
で
は
な
ら
な
い
。

ω

興
行
省
努
は
、
深
仮
に
お
い
て

営
業
を
吟
む
州
場
合
は
、
知
事
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
中
1
ぷ
常
業
の
以
所
に
、

UAM
少
年
の
人
助
を
山内
小
止
す
る
朽
の
州
.. 小

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

青
森
県
青
少
年
健
全
育
成
条

修

-
B
E
l
l
-
-
L
E
-
-

(
遊
技
機
営
業
)

第
一
六
条

遊
技
機
を
設
け
て
存
に

遊
技
を
さ
せ
る
託
業
(
風
俗
営
業
唯
一
J
収

締
法

(附
利
-
-卜
J
e
年
法
律
抗

-
-
--
一

け
)
抗
e
山
市
訴
に
削
鳩
山
必
す
る
風
俗
常
業
(以

下

「
胤
俗
針
葉
」
と
い
う
J

を
附
〈

を
川
知
む
行
は
、
遊
技
機
の
仙
川
浩
及
び
中
1

_，... 

_，... 

高

『

第一:伸郎便物品2."f 

F川辺
村
山
出
町
J
m
均
刈
に
お
け
る
非
行

の
防
止

第
二
二
条

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
、

ス

ロ
ヴ
ト
マ
シ
ン
そ
の
他
の
滋
技
険
を
ぷ

出
し
て
伐
に
造
殺
を
さ
せ
る
九
日
SK

F
風

俗
営
主
写
取
締
法

(附
相・・

・・作
法
山

知

e
e
-
-
-
H
Z
あ
条
第
七
いゲ
に
脱
定

す
る
常
業
を
除
く
。
)
を
行
う
ぷ
川
ほ
ぴ

そ
の
常
主
を
行
、
ヲ
均
所
を
竹
川
町
す
る
帆
れ

は
、
中
i
d
同
情
刈
に
ト
ね
い

て
、
れ
川
少
作
じ
か

酬
山
川
川
‘
欽
一
納
そ
の
他
の
非
行
を
し
む
い

よ
う
そ
の
防
止
に
努
め

η
け
れ
ば
な
、
り

十沿い東
京
都
青
少
年
の
健
全
な
育

成
に
関
す
る
条
例

小
ド
1
い
刊
の
山
・
.
卜
脱
制
-

第
七
条

興
行
い
れ
.
M
M川
、
の
版
必

れ
れ
し
く
は
山
口
付
け
を
正
と
す
ゐ
行
え
ば

広
行
物
の
広
行
ド
れ
し
く
川
竹
川
い
れ
ば
、

興
行
.
M
A
1
X
は
・
仏
行
物
の
内
科
の

八
e
k
m
x
は
.
泌
が
'
H
少
作
の
性
的
感
山
川

を
刺
激
し
、
J

又
は
ト
円
少
年
の
州
法
れ
い
お

し
く
は
妓
ド
さ
や
く
性
を
成
光
し
、
れ
し

く
は
助
K
L
、
そ
の
他
ん
ー
な
育
成
介
-
m

ル
れ
け
す
る
お
そ
れ
か
ん
る
と
ぷ
め
る
と
、
ご

は
、
内
仁
的
に
必
咲
な
机
川
川
ふ
り
州
「
る

こ
と
に
t
リ
、
ー
川
少

q
に
中l
必
興
行
士

制
M
V
H
~
さ
せ
、
中
1
1
d
阿
川
竹
川
中
を
鰍
h
u
L
.

貸
し
付
け
、
H
凡
ゼ
、
北
ま
せ
‘
U
L
〈

;
1
・
」
¥
;
i
l
e

:

'
リ

L
L
-

け
間
・
η
4
-
M
パ
ゴ
今
日
μ
A
1
刷
引
を
1
N
U
引
-

る
こ

E
の
な
い
よ
う
に
努
め
ら
け
れ
ば

な
ら
な
い

2

前
頭
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

1
M
少
汁
の
似
A
に
閃
係
の
あ
る
が
た
れ

は
、
そ
の
ポ
抗
日
山
μ
則
的
%
他
に
わ
た
勺

て
山
少
年
の
他
ん
ー
な
行
成
を
肌
川
r
る

ト拍
手
ぞ
れ
か
あ
る
と
り
仙
め
る
と
さ
は
、
山

-
E
的
ド
ヴ
少
年
の
仙叫
ん
h
t
r
ム
山
川
成
ふ
凶
る

た
め
の
必
.
安
な
M
M
m
を
u
州
ず
る
よ
う
に

似
り
の
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
有
害
遊
投
機
の
指
定
等
)

第
一
二
条

知
事
は
、
遊
技
に
刷
い

る
機
械
又
は
絞
れ
(
以
下
こ
の
粂
に
お

い
て
「
遊
校
機
」
と
い
う
。
)
の
遊
技

の
十
刀
法
昨
浮
か
ら
み
て
中
I
ぷ
遊
技
機
が
い
行

し
く
ほ
少
年
の
射
私
心
会
説
先
し
、
X

は
助
長
し
、
そ
の
他
A
L
な
行
成
を
肌
山
肌
り

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
必
め
る
と
き
は
、

中
1
ぷ
遊
妓
機
を
汗
少
年
に
有
引
けな
遊
妓

機
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

遊
妓
機
を
設
置
し
て
符
に
遊
技

を
さ
せ
る
営
業
(
風
俗
営
業
等
取
締
法

(
昭
如
二
十
二
一
年
一
法
伴
第

一
一
-
一円
いり)

第

一
条
第
7
U
に
則
定
す
る
詰
業
を
除

く
。
)
の
託
業
省
口
入
は

ww陛
占

(
以
下

「山一
川
業
岳
写
」
と
い
う
。
)
は
、
心TIU晴

川
U
'
リ
業
の
均
所
に
u
川
的
引
の
制
定
に
よ
り
出
判

定
さ
れ
た
遊
技
機

(
以
.卜
こ
の
条
に
お

い
て
「
有
官
逃
技
機
」
と
い
う
。
)
を

設
置
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
遊
伎
機

に
よ
り
遊
技
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
見

や
す
い
と
こ
ろ
に
当
該
指
定
の
あ
っ
た

旨
及
び
青
少
年
の
有
害
遊
技
機
の
使
用

を
禁
止
す
る
旨
の
掲
示
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

3

知
事
は
、
引
業
行
持
が
布
山
川
川
遊

技
機
を
投
閉
山
し
て
い
る
助
A
N
に
お
い
て

H
H
少
年
に
中
1
u
d
布
市
遊
校
機
に
よ
り
遊

(
深
夜
に
お
け
る
興
行
場
へ
の
立
入

り
の
制
限
等
)

第
一
六
条

興
行
場
を
級
官
す
る
いれ

及
び
そ
の
代
型
人
、
は
は
川
人
そ
の
他
の

従
来
行
並
び
に
設
備
を
没
け
て
%
に
ポ

ー
リ
ン
グ
、
ス
ケ
ー
ト
ま
た
は
木
一体
会

行
わ
せ
る
れ
業
を
日
む
行

(以
.卜

「
ポ

ー
リ
ン
グ
場
写
経
営
行
」
と
い
う
。
)

及
び
そ
の
代
田
町
人
、
使
用
人
、
そ
の
他

の
従
業
者
は
、
深
夜
(
午
後

一一

時
か

ら
翌
日
午
前
四
時
ま
で
の
時
間
を
い
ラ
。

以
下
同
じ
。
)
に
お

い
て
は
、
当
該
営

業
の
山場
所
に
青
少
年
を
立
ち
入
ら
せ
て

は
な
ら
な
い
。

2

陥
刊
行
均
を
経
世
す
る
針
及
び
ポ

ー
リ
ン
グ
助
等
総
山
刊
行
は
、
深
い伐
に
お

い
て
常
業
を
符
む
場
合
は
、
中l
山ザ一
川
業

の
州刷
所
の
入
口
の
れ
ん
や
す
い
と
こ
ろ
に
、

点
点
都
規
則
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
拘

一引
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い。

新
潟
県
青
少
年
健
全
育
成
条

官

7
4
4
2
g
 (非
行
誘
先
行
為
の
制
化
)

第
二
二
条

例
入
も
、

川
少
年
に
刈

し
、
次
の
作
け
り
に
仰
げ
る
行
ゐ
を
し
な

い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω
正
ψ
ー
な
理
由
が
あ
る
場
合
の
ほ

か
、
深
夜

(
午
後

.
一
時
か
ら
翌
日
の

日
の
出
時
ま
で
の
時
間
を
い
う
。
)
に

外
出
さ
せ
、
又
は
興
行
若
し
く
は
営
業

を
営
む
場
所
に
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
。

附
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
ゐ
を
さ
せ
る
こ
と
。

例富
山
県
青
少
年
保
護
育
成
条

間
的
一
日
川
び
れ
・ハ
刷
、
抗
一
州
山
本
次
第
・
4
刷
、

第
.
e
h
条
抗
争.
m
MV
び
に
お

.
L
ハ
久
本
か

ら
お
.
九
条
ま
て
の
測
定
(
以
下
「
向

主
総
制
に
川
す
る
川
崎
山
」
と
い
・
7
)

に
従
っ
て
山
主
胤
制
に
以
内
め
る
行
は
.

中
i
d
山
口
‘
仁
川
崎
制
に
中
1
た
勺
て
げ
.
い
に
協

力
「
る
L
E
う
に
以
内
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

L
 2

M
川
仙
引
に
別
主
寸
る
V
引
の
同
体
は
、

'
H
-
-
上
続
制
に
つ
い
て
の
円
。
ハ
休
策
を
定
め
、

そ
の
内
山
介
を
州
成
以
に
周
知
徹
岐
さ
せ

る
と
と
ら
に
、
知
市什
に

wm比
刊
す
る
よ
‘
ヲ

に
努
め
な
け
れ
ば
む
ら
な
い

3

知
が
は
、
山
川
、正
規
制
に
閃
す
る

削
崎
正
に
従
勺
た
山
、
.
k
m
制
に
努
め
て
い

な
い
い
れ
え
ひ
そ
の
川
休
に
刈
し
、
内
、
仁

縦
制
に
以
内
め
る
よ
う
川
k
d
r
る
ニ
と
か

て
き
る

青
森
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
運

用
要
綱
3

社
会
成
鳴
の
浄
化
に
関
す
る
退

ん
J
u
w
'
・
爪
(
条
例
m

a--
e条
l
第
-
九
条

聞
係
)
ω
A
n
-
-
仁
川
枕
制
加川
辺

(
、
1
に
努
め

な
け
れ
ば
合
ら

4
い
L
M
-
辺
)
の
辺
守

ド
爪品H
・
L
l
I
R
RI

--P
〉

l
I
R
-
-
-

t
'
'
h
H
J
M
U
b
y
H
v
h
H
l
'
WM 
興

1r 

、-"" 

H
U
を
与
せ
て
い
ゐ
と
き
は
、
中
t
波
山
〉
以
来

行
、
γ
対
し
、
h川
少
年
の
叫
令
-
A
q
山
川
成

を
凶
る
た
め
に
必
裂
な
制
作
を
行
・
?，』

と
が
で
き
る
。

4

知
事
は
、
山川
瓜
の
規
定
に
よ
る

勧
作
を
受
け
た
お
が
そ
の
勧
行
に
従
わ

な
い
で
占
少
年
に
れ
山
遊
技
機
に
よ
り

遊
技
を
さ
せ
て
い
る
と
き
は
、
青
少
年

の
健
全
な
育
成
を
削
る
た
め
に
必
要
な

抗
れ
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

5

川
人
も
、
山
少
年
に
作
山
川
澄
佼

出
問
に
主
り
遊
技
を
占
せ
な
い
よ
-y
に
労

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

例石
川
県
青
少
年
健;
全
育
成
条

(
有
害
遊
投
機
の
指
定
及
び
使
用
の

制
似
)
第
一
八
条

知
引
は
、
遊
技
に
川
い

る
機
械
X
は
出
口
{
風
俗
れ
業
等
取
締

法
(
附
相
・

.卜
:・川
中
日
出
休
部
P
-
--aH
と

お
.
条
出
7
リ
ド
山
川叫
ん
必
ナ
る
幻
業
の
れ

業
品
川
に
投
目
さ
れ
て
い
る
機
械
及
び
総

H
川
ハ
を
除
く
。
以
.卜
「遊
技
機
」
と
い
う
。
)

が
遊
妓
の
み
法
か
ら
み
て
次
の
弘
行
の

一
に
山
政
中ー
す
る
と
沈
め
る
と
き
は
、
当

該
遊
校
機
を
青
少
年
に
有
寄
な
遊
技
機

と
し
て
桁
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

川

将

し

く

青

少
年
の
射
幸
心
を
一
続

発
し
、
一
メ
は
助
長
し
、
そ
の
健
全
な
育

成
を
阻
山
l
h
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

問

符

し

く

H
H
少
午
の
m
u
術
性
・
え
は

伐
成
刊
を
ほ
叫
先
し
、
u
入
は
助
長
し
、
そ

の
健
全
な
育
成
を
川
引
い
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
も
の

3

遊
技
機
を
設
問
し
、
容
に
遊
技

さ
せ
る
営
業
の
常
業
者
又
は
管
埋
者
(
以

下
「
遊
投
機
設
泣
伝
業
布
引
ご
と
い
う
。)

は
、
第
l
-伯引の
則
定
に
よ
り
指
定
さ
れ

た
遊
校
機
(
叫
卜

「
布
引
遊
技
機
」
と

い
う
。
)
を
H
H
少
午
に
似
川
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
。

4

十刊
山
肌
川
遊
技
機
を
設
問
し
て
い
る

遊
技
機
此
以
内
幻
業
行
令
は
、
当
該
街
悦
H

遊
校
機
を
使
川
し
よ
う
と
す
る
お
の
見

や
す
い
場
所
に
、
第
I
，唄
の
規
定
に
よ

る
指
定
の
あ
っ
た
旨
及
び
青
少
年
の
使

聞
を
祭
止
す
る
宵
を
掲
ぶ
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

(
深
伐
に
お
け
る
興
行
場
手
へ
の
人

均
の
制
以
)

第
二
四
条

興
行
を
ト
仁
似
す
る
行
J
λ

は
遊
技
機
品
川
引
業
行

ηは
、
深
山
似
に

叫
叫
ぴ
広
作
物
{
以
ド
「
術
主
制
刷
似
M
M
m
H

M
W
L
と
い
う
ふ
h
H
少
汁
に
版
先
、

鋭
弘
、
仰
向
山
干
の
山
・
仁
川
崎
制
削
明
主
治

ν
R
崎心・・UH.
ヘHHHM1hH.
‘Hs、内川、

4
;
c

J
f
B
H
V
I

4句

'I一

m
.
川
条
約
.. 刷
、
柄
引
.
h.条畑山
.. 削引)

舵
ひ
に
辺
校
出
問
、
旅
館
1
3
.
ω
叫
掛
川
川

内
什
施
ぷ
守
川叫
ぴ
一
泳
伐
興
行
等
に
係
る
常

業
で
、
行
少
年
の
遊
技
及
び
れ
H
少
年
の

施
設
へ
の
い此
人
リ
等
を
さ
せ
な
い
た
め

の
白
、
主
規
制
組
定
(
第
・
h
ハ
条
、
抗
争

七
条
、
第
-
八
条
、
m
-
九
条
}
を
遊

山J
す
る
た
め
の
必
吹
な
下
川
は
慨
わ
向

上
組
制
桁
針
L
川
刊
日
訟
を
総
本
・
と
し

て
い
く
む
の
と
す
る

6

山川
、
日
制
塊
制
の
泌
H
川
守

!
2
0
5
 

完

W
M叫

.
条
聞
係
」

υ
u
'川ワ
ド
れ

J

a
;
。

イ
削
今
川
は
遊
技
機
.
旅
館
業
等
、

出
向
性
川
作
施
設
可
及
び
深
夜
興
業
等
に

係
る
常
た
て
、
H
H
少
年
に
よ
る
滋
H
M
又

は
地
ぷ
へ
の
しH
人
り
の
が
尖
か
昨
可
附
さ

れ
た
り
、
，
r
似
の
た
め
の
n
-
r
縦
制
を

品
じ
て
い
な
い
均
へ
い

ω
削
釘
心
の
打
法

山K
L川
丸
、
川
印
刷
と
し
て
被
明
品
約
に

刈
し
九
州
似
パ
柄
引
八
ひ

て
泊
知
ナ

る
む
の
と
す
る
た
た
し
、
取
急
必
.
吹

ル
む
ふ
ね
な
い
川
へ
け
は
川
淵
{
U
A
等
}

で
'
打
、
7
-
』
と
が
で
き
る

ω

山
・
・
1
規
制
に
勿
め
る
同
体
の
報

ι日
n
-
ド
制
札
制
に
努
め
る
与
引
の
同
体
か
山
間

吹
い川
そ
桁
与
す
る
た
め
の
山
リ
-K
続
制
に

つ
い
て
の
け
ハ
ル
昨
日
以
を
定
め
、
そ
の
行
を

知
市ド
に
M
r
Hす
る
均
ヘ
H
F
勺
・
・
条
第

・
山
川
次
に
仰
げ
る
小
ド
仙
川
小
必
・
へ
し
た

制
作
代
川合
総
山
「
る
JU
の
と
十
る

ア

川
ル
仲
川
叫
ひ
川
休
刊
附
山
吹
い
れ
の
氏
ゃ
れ

ィ
，
H
h
川
崎
制
策
定

q
川
口

ウ
刷
、
正
規
制
策
の
内
作

青
森
県
脅
少
年
健
全
育
成
条
例
に

基
づ
く
自
主
規
制
に
係
る
指
針

2

自

主
規
制
策

些
主
機

ω

川

M
m
た
行
あ
る
い
は
問
辿
弘
行

て，
H
h
M枕
制
川
休
を
つ
く
リ
‘
え
は
、

既
成
の
川
体
内
に
む
い

て
協
必
ず
る
守

の
万
訟
に
よ
り
、
行
少
年
の
阿
川
崎
の
浄

化
に
つ
い
て
山中
し
ん
け
わ
せ
を
行
い
、
お

バ
い
に
協
力
し
て
%
地
す
る
た
め
の
取

り
決
め
を
す
る
。

ω

①

八
均
時
に
れ
け
る
チ
エ

y

nノ
②

仕
入

(
X
は
リ
i
ス
d
機
M刊
の

…
必
去
の
改
山
市
川

@
川
町
淀
川
川
の
究
山
火

@
H
H
少
年
仙
川
川
の
川
市
仕
え
は
仏
間
川

しし
の
伐
ふ
が
瓜
のm・・小

お
い
て
興
行
を
ド
似
し
、
，
え
は
そ
の
日

業
を
日
む
と
き
は
、
中
I
山
政
興
行
均
，
え
は

日
淀
川
川
に
H川
少
年
合
入
山
崎
さ
せ
て
は
な

ら
会
い
。

2

m
m
ハ
行
を
主
催
す
る
お
J
入
は
遊
校

機
設
位
以
業
行
等
法
、
深
伐
に
お
い
て

興
行
を
、
上
保
し
、
メ
は
そ
の
常
業
を
営

む
と
き
は
、
ψ
I
M
必
興
行
均
メ
は
訂
業
所

に
人
均
し
よ
う
と
十
る
告
の
H
ん
や
す
い

均
所
に
、

いい一行
少
午
の
深
山
伐
に
む
け
る
人

均
を州、小
止
す
る
日
付
を
拙
・
・
小
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

福
井
県
青
少
年
愛
護
条
例

F判
定
遊
扶
助
の
川
山
)

第

一
五
条
の
二

年
少
青
少
年
(
十

e
h
.
歳
以
下
の
背
少
年
で
中
川
十
校
を
い
小
帳
止

し
て
い
な
い
ら
の
を
い
う
以
ト
川
七
一

の
他
令
な
行
成
を
m
u
I
け
す
る
お
そ
れ
か

あ
る
し
の
と
し
て
川
崎
川
て
定
め
る
地
以

伐
戸
以
ド
，
判
定
准
以
伐
と
い
う
e
)

を
ぷ
れ
す
る
ル
一
代
助

F判
定
滋
紋
機
が
、

風
俗
常
業
等
取
締
法
他
行
条
例

a，
条

に
殿
山
必
ず
る
風
俗
門
川
駅
北
に
係
る
常
業
所

そ
の
他
設
備
を
設
け
て
、
主
と
し
て
芥

に
飲
食
を
さ
せ
る
ぜ
い
業
刈
ま
た
は
旅
航

業
m
-
-
条
第
.
則
一
に
規
定
す
る
旅
館
業

に
係
る
地
ぷ
に
ぷ
抗
さ
れ
る
坊
へ
H
を
除

〈

ユ

ド

J
円
七
盟
主
持
-
と
J
7
J

I

-

-

:

i

J

J

L

t

{

、

を
併
し
う
と
す
る
い
れ
ば
、
特
定
准
H
代
初

-
-
と
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
総
則
て
定
め

る
と
よ
ろ
に
よ
リ
、
次
に
仰
向
け
る
が
凶
引

か
喧
川
山
ド
ド
ミ
JH
y
hH
F生
f
H
I
ま
h
i
T
り
Y
4
1
J

i

1
0
1
1
1
1
J
I
-
-
3
i
J
L
 

①
村
山
川
一
枚
坊
を
公
2
U
う
と
す
る

か
れ
の
作
所
お
よ
び
氏
名

(
法
人
に
あ
っ

て
は
、

i
た
る
が
務
所
の
所
作
地
、
名

品料
お
よ
び
代
表
お
の
氏
名
)
な
ら
び
に

，V
U弘
山
氏
川
U

〔勺

②
判
定
遊
技
場
を
竹
剛
叫
す
る
い
刊
の

休
日
州
お

k
ぴ
代
仇
戸
川
政
人
に
あ
勺
て
は
.

れ
た
る
引
務
刈
の
所
わ
れ
地
.
ヤ
れ
臥
朴
む
よ

ひ
代
打
代
μ
引
の
氏
名
な
ら
ひ
に
活
F
川
好

・J③
 
④
 

数

⑤
 

uu 

判
定
遊
技
坊
の
所
花
地

特
定
遊
校
機
の
M
抑
制
胤
お
よ
び
ム
什

判
定
遊
紋
坊
の

11
主
開
仏
制
作
T
川

山
川
爪
の
規
定
に
よ
る
M
山
を
し

以
卜
、
判
定
遊
伐
忠
弘
れ
」

E
い

は
、
そ
の
川
山
に
係
る
小
ド
的
川
に

安
必
が
わ
っ
?
と
さ
、

t
r
は
そ
の
川

2 
t. 
行

山
形
県
脅
少
年
健
全
育
成
要
綱

約
川
市
北
一
行
的
光
一
行
為
の
防
止

約
九

j

べ
て
の
県
民
は
.
，
H
少
年

に
‘
そ
の
射
h
r
・
-
u
，
A
は
机
採
れ
を
助
長

し
、
そ
の
他
九
ー
な
山
川
成
を
肌
吹
い
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
滋
校
等
を
さ
せ
な
い
よ
う

に
努
め
忍
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
市
社
会
環
境
の
浄
化
の
た
め

の
が
業
いれ
の
白
、
巨
岡
崎
制

第
八
興
行
を
主
催
す
る
お
え
び

ぷ
附
を
設
け
て
%
に
追
Hは
又
は
ス
ポ
ー

ツ
を
行
わ
せ
る
分
史
を
九
日
む
帆
れ
は
、
川
怖

い先

a卜
を
.
a
J
L
r
・
、
，
桜
l
n
リ
ド
'hq
川叶

i

J

f

H

t

s

a

--
d
'
l
ド

時

t
で
を
い
う
)
ド
ね
い
て
.
H
H
少

年
を
そ
の
興
行
J
λ
川
崎
凡VH
e
k
を
九
日
む
M
州
北

米
は
場
所
に
入
場
さ
せ
た
い
よ
う
に
勿

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
岩
手
県
)
青
少
年
の
た
め
の

環
境
浄
化
に
関
す
る
条
例

(
非
行
誘
発
行
為
の
抑
制
)

第
九
条

例
人
も
、
H
H
少
年
に
対
し

次
に
仰
げ
る
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

間

W4
H良
の
風
俗
を
咋
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
場
所
に
J・ち
人
ら
せ
る
こ
と
。

凶

射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

附

深
夜

(
午
後

一
争
時
か
ら
翌
日

の
午
前
山
時
ま
で
の
問
を
い
・
7
。
以
ド

川
じ
。
)
に
正
当
な
珂
山
が
な
く
興
行

初
、
遊
技
助
ホ
に
J
・

b
人
ら
せ
る
二
と
。

福
島
県
青
少
年
健
全
育
成
条

(
非
行
誘
発
行
為
の
防
止
)

第
二
三
条

例
入
も
、
青
少
年
に
対

し
次
の
各
片
に
俗
げ
る
行
ゐ
を
し
な
い

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω
ι
H
a
U
な
凶
風
俗
を
討
す
る
む
そ
れ

の
あ
る
幼
所
に
弘
行
人
ら
せ
る
こ
と
。

山
川
射
が
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

附

泌
倣

(午
後
.

↑
時
か
ら
迎
け

の
午
前
凶
時
ま
で
を
い
う
。
以
ド
刷
じ
。)

正
当
な
理
由
な
く
興
行
場
、
遊
技
場
等

に
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
。

第( 境茨
四 ~ 整城
粂賞イ蔚県

物;;条青
J，Jsm例少
の) 年

l堅 l の
Yじ h ・ナー

メ l jf
lよ I ()fノ

サ l σコ
I I 環
ピ

--ベ・
山
γ
係
る
叫
ん
化
遊
技
場
を
-
M
ι
ー
し
た
と

5
は
、
そ
の
変
山九
が
あ
ゥ
た
け
主
T
は

-
b
E
I
L
L
.
-
、
、
，
.
1
1
1
h
川
J
へ
そ

H

l
lL
f
i
カ
I
t
a
l
i
-
-、

の
斤
を
川
七
三
川
ナ
山
川
な
f
H
f
な
ら

〈

l

J

l

i

l

ll
i
-
-
!
;

久
市
い3

判
定
遊
件
以
業
お
は
、
特
定
遊
技

機
を
午
少
百
少
年
に
使
川
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
』

4

判
定
進
役
業
与
引
は
、
そ
の
似
川

す
る
判
定
遊
技
機
ご
と
に
、
日
比
や
す
い

附
刈
に
、
年
・
少
H
川
少
年
の
似
川
を
山内川ず

み
日
}
刊
の
炎
・
・
小
を
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

5

特
・
辺
地
技
主
計
は
、
深
山
伐

戸午

後
l
o
時
か
ら
瑚
J
・
H
の
午
前
向
時
±
て

を
い
う
。
以
ド
同
じ
一
)
に
お
い
て
、

一山
内
な
m
由
が
あ
る
場
介
を
除
き
、
判

定
遊
役
場
に
年
少
青
少
年
を
入
場
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。

(遊
伐
坊
を
品
川
一
白
む
朽
の
点
務
)

第
一
五
条
の
三

ぷ
備
を
ぷ
け
て
庁
内

に
溢
伐
を
さ
せ
る
九
日
u
h
t
b
-
怜
む
行
は
.

中l
必
や
いた
刈
内
に
わ
ね
け
る
H
H
少
年
の
怖

仰
に
協
hM
す
る
浮
百
少
年
の
健
全
な
引
け

成
に
勿
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
G

福
井
県
青
少
年
愛
護
条
例
施
行
規

岡
田
ハ

(特
記
遊
校
出
問
)

第
八
条

条
例
第
l
h
条
の
第

川
引
の
脱
山
間
で
定
め
る
遊
H
伐
険
は
、
次
に

仰
向
げ
る
溢
れ
山
崎
川
と
す
る

山叫山川ま
た
は
メ
タ
ル
を
校
人
j

る
ニ
と
に
よ
リ
作
品
川
L
.
滋
H
伐
の
朴
相
川ボ

じ
応
じ
て
メ
タ
ル
が
払
い
.
u
山
さ
れ
、
中
-

必
メ
タ
ル
を
仙
川
し
て
川
内
政
氾
伐
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
造
技
機

花
札
、
ト
ラ
ン
プ
、
麻
絞
、
ル

i
レ
ッ
1
.
ダ
イ
ス
、
ス
ロ
ァ
ト
マ
ン

ン
、
鋭
愉
、
競
馬
ま
た
は
続
制
収
を
滋
伎

の
内
山
谷
と
す
る
退
役
際

時
引
・
バ
勺
に
仰
向
げ
る
2
U
の
の
ほ
か
、

年
少
心
少
司
の
射
や
心
ま
た
は
令
村
山
町
市
川

伐
を
ふ
岬
花
し
、
助
長
す
る
わ
叫
そ
れ
の
あ

る
滋
伐
機
て
知
小
什
か
桁
定
し
た
ら
の
ー

2

知
市
ド
は
、
前
.
爪
お
:
・
け
の
川
川
山

に
よ
る
桁
定
あ
し
た
と
き
は
、
そ
の
行

お
ト
ト
ひ
そ
の
即
日
山
を
パ
ム
ボ
し
な
け
れ
ば

-
L

、，
.
j
h

、

t
T
i
f
-
-
ν
 

(判
定
遊
技
場
の
M
山
)

第
九
条

条
例
お
l
e
h
粂
川
口
・
・
m
.

凶引
の
脱
去
に
よ
る
応
出
は
.
特
定
遊
殺

防
川川
於
川刷
山
山
川

(
様
式
市
刷
卜
.
H
V
)
を

J

i

l

-

-
4
1

1i

i
 

仰
山
し
て
い
打
・
ヲ
む
の
と
し
.
次
に
仰
げ

る
H
H
H
阿
川
を
添
付
し
な
け
れ
ば
令
ら
な
い

M
U
必
滋
役
場
を
伊
H
削
叫
す
る
い
れ
の

沈
fbHMhH，

d
l
ノ
"
'

刑判定
滋
u
H
m
句
の
付
泣
の
日
比
取
川

ス
の
提
供
を
業
と
す
る
h
o
は
、
そ
の
ほ

業
に
附
し
、
れ
ら
メ
は
州
μ
刊
に
協
ん
し

て
、
H
川
少
年
の
た
め
の
よ
い
開
成
を
つ

く
る
こ
と
に
労
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

栃
木
県
青
少
年
健
全
育
成
条

修(
首
業
者
の
自
主
規
制
)

第
九
条

3

前
-
一
項
に
焼
山花
す
る

も
の
の
ほ
か
、
物
日
間
の
版
光
(
れ
動
販

光
機
に
よ
り
物
日
川
を
版
光
す
る
場
介
を

A
，
H
む
。
)
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
舵
似
を
業

と
す
る
行
は
、
相
川
に
協
力
し
、
什
主

的
↑
刀
法
を
議
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
川
少

年
の
他
全
九
徐
行
成
を
肌
古
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
有
害
遊
技
の
指
定
及
び
制
似
)

第
一
五
条

知
事
は
、
遊
技
機
を
使

附
す
る
遊
技
(
風
俗
説
業
等
取
締
法
(
昭

初
二
十
三
年
法
律
抗
‘

・
一-
一川げ
)
第

一

条
第
7
号
に
総
定
す
る
常
業
の
は
業
場

で
行
う
遊
技
を
除
く
。
}
が
遊
技
機
の

榊
追
及
び
遊
技
の
ト
刀
法
か
ら
切
れ
し
く
阿
川

少
年
の
射
事
心
を
歳
以
比
し
、
X
は
助
長

し
、
そ
の
健
全
な
育
成
を
肌
巾
一い
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
速
や

か
に
骨
都
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
昨
l
該
遊

技
を
古
少
年
に
有
山
台
な
遊
技
と
し
て
指

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

遊
投
機
を
設
ほ
し
、
本
に
遊
技

を
さ
せ
る
訂
業
(
風
俗
伝
業
等
取
締
法

出
.
条
第
7
H
げ
に
山
鳩
山
必
す
る
引
業
を
除

く
。
)
の
幻
業
μ
n
X
は
作
則
行
は
、
前

川
引
の
制
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
遊
技
(次

叫
に
お
い
て

「
布
古
遊
技
」
と
い
う
。
)

を
庁
少
年
に
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

3

何
人
も
、
青
少
年
に
有
答
遊
技

を
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
(深
復
外
出
竿
の
制
似
)

第
二
一
条

3

興
行
を
主
催
す
る

白
状
ぴ
%
に
遊
校
メ
は
ス
ポ
ー
ツ
を
行

わ
せ
る
れ
業
行
は
、
深
h
似
ド
h
m
m
ハ
行
V
入
は

引
業
を
行
・
7
均
九
日
は
、
入
場
し
よ
う
と

ナ
る
行
の
見
や
す
い
筒
所
に
知
市
が
脱

定
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
深
山
伐
に

青
少
年
の
入
場
を
祭
じ
る
旨
を
錨
示
す

る
と
と
も
に
、
当
該
興
行
又
は
営
業
の

場
所
に
青
少
年
を
伝
ち
人
ら
せ
で
は
な

‘
勺
力
品
い
。

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条

例

一
戸、

!

げ
、q
、，
f
lZ
〉

;
1
・

i
〉

;
，ιロ
有
l

l

，
Y

Z

H
グ

川川
正
に
土
ゐ
倉
山
に
の
川
山
主
f
は山崎
d.

の
い
川
山
川
u
.
刷
判
定
滋
以
川
会
。
山
川
山
川

ぷ
い
へ
お
卜
.. a
i

ま
U
1
I
hu
旦
I

l

J

:

4

1

i
l
q
;
i
J
 

均
出
比
M
刷
出
h
r
H
一
は
い
八
抗
1
.
u
d
を

枕
山
し
て
行
う
も
の
と
す
る

静
岡
県
青
少
年
の
た
め
の
良
好

な
環
境
整
備
に
関
す
る
条
例

(
射
幸
心
を
減
収
比
す
る
遊
技
均
へ
の

U・
入
禁
止
)

第
一
三
条

似
必
行
は
、
そ
の
恥
泌

す
る
H
川
少
年
に
対
し
、
は
ち
ん
こ
川町
、

ス
マ
ー
ト
ボ
l
ル
川
崎
、
射
的
場
、
ま
あ
じ

t
ゃ
ん
M
そ
の
他
の
遊
技
場
で
技
術
を
設

け
て
存
に
射
占
下
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の

あ
る
遊
技
を
さ
せ
る
も
の
に
入
場
さ
せ

な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
深
似
外
出
の
制
限
写
)

第
二
ハ
条

3

興
行
省
が
深
伎
に

む
い
て
興
業
を
行
な
う
助
A
け
は
、
川
州
市
P

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
人
助
し
ょ

〉
と
十
る
行
の
見
や
す
い
筒
所
に
H川
少

年
の
人
均
を
禁
ず
る
行
会
制
.
.
小
し
、
中-

ぷ
興
行
を
興
行
し
て
い
る
山
刷
所
に
青
少

年
を
入
場
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

例三
重
県
三金三

同

少
年
イ建
..<へー
丘二

=左'"同
成
条

F
場
所
の
提
供
時
H
J
の
渋
川
)

第
一
六
条

例
人
も
、
次

μ
似
げ
る

行
ぬ
が
H
川
少
年
に
付
し
て
行
わ
れ
、
一
え

は
H
U
少
年
が
行
う
こ
と
を
知
っ
て
、
均

所
を
総
似
し
、
又
は
あ

っ
せ
ん
し
て
は

な
ら
な
い
。

2

と
ば
く
に
鎖
似
し
た
行
為
で
あ

っ
て
占
少
年
に
射
こ
う
心
を
お
こ
さ
せ

る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

滋
賀
県
青
少
年
の
健
全
育
成

に
関
す
る
条
例

w
k
v引
の
山
い
ド
州
地
制

第
一

O
条

M
h
n
川
、
の
取
り
似
い
、

ま
た
は
興
行
を
、
卜
.
併
す
る
れ
そ
の
他
こ

の
条
例
の
処
定
の
迎
川
を
受
け
る
主
将

は
、
川
小
お
よ
び
市
町
村
の
行
う
社
会
環

境
を
浄
化
す
る
た
め
の
地
策
に
協
力
す

る
と
と
ら
に
、
相
以
に
協
力
し
て
山
主

的
な
縦
制
椛
泣
を
必
ず
る
こ
と
に
よ
り、

山
少
午
{
八
段
以
卜
.
八
段
本
州
の
行

を
い
い
、
的
制
し
た
k
f
を
除
く
。
以

h
t
M
じ

め

他

'

?

な

行
成
を
附
山
川
けす

る
こ
と
の
な
い
上
・
7
に
努
め
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い

(布
山
遊
技
の
制
限
)

第
一

八
条

遊
技
機
を
設
内
し
て
遊

技
を
さ
せ
る
こ
と
を
業
と
寸
る
行

(胤

俗
常
業
咋
取
締
法
(
附
州
・
・
ト
:
・
年
一凶

作
抗

.

.

.

.

.
 り
)
第
.
条
第

7
げ
に
則

定
r
る
計
業
を
計
む
行
を
除
く
。
次

叫

に
お
い
て
川
じ
3

)

む
よ
び
そ
の
作

m

hれ
は
、
H
H
少
午
に
川
別
H
r
心
を
ほ
的
先
「
る

・
お
そ
れ
の
あ
る
遊
技
機
に
よ
り
遊
伎
を

怠
せ
な
い
よ
〕

一い
労
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い2

知
巾け
は
、
遊
技
機
の
川
川
浩
お
よ

び
遊
技
の
卜
刀
法
が
庁
し
く
HH
少
年

の
射

事
心
を
誘
発
し
、
ま
た
3
助
長
し
、
そ

め
健
全
な
育
成
を
間
引
け
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
遊
技
機

を
設
置
し
て
遊
伎
を
主
せ
る
こ
と
を
業

と
す
る
街
ま
た
は
そ
の
管
昭
省
に

対
し

て
、
H
H
少
年
の
収
入
り
決
止
ま
た
は
遊

投
卜
刀
法
の
改
浮
そ
の
他
必
要
な
的
向
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

例大
阪
府
三金z
同

少
年
健
全
" ". 同
成
条

り
r
rh
刷
制
の

川
崎
約
の
川
叫
ん
七
W

第
一

O
条

次
に
仙
げ
る
い
引

X
は
そ

の
印
刷
織
-Fる
川
休
は
、
中
I
必
い
引
が
そ
の
公

主
に
問
し
、
仁
川
少
年
の

州叫
ん上
作
成
・K
を

肌
小
机
け
す
る
こ
と
の
な
い
上
う
に
す
る
た

め
池
守

r
べ
さ
山
保
に
つ

い
て
の
陥
む

え
は

焼

約

(
以
ド

「
内リ
ビ
組
制
の
縦
約

M
L
J
と
い
う
}
を
締
結
し
、
リ
人
は
品
叫

ん
ぽ
す
る
上
う
勿
め
な
け
れ
ば

4
・
い
リ
な
い

-K
設
備
そ
設
け
て
%
に
遊
技
を
さ

せ
る
こ
と
を
業
と
す
る
ぷ

戸
風
俗
公
主

浮
取
締
法
抗
.
久
木
第
じ
り
に
拘
げ
る
公

主
を
品
川
市
む
ぷ
を
除
く
。)

2

前
頂
に
規
山
す
る
い
れ
(
以
下
「
n

七
規
制
付
象
主
将
」
と
い
う
。
)

又
は

そ
の
組
織
す
る
川
休
は
、

'リ
・1・
脱
制
の

焼
約
写
を
締
結
し
、
え
は
北
山
し
た
と

き
は
、

速
や
か

に
、
中
l
d
'川
、
七
縦
制
の

脱
約
可
の
内
山
り
そ
の
他
的
処
川
で
む
め

l

，l
i

I

l
l
i
-

-

j

?

?

 

る
小
!
N
q
を
知
小
ト
に

M
け
汁
な
け
れ
ば
式
市

ら

な

い

そ

の

M
け
山
に
係
ゐ
心
人
削

4

変
必
し
、
叶
え
は
そ
の
川
山
に
係
ゐ
山
・
・
l

川崎
制
の
縦
約
竹
中
か
一
向
止
し
た
レ
ミ
む
、

川
叫
し

-rる

3
知
市
ド
は
、
山
川
引
の
規
定
に
上
る

川
山
山
か
あ
勺
た
均
へ
H
に
は
、
速
や
か

に
、

そ
の
川
山
山
什
爪
を
パ
ム
ぶ
し
な
け
れ
ば
ん
か

、，
.
A

、

f
f
J
t
 

~ 
A 

訪
中
t
f
る
と
認
め
る
と
き
メ
は
山
少
年

の
射
ヤ
心
を
誘
先
し
、
行
し
く
は
助
長

し
、
そ
の
健
全
な
行
成
を
川
市
寸
る
h
り

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
JVIMA

遊
技
機
に
よ
り
H
川
少
午
に
遊
校
舎
、
c
せ

な
い
よ
・
3
に
努
め
な
け
れ
ば
タ
ら
な
い
。

叫休h似
山一川内業
に
係
P

ハヌ
什
L
K
M
制
}

第
二
四
条

興
行
会
十
仁
川
m
r
る
作
品
棋

ぴ
A
備
を
設
け
て
%
に
遊
技
J
入
は
メ
ポ

l
ツ
を
行
わ

せ
る
れ
業
先
日
b

じ
れ
ば
、

深
伐
に
む
い
て
、
正
中
ー
な
川
山
が
あ
る

均
九
け
を
除
き
、
そ
の
興
行
，え
は
れ
業
を

山一日
向
む
総
投
一
え
は
均
所
に
HN
少
化
l
z
人
助

さ
せ
な
い
よ
-7
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。愛

媛
県
青
少
年
保
護
条
例

(深ん
伎
に
お
け
る
興
行
助
手

へ
の

d

入
り
の
制
限
)

第
一
三
条

興
行
完
投
び
没
附
を
設

け
て
容
に
遊
戯
又
は
ス
ホ

l
ツ
を
行
わ

せ
る
こ
と
を
業
と
す
る
行

(以
.
卜
「
興

行
行
咋
」
と
い
う
。
)
は
、
中I
訪
れ
業

の
刷
所
に
深
伐
に
お
い

て
H
H
少
年
を
江

人
ら
せ
C
は
な
ら
な

い
。

2
興
行
行
ホ
は
、
中
l
u
州
川
引
業
の
場

所
に
伝
ち
人
ろ
う
と

f
る
民れ
の
いいん
や
す

い
筒
所
に
、
深
山
似
に
ιり
け
る
ヴ
少
午
の

な
入
り
を
祭
止
「
る
山
村
の
仰
向
ボ
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(業
行
虫
干
の
n
ド
脱
制
)

第
一
五
条

興
行
い
引
等
、
M
A
矧
伊j

又
は
刃
物
頬
正
し
く
は
が
ん
川
ハ
矧
の
版

先
え
は
貸
付
け
を
業
と
す
る
者
そ
の
他

青
少
年
の
保
護
に
関
係
の
あ
る
業
を
九
%

む
将
校
び
こ
れ
ら
の

団
体
は
相
可
に
悦

携
し
て
、
ニ
の
条
例
の
出
他
行
に
の
っ
と

リ
、
青
少
年
保
必
の
た
め
の
摘
切
な
州

首
を
挑
ず
る
よ
う
に
勿
め
怠
け
れ
ば
な

、1・
六，

L

例香
) I1 
県
青
少
年
保
護
問

成
条

{
深
似
外
山
の
制
限
時
m
J
)

第
一
五
条

3

興

行

を

れ

似
す
る

行

及

び

%
に
遊
技
ま
た
は
λ
ポ

|
ツ
を

主
せ
る
幻
業
で
悦
川
で
定
め
る
も
の
を

公
む
行
{叫
卜
「
興
行
行
待
」
と
い
う
。
)

は
、
正
中
ー
な
刷
出
山
が
な
い
の

μ
深
似
、

心

T
I
d
興
行
ま
・
た
は
常
業
の
均
所
に
H
H
少

年
を
入
場
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

4
興
行
お
T
J
は
、
深
山悦
に
肌
ハ
'
げ
ま

{…附
の
比
引
い
準
の
設
定
予
)

第
一
一
条

知
事
は
‘
次
に
ぬ
げ
る

州
場
合
に
お
い
て
、
ん
少
年
の
健
?
な
山
口

成
ト
ト
必
咲
カ
あ
る
と
り
肋
の
る
と
5
ば
、

抗

.川
ゲ
又
は
お
-
-
U
に
拍
け
る
均
へ
い
に

あ

り
て
は
・
-
川
一
・
り
に
総

定
j
る
向
上
山
崎

制
刈
匁
弘
行
が
辺
守
す
へ
き
供
し
ゅ
以

.卜

日付

η
w引
い
と
J
・
7
，
小
一
々
・
し
「

1
4
a
e
t

t

i

d

e
:
 

る
ニ
と
か
で
主
、
m
.
.
.
H
ヅ
.
・
仰
げ
る
坊

へ
け
に
ら
り
て
は
M
U
仁
川
叫
完
了
る

'H-u

川
崎
制
け
匁
荒
行
え
ば
そ
の
組
織
j
る
川

体
仁
川
，
し
て
川
サ
に
削
叫
ん
化
「
る
'H仁
川
崎

制

の
脱
約
専
の
内
・り
に
つ
い
て
必
要
な

改
仰
い
を
す
る
よ
・
7
.安
心
す
る
-
}
と
か
で

さ
-る

自
主
規
制
付
象
業
行
又
は
そ
の

組
織
す
る
間
体
が
自
主
焼
制
の
規
約

手

を
締
結
し
、
及
川
崎
設
-
M
し
て
い
な
い
功

、.，
/
g
 

自
主
続
制
の
続
約
山
手
に
参
加
し

て
い
る
い
向
れ
規
制
付
加水
主
計

か
存
作

す
る
均
へ
H
山口
、
七
縦
制
付
象
主
将
え
は
そ
の

組
織
ナ
る
川
休
か
締
結
し
、
え
は
凡
叫
ん
正

し
れf
，H
七
組
制
の
縦
約
W
L
J
か
的
条
第
.

刷
の
け
的

γ
地
介
し
て
い

な
い
均
ヘ
H

2

知
山
ド
リ
川
、
例
.
的
引
の
M崎
山
必
γ
よ
り

仰
の
水
中
を
凡
川
左
し
上
う
と
「
る
と
『

は
、
九
・
り
か

L
灼
中
l
d
的
の
供
中
に
係

る
，
い
れ
刷
制
付
後
弘
行
そ
の
他
聞
係
行

の
立
は
そ
聴
か
ιγ
ふ
け
れ
イ
な
ら
な
い

仰
の
桃
川
吋
を
変
.
山
に
し
よ
う
と
「
る
と
さ

JU
‘
川
憾
と
す
る

3

的
条
糸
:
・
出
川
の
加
判
定
ば
、
府
の

比
例
干
の
ぷ
定
、
変
兇
J
人
丸
山
叱
汁
.
に
つ
い

て
糸
川
ず
る

{
制
作
)

第
一

二
条

知
市
ド
コ
、，
H
主
総
制
対

象
業
μ
れ
が
，
灯
、
七
一
規
制
の
線
約
叫
グ
亡
別
条

第
.
川
ハ
の
測
定
に

t
る
安
・
州
の

N
，
象
ど

な
勺
て
い
る
'
り
仁
川
刈
制
の
縦
約
ザ
々
を
除

〈
以
ド
川
1
d
」
え
は
-
W
の
ぷ
ぃ
・
4
を

辺
守
し
て
い
む
い
と
り
仙
の
る

-
E
Eは
.

中
i
d
n・
.卜
組
制
付
仏
民
主
い
れ
え
は
そ
の
行

か
所
制
し
て
い
る
川
H
m
に
吋
し
て
、

'H

~
i
ぃ引
t
H川ハリ

叫叱
山川1GJ門川

7
、
s
，乍リハーlhy
H
'

'a'州
J
H
b
s』
6喝‘

，4
1・、，、，
・H.
，E
，，
i

t
辺
守
j
る

t
・7
.

え
は
ニ
れ
ら
小
沼

υ
トリ
j
べ
R

ニ
レ
『
今
回
川
引
T
r
る

t
う
ゆ
り

'

l

1411i

・

a

f

;

j
る場
-
b
-
か
て
R

る

W
肘
必
公

へ
の
k
川
問
、

第
二

O
条

加
が
は
ぺ
次
に
ぬ
け
る

い川
'l

-
7
、
，
、
.
2
.
v
p
川

P

、，.、.，
A

ぺ
l
白
川

(

〆

t
，、

:
'
J
:均
l
-
J
F
J円
F

的
山
少

q
他
令
山
川
成
本
ぷ
会
川
ド
本

ー
( 

ん
は
前
瓜
の
山
一
円
業
を
行
う
均
A
H
に
は
、

川
明
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
主
り
深
伐

に

お
け
る
山
少
年
の
人
助
を
似
む
行
を
船

・
ぶ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(わ仰
山
m
u
施
A
へ
の
人
助
渋
止
符
』

第
一
五
条
の
二

次
の
九
日
げ
に
柑
け

る
日
集
会
日
む
行
は
、
中
1
d
q作りげ
に
拍

け
る
引
業
の
胞
立
ま
た
は
均
所
に
H川
少

年
余
人
助
さ
せ
て
は
な
ら
会
い

山
北
川
仰
を
設
け
て
存
に
遊
件
以
を
さ

せ
る
れ
業
で
縦
川
で
定
め
る
も
の

2

前
瓜
各
け
に
仰
げ
る
泣
業
を
ハHh

む
お
は
、
山
崎
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
占
少
年
の
入
山
帽
を
慰
む
旨
を
仰
向
ぶ
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

香
川
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
施

-寸
晶
先
制

J

1
1
 

第
六
条

条
例
示

-
K弘
市
街
3
刷
に

規
定
す
る
刷
則
て
定
め
る
し
れ
山
川
山
、
次

に
仰
向
け
る
と
お
り
と
す
る

ω
州
代
、
メ
タ

ル
式
日
4
・
'
F
7
を

役
人
ず
る
・

-
E
に
上
り
作
動
す
る
退
役

険

{次
川
第
2
出
引
に
定
A
?
?
ν
の
を
除

く

を

ぷ

抗
し
て
符
ド
-
A
伎
を
さ
せ

る

L
の
ω

品
川
陥
を
泣
け
て
す
作
ド
・
水
山
内
、
ス

ケ
ー
ト、

小
山
、
-
M
山
功
、
恥
川
叫
叩
の
札
判
例
.

J
ル
ワ
の
札
制
判
、
i
れ
咋
人
5
.
ぷ

l
リ
ン

7
え
は
ア

ー

チ

リ

i
士
山
川
れ
せ
ゐ
2
U

U
 2

条
例
め•. 

h
条
市
引
4
的
引
の
削
崎
山

に
上
る
ぬ
ぶ
は
、
お
5
Hゲ
仏
式
に
と
り

州
場
内
川
叫
ひ
州
場
外
の
け
凡
や
す
い
と
こ
ろ
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第

七

条

2

条
例
第
，

h
条
の
-
-

m
l
m
m
ω
H
ゲ
に
削
崎
山
記
す
る
総
則
て
定

め
る
む
の
は
.
M
叫
代
、
メ
タ
ル
え
は
チ

ヴ
ワ
を
投
入
す
る
ζ
と
に
よ
リ
作
品
川
L

遊
伐
の
結
果
に
応
仁
て
メ
タ
ル
リ
人
は
チ

ッ
プ
浮
か
払
川
い
一民
き
九
‘
中
」
ポ
メ
タ
ル

j
e

;

・
1
j

-4

・

又
は
チ
ッ
フ
等
を
佼
川
し
て
内
皮
送
技

を
行
う
ニ
と
が
で
き
る
滋
仲
代
出
械
を
ぷ
流

し
て
符
に
遊
校
さ
せ
る
も
の
と
す
る

4

条
例
あ

.. h
条
の

.. a
2
凶引の

削崎山
に
上
る
仰
向
・
r
小
は
、
お
6
ひ
げ怖い八に

よ
り
均
州
ぬ
ひ
均
外
の
H
見
や
す
い
と
ニ

ろ
に
ぬ
.u小
し
な
け
れ
ば
々
ら
な
い
，

高
知
県
青
少
年
保
護
育
成
条

信
(行
山
川
口
施
設
等
へ
の
人
助
の
脱
制
)

第
一
七
条

次
に
紛
げ
る
託
業
を
沿

む
拘
は
、
中I
M
品
川
何
業
を
営
む
胞
投
又
は

川刷
所
に
H
汀
少
年
を
入
場
さ
せ

て
は
な
ら

t
、
。

y
-
L
 

内

4

設
備
を
設
け
て
存
に
射
赤
十
心
を

ぷ
会
」
と
い
う
。

ー
な
ら
C
い
。

m

l

・
条
抗
.
出
川
の
削
判
定
に
よ

る
府
の
法
川
小
の
北
山
花
ひ
咲
，
州

2

W
泌
会
は
、
山
川
の
脱
主
に
上

る
必
問
に
応
じ
て
符
山
中
ド
サ
る
ほ
か
、
山川

川
作
ハ
ゲ
に
仰
げ
る
が
川
に
間
し
知
が
に

ふ
礼
を
述
べ
る
・

Z
慣
が
て
R
ゐ

(
京
都
府
)
青
少
年
の
健
全

な
育
成
に
関
す
る
条
例

)
に
泌
間
し
な
け
れ

(
深
併
に
お
け

る
興
行
助
咋
へ
の
人

J
市
川
)

第
二
三
条

興
行
を
~
k催
す
る
お
メ

は
設
備
を
設
け
て
存
に
遊
技
を
行
わ
せ

る
沿
業
で
胤
川
で
定
め
る
も
の
を
日
む

弁

(
以
下
こ
の
丸
木
に
お
い
て

「
興
行
向

洋
』
と
い
う
。
)
は
、
正
中
!
な
瑚
由
が

あ
る
川
場
合
を
除
き
、
深
伐
に
お
い
て
そ

の
興
行
リ
入
は
常
業
の
均
所
じ
占
少
年
を

入
場
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

2

興
行
列
咋
は
、
派
候
に
む
い

て

興
行

X
は
れ
業
を
行
う
以
へ
H
は
、
規
則

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
人
均
し
よ

う
と
す
る
行

の
見
や
ず
い
刷
所
に

、
ぷ

ぃ
似
は
H
N
少
午
の
人
助
会
似
ト
，
，h
の
川向
.. 小

脅
し
な
け
れ
ば
な
ら
今
い
。

青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
関
す
る

条
例
施
行
規
則

派
伐
の
人
川
合
制
限
「
，
勺
・
・
れ
た
の

比
川
ん
し

ιγ
第
二
条

条
例
J
-
た
め
l
山川
の
岐

川
て
u
t
め
る
介
主
川
、
次
の
み
り
に
ぬ

け
る
'じ
の
と
上
ゐ

ω
山
町
品
川
え
は
メ
タ
化
士
役
人
す
る

.
}
ど
に
よ
リ
作
動
す
る
泌
一
伐
俄
ふ
ろ
川
市

し
て
潟
に
近
伐
を
い
れ
わ
せ
る
も
の

奈
良
県
青
少
年
の
健
全
育
成

に
関
す
る
条
例

(
深
い
似
興
行
下
へ
の
しd
.
人
り

の
制
限
)

第
二
八
条

興
行
を
れ
俄
-T
る
n
，
え

は
%
に
遊
伐
を
さ
せ
る
引
業
を
一
日
む
h
h

は
、
深
伐
に
わ
い
て
興
行
キ
λ
ド
.
似
し
、

え
は
そ
の
日
業
会
幻
む
と
き
は
、
中
I
d

興
行
助
J
λ
は
引
業
所
じ
れ
川
少
年
合
以
九

人
ら
せ
ど
は
な
ら
今
い

2

興

行

そ
れ
似
j
pQ
行
え
ば
存
γ

遊
技
会
与
サ
，
ハ
割
引
業
h
r
刊
行
行
は
、
ぷ

伐
に
ル
い
て
興
行
牛
ah
仁
川
川
し
、
え
は
そ

ω川
浩
ル
在
日
む
と
き
は
、
中
l
ぷ
帆
刀
打
H
M
e

，え
は
れ
業
均
に
hM
ち
人
ヅ
つ
〉
レ
」

i
る
行

円

J
lし
BMV

、HtdTh川
・』

U
lノ
S
勾

t
ド

μJ
n

l

u
g
h
y
ド
ハ
リ
裂
し
先
・
】

l
'
'
z
L
"
ι

，I
'a・

ー
月

そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
遊
技
を
さ
せ
る

い
い
業
で
刷
川
で
定
め
る
も
の

2

H川
け
れ
け
に
仰向
げ
る
幻
業
を
山
町

む
uh
は
、
問
川
で
定
め
る
と
こ
ろ

μ
よ

り
、
人
均
し
よ
う
と
す
る
行

の
日
ん
や
す

い
刷
所
に
川
少
年
の
人
助
を
信
ず
る
行

の
船
ぷ
会
し
な
け
れ
ば
会
ら
な
い
。

福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条

信(射
れや
心
統
先
行
丸
刈
の
祭
止
)

第
七
条

次
の
終
日
げ
に
仰
げ
る
い
凶
荒

川場
を
税
公
す
る
者
は
、
百
少
年
に
対
し
、

中l
談
九日
げ
に
仰向
、
け
る
行
為
を
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
。

川

ぱ

ち

ん

こ

遊
技
場
に
お
け
る
ぱ

ち
ん
こ
遊
妓

間

射

的
遊
技
場
に

お
け
る
射
的
遊

ι
Z
 

・
ι

，ds
印
ま
あ
じ
ゃ
ん
峰
に
お
け
る
ま
あ

じ
ゃ
ん
遊
伐

凶

ス

マ

ー

ト
ボ

!
ル
遊
技
場
に
お

け
る
ス
マ

ー
ト
ボ
ー
ル
遊
技

閉

そ

の

他
射
L
r
心
を
そ
そ
る
お
そ

れ
の
あ
る
行
為
の
う
ら
、
知
山V
が
州
市
治

会
に
ぶ

っ
て
指
定
し
ん
も
の

2

知
が
は、

前
川
お
5
U
の
桁
山

を
し
た
と
さ
は
、

山川
公
慨
に
品
川
v.
峨
し
て

八
ム
・
・
小
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
施

行
規
則
(進
技
場
の
ぬ

ホ
)

第
五
条

条
例
お
じ
条
に
規
定
す
る

分
析
A
m
を
れ
M
Mれす
る
お
が
ム
刊
少
年
の
遊

技
を
叫引
け
す
る
行
の
拠

出
・を
す
る
と
き

は
‘
M似
式
第
4
Hす
に
よ
り
州
場
外
入
U
の

見
U
制
い
所
に
見
易
い
万
法
で
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

。

佐
賀
県
青
少
年
健
全
育
成
条

例(深
夜
興
行
待
へ
の
な
人
祭
止
)

第

二
一

条

興
行
を

t・似
す
る
者
又

は
%
に
遊
技
を
さ
せ
る
引
業
を
れ
む
拘

は
、
深
併
に
興
行
を
ト仁川間
し
、

X
は
そ

の
日
業
を
れ
む
と
き
は
、
中l
山政
興
行
文

は
れ
業
を
行
う
助
所
ド
H
H川
少
年
を
伝
ち

人
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

2

削刊
行
を
ト
に
他
す
る
行

X
は
容
に

遊
技
を
さ
せ
る
常
業
を
れ
む
♂
は
、
深

出
帆
に
興
行
を
五
似
し
、
又
は
そ
の
川
区
業

を
営
む
と
き
は
、
ψ
!
日
放
興
行
又
は
常
業

を
行
う
場
所
に
立
ち
入
ろ
う
と
す
る
お

お
け
る
ら
H
.
人
り
を
渋
ず
る
行
を
船
ぷ
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

和
歌
山
県
青
少
年
健
全
育
成

条
例
『叫
山
h
伐
飢
ハ
一
灯
時
u
h
s
へ
の

J
・
人
出
比

)

第

二

O
条

興
行
行

投
ぴ
w
r
遊
技

く
は
λ
ホ
l
ツ
を
行
わ
せ
る
日
殺
で
州

市ド
が
定
め
，
。
も
の
を
日
む
n
u
.
k
l
「
刊

行
n
m
J
と
い
・
7
0
-

斗山
、
叫
山
ぃ
伏

、午

後

.

.
 M
吋
か
ら
午
前
川
叫
ま
で
の
川
会

い

台

以

ド

川
ピ

)

に

引

業
を
日
心

地
へ
H
ば
、
中
l
訪
日
業
の
刷
所
に
H
H
少
午

今
4
h
u
j
つ
人
ら
せ
て
は
な
ら
な

い
。

2

興

行

自

昨
L
J
3
、
深
伐
に
w
h
h
業
を

は
む
ぬ
A
H
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
別
川
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
中
l
談
日
業
の

川
崎
所
に
人
均
し
よ
う
と
す
る
お
の
け
ん
や

寸
い
筒
所
に
、
H
H
少
年
の
涼
伐
に
お
汁

る
入
場
活
止
す

る
行
の
仰
向
a
・
小
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

(
指
定
施
設
予
へ
の
L4
・
入
信
止
)

第
二
一
条

次

に
削
げ
る
釘
業
で
、

山
少
年
の
地
全
な
行
成
を
肌
計
十
y
Q
b

そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
川
市け
が
別
に

定
め
，
勺
も
の
今
日
む
行
は
、
H
川
少
化
・
を

中I
淡
抱
叫
叫
・え
よ
明
日
叶
日
υリ
・
九
人
ら

山u
c

e

i

-

-

J

f

i

t

-
-
・

1
な
ら
な
い

ゆ
叫
M
附
会
泣
け
C
W
に
遊
技
を
さ

せ，
9
“
日
常
市

2

M
M
的
引
の
れ
業
を
釘
む
民
れ
は
、
中I

ぷ
施
叫
ば
い
H
J
-
」
入
時
し
よ
〉
と
ナ
る
いれ
の

け
ん
や
十
い
筒
所
に
、
H
H
少
年
の
U
J
人
り

を
出
止
r
，
2
}
H
の
仰
向
ぷ
を
し
な
け
れ
ば

h品、勺島町れかい

和
歌
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

施
行
規
則

一
派
代
叫
判一'行叩ー
の
術
主
m
j

第
七
条

条

例

お

・

条

お
1
川川に

総
定
「
る
知
事
か
定
め
る
も
品
川
は
、
次

-一
掲
げ
る
…
い
れ
た
と
十
J
Q

巾
山
町
内
H
A
コ
メ
タ
ル
を
役
人
1
る

こ
と
二
:
リ
什
ト
品
川
1
る
尚
一
伐
悦
次
条

冶
3
m
-一
山
川
、
め
る
ら
ハ
士
除
〈
}
A
Kパ

出
1
1
%
に
泊
代
ι
-
3
壮
-
る
ら
の

叩
パ
泊
止
九
川
い
て
昨
斤
い
'水
泳
、
ス

1
1
.

ベヤ

J
、
山
山
、
山
中
句
山
州
.
w

ゆ
ゆ
ハ
純
刊
行
、
J
凡
つ
の
糾
日中
川
ト
突
、
、

ぷ
l
リ
〆

y
，A
H
J
γ
1
4ナ
L

リ
|
ん
同行

、
，
，
・
J
I
'
h
l

J
'
'
i
J
 

2

奈
川
日
引
・
・
ー
川
リ
引
2
州
い
い
川
正

i
'
勺
州
制
小
1
.
ぷ
山
は
γ
わ
hJ
る
興
行
え

れ
バ
u
V
H
1
・
九
人
れ
れ
F

，勺
け
の
午
伶
h
川
川
か

・
リ
中
l
d
側
一
一
れ
，
三
一
一
日
1
h
終
，
j
十
ゐ
主

の
日
比
や
す
い
筒
所
に

、
青
少
年
の
深
い伐

に
む
け
る
収
入
り
を
然
ず
る
旨
の
川均一小

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

長
崎
県
少
年
保
護
育
成
条
例

(深
復
興
行
均
カ
へ
の
入
場
然
小川崎
}

第
一
四
条

興
行
を
行
う
行
及
び

投

仰
を
設
け

て
存
に
遊
技
日
入
は
ス
ポ
ー
ツ

を
行
わ
せ
る
託
業
で
総
則
で
定
め
る
も

の
を
幻
む
お
(
以
ド
「
興
行
名
手
」
と

い
う
。
)
は
、
深
白
紙
、
当
該
興
行
又
は

営
業
の
場
所
に
少
年
を
入
場
さ
せ
て
は

な
ら
な
い

。

2

興
行
者
等
は
、
深
夜
、
興
行
を

行
い
又
は
営
業
を
営
む
場
合
は
、
規
則

で
定
め
る
標
識
を
、
当
該
興
行
又
は
営

業
の
場
所
の
入
口
に
掲
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

(
特
定
施
設
等
へ
の
入
場
祭
止
)

第
一
五
条

次
の
各
号
に
旧
制
げ
る
常

業
で
少
年
の
健
全
な
育
成
を
肌
~
汗
す
る

h
u
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
脱
則
で
定

め
る
も
の
を
計
む
者
は
、
中
t
波
川
内
業
の

昨
m
A
メ
は
場
所
に
少
年
を
人
助
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
。

印

投

附

を

設

け

て

、
存
に
射
ヤ
心

を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
遊
技
を
さ
せ

る
営
業
2

前
項
の
営
業
を
営
む
省
は
、
脱

則
で
定
め
る
標
議
を
、
当
該
営
業
の
施

設

X
は
場
所
の
人
口
に
掲
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

(
場
所
の
提
供
又
は
あ
っ
せ
ん
の
然

止
)第
一
七
条

何
人
も
次
の
各
号
の
一

に
掲
げ
る
行
為
が
少
年
に
対
し
て
な
さ

れ
、
又
は
少
年
が

こ
れ
ら
の
行
為
を
行

う
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
場

所
の
提
供
又
は
あ
っ
せ
ん
を
し
て
は
な

』
勺
介
。
ぃ
。
ω
射
キ
的
行
為

長
崎
県
少
年
保
護
育
成
条
例
施
行

i
l
 

制
月
四

HH派
伐
門
判
定
の
指
定
ル
ザ
)

宙開一

O
条

条
例
糸
.
同
条
m
w
l
川

に酬
明
定
す
る
公
定
は
、
次
の
作
ひ
の
.

に
ぬ
げ
る
ら
の
と
す
る

ω

側

代

え

は
メ
タ
ル
を
投
入
す
る

ニ
と
に
よ
リ
作
動
す
る
遊
技
機

(条
例

ぉ
.
h
条
第
1
削
川
町
ω
ω
H
ゲ
に
'L
屯
め
る
む

の
を
除
〈
)
を
ぷ
間
し
て
位
打
に
造
技

を
さ
せ
る
'uの

ω
設
倫
を
設
け
て
%
に
水
泳
、

ス

• 

で
の
川
、
別
記
お
4
U
隊
式
に
土
う
て

し
な
け
れ
ば
乙
・
り
た
い

組
凡
川
帆
ー
の
桁
ん
・化

第
八
条

3

条
例
治
・

・
・
条
抗
1

1
お
幻
ー
ヅ
ハけLY

Z
ご
H

L

、

リ

の

サ
(
'
ゾ
-v

'
t
T
・カ

u
o
l
'
'
t

る

L
品
川
川
、
市
-
ハ
H
A
川
村
川
市
い
一
応
じ
て
j

タ
ル
J
A
H
J
F
7
ワ
浮
か
払
い
し
と
3
れ
.

中
i
d
J
タ
ル
え
は
チ
，
ヴ
ー
ー
を
仙
川
川
1

，、
内
山
池
川
刊
を
行
-V-E-
か
で
¥
る
滋

川H
仙
川
合
川
川
出
1
て
%
に
准
H
代
そ
さ
は
げ
・ゐ

'uの
と
j
る

に
苫
少
年
の
入
場
を
似
む
旨
の
仰
向

.小
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

岡
山
県
少
年
保
護

育
成
条
例
施
行

士一司、“
HH，

制
月
間
国
R

例 岡
山
県
豆邑
同

少
年
イ呆
譲
=企耳
同

成
条

深
伐
に
わ
μ
け
る
人
均
俗
化
科
研
-
4
の

払

Hhじ
h
γ

J
'
:
 

第
五
条

条
例
。

:
・
条
約
l
m
の
知

が
か
別
に
。
に
め
る
併
設
は
、
次
γ
仰
げ

る
し
の
と

γ
る

ω
山
川
山
H
J
A
は
メ
タ
ル
合
以
人
j
ゐ

ニ
と
に
上
リ
作
品
川
す
る
波
紋
間
企
北
川

し
て
存
に
滋
u
u
を
行
わ
ゼ
る
む
の

ω

ぷ

怖

を
ぷ
け
て
終
に
水
泳
.

ス

ケ
ー
ト

.-m球
、
山
他
球
、
野
球
の
打
帥
下

線山中川、

プ
ル
フ
の
川
柳
洲
、
た
ま
っ
き
、

ポ
ー
リ
ン
グ
V
人
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
行

わ
せ
る
も
の

2

条

例

お

:

条

第
2
引
の
規
'L化

に
よ
る
仰
心
は
、
深
川
伐
に
わ
た
る
興
行

χ
川崎付
帯止
が
行
わ
れ
る
り
の
午
後
h
時

か
・
2
i
d
興
行
え
は
や
口
駅
北
の
終
了
時
ま

で
の
問
、
M
M
パ
第
2
り
に
よ
り
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ご
げいHJ也凡・凶作
j
η払
川
'
じ
立
〆
H旬
・ドい
d

'
4
;』

U

4

4
〉

J
{
f
:

第
六
条

条

例

筑

間

条

第
1
m

m

m
uの
件
於
て
知
市
が
別
に
定
め
る
JU

の
は
、
州
叫
叫
H
J
人
は
メ
タ
ル
を
殺
人
ず
る

ニ
と
に

t
リ
作
品
川
し
、
泌
伐
の
紡
川市に

応
じ
て
メ
タ
ル
が
払
い

L
ど
さ
れ
、
中
l

d
メ
タ
ル
を
山
川
し
て
内
山
弘
法
校
を
行

う
こ
と
か
て
当
る
泌
以
険
そ
北
川
し
て

%
に
滋
以
ん
行
わ
せ
る
む
の
と
す
る
ー

(
岡
山
県
)
青
少
年
を
と
り
ま
く

環
境
整
備
活
動
実
施
要
綱

(山
一
以
来
肱
向
洋
の
自
主
規
制
)

第
九
条

凶
作れ川を
取
り
ぬ
う
業
お
、

興
行
を
主
催
す
る
缶
、
が
ん
は
ハ
、
薬
品

川
刷
そ
の
他
の
物
品
を
販
売
す
る
布
、
広

行
物
を
仰
向
.小
し
、，
え
は
管
則
す
る
省
、

遊
技
場
を
営
む
行
そ
の
他
託
業
を
父
む

れ
は
、
川刊
以
に
協
力
し
、
青
少
年
の
健

全
な
行
成
を
刀
、
c
な
い
よ
う
れ
主
的
な

山
内
を
議
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

立山
内
ぃ
伐
に
お
け

る
興
行
均
等

へ

ω人

I
N
'
-
)
 

第
一
三
条

興
行
会
ド
.
似
す
る
針
及

び
必
附
を
設
け
て
%
に
遊
技
J
λ
は
λ
ホ

|
ツ
念
行
わ
ぜ
る
は
業
丹
、
知
市
ド
が
別
に

定
め
る
も
の
奈
川
む
行

{
次
.品引
に
お
い

て
「
興
行

行
」
と
い
-7

)

は
、
深
山
伐

に
ル
い
て
、
正
中
!
な
開
山
が
あ
る
均
合

を
除
さ
、
そ
の
興
行
メ
は
託
業
の
刷
所

に
HH
少
午
を
入
場
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
。

2

深
山
伐
に
む
い

て
興
行
メ
は
前
.
的
恨

の
日
業
が
行
わ
れ
る
均
九
日
は
、
腕
(
行
行

予
は
、
知
市
け
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
入
場
し
よ
う
と
す
る
者
の
見
や

す
い

州場
所
に
深
従
は
青
少
年
の
入
場
を

似
む
旨
の
掲
ぷ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

、
。
--v 

!

iL
T
日
立
、f
p
レ
し
r
U1

3

'
d

‘f
ノ，Fhv
l吋
クァ・
1
6
1
・
h
t田

川
M
W
H
業
打
の
什
--K
例
制

関
係
V
K
V
引
戸以
ド
に
仰
げ
る
業
れ
ぬ

び
そ
の
他
ガ
少
年
の
卵
焼
浄
化
に
特
に

問
述
の
深
い
常
業
い引
を
い
・
1
0
)
は
、

条
例
を
准
守
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ

れ
白

k
的
な
泌
総
訓
抑
止
組
織
を
設
け
、

m
m
m
川
浄
化
を
阿
る
た
め
に
配
慮
す
べ

き
や
日
業
ト
刀
法
等
に
つ
い
て
、
内
主
的
に

爪
年
を
八
止
め
制
h
け
に
協
力
し
、
そ
の
叫
側

近
を
閃
る

L
め
と
す
る
。

〔聞
係
主
将
〕

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
市
中
の
遊
伐
均

J・

(行
咋
施
設
等

へ
の
入
場
来
止
)

第
一
四
条

次

に
仰
向
げ

る
託
業

で
、

れ川
少
年
の
他
全
な
行
成
を
山
市
川
寸
る
お
そ

れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
知
事
が
別
に
定

め
る
も
の
を
何
十
℃
行
は
、
H
H
少
年
を
中
I

訪
れ
業
を
れ
た
施
凡
M
，
え
は
助
品
川
に
人
均

さ
ぽ
て
は
丸
刈
ら
な
い

山

W

A

附

・'YH
A
け

て
%
に
仙
刑
事
心
を

そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
P

勺一遊件
以
を
さ
せ
る

M
M
併
行

広
島
県
青
少
年
健
全
育
成
条

例
(遊
技
機
に
よ
る
れ
混
じ
係
る
山
口
ト仁

川
崎
制
)

第
二
二
条

遊
技
機
を
品
川
し
て
存

に
遊
技
を
さ
せ
る
こ
と
を
業
と
す
る
行

ば
、
遊
技
機
が
そ
の
附
造
及
び
遊
技
の

十
刀
法
か
ら
み
て
、
竹山
.
↓
ハ
粂
お
山
いげ
に

日
来2

前

川
の
引
業
を山
円
台
悼
れ
は
、
知

市ド
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
人

ぬ
し
よ
-
7
と
す
る
行

の
けん
や
す
い

均
所

【

，.、

F、

ケ
l
ト
、
引
妹
、
-
足
球
、
叫
川
山
ゅ
の
総
刊
行
‘

ゴ
ル
フ

の
線
問
、
ト
突

5
.
ポ
ー
リ
ン

グ
、
ア
ー
チ
ー
リ
1
3
9
r
f
打
わ
せ
る
ら

の
2

条
例
め

・
川
弘
4
m
2
，m

F深此は

に
お
け
る
興
行
い
れ
?
の
ぬ
ぷ
災
務
】
に

悦
・
じ
ず
る
刑
法

I
必
ベ
わ
6
H
ヅ
エ
よ
る

J
;
・

4
14

s
l
l

;

l

し
の
と
し
.
そ
の
悩
ぷ
は
深
伐
に
わ
れ
'

る
興
行
u
人
は
九
日
作
法
か
れ
わ
れ
る
日
の
午

後
五
川
か
ら
中
i
d
興
行
え
は
川
判
定
の
終

f
す
る
去
で
の
川
と
す
る

戸判
定
地
内
M
m
サ
に
係
る
常
業
の
術
山
花

第
一
一
条

3

条
例
輔
が

.
h条
お

1
州
m
m
w
ω
り
の
件
業
と
は
、
ス

ロ
ッ
ト

マ
シ
ン

、
ロ
タ
ミ
ン
ト
等
%
の
射
幸
心

を
そ
そ
る
ト?
ぞ
れ
の
あ
る
准
校出械
で
、

か
っ

、
遊
技
の
いぷ
川ボ
に
山
め
し
て
メ

タ
ル

χ
は
チ
ッ
プ
浮
が
払
い
2
U
ど
さ
れ
‘
AES

ぷ
メ
タ
ル

χ
川崎チ

ゾ
ブ
等
を
佼
m
し
て

い内
皮
所
長
を
行

7
-と
が
で
き
る
遊
設

機
を
ぷ
凶
し
て
存
に
遊
伎
を
さ
せ
る

L

の
と
す
る
。

の
遊
技
機
を
有
吉
遊
技
機
に
指
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

4

骨
骨
じ
遊
技
機
に
よ
る
遊
技
を
さ

せ
る
営
業

(風
俗
れ
業
等
取
締
法

(昭

相
-
一卜・
二
年
法
作
抗
.
・

一一

.り
)
抗

.

条
第

7
nげ
に
制
定
す
る
日
決
を
除
く
。)

を
公
む
行
は
、
巾
1
M品川
川
業
の
川
柳
川
に
h
u

い
て
、
部
2
川
引
の
川崎
正
い
よ
り
指・
返
さ

れ
た
れ
計
遊
技
機
を
説
明川
し
て
い
る
と

き
は
、
H
M
少
年
に
そ
の
有
百
遊
技
機
に

よ
る
遊
技
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

鹿
冗
島
県
青
少
年
保
護
育
成

条
例

熊
本
県
少
年
保
護
育
成
条
例

(
興
行
場
等
へ
の
深
伎
の
立
人
祭
什
)

第
五
条
の
ニ

興
行
場
を
経
営
す
る

者
若
し
く
は
興
行
を
主
催
す
る
者
又
は

設
備
を
設
け
て
容
に
遊
技
若
し
く
は
ス

ポ
ー
ツ
を
行
わ
せ
る
営
業
で
規

則
で
定

め
る
も
の
を
や
い
む
お

(以
下
「
興
行
お

等
」
と
い
う
。
)
は
、
深
伎
に
、

当
該

興
行
又
は
材
業
の
州
場
所
に
、
青
少
年
を

立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

2

興
行
祈
浮
は
、
深
伎
に
興
行

X

は
川
門
業
を
公
む
と
き
は
、
人
い
の
凡
や

す
い
場
所
に
、
H
川
少
午
の
ぶ
ち
人
り
を

然
ず
る
品
川
を
ぬ
・・小
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

、
。

-
U
 

鹿
児
島
県
習
少
年
保
緩
育
成
条
例

施
行
規
則

(深
夜
興
行
等
へ
の
弘
入
禁
止
)

第
八
条

興
行
行
及
び
%
に
遊
技

X

は
ス
ポ
ー
ツ
を
行
わ
せ
る
れ
業
で
知
事

が
定
め
る
も
の
を
釘
む
お

(
以
下

「
興

行
行
待
」
と

い
う
。
}
は
、
午
後
.

時
か
ら
判
円
の
午
前
・h
時
ま
で
の
削
(以

下

「
深
山
似
」
と

い
う
。
)
に
お

い
て
、

当
該
営
業
の
均
所
に
少
年
を
立
入
ら
せ

で
は
な
ら
な

い
。

2

興
行
省
等
は
、
深
伎
に
託
業
を

品市内
む
場
合
は
、

入
場
し
よ
う
と
す
る
者

の
け
ん
や
す

い
筒
所
に
、
規
則
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
少
年
の
立
入
り
を
禁

ず
る
旨
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条

条
例
m
k
条
の
.
第
一
以

に
削
然
記
す
る
川
崎
則
で
定
め
る
営
業
は
.

似
品
川
・
メ
タ
ル
え
は
チ
ッ
プ
を
投

入
す

る
こ
と
に
よ
リ
作
動
す
る
滋
技
機
を
設

置
し
て
す
行
に
遊
技
を
れ
わ
せ
る
営
業
と

す
る
。

例沖
縄
県
同

少
年
f呆
護
=企R
同

成
条

(
大
分
県
)
青
少
年
の
た
め
の

環
境
浄
化
に
関
す
る
条
例

(
深
夜
に
お
け
る
興
行
場
等
へ

の
立

入
禁
止
)

第
一
一
条

興
行
省
及
、
び
存
に
遊
戯

又
は
ス
ポ
ー
ツ
を
行
わ
せ
る
針
決
で
知

事
が
定
め
る
も
の
を
営
む
行

(以
下
「
興

行
お
浮
」
と

い
う
。
)
は
、
巾
1
放
営
業

の
地
所
に
、
深
彼
に
お

い
て
内
少
年
を

伝
ち
人
ら
せ
で
は
な
ら
な
い
。

2

興
行
者
勺
は
、
深
伎
に
常
業
を

常
む
場
合
は
、
山1M峨八
い内
業
の
場
所
に
立

ち
入
ろ
う
と
す
る
お
の
けん
や
す
い
筒
所

に
、
占
少
年
の
深
伐

に
お
け
る
な
ち
入

り
を
祭
止
す
る
己
け
の
掲
ポ
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

(有
台
遊
技
機
の
指
定
及
び
遊
技
の

制
限
)
第
一
二
条
の
ニ

何
人
も
、
山
少
年

の
射
ヤ
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

そ
の
他
AK
な
行
成
を
押
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
迎
技

機
に
よ
る
遊
技
を
庁
少
年
に

さ
せ
な

い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

hh
、
。

t
L
 

2

知
事
は
、
遊
技
機
に
よ
る
遊
伎

が
庁
少
年
の
射
キ
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ

が
あ
り
、
そ
の
他
令
な
育
成
を
引
一
目
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
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立
ロ

コ
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ち3万平方mの小樽博のう
ドをフンプレイ

ーが運営卜レジャエイ

上の写真は日本海を臨む r84小樽1尊覧会Jの勝納海E頁(メーン会場)のようす。写真手前の大きなテントはエイト逮営のレストラン

3社協力

日
本
海
を
臨
む
北
海
道
小

的
治
で
六
月

l
n
か
ら
開
催

さ
れ
て
い
る

「
制
小
持
博
覧

会
」

(
小
嶋
市
、
小
樽
陶
i

会
議
所
、
北
海
道
新
聞
社
の

共
催
)
は
、
主
催
者
側
の
予

忽
ど
お
り
の
入
場
者
数
が
あ

リ
順
調
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。

会
場
で
は
エ
イ
ト

・
レ
ジ
ャ

東娯ら

ヱイト・レジャーの富田紀一社長

-
{ 

十
六
個
の
ゴ
ン
ド
ラ
が
回
る

大
縦
覧
車
(
泉
陽
製
)
で
、

最
高
部
五
十
幻
と
い
う
高
さ

は
同
博
覧
会
場
で
最
も
高
い

施
設
と
な
っ
て
お
り
、
小
樽

港
は
も
ち
ろ
ん
石
狩
湾
も

一

望
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
勝
納

会
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
遊

園
施
設
は
次
の
と
お
り
。

「
大
海
賊
」
(
同
博
で
の

名
称
「
シ

l
パ
ニ
ッ
ク
」
)

H
東
娯
制
訳
、
直
径
十
九
幻
の

円
盤
が
そ
の
問
周
上
に
こ
隻

の
海
賊
船
を
釆
せ
て
不
規
則

な
ロ
ー
リ
ン
グ
と
回
転
を
繰

り
返
す
絶
叫
マ
シ
ン
。
「

グ

レ
ー
ト
ポ
セ
イ
ド
ン
」

H
泉

陽
製
、
四
本
の
柱
に
よ
り
吊

り
下
げ
ら
れ
た
三
十
二
人
乗

り
の
船
体
が
、
最
大
百
二
十

度
ま
で
揺
動
を
繰
り
返
す
振

り
子
式
遊
闘
施
設
。

「ス
ー

パ
ー
ス
イ
ン
グ
」

H
泉
陽
製
、

円
形
に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
十

四
台
の
乗
り
物
が
、
中
心
部

の
回
転
と
と
も
に
遠
心
力
で

外
側
へ
振
り
出
さ
れ
る
と
い

う
も
の
。

「
モ
ン
ス
タ
ー
」

H
明
畠
製
、
タ
コ
の
足
の
よ

う
な
黒
い
ア
ー
ム
に
取
り
付

け
ら
れ
た
赤
い
釆
り
物
二
十

台
が
上
下
運
動
と
回
転
を
行

な
う
も
の
。
「
タ
ガ
ダ
」
(同

博
で
の
名
称

「
ク
レ

l
ジ
l

約
三
万
平
方

μ
あ
り
、

に
同
ソ

l
ン
を
担
当
す
る
エ

イ
ト
・

レ
ジ
ャ
ー
物
産
が
東

洋
娯
楽
機
、
泉
暢
興
業
、
明

昌
特
殊
産
業
の
三
祉
の
協
力

を
得
て
設
置
し
た
大
型
機
九

機
種
の
ほ
か
、

各
種
乗
物
機

と
ゲ

l
ム
機
を
展
開
し
て
い

る
。
な
か
で
も
立
っ
た
ま
ま

宙
返
り
す
る

「
ス
タ
ン
デ
イ

ン
グ
コ
ー
ス
タ
ー
」
(
東
娯

製
)
が
道
内
初
登
場
と
あ
っ

て
同
樽
の
目
玉
に
な
っ
て
お

り
、
ト
ラ
パ

l
サ
方
式
(
車

両
移
送
装
置
)
に
よ
り
次
々

と
乗
客
を
さ
ば
い
て
は
い
る

も
の
の
、
連
日
長
蛇
の
列
が

続
く
ほ
ど
高
い
人
気
を
待
て

い
る
。
問
機
に
劣
ら
な
い
人

気
を
集
め
て
い
る
の
が
、
コ一

第240号1984年7月15日、、，，，nWu
 
--E
、

、
} 、，
} 

，¥ 

..の中を突き進む海賊船をテーマとした絶叫マシン r大海賊』のようす

回転とともに遠心力で交互に外側へ綴り出される 「スーパースイングJ

ー
物
産
側
(
本

社
札
帆
市
、山川
同

団
紀

一
社
長
)

が
全
面
的
に
刊

当
し
て
い
る
遊

閑
地
部
分
「
プ

レ
イ
ラ
ン
ド
」

が
大
変
な
賑
わ

い
を
見
せ
て
お

り

と

く

に

北

海
道
で
は
初
登

場
(
岡
内
で
は

=一
機
開
と
な
る
)

の
「
ス
タ
ン
デ

ィ
ン
グ
コ

l
ス

係
員
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る

な
か
絡
動
す
る
「
グ
レ
ー
ト
ポ
セ
イ
ド
ン
」

よ
下
選
動
に
加
え
自
転
と
公
転
と
い

う
緩
維
な
動
き
の

「
モ
ン
ス
タ
ー
」

タ
|
」
に
人
気

が
集
中
し
て
い

。
A
V
 同
博
覧
会
に

は
小
縛
市
外
か
ら
訪
れ
る
来

場
者
が
多
く
、
同
博
覧
会
と

と
も
に
会
坊
の
近
く
に
あ
る

「
お
た
る
水
族
館
」
や
遊
岡

地
「
祝
津
マ
リ
ン
ラ
ン
ド
」

な
ど
に
も
立
寄
っ
て
い
く
そ

う
で
、
小
樽
市
で
は
そ
の
相

乗
効
果
も
期
待
し
て
い
る
。

同
情
覧
会
は
来
年
開
幕J
・山

一十
年
制
を
迎
え
る
小
掛
川
市

カぜ

'‘ 岡
地
部
分
の
プ
レ
イ
ラ
ン
ド

は
刷
会
場
に
設
け
ら
れ
、
大

型
遊
園
施
設
約
二
十
機
種
、

小
明
乗
物
機
約
九
十
台
、
ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
機
約
百
台

を
設
情
。
こ
れ
は

一年
前
の

北
海
道
陣

(札
幌
)
に
比
べ

る
と
敷
地
面
相
は
ほ
ぼ
同
じ

だ
が
、
遊
閑
地
部
分
に
つ
い

て
は
敷
地
も
設
置
機
械
台
数

も
上
回
っ
て
お
り
、
同
博
覧

会
て
は
遊
間
施
設
が
主
役
的

役
制
を
果
た
し
て

い
る
と
言

え
る
。

そ
の
賂
史
と
文
化
を
跨

ま
え
て
未
来
の
地
域
牝
会
を

考
え

4
7と
い
う
趣
行
で
「新

し
い

、
海
の
あ
る
咋
活
都
市

へ
」
を
テ

l
マ
に
聞
い
た
も

の
。
小
憾
市
内
で
の
博
覧
会

は
昭
和
三
十
三
年
の
北
海
道

博
に
次
い
で
戦
後
二
回
目
だ

が
、
同
巾
単
独
主
催
は
こ
れ

が
初
め
て
。

花
日
間
で

2
0
0
万
人
を
見
込
む

泉
陽
、
東
娯
、
明
昌
が
出
展
協
力

会
期
は
八
月
一
十
六
日
ま

で
の
七
十
八
日
間
で
、
会
期

中
入
場
者
数
は
.
今
川
万
人
と

見
込
ま
れ
て
お
り
、
主
催
者

側
で
は

「
会
期
後
半
の
夏
休

み
期
間
中
に
は
相
当
な
入
場

打
数
の

m加
が
期
待
で
き
る
」

と
し
て
い
る
。
会
場
は
小
神

港
内
の
-
e

つ
の
峨
・
矧
を
利
用

し
、
向
会
場
は
遊
覧
船

「
は

っ
か
り
」

(
行
十
六
ト
ン
、

と
h
凹
l
人
釆
り
)
に
よ
っ

て
結
ぼ
れ
て
い
る
。
メ
ー
ン

会
坊
の
勝
納
会
場

(
勝
納
的

孤
)
は
十
九
万
平
方

μ
、
も

よ
ひ
と
つ
の
ピ
ア

I
R
O
N

A
I
会
場

(色
内
的
政
)
は

ベ
万
四
下
平
方

μ
、
〈
い
計
-e

十
一一
万
四

f.4・方
μ
と
い
う

激
地
向
附
て
川
博
覧
会
が
展

閲
さ
れ
て
い
る
。
な
お
勝
納

会
場
は
入
場
前
料
だ
が
、
ピ

ア
I
R
O
N
A
I
会
場
は
入

場
無
料
と
な
っ
て

い
る
。
道

勝
納
会
場
は
遊
闘
地
部
分

と
肢
が
部
分
で
十

一
万
平
方

υ
川
、
府
取
↑
早
場
が
八
万
平
方
H
M

。

そ
の
う
ち
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
は

..-、

{ 

道内初登場(圏内では3機目)の 「スタンテ・ィングコースター」は同1尊の目玉施設で人気集中

ま
た
エ
ア

l
ア
ク
シ
ョ
ン
遊

具
や
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
も
設
置
。

テ
ン
ト
張
り
約
二
百
瓦
十
平

方
れ
に
定
置
型
乗
物
機
約
五

十
台
と
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム

機
約
百
台
が
設
置
さ
れ
、
こ

れ
と
は
別
に
輪
投
げ
や
射
的

な
ど
の
「
カ
ー
ニ
バ
ル
コ
ー

ナ
ー
」
も
あ
る
。

ピ
ア

I
R
O
N
A
I
会
場

e 
e 
dL 
• 

の
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
に
は
、
「
サ

イ
ク
ル
モ
ノ
レ
ー
ル
」

(
泉

陽
製
)
、
「
ミ
ラ
ー
ハ
ウ
ス
」
、

「
フ
ア
フ
ア
、
不
ッ
シ
1
」
の

ほ
か
レ

l
ル
走
行
式

「
チ
ビ

ロ
コ
」
や
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
l
、

定
置
型
乗
物
機
な
ど
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
同
会
場
は
プ

レ
イ
ラ
ン
ド
と
物
産
府
や
食

堂
が
あ
る
の
み
で
、
完
全
に

遊
戯
機
が
メ

l
ン
に
な

っ
て

い
る
。エ
イ
卜

・
レ
ジ
ャ

ー
物
産

は
こ
の
ほ
か
同
博
会
場
内
で

二
千
六
百
平
方
幻
の
テ
ン
ト

式
大
レ
ス
ト
ラ
ン
「
レ
ス
ト

プ
ラ
ザ

8
」

(
千
五
有
席
)

も
運
営
し
て
お
り
、
同
社
の

小
栂
博
に
占
め
る
位
置
は
大

き
い

。
こ
れ
は
同
社
が
毎
年

北
海
道
で
聞
か
れ
て
い
る
「
こ

ど
も
博
」
や

一
昨
年
の
道
博

な
ど
で
遊
戯
施
設
を
担
当
し

て
き
た
実
績
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
。
こ
の
小

，

縛
憾
に
は
同
社
社
員
と
ア
ル

バ
イ
ト
を
含
め
七
十
人
の
従

業
員
を
投
入
、
夏
休
み
に
は

ア
ル
バ
イ
ト
を
増
員
し
て
約

二
百
人
に
す
る
と
い
う
。
過

去
い
ろ
い
ろ
な
博
覧
会
で
多

く
の
人
を
指
揮
し
て
き
た
同

祉
の
笥
副
社
長
に
よ
る
と
「
博

覧
会
に
は
博
覧
会
の
人
の
使

い
方
の
コ
ツ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
と

い
う
も
の
が
め
る
」
そ
う
だ
。

--.::ご

上の写真は登板節分もある

レール走行式集物機 r銀

河鉄道」のようす。車

両は3機穫を設置

下の写真はドクロをデザ

インitした「スリラー
館Jの入口部分にて

会場内で最も高い施設となっている高き501;:の大観覧車
(ゴンドラ36個)からは、石狩湾が一望できる

戸価値あるこユーマシンをディストリビュートするイペl
ベースボールv S. 空手道クラウンズゴルフ

メロディーペット

梯務

砲がよしコアラスペースナイトのじゅうたんベルベル

ホ
ー
プ
」
)

H
明
畠
梨
、
同

銀
の
問
問
上
に
座
り
不
規
則

な
ロ
ー
リ
ン
グ
と
回
転
を
楽

し
む
も
の
。
「
ツ
イ
ス
タ
|
」

H
明
昌
製
、
円
形
の
ワ
ゴ
ン

が
宙
返
り
と
ロ
ー
リ
ン
グ
を

し
な
が
ら
回
転
す
る
三
十
人

乗
り
遊
戯
機
。

「
ダ
イ
ノ
ラ

マ
3
6
0
」
H
明
日
国
製
、
直

径
二
十

μ
の
半
球
形
ド

l
ム

で
八
分
間
の

映
像
を
楽
し

む
も
の
。

走
行
式
乗

物
機
は
ゴ

l

カ
l
ト

(
明

昌
製
)
、

「
銀

河
鉄
道
」
(
信

水
製
)
、
バ

ッ
テ
リ
ー
カ

ー
な
ど
。
フ

ァ
ン
ハ
ウ
ス

と
し
て
「
ス

リ
ラ
ー
館
」
、

「
探
険
迷
路
」
、

「
ス
ペ
ー
ス

ウ
ォ

l
ズ
」
、

μ~、

，、

仲間と向かい合い同時に

プレイできる最新自信作

抜群の完成度/多彩な技

がプレイヤーを釘づけに

すべてのデータが画面表

示される本格的ゴルフ/

ソンソン

悟空と八戒が山賊や兵馬

備をたおして天竺へ行く

了友
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E
h
M刊

凋
句

作

r
p巳ωP
 

き

寸

下

官
同

-
A

タ

P

A
V
「

刊
日

明

ペ

引

4

5

2

 

l
ン

一

法

イ

引

す
コ
マ

機+-h t
 

仕織 寸法2.2悦 xO.9側、高き 1.8"， 
コインシューター 100円、定員
マ91-27172PAT. PEND. 

仕様・ 外緬寸法2.4mXI.4m、E軍事1.6.. 
コインシューター 100問、定員 こども 4人
マ91-19458PAT. PEND 

VS. BASEBALL 

、

こども 2人

干152n(03)718・6461冊。
テレ yクス 246・6310
(線井大丸百貨底内)
干600n(075)255・1286
干U01n(011)763・0611

事士/東京都目黒区八雲1・5・7(東娯ビル)

関西支 1苫/京都府京都市下京区寺田通図条下Jレ

本

洋娯楽機株式会社1--:7 
-. ___ 

KARATE CHAMP CROWNS GOLF SON SON 

北海道支底パ L幌市北区新川三条 2・6・20

、ー



的

一
そ
し
て
向

α一社
長
は
「
巡

一
公
布
側
に

一
は
熱
れ
と

一
い
う
も
の

一
が
大
半
。

一
小
崎
山
内
で

一
は
従
業
貝

一
が
ボ
場
将

一
に
H川

Jb
らか

-
み
J

h

、h
J

・

1

1

一
機
械
を
大

一
戸
で

P

R

一
す
る
な
ど

一率
先
し
て

一小
仰
問
A
K

一
体
を
峨
リ

一
土
げ
よ
う

一
と
努
力
し
て
い
る
。
と
も
か

一
く
こ
ち
ら
の
立
気
込
み
と

い

-う
も
の
が
す
べ
て
の
州
に
彬

科
す
る
」
と
し
て
小
的
博
に

か
け
る
ぷ
欲
の
ほ
ど
を
訴
っ

た
。日
間
社
長
は
約
一
・
l
年
前

に
ジ

ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
取

り
扱
い
を
始
め
、
や
が
て

ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
機
を
級
う

よ
う
に
な
リ
、
問
ト
九
年
に

エ
イ
ト

・
レ
ジ
ャ
ー
物
派
附

を
創
立
、
道
内
全
域
を
対
象

に
遊
戯
機
の
販
売
、
リ
ー
ス

お
よ
び
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
運
営

ゲームマシンゲームマシン あてH'手U(世物n2.of

バッテリーカーコーナー(上)

とゴーカート (友)のようす

セ
ン
タ
ー
が
・
中
心
だ
が
、
千

成
時
宅
治
と
い
う
公
共
的
地
設

の
中
で
も
ゲ
ー
ム
機
や
来
物

機
を
設
抗
し
た
コ
ー
ナ
ー
を

運
営
す
る
な
ど
設
置
先
2
U

刺

広
〈
、
道
内
で
六
十
数
カ
所

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
運
営
し

て
い
る
。

同
社
長
は
づ
h
午

り
広
場
な
ど
も
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ピ
ア

I
R
O
N
A
I

会
場
の
ほ
う
は
と
く
に
肢
・
・
小

館
は
な
く
、
地
。必
の
出
水
品
川

物
の
即
売
桁
や
み
や
げ
物
販

売一
的
な
ど
が
枚
ん
で
い
る

な
お
同
博
覧
会
の
施
設
は

す
べ
て
閉
幕
後
は
撤
去
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

:
・
角
川
似
の
「
お
た
る
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
」
だ
け
は
小
問
山

内
の
別
の
場
所
に
記
念
館
と

し
て
移
設
さ
れ
る
予
定
に
な

っ
て
い

る
。

! ~i 
上の写真は巨大な貝がロを聞けながら管と光と

映像で演出する rテーマ館J、下の写真は北海
道ガスが出品した空気膜ロポットのようす

ほ
ど
H

川
か

ら

f
ど
ら

に
健
全
な

遊
戯
機
を

提
供
す
る

と
い
う
卜
刀

針
で
米
て

い
ね
り
こ

の
安
勢
を

i
、
.
・1

4
j
L

ぇ
i制

来、

博
覧

会
に
も
参

加
で
き

そ
れ
と
と

都
市
の
ニ
ュ
ー

リン
1
1
F
フ
ン
k
'

・

ダ
ニ

1
デ
ン
市
、

ソ
述

・
ナ
ホ
ト

カ
山
な
ど
を
紹
介
。
「
新
交

辿
博
物
館
」
H
ト
ボ
米
の
交
通

シ
ス
テ

ム
を
紹
介
。
「
く
ら

し
の
白
科
館
」
H
ソ
ー
ラ
ー

シ
ス
テ
ム
、
食
午
前
の
本
米

仙は
な
ど
私
ら
し
に
附
す
る
山
川

似
を
品
供
。
ま
た
小
帥
仰
の
物

絡
を
並
べ
た
「
ポ

l
卜
バ
ザ

ー
ル
」
、
参
加
企
業
川
悦
に

よ
る
単
独
館
の
ほ
か
、
お前日前

を
紹
介
し
た
パ
ピ
リ
オ
ン
で
、

北
海
道
ガ
ス
が
常
気
膜
ロ

ボ

ッ
ト
「
パ
ポ

ッ
ト
」
を
展
示

し
休
日
を
集
め
、

ト
ミ
|
と

タ
カ
ラ
が
そ
れ
ぞ
れ
パ
ソ
コ

ン
ゲ
ー
ム
を
出
品
ま
た
賄

業
川
ロ
ボ
ッ
ト
や

O

A
機
総

な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
館
」

H
術
県
政
送
や
高
度
前
報
通

い
シ
ス
テ
ム
な
ど
円
前
新
の
辿

れ
機
総
を
民
一
不
「
お
た
る

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」

H
小
崎
に

附
す
る
す
べ
て
、
岡
市
姉
妹

|な |手お」ヒ税 き拡の
シつ タオ け 71止在て大業
ョて lぺる i立でおし務
ンいとレ )..:.1こはリてを
{立る 、

L〆

ョ同
y 社
ピの
ン ロ

グケ

tu
に
中
1
H
N

の
業
務
J
U

舷
大
し
て

き
た
」
と

健
全
な
姿
勢
が
発
展
に
結
び

つ
く
こ
と
を
強
謝
し
た
。
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t<レ

ωの
展
示
館
と
物
産
庶
な
ど
展
開

一
部
は
閉
幕
後
移
設
し
記
念
館
に

展
示
ゾ
|
ン
の
ほ
う
で
は

勝
納
会
場
に
十
の
展
示
館
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で

む
テ
!
?
航
と
な
っ
て
い
る

「
オ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
L

は
、

ヨ
コ
州
ト
八
灯
、
'民
行
き
刊

卜

γ
の
一
位
大
な
白
ハ
の
デ
ザ
イ

ン
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
貝

が
音
と
光
に
演
山
さ
れ
な
が

ら
徐
々
に

口
を
聞
い
て
い
く

の
に
は
仔
，
例
さ

れ

る

そ

し

て
尚
さ
・
・
卜
じ

u
tで
聞
く

と
内
泌
て
明
水
が
山
て
花
が

咲
く
な
ど
の
光
対
が
、

聞
い

た
貝
殻
の
内
側
に
あ
る
ミ
ラ

ー
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
、
市
水
均
ぃ
引
の
注
目
を
集
め

て
い
る
む
こ
め
は
か
の
反
ぷ

航
と
そ
の
内
科
は
次
の
と
お

rサイ

小~博覧会配置図

上の写真はピア IRONAI会場 {色内海鼠)のプレイランドのよ うすで、
クルモノレール」を中心としたレイアウ ト

第240号1984年7月15日

上の写真は勝納会場内に般けられたアーケードゲーム機コーナ_rプレイ

ハウス」にτ、TVゲーム機、プライズマシンなど約100台を綾田E

「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
ワ

ー
ル
ド
」
り
也
子
技
術
関
係

4 

れ;τ工日

@ 

11 

A 

4 

... ‘ 

，.. 

、. 

.. 

第ベfH持;便物，iZor第240号1984年7月15日(21) 

森

社
長
は
、
制
附
に
す
代
っ

て
九
州
地
収
そ
の
他
で
必
々

ご
川
総
て
す
が
、
特
に

N
A

O
の
役
目
と
し
て
今
、川
肌凡
U
円

法
改
・
什
が
川
辺
と
な
っ
て
お

り
、
と
う
む
そ
れ
が
泣
け
ら

れ
な
い
状
況
の
よ
う
で
す
。

そ
の
辺
の
全
般
的
な
、
ご
な

見
か
ら
わ
ね
聞
か
せ
下
さ
い
。

長
友

今
度
の
風
伝
法
問
題

は
、
二
の
お
削
介
に
隙
わ
る
人

な
ら
ど
な
た
し
、

川
る
と
い

う
ご
立
比
た
と
思
い
ま
す
が
、

勺
川
、
マ

ス
コ
ミ
、

般
社

会
の
人
々
は
、
賛
成
的
風
湖

が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
忠

い
ま
す
4

そ
の
辺
の
其
立
を

け凡
民
間
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
れ
代
々
の
尚
光

は
大
衆
あ
っ
て
の
附
必
で
す

か
ら
、
そ
の
人
た
ち
に
ソ
ッ

ポ
を
向
か
れ
る
よ
う
じ
ゃ
ダ

メ
で
す
の
A
7
同
こ
の
問
題
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
原

川
を
、

nら
よ
く
F
J
え
み
な

さ
ん
に
句
作
ば
れ
る
山
作
リ
や

巡
品
川
自
存
し
て
い
た
か
ど
う
か
、

我
々
の
側
に
間
泌
が
な
か
っ

た
か
ど
う
か
反
行
し
、
も
し

あ
る
と
す
れ
ば
自
粛
と
言
う

か
、
改
め
る
姿
勢
で
燃
を
T
I

し
そ
の
上
て
ど
う
し
て
も
避

け
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
少
し
で
も
ぷ
条
件
を

緩
和
し
て
ら
ら
‘
つ
万
向
で
、

.
致
協
力
し
て
々
、
之
、
動
く

べ
き
で
し
ょ
う
ね
。

九
州
地

氏
の
N
A
O
会
只
に
あ
っ

て

ら
、
法
本
的
に
は
絶
対
反
対

の
h

刊
か
強
い
の
で
す
が
、
し

か
し
G
マ
シ
ン
浮
の
排
除
な

ど
に
は
好
結
以
を
小
む
の
で

は
な
い
か
と
忠
わ
れ
ま
す

私
自
身
も
、
例
人
的
に
は
絶

対
反
対
の
立
場
で
す
が

い
ず
れ
に
せ
よ
、

N
A
O
本

各
種
サ
イ
ズ
の
メ
ダ
ル
払
出
し
が
簡
単
に
選
択
段
定

で
き
る
最
新
鋭
高
速
メ
ダ
ル
貸
機
(
メ
ダ
ル
貸
出
し
四
秒
)

若さでチャレンジ

スポーツしよう
W悶官RMATCIr 

(DP-31) 

-
て
0
0
0
門
札
(
新
札
に
も
対
応
)
、
五
O
O内

(
礼
、
硬
貨
)
一

O
O
円
硬
貨
で
メ
ダ
ル
貸
出
。

-
メ
ダ
ル
の
収
納
枚
数
は
=
一

O
、
0
0
0
枚
と
大
容
筆
。

占官?

~ 

~ 

e 

セガ・メタル貨

Jfr 

(新紙幣にも対応の紙幣識別機搭載 l

(DP-13-1) 

-
ゲ
l
ム
・
コ
ー
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
ホ
テ
ル
/
旅
館

の
サ
ー
ビ
ス

・
省
カ
化
に
最
適

・
外
部
集
計
が
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
/
電
磁
力
ウ

ン
タ

l
m外
部
出
カ
ポ
ー
ト
搭
畿

-
従
来
タ
イ
プ
に
く
ら
べ
収
納
枚
数
が
大
幅
に
ア
ッ

プ
し
た
紙
幣
収
納
金
庫

圃圃由

• 

セガ・セガ・両嘗機 (DP-07)

.'，000円札を (新礼にも対応}、

5∞円硬貨に両替。

・両替用100円硬貨は1，800枚

・マイコン制御の自己惨断機能で

作動状態をひとめで確ul。

.、
~ 

ー

iB宮署

人妙手とビデオゲ戸ム
フロ V ハ

， 

踊
り
お
わ
る
と
シ

ル
ク

ハ
ッ
ト
は

ど
う
な
ら
ぶ

メダルゲーム機の放置蕩営につ宰ましτは
「メダルゲーム喝遁曾*$J"守ってこ慢用下さい

DAnClnG HATTM 

• 
..I' 
1 . 

• 1 . 

• 

団法人膏少年育成国民会議正会員

日本娯楽機械オベレーター協同組合

{ピアIRONAI会渇)

す
日本娯楽機械オペレーター協同組合 (J0 U)は明るい健全な

青少年育成に努め、環境浄化活動を強力に推進しております。

上げまし申暑中お見舞い

業プライズマシンには正当な価格
車E図の.品をお使い下さい

オペレーターのニーズに応え開発された 1 

・・・・・・1・・・・・JOUの景品類
声

却
と
の
辿
併
の
小
で
、
地
域

会

μ
に
そ
の
附
搬
を
焔
渡
し

し
て
、
み
な
で
判
断
し
行
動

す
る
つ
も
リ
で
い
ね
り
ま
す
。

森

当
局
の
言
い
分
と
し
て

は
、
N
A
O
の
組
織
力
や
組

織
率
を
問
削
に
し
て
お
り
ま

す
ね
。
「
ニ
れ
が
泊
れ
ば
ポ

ー
カ
ー
ゲ
l
ム
は
.
制
で
き

る
ん
だ
し
、
非
会
HH
'u
協
力

的
に
な
る
符
だ
か
ら
、
む
し

ろ
商
売
は
や
り
易
く
な
る
じ

ゃ
な
い
か
」
っ
て
ね
。
ま
あ
、

そ
ん
な
状
況
の
中
で
似
り
に

で
す
よ
、
も
し
ょ
の
件
が
従

来
に
な
っ
た
と
し
た
ら
、
ど

う
で
し
ょ
う
か
ね
@
従
来
に

な
っ
た
時
、
我
々
協
会
加
入

者
が
ア
ン
グ
ラ
業
者
を
締
め

出
し
た
り
、
非
会
員
を
N
A

O
に
加
入
さ
せ
ら
れ
ま
す
か

ね
ェ
?
ど
う
で
し
ょ
う
か
?

:・
A
f

の
、
協
会
あ
げ
て
の

反
対
辺
仇仰
の
熱
立
を
む
っ
て

す
れ
ば
、
付
山
川
で
き
る
よ
う

な
気
も
す
る
ん
で
す
が
:
:
:
。

長
友

ウ
|
ン
、
ム
ズ
か
し

い
問
題
で
す
ね

ェ
。
な
に
ぷ

ん
に
も
、
何
の
総
力
2
U

依
限

J
U
持
っ
て
い
な
い
花
々
で
す

か
ら
、

H
十へん
叫
に
と
J
う
の
は

ち
ょ
っ
と
ム
リ
で
し
ょ
う
ね
。

や
は
り
、
地
辺
な
泌
動
を
し

て
、
徐
々
に
い
く
よ
り
方
法

は
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。
何

よ
リ
も
ま
ず
、
今
、
協
会
に

印
刷
し
て
い
る
.
人
.
人
が
円

分
の
附
は
こ
う
す
る
ん
た
、

と
い
う
明
隊
な
指
針
を
持
ウ

て
、
管
則
h
J
引
教
育
議
座
な
ど

を
通
じ
て
地
燥
に
お
け
る
模

範
広
と
な
る
、
と
い

っ
た
心

が
け
や
ハ
ッ
キ
リ
し
た
自
党

が
必
裂
だ
と
思
い
ま
す
れ

そ
の
しし
で
彼
ら
に
呼
び
か
け

し
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
凶
り
、

ニ
う
す
る
ん
だ
と
い
う
立
議

革
命
と
い
う
か
向
上
を
説
い

て
い
く
、
ま
あ
似
気
よ
く
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
ね
し
か

し
‘
そ
れ
を
や
、
り
な
い
と
、

償
問
サ
マ
か
・
り
つ
ま
は
じ
さ

に
遭
う
で
し
ょ
う
ね
・
.. 

森

川
は
必
に
以
リ
ま
す
が
、

風
営
改
王
法
が
施
行
さ
れ
た

と
き
、
我
々
の
州
場
人
打
、
尚
早
川
業

時
間
借
で
い
ろ
い
ろ
悩
ま
さ • 

縁日iQ 続会

総富士銀楽

総 フジュ ー エン

富士リース株)

側ブラザース商会
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情1 エムケイ
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れ
る
と
身
、
え
る
の
で
す
が
:

:
。
政
l
時
ま
で
の
常
業
形

態
と
教
育
関
係
お
と
の
ア

ツ

レ
キ
、

と
い
っ
た
も
の
は
ど

う
な
ん
で
し
ょ
う
?

長
友

そ
う
で
す
ね
。
そ
の

辺
の
削
組
に
つ
い
て
は
従
米

か
ら
.
引
払
ど
も
の
地
域
で
は
、

中
小
供
以
下
は
附
く
な
っ
た

ら
似
し
ま
し
ょ
う
や
‘
と
い

う
山中
A
H
わ
せ
を
自
主
的
に
と

っ
て
実
行
し
て
き
て
い
ま
す
。

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
問
題

で
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
々
え
万
と
し

て
は
、
社
会
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
、
可
愛
が
ら
れ
る
心
裂

な
モ
ノ
と

い
う
形
を
目
指
し

て
、
地
域
業
お
は
協
力
し
人
け

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
問
題

は
ほ
と
ん
ど
の
午
校
が
総
則

と
し
て
ゲ

l
ム
場
へ
の
山
人

り
を
然
止
し
て
い
る
こ
と
で

す
ね
。
学
校
じ
ゃ
イ
ケ
ナ
イ

と
言
っ
て
い
て
も
子
供
た
ち

は
米
ま
す
よ
ね
。
こ
の
辺
が

ム
ズ
か
し
い
。
円
「
校
が
勝
予

に
片
山
~
め
た
こ
と
だ
か
ら
・:・

と
行
う
沢
に
も
い
か
な
い
し
、

染
者
の
万
は
氏
後
利
主
に
附

係
す
る
こ
と
だ
し
、
J
T
供
た

ち
は
来
し
ん
で
い
る
し
・:・

こ
の
ウ
ラ
ハ

ラ
な
関
係
を
ど

う
す
る
か
、
今
ま
で
は
あ
る

れ
位
、
黙
認
さ
れ
て
い
た
部

分
も
あ
り
ま
す
が
風
件
と
い

う
名
が
付
く
と
、
や
は
り
間

組
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。

A
I

愛
ま
、
与
ニ
ト

・
h
』
会
主
b
-

f

l

1
i
F
I
E
f
-

対
象
に
さ
れ
て
い
る
所
は
キ

チ
ッ
と
し
た
的
作
リ
や
廿
則

人
数
情け
な
ど
に
よ
っ
て
楽
し

い
山
づ
く
リ
を
桁
・不し
、
納

得

μな
リ
数
行
機
問
、

w
m

と
の
協
力
、
協
調
体
制
を
地

域
に
順
応
し
た
や
り
卜刀
で
閃

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

森

谷
駅
北
時
間
を
総
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
折
に
、
い
以

近
は
作
所
で
フ
レ

l
料品市・の

似
ド
げ
が
問
題
化
し
て
い
ま

す
。
も
』
の
料
金
体
系
を
い仏
て

前一
す
、
よ
い
お
チ
エ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
?

長
友

こ
の
問
題
は
、
似
本

的
に
は
安
易
な
参
入
折
と
山

力ム力ム昆布
・中味"....すニんJf

・大きさ 0・…45x82x20時
・1 %……300今必め， -

ー

舗
の
乱
り
げ
ん
M
m
m
川
内
で
、
そ
れ

が
品
川
に
版
は
宏
、
え
ら
れ
ぬ
と

ば
か
リ
に

A
も
や
れ
ば

B
も

や
る
。
そ
れ
が
段
々
エ

ス
カ

レ
ー
ト
し
て
、
完
全
な
悪
循

環
を
招
い
て
い
ま
す
ね
。
し

か
し
、
ど
う
考
え
て
み
て
む
、

.
・
ト
円
ゃ
・
1

卜
川
で
や
っ
て

い
け
る
況
が
な
い、

ぃM
h叫
に

な
り
ま
せ
ん
よ
。
日
以
低
で
'u

rh
十
円
、
そ
の
よ
川
十
円
に
し

た
っ
て
他
の
諸
々
の
経
質
を

削
減
し
て
の
訴
で
す
か
ら
、

当
刷
広
ら
は
白
紙
…
陶
汰
さ
れ

る
の
を
見
て
い
る
姿
勢
で
す
。

本中ー
は
約
点
ゴ
ト
と
し
て
地

域
て
ah
卜
円
な
ら
』九
卜
円
と

い
う
巾
A
H
わ
せ
を
し
た
ら
い

い
と
思
う
の
で
す
が
ま

あ
、
い
ろ
い
ろ
な
考
、
ぇ
方
が

あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
た
だ
、

み
な
さ
ん
ら
川
じ
々
え
だ
と

思
う
の
で
す
が
、
メ
ー
カ
ー

さ
ん
は
少
な
く
と
も
航
下
げ

競
争
に
加
わ
る
松
は
止
め
て

ほ
し
い
。
も
っ
と
向
次
元
の

経
営
理
念
と
気
慨
を
持
っ
て

大
所
高
所
か
ら
の
見
方
、
考

え
万
を
示
し
て
我
々
中
小
業

杭
引
を
行
て
る
と
い
う
妥
勢
か

ゲ
ス
ト

大
長
商
事
録
式
会
社

長
友
隆
典
社
長

聞
き
手

線
式
会
経

エ
ス
コ
貿
易

森

健

次

郎

欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

メ

ー
カ
ー
に
川付

さ
れ
て
後
辺

し
て
い
く
業

者
の
似
し
み

に
満
ち
た
声

を
附
く
の
は
、

広
だ
け
で
な

く
ぷ
て
も
が

イ
ヤ
な
も
の

で
す
か
・
り
・:

森

ど
う
も
、

あ
り
が
と
う

日
-
ぎ
、
い
ふ

Z
I」

た
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昨年デビュー。若司書だちから熱烈な歓迎を受けた

ハイパー・オリンピックガ、いよいよ高まるロスの波の中、

新しく生まれ変わりまし定。

全国のゲームフリークとオリンピックフpンガ熱いぎなざしで

ハイパー・オリンピック・84の出現を待っている・-。
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固跳馬(ちょうぱ)

固アーチェリ一

国三段とぴ
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..r、

一a
卜
九
け
明
ら
か
に
し
た
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、

T
V
ゲ
ー

ム
機
の
著
作
権
を
侭
勺
一
目
す
る

ニ
セ
物
の
取
引
き
を
い
や
実
上

禁
止
す
る
法
案
が
、
米
同
述

邦
議
会
に
こ
の
ほ
ど
提
山
さ

れ
た
。
今
ま
で
風
営
で
な
か

っ
た
健
全
な

T

V
ゲ
l

ム
機

ま
で
胤
営
化
す
る
と
い
う
法

案
が
日
本
で
は
凶
会
で
系
議

中
だ
が
主
ん
と
い
う
日
米

の
業
界
の
ち
が
い
で
あ
ろ
う

か
と
改
め
て
考
え
さ
せ
る
。

A
G
M

A
の
ブ
ラ
ズ
ウ
エ

ル
専
務
に
よ
る
と
、
米
同
内

で
著
作
権
の
あ
る

T

V
ゲ

i

ム
機
の
ニ
セ
物
を
取
引
き
す

る
椛
利
を
制
限
し
、
事
尖
上

禁
止
さ
せ
る
法
案
が
、
議
員

立
法
の
方
法
で
連
邦
議
会
の

上
院
と
下
院
の
両
方
に
提
出

さ
れ
た
。
こ
の
法
案
は
、
ジ

ョ
ン

・
デ
ィ
ン
ゲ
ル
下
院
議

員
と
フ
ラ
ン
ク

・
ロ
ー
テ
ン

パ
l
グ
上
院
議
長
め
刷
新
が

提
案
し
た
も
の
で
、
も
ち
ろ

ん
こ
れ
は

T

V
ゲ
ー
ム
の
制
…

断

コ
ピ
ー
に
悩
む
業
務
制
ゲ

ー
ム
機
業
界
の
依
頼
を
受
け

AGMAは役員改選

(上院・下院)

AGMAの後押しで。

米国・連邦議会

圃.コ

米
悶
の
小
型
A

M
メ
ー
カ

ー
の
団
体
A
G
M
A
が
五
月

-・
‘2 
・、・ 1 ・. . ・一.，、，、.・ー

部c
:主主~- .~ ...... - '". 

白水泳(100m自由形)

て
行
な

っ
た
も
の
。
法
案
提

山
に
先
が
け
て
、
昨
年
の
変

デ
イ
ン
ゲ
ル
議
員
の
も
と
で

湖
上代
会
が
調
流
し
、
そ
の
結

果
ブ
ラ
ズ
ウ
ェ
ル
氏
に
よ
る

と
「
米
凶
内
の

T
V
ゲ
ー
ム

機
山
坊
の
内
少
な
く
と
も
三

分
の

一
が
無
断
コ
ピ
|
品
だ

と
わ
か

っ
た
」
こ
と
に
な
る
。

こ
の
法
案
は
と
く
に
、
阪

迎
州
置
に
よ
り
台
湾
、
香
港
、

幹
凶
か
ら
特
恵
関
税
品
に
な

っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、

も
し
米
同
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

や
他
の

H

知
的
所
有
権
u

を

川附
議
す
る
も
の
で
な
い
な
ら

こ
の
利
忠
事
項
を
見
直
す
と

い
う
も
の
で
、
も
し
そ
う
す

る
な
ら
ん
や
実
上
特
恵
姶
置
を

廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
、
か

な
リ
厳
し

い
コ
ピ

l
対
策
と

な
る
。
し
か
し
、

A
G
M

A

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
無
断

コ
ピ
|
品
に
よ
っ
て
芸
大
な

側
当
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ぐ
ら
い
の
措
置
は
当
然

だ
と
し
て
い
る
。

な
お
A
G

M
A
で
は
六
月

一
目
、
ワ
シ
ン
ト
ン

D
C
郊

外
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア

・

オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
て
八
川
年

度
総
会
を
聞
き
、
役
い
只
の
改

選
も
ど
行
な
っ
て
い
る
。
役

員
改
選
は
任
期
尚
了
に
仰
け
な

う
も
の
で
、
ジ
ョ

l
・
ロ
ビ

ン
ズ
会
長
は
再
選
さ
れ
た
か
、
米
同
の
パ
リ
|
・
ミ
ッ
ド

同
氏
は
ア
タ
リ
社
退
任
後
ず
ウ
エ
|
社

(
パ
リ

l
社
の
了

っ
と
ど
め
企
業
に
も
属
し
て
会
川
旬
、
木
社
イ
リ
ノ
イ
州
フ

い
な
か
っ
た
が
こ
の
ほ
ど
そ
ラ
ン
ク
リ
ン
パ

l
ク
、

マ
ロ

の
約
束
の
期
聞
が
過
ぎ
て
イ
フ
ス
キ

l
社
以
)
か
ら
ア
|

ン
タ

l
ロ
ジ
ッ
ク
社
に
い
る
ケ
|
ド
刷
新
製
品
が
決
々
と

こ
と
が
こ
れ
で
判
明
し
た
。

発
表
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
プ

新
役
員
桃
成
は
次
の
と
お

リ
ッ
バ
ー
は

H
十
や
で
も
有
切
れ

り
。
会
長
H
ジ
ヨ

|
・

ロ
ビ
制
さ
れ
て
お
り
、
近
々
入
荷

ン
ズ
氏

(
イ
ン
タ
ー
ロ
ジ
ッ
さ
れ
る
も
よ
う
で
あ
る
。

ク
社
)
、
副
会
長

H
デ
ィ

ッ

ま
ず
は
フ
リ
ッ
バ

|

「ブ

ク

・
サ
イ
モ
ン
氏
(
U
S
ピ

ラ

ッ

ク

・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」。

リ
ヤ

l
ド
杜
)
、
会
計
H
グ
な
に
か
の
伝
説
を
テ
ー

マ
に

レ
ン

・
シ
l
テ
ン
フ

ェ
ル
ド
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
謎
解
を
し
て

氏

(
パ
リ

l
杜
)
、
専
務

H

い
く
と
い
う
も
の
。
ト
ッ
プ

ブ
ラ
ズ
ウ
ェ
ル
氏
。

ー

ー
I
l
l
i
-
-
-

土
記
以
外
の
理
事
H
ボ
ブ

・

ジ
エ
リ
l
・
マ
ー
カ
ス
氏
(
ア

ロ
イ
ド
氏
(
デ
ー
タ
イ
|
ス
タ
リ
村
)
、
ビ
ル

・
ク
レ
ー

ト
社
)
、

ロ
ン

・
ジ
ュ
デ
ィ
パ
ン
氏

(
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル

U

氏
(
任
天
堂
)
、
ゲ
イ
リ
|
-

S

A
社
)
。
け
つ
こ
う
多
く

ス
タ
ー
ン
氏
(
ス
タ
ー

ン
社
)
、
の
日
本
の
メ
ー
カ
ー
の
子
会

ポ

l
ル

・
モ
リ
ア
リ
テ
ィ
氏
社
が
入
っ
て
い
る
の
が
注
目

(タ
イ
ト
|・

ア
メ
り
カ
社
)
、
さ
れ
る
。

干102東京極平代田区九段間27133-14
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“ コナミ株式会社
r、

バ
リ

l
社
に
よ
る
公
認
宝
ク
ジ
展
開

V
機
分
野
で
も

T 

TM 
二人同時にプレイできる。

/¥  

ミ
ッ
ド
ウ
ェ

ー
社
か
ら

新
製
品
が

4
機
種

フ
リ
ッ
パ

l
、

ehム川
設
置
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
向
社
に

と

っ
て
は
売
上
げ
明
を
約
束

す
る
も
の
て
、
と
く
に

T

V

ゲ
ー
ム

(ア
ー
ケ
ー
ド
)
機

の
不
振
が
た
た
っ
て
い
る
現

イ
州
で

θ

ビ
デ
オ

・
ロ
ッ
タ
状
で
は
同
社
に
と

っ
て
大
き

リ
l
(品
ク
ジ
)

u

機
の
設
な
制
止
n
と
な
っ
て
い
る
。

っ

置
が
認
め
ら
れ
、
大
き
主
話
ま
リ
テ
ス
ト
の
六
ヵ
月
て
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

題
な
け
れ
ば
、

将
米
的
に
も

Hビ
デ
オ
・
ロ
ッ
タ
リ
l
H
十
分
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

の
仕
組
み
が
ど
ん
な
も
の
か
も
と
も
と
サ
イ
エ
ン
テ
イ

は
わ
か
ら
な
い
が
、

T

V
ゲ

フ

ィ

ッ

ク

・
ゲ
ー
ム
ズ
付
は

|

ム
機
(
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
)
公
認
出
ク
ジ
分
野
に
お
い
て

と
同
様
の
装
置
を
使
っ
て
富
は
十
七
な
い
し
十
八
州
で
す

ク
ジ
を
行
な
う
も
の
ら
し
い

。
で
に
尖
航
を
持
っ
て
お
り
、

パ
リ
l
社
の
ビ
デ
オ
ロ
ッ
タ
新
し
く
ビ
デ
オ
タ
イ
プ
て
展

リ

|
部
門
で
は
、
六
月
は
じ
閲
す
る
こ
と
に
い
な
微
を
燃
し

め
つ
い
に
イ
リ
ノ
イ
州
の
ロ
て
い
る
か
ら
、
観
測
筋
で
は

ツ
タ
リ

l
ボ
ー
ド

(公
的
機
七
川
な
い
し
九
月
の
聞
に
こ

関
)
に
認
め
ら
れ
、
同
州
内
の
テ
ス
ト
認
前
が
開
始
さ
れ

で
テ
ス
ト
と
し
て
J

ハ
え
月
此
る
だ
ろ
う
と
見
て
い
る
。
ご

ビ
デ
オ
ロ
ッ
タ
リ

l
を
約

三

く
以
近
の
情
報
て
は
、
こ
の

イ
リ
ノ
イ
州
で
テ
ス
ト
実
施
へ

米
同
パ

リ
|
杜
(
パ
リ

|
-

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン

グ
、
本
社
シ
カ
ゴ

、
ミ
ユ

|

レ
ー
ン
会
・hk
)

は
ゲ

l
ム
機

や
遊
間
地
だ
け
で
な
く
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
進
出
し
て
い

る
が
、
公
認
カ
ジ
ノ

(
ア
ト

ラ
ン
チ
ツ
ク
シ
チ
|
)
の
ほ

か
に
公
認
ロ
ク
ジ

(主
ク
ジ

と
言
う
べ
き
か
)
も
行
な
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い

。
川
祉
の
寓
ク

ジ
用
子
会
社
、
サ
イ
エ
ン
テ

ィ
フ
ィ
ッ
ク

・
ゲ
ー
ム
ズ
杜

(本
社
ジ

ョ
ー
ジ
ア
州
ノ
|

ク
ロ
ス
、
ジ

ョ
ン

・
コ
ザ
会

長
)
が
こ
の
ほ
ど
、
イ
リ
ノ

ソ
ー
サ
ー
な
ど
数
多
く
の
フ

イ
|
チ
ヤ
|
っ
き
、
文
字
合

わ
せ
も
あ
る
。
日
本
で
は
パ

リ

l
・
ジ
ャ
パ
ン
が
輸
入
す

る
予
定
に
主
っ
て
い
る
。

TENJIKU! 
誰でも一度は読んだ‘ことのある西遊記。

その中でだのもしい悟空 (SONSON)と、

ちょっとひょうきんな八戒 (TONTON)を

それぞれ操作して「レッツゴ一天竺 !J

しかし長い天笠への道のりには、

山賊や兵馬備の執j幼なI反撃が続く。

ガンバレSONSON! ファイトTONTON!
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抱
一…

GO r、

-、

次
は

T

V
ゲ

i
ム
機
二
点
。

「
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
、

マ
ロ
ー

ダ
|

(略
奪
者
)
」
は

T

V

ガ
ン
ゲ
|
ム
機
で
、
宇
宙
戦

争
を
テ

l
マ
に
し
た
も
の
。

母
船
か
ら
山
て
く
る
こ
十
四

の
エ
イ
リ
ア
ン
に
対
し
て
迎

撃
を
加
え
る
と
い
う
も
の
。

「
ツ
l
・
タ
イ
ガ

i
」

(
二

閉
め
虎
)
は
告
と
海
を
舞
台

に
し
た
戦
争
も
の
。
査
に
は

戦
闘
機
、
海
に
は
戦
艦
、
そ

し
て
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
戦
闘
機

を
操
作
し
、
こ
れ
ら
の
問
て

闘
う
と
い
う
も
の
。

三
場
面

あ
る
。
独
特
の
ハ
ン
ド
ル
操

作
。

二
人
用
で
用
い
る
場
介

二
人
が
協
力
し
て
ゲ

l
ム
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の

T

V
ゲ
l
ム
機

に
は
(
日
本
と
異
な
り
)
数

々
の
統
計
機
能
が
め
る
。

最
後
に
「
ピ
ッ
ク

・
パ
ッ

ト」

。
こ
れ
は
エ
レ
メ
カ
ゲ

ー
ム
機
で
、
野
球
を
テ
ー

マ

に
し
た
も
の
。
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
パ
ッ
ト
を
振
っ
て
ボ
ー

ル
に
当
て
る
と
い
う
伝
統
的

ゲ
ー
ム
機
な
が
ら
、
新
し
い

機
柿

・
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
備
え

て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
に

も

T

V
機
同
械
に
統
計
機
能

が
つ
い
て
い
る
。

実
胞
の
た
め
シ
カ
ゴ
山
作
の

ベ
テ
ラ
ン
即
時
U

察
官
を
、
ビ
デ

オ
ロ
ッ
タ
リ

l
部
門
の
副
社

長
に
任
命
し
た
と
の
、
」
と
で

実
施
は

一
段
と
早
く
な
る
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

な
お
ビ
デ
オ
ロ
ッ
タ
リ
ー

は
溺
間
切
な
ど
に
設
置
さ
れ
、

最
山
払
い
出
し
は
六
十
円
ド
ル

と
制
限
さ
れ
て
お
り
、
儲
け

の
半
分
は
こ
れ
を
認
め
た
州

の
俄
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
詳
し
い
こ

と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
、
7
し
た
動
き

に
対
し
て
当
地
の

A

M
機
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
た
ち
は
反
対
の

声
を
あ
げ
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
、
せ
っ
か
く
健
全
な
T

V

ゲ
i
ム
機
を
オ
ペ
レ

1
卜
し

て
い
る
の
に
、
賭
博
と
出
附

さ
れ
る
よ
う
な
も
の
を
州
内

豪
州
A
M

Two Tigers 

に
持
ち
込
む
の
は
、
自
分
た

ち
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ

な
が
る
、
と
い
う
も
の
。
笑

際
に
は
イ
リ
ノ
イ

・
コ
イ
ン

マ
シ
ン

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協

会

(
I
C
M
O
A
)
が
、
こ

れ
を
問
題
に
し
、
ビ
デ
オ
ロ

ッ
タ
リ
|
設
計
に
反
対
し
て

い
る
。
I
C
M
O
A
に
す
れ

ば
、
テ
ス
ト
設
置
も
許
せ
な

い
と
の
こ
と
で
、
か
な
り
強

制
論
も
出
て
い
る
よ
う
で
あ

る
φ

し
か
し
、
パ
リ

i
社
は

I
C
M
O
A
の
動
き
に
も
か

か
わ
ら
ず
実
施
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
さ
て
、
こ
れ
を
ど

う
考
え
た
ら
い
い
も
の
か
?

な
お
日
本
で
は
、
米
間
と

ち
が
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
こ
ん

な
日
ク
ジ
は
賭
悼
と
並
ん
で

刑
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
お
忘
れ
な
く

。

い
名
称
だ
)
に
よ
る
も
の
で

七
月
十
九
日
に
シ
ド
ニ
ー
の

エ
ア
ポ
ー
ト

・
ヒ
ル
ト
ン

・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ

ル
で
聞
か
れ
る
も
の
。

豪
州
A
M
O
A
シ
ョ
ー
は

久
し
ぶ
り
の
も
の
で
、
長
い

間
コ
ピ
ー
の
氾
濫
と
不
況
で

普
ん
で
い
た
だ
け
に
、
少
し

ば
か
り
の
回
復
の
兆
し
と
も

受
け
と
れ
る
。
災
際
の
と
こ

ろ
、
お
そ
ら
く
こ
の
シ
ョ

ー

の
規
模
は
小
さ
な
も
の
と
な

る
も
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も

市
場
開
復
の
兆
し
と
考
え
ら

れ
る
。
な
お
豪
州
A
M
O
A
は
釆

作
山
月
に
同
じ
く
シ
ド
ニ
ー

で
な
ん
ら
か
の
催
し
を
聞
く

と
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。

洋
細
は
判
明
次
第
続
報
の
予

{必
。

米
同
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
公
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
器
は
詐
合
法

共
安
全
部
は
六
月
四
日
、
カ
的
だ
か
ら
同
州
で
は
全
両
紫

i
ド
ゲ
ー
ム
機
の
令
川
禁
止

止
と
な
っ
た
。

を
打
ち
出
し
た
。
そ

れ

に

よ

こ

れ

は

同

州
公
共
安
全
部

る
と
、
た
と
え
ば
ダ
ブ
ル
ア
の
ア
ル
コ
ー
ル
等
取
締
局
が

ツ
プ
、
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
、

山
し
た
決
定
。
七
月

一
日
か

ジ
ョ

ー
カ
ー
ポ
ー
カ
ー、

ド
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

ロ
|
ポ
ー
カ
ー
な
ど
の
カ
|

て
お
り
、
州
作
・祭
慢
査
局
が

ド
T

V
ゲ
l
ム
機
は
、
ど
ん
尖
胞
を
組
当
し
、
違
反
者
に

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
は
刑
事
前
と
行
政
剖
の
両
方

る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
が
謀
せ
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

す
べ
て

「非
合
法
的
ギ
ャ
ン
な
ん
と
わ
か
り
や
す
い
行

プ
ル
機
器
」
と
み
な
す
、
と
政
で
あ
ろ
う
か
、
と
言
わ
れ

い
う
も
の
で
、
当
然
な
が
ら
て
い
る
。

米
国
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
は

砂
灰
色
申

ン
ヨ

7
月

旧

日

シ
ド
ニ
ー
で
開
催
、

決
ま
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
久
し

ぶ
り
に
展
示
会
が
聞
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
協
会
、
A
M
O
A

(米

固
め
と
は
別、

ま
ぎ
ら
わ
し

の

Midnight Marauders 
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マッド・クラッシャー
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を使い
WER3つのテクニック
ける事が出来るかグこまで

クラッシャーバイクのツインビームで敵のバイクを撃破しながら、無限軌道をつき

進むゲーム。軌道上には、ジャンプスポットやパワーゾーン・障害物ゾーン等があ

り、常に変化している。そして、バ一ミリアン I・パ一ミリアンE等強烈な敵が次

から次へと攻撃をしかけてくる…走行ラインの選択と高度なレバー操作・瞬間の判

断が高得点につながる。

マツド・クラッシャ-3大テクニック
て、前方の敵
ら迫って来る
りこみ、レー

ジャンプ ・スポットは、タイミング
が全て、ジャンプ距離を伸すと高得
点になる。

ジャンピングを使って敵から避ける
事もテクニックのひとつだ乙/

パワースポットに入れば、パワーと
スピードが増す。パワーアップ時に
は、体当りで敵や障害物をやっつけ
る事が出来る。
スピードが増すのでジャンプのタイ
ミングに注意。

‘~I・ 3

下ーー，
ιy 

pイ~
........-~ 

すr・索は栴別の御，jI立を賜わり厚く御礼申し上げます。
さで、この度、弊社が発表致しましたビデオゲーム機「マ ッド・

クラッ シャー」 は弊社が独nに開発製品化したオリジナル製品
であります。

従って、この機械を無断で模倣またはこれに類似する商品と

して製造、改造、販売、輸出する等の行為をすること及びこれ

らの機械を使刑して常業することは著作権法、工業所有権話法、

不眠競争防止法等にf~111! し弊社の正当な権利を侵害することに

なります。つ きましては、これらの行為のないよう充分にご注

怠賜わり業界の手幻芋維持、健全な発展のために椅械のご協力を

お願い申し上げます。

開発・製造株式会社

販 売株式会社

Hn干11591)ミ6円

エスエヌケイエレクトロニクス

新日本企画

代表取締役川崎英吉

本 社大阪市淀川区東三国6丁日1剖45母 〒532官 (06)396・1621ft

東 京支庖 東京似台東区浅m畠54-4ショエル秋:liIilii'〒111官 (03)8666175;1(' 
福岡2雪機所 福岡市1曹多区情豊駅東3T133・16川i酎ピル304骨 甲812官 (ω2)471・8612-3

東大阪営難所 3巨大阪市苦闘7・2・35ホワイト シ ャト ー1他 甲578宮 (0729)65-0533 

3043 Kashrwa Slreel. Torrance. Cahfoll1" 9050!i Phono.(21 3) !i39・2744

SHIN NIHON KIKAKU CORP. 
S N K C ORPORATI ON 22新日本企画

SNK ELECTRO附CSCORP. 
ト45，H1GASH1 M1KUN1 6-CHOME， YOOOOAWA-KU， OSAKA， JAPAN 

PHONE: OSAKA(06)396-1621 TELEX・5236785 

1984年7月15日第240号 ゲームマシン 第三純卵l!e物認可 (24) 

"、
d 

ー
、，

.- FUNAI 
-販売元

株式会社フナイ
大阪市浪速区元町1・5-7難波プラザビル401

TEL:06・648・1274FAX:06・647・5217

-東京営練所

サニーレジャーシステム株式会社
東京都千代図区神間多町2・4チダビル5F

TEし:03・254・5614FAX:03・256・3877

-鍛造元

船井電機グループ大東音響株式会社
大阪府大京市中宅内7-627

、，

810-Eシリーズ

子の時代 810・ES ~ 100 

810・E ￥500 

810・EC US25中

810・EF ょせσ〉イ也コイン

ロケーショ‘
必ずカウンターとキャッシュボックスのコ

イン枚数は一致します。

，.... 

本社・本社営業部東京都港区南青山2・24・15青山タワービル2F干1071t03(401)6181 

営機所/東京都台東区竜泉 3 一 7 - 3 干110fr03(876)3405 

スパンスプリング

電子の目
(瞬時にして川村
克明に礼分けます.
| 従来のメカ式タイプのセレクタ-

投入口

720・A/B
( ~ 100、￥50)

730・A/B
(￥500，US25キ)
他各種メタル用/

，
 
l
 

s
 

ぜ

1・

81O.E 

Y1主将位打込書下、l主苛

w¥/クヲ_... 

百~/'Î" \~~券のメ切手げ-{/包V

f量級と妓術のふれあい
謹

製造販売し、a;z;:降、 鵠入使用しと~C対して俗、

上J，e出願に係る発明書寮11出験公告され疋暢ロ>1:.
に!i!づく荷積金を劫求し、J.I.:法に嬰づき怯fIl{!

，;0;:し広められるζと巳も信りJ;<1のでIJ1J1.>コピ
ー昂の騎入使用を与さらぬよう嘗i5放し弘司.

日目相57H7向

代決取締役 安部 箆

et 
Eコ

旭精工椛査会社|盟E
沼健鱒宇'H型a{!御轡航路乃り械にありがとうござ
いd.甲.噌J-包レクタ 81o-r倍、全長Eおよび8
mの慨州!こっ語、持節、てfijm当官、恵医事を節減
レ亡のり をの一自由は、auこ60および公開され、
工'N前向怖にふってt間離されEおり草草。
、よれと同じ川浩のコピーlia~;:正当砂防初も与しに

.1平総は本社また
は、営療所宛に

カタログをごi商
求下卓い



タ
!
ト
し
た
ラ
ス
タ
が
阿
一
向

の
布
端
ま
で
定
作
(
ス
キ
ャ

ン
ニ
ン
グ
)
し
て
い
っ
て
、

そ
こ
で
折
り
返
し
て
ん
端
に

の
向
方
の
伝
号
の
レ
ベ
ル
が

J
i
h

に
な
っ
た
と
き
に
、

水
平

A
と
事
前

B
の
交
点
に

四
角
い
映
像
が
現
わ
れ
る
様

子
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
に
お
い
て
、
小
さ

な
四
角
い
映
像
は
、
基
本
信

号
と
ビ
デ
オ
信
号
の
画
面
上

の
位
置
関
係
が
時
間
が
経
一巡

し
て
も
変
ら
な
け
れ
ば
、
こ

の
画
γ

川
上
の
位
置
の
ま
ま
動

き
ま
せ
ん
。

次
の
あ

5
凶
は
、
こ
の
凹

角
い
映
像
を
布
方
向
に
動
か

す
場
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

(26) 

か
し
方

画
面
映

の
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。-
• 
令.以

前
向
ま
で
に
ゲ
ー
ト
向
路
、

沼

フ
リ
ッ
プ

・
フ
ロ
ッ
プ
回
路
、

山

シ
フ
ト
レ
ジ
ス
タ
州
路
、

お

ば
よ
び
カ
ウ
ン
タ
同
路
に
つ
い

日

て
み
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

況

で
人
は
な
ぜ
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム

日

て
遊
ぶ
こ
と
に
興
味
を
示
す

況

の
で
し
ょ
う
か
。
い
き
な
り

日
析
午
的
な
大
問
題
を
か
か
げ

…一

ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

引

は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
祈
乍
お
プ

以

ラ
ト
ン
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
の

引

J

・
ホ
イ
ジ
ン
ガ
や
フ
ラ
ン

ぶ

ス
の

R
・
カ
イ
ヨ
ワ
む
ど
が

町

遊
び
と
文
化
と
い
う
而
か
ら

品

哲
小
的
に
取
り
納
ん
て
い
ま

M

す
が
、
日
本
の
某
テ
レ
ビ
局

s
i
、
「
γ

制

h
d
く
な
す
凡
ま
テ

l

i

-
-
J
i
l
l
-

一一

レ
ビ
じ
ゃ
な
い
」
と
端
的
に

心

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
化
し
て

か

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
ビ
デ
オ

品

ゲ
|
ム
の
ど
こ
が
前
向
い
の

十一

か
と
い
う
こ
と
を
考
、
え
て
み

品

ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
で

U

し
よ
う
が
、
そ
の
似
本
的
な

品

と
こ
ろ
は
、
テ
レ
ビ
に
映
し

岬
Hιい
出
さ
れ
た
も
の
を
内
分
の
力

一一

で
動
か
す
こ
と
が
て
き
る
と

心

い
う
点
に
あ
る
の
で
は
な
い

活

か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
今

一一
凶
は
、
一
州
而
卜
の
映
像
を
ど

川

の
よ
う
に
し
て
動
か
す
の
か

協

と
い
う
こ
と
を
み
て
い
き
た

，.

・

〉

お

い
と
思
い
ま
す
‘

日

ま
ず
原
川町
的
な
必
明
を
し

・・ね
ま
す
と
、
州
耐
ー
の
映
像
が

一一

助
く
と
い

っ
て
も
、
実
際
に

z

al
l

e

r
-
!
h

J

a

h

 

白

川
昨
ー
を
州
川
か
カ
到
レ
て
レ

叩

く
が
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

叫

た
と
え
ば
映
耐
の
場
介
、

日

枚
一
枚
の
フ
ィ
ル
ム
に
い
乃
さ

…一

れ
て
い
る
も
の
は
制
定
さ
れ

…ん

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ら

.. 

‘
 

お

の
フ
ィ
ル
ム
を
一
秒
間
に
二

町

十
川
枚
の
告
は
で
順
々
に
変

危

え
て
い
く
こ
と
で
、
川
定
さ

…ん

れ
て
い
る
フ
ィ
ル
ム
の
中
の

一一

品
怖
が
動
い
て
い
く
よ
う
に
見

‘a
 

え
る
わ
け
で
す
。
テ
レ
ビ
の

手塚商会
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ゲームの
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の
H

ズ
レ
。
を
小
さ
く
す
れ

ば
、
映
像
の
品川
き
は
ゆ
っ
く

り
し
た
も
の
に
な
り
、
図
似

の
よ
う
に
位
置
の

n

ズ
レ
。

を
大
き
く
す
る
と
、
映
像
は

そ
れ
だ
け
速
く
動
い
て
い
く

よ
う
に
見
、
え
ま
す
。

次
の
第
2
図
は
、
約
九
十

枚
の
フ
レ
ー
ム
を
常
一
ね
て
写

し
た
も
の
で
、
小
さ
な
刊
九州

い
映
像
が
、
両
国
布
側
の
中

場
合
J

U

毎
秒
-一
十
枚
の
阿
像

を
伝
送
し
て
自
然
な
動
き
を

出
し
て
い
る
わ
け
で
す

(ち

な
み
に
ち
ょ
っ
と
絞
習
に
な

り
ま
す
が
、

一
秒
間
に

一
卜

枚
の
附
像
を
伝
送
す
る
た
め

に
は
、
テ
レ
ビ
の
水
平
一
偏
向

コ
イ
ル
に
日
・
何
キ
ロ
ヘ
ル

ツ
の
ノ
コ
ギ
リ
波
電
流
を
、

ま
た
霊
高
偏
向
コ
イ
ル
に
は

ωヘ
ル

ツ
の
ノ
コ
ギ
リ
波
電

流
を
流
し
て
や
る
必
要
が
あ

り、

高
い
周
波
数
が
必
要
で

す
か
ら
初
期
の
こ
ろ
は
、

こ
れ
が
な
か
な
か
難
か
し
く
、

締
ル
州
像
の
伝
送
で
あ
る
写

真
伝
送
が
先
に
尖
川
化
さ
れ

て
い
ま
す
)。

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
場
人
い
も

原
川
崎
は
同
じ
で
、

一
枚

一
絞

め
フ
レ
ー
ム
に
映
し
出
さ
れ

る
像
の
田
山
上
の
佐
世
を
時

間
の
経
過
に
つ
れ
て
少
し
ず

つ
ず
ら
せ
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
映
像
に
動
き
を
与
え
て

い
る
わ
け
で
す
。

次
の
柄
引

1
図
は
、
向
日
山
卜

の
映
像
に
動
き
を
与
、
え
る
佼

慌
の
ル
ズ
レ
々
を
示
し
て
い

ま
す
。
こ
の
凶

ωの
よ
う
に
、
的

問
の
経
過
に
つ
れ
て
、
位
出
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|連載第61

有 一ー----ーーーー
、 一ーーー一ーーー
、 一一一--ーー
、 一一ーーーーーーて一一
、-、;、，.， 
・、
s 、.、

ーーーーー---、ーー
一ーー一ーー一ー『喝、ヨ

第三厳重構便物認可

ギャプラス

• 

新発売//

ビデオ
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図3

民
リ
、
ま
た
ん
.
か
ら
わ
れ
へ
と

順
次
走
査
し
て
い

っ
て
、
州

耐
の
れ
下
ま
で
く
る
と
、
何

十
附
枚
分
の
定
上
旬
が
完
了
し

て
、
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
地

点
で
あ
る
州
耐
の
た
上
へ
反

っ
て
い

っ
て
、
円
ひ
二
枚
目

の
定
作
を
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
場
合
同
州
の
左
端
か
ら

訂
端
ま
で
水
平
に
走
益
し
て

い
っ
て
、
れ
山
川
で
折
り
返
す

と
き
に
、
そ
の
折
り
返
し
の

命
令
を
与
、
え
る
の
が
水
一
中
川

矧
信
号
で
あ
り
、
ト
れ
下
ま
て

弔
前
に
定
作
し
て
い
っ
て
、

そ
の
右
下
で
折
り
返
し
て
ん

卜
へ
決
る
と
き
に
、
そ
の
折

り
返
し
の
命
令
を
与
え
る
の

が
弔
也
同
期
信
号
だ

っ
た
わ

け
で
す
。
こ
の
よ
う
も
北
柄
本

U
Uの
小
に
ビ
テ
オ
じ
り
を

rm
ね
ま
す
と
、
そ
の
ビ
テ
オ

信
号
が
布
る
と
こ
ろ
が
光
っ

て
、
幽
耐
に
映
像
が
現
わ
れ

る
の
で
す
。

次
の
第

4
図
は
、
水
平
の

万
向
に
，

A
O
と
い
う
ビ
テ

フレームをmねて写した図

品13のフレーム
~1 4 のフレーム

リプル・ラブル

PCBキット価格

140，000同
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右方向へ移動図5
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図2

女人
奇跡を起こせ。

私たちはギャンブル機やコピー機のない、

小
八
か
ら
回
向
上
部
に
泌
し
て
、

そ
れ
か
ら
左
側
の
中
央
へ
下

っ
て
い
く
隊
チ
いか
ポ
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
一凶
の
よ
う
に
、

一
枚

.
紋
は
固
定
し
た
問
ι川
い
像

を
映
し
た
フ
レ
ー
ム
で
も
、

そ
れ
を
次
々
と
映
し
山
し
て

い
け
ば
、
そ
の
映
像
の
位
川

の
よ
人
レ
。
に
よ
り、

映
像

が
州
向
上
を
動
い
て
い
く
よ

う
に
児
、
え
る
わ
け
で
す
。
す

な
わ
ち
映
像
に
動
き
を
トケ
え

る
た
め
に
は
、
州
川
上
の
映

像
の
佐
置
に

ν
ズ
レ
々
を
与

え
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
ど
の

よ
う
に
し
て
、
そ
の
よ
人
レ
が

を
与
え
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
、
次
に
詳
し
く
み
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

ま
ず
次
の
第
3
閃
に
示
す

よ
う
な
、
テ
レ
ビ
の
阿
仰
の

H

ラ
ス
タ

・
ス
キ
ャ
ン
ニ
ン

グ
ν

と
い
町
つ
こ
と
を
思
い
山

し
て
れー
さ
い
。

こ
の
閃
の
よ
う
に
、
テ
レ

ヒ
の
向
山
は
、
ト
k
ー
か
ら
ス

， 

健全な AM業界をめざしています。

こ
の
間
の
よ
う
に
、
映
像

を
ふ
ん
向
へ
移
動
さ
せ
て
い

く
場
合
は
、
水
平
同
期
信
号

に
対
し
て
、
毎
フ
レ
ー
ム
ご

と
の
ヒ
テ
オ
信
号
の
カ
ウ
ン

ト
数
を
一
例
づ
っ

mや
し
て

い
け
ば
、
フ
レ
ー
ム
が
変
わ

る
た
び
に
映
像
の
校
時
れ
が

一

コ
マ
ず
つ
よ
人
レ
々
て
い
っ

て
、
映
像
が
れ
へ
動
い
て
い

く
よ
う
に
見
え
る
わ
け
で
ホ
ー

同
様
に
水
平
川
則
的
サ
に

付
し
て

、
何
フ
レ
ー
ム
ご
と

の
ビ
デ
オ
信
号
の
カ
ウ
ン
ト

数
を

一
例
ず
つ
減
ら
し
て
い

け
ば
、
フ
レ
ー
ム
が
変
わ
る

た
び
に
阿
国
卜
の
映
像
の
位

置
が

一
コ
マ
ず
つ
トk
に
よ
人

レ
。
て
い
っ
て
、
映
像
は
州

耐
の
在
へ
動
い
て
い
く
よ
う

に
見
え
る
わ
け
で
す
。

次
の
惜
別
6
閃
は
、
ニ
の
川

角
い
映
像
を
州
向
の
ト
の
万

向
へ
動
か
し
て
い
く
場
合
を

示
す
閃
て
す
。

こ
の
凶
の
よ
う
に
‘
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図 1

オ
村
川
号
を
人
れ
、
垂
直
方
向

に
は

ぷ
口
々

と
い
う
ビ
デ
オ

信
号
を
入
れ
た
州
場
人
け
に
、

11央
{象

、，
」

戸

.-、
、，

，..、

，画、

〆戸、

) 

、d

、，

、，

の数る てのま 1(':11央
tJ1のど I.IJい余|すの {象
1 t;tjデ級くめの方の
表減オによ~"で IIlJ1心ー
のの{行法う 上、 に ;Fi
よ組 ーりイドにの H央I.;J1;J: 
うみの {;;見 Ji(象uS.
にイ子カガえ |f，lは lニ7)く
変せウにまへ 、，:、le
え を ンわjす 1i}JlIi1j ;'と
れ次 ト す 。い I(，i.，V 市

も
の

で
、
ニ
れ
を
使

っ
て
.
人

文
ゃ
い例
な
ど
を
l
H

勺
た
と一
九

わ
れ
て
お
り
、

一敗
史
的
に
J

U

深
い

内
与
を
も
つ
も
の
で
あ

り
ま
す
。

さ
て
ビ
デ
オ
ゲ
|
ム
の
川
淀

川
お
に
訓
を
一
民
し
ま
す
と
、

勺
叫
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ

l
ハ

ン
プ
シ
ヤ

|
州
に
サ
ン
ダ
ー

ス

・
ア
ソ
シ
エ

l
ツ
と
い
う

公
判
が
め
り
、
そ
こ
に
勤
め

て
い
た
ド
イ
ツ
中
ま
れ
の
ラ

ル
フ

・
ベ
ー
ル
と
い
う
エ
ン

ジ
ニ
ア
が
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
の

北
本
と
も
い
う
べ
き
々
パ
ウ

ン
ド
々
の
ア
ク
シ

ョ
ン

を

テ

第

一二
W
代

H
I
C

レ
ビ
の
州
向
に
映
し
出
す
妓
第
川
静
一
代

H
L
S
l

術

を

開

発

し

た

の

だ

そ

う

て

第

五
世
代

H
非
ノ
イ
マ
ン

す
。
サ
ン
、
タ

l
ス

・
ア
ソ
シ
ト
八

エ
ー
ツ
村
は
、
そ
の
ノ
|
ハ

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
分
野

ウ
を
マ
グ
ナ
ボ
ッ
ク
ス
れ
に
で
は
、
こ
の
非
ノ
イ
マ
ン
式

ラ
イ
セ
ン
ス
し
ま
し
た
。
そ

の

他
に
も
、
光
コ
ン
ビ
ュ
ー

し

て

九

七

二
午

(附
制
問
タ
ー
や
バ
イ
オ

・
コ
ン
ピ
ュ

|
七
年
)
に
、

マ
グ
ナ
ボ
ッ

l
タ
!
と
い

っ
た
ら
の
も
考

ク
ス
れ
は
々
オ
デ
ッ
セ
イ
u

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
い
う
ホ
ー
ム

・
ビ

デ

オ

ゲ

こ

の

例

に

る

ら

っ

て

、
ゲ

ー
ム
を
発
必
し
ま
し
た
。
ト

l
ム
マ
シ
ン
に
つ
い
て
も
世

方
ア
タ
リ
れ
か
ら
も
、

M
じ
代
分
け
し
て
み
ま
す
と
、
次

年
に
、

n

ポ

l
ン
ν

が
完
売
の
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い

さ
れ
て
、
ビ
デ
オ
ゲ
|
ム

の

か

と

思

い
ま
す
。

拡
が
切

っ
て
務
と
さ
れ
た
の

第

↑
析
代

H
メ
カ
ニ
カ
ル

で
す
。

式

初
期
の
ビ
デ
オ
ゲ
|
ム
は
、
第
↑
世
代

H
エ
レ
ク
ト
ロ

・

T
T
L
・
I
C
を
使
っ
て
ロ
メ
カ
ニ
カ
ル
式

ジ

ッ

ク

回

路

を

組

ん

て

い

ま

第

一世
代

H
ビ
デ
オ
ゲ
ー

し
た
が
、
そ
の
後
イ
ン

テ

ル

ム

社
が
発
売
し
た

8

0
8
0
と

第

川

悦
代

H
レ
ー
ザ
ー
ゲ

い
う

C
P
U
が
佼
わ
れ
る
よ

l
ム

う
に
な
っ
て
、
ビ

デ

オ

ゲ

!

第

五

世

代

H
身
体
全
体
が

ム
は
よ
り
緩
純
化
し
て
い
き
イ
ン
ボ
ル
ブ
さ
れ
る
よ
う
な

ま
し
た
。

も
の

(例
え
ば
シ
ミ
ュ
レ

l

こ
の

C
P
U
は
、
セ

ン

ト

シ

ョ
ン
)

j

a

-

ラ
ル

・
プ
ロ
セ
シ
ン
グ

・
ユ

こ

の

よ

う

な

刊
代
分
け
は

ニ
ッ
ト

(小
央
処
理
装
従
)

と
も
か
く
と
し
て
も
、
ビ
デ

の
時
で
あ
り、

文
千
通
リ
、

オ

ゲ
|
ム
に
と

っ
て
、
コ
ン

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
小
核
を
ビ
ュ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と
す

な
す
も
の
で
す
。
ビ
デ
オ
ゲ
る
紋
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は

l
ム
が

C
P
Uを
同
桃
山
し
た
大
変
五
裂
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

時
点
か
ら
、
ビ
テ
オ
ゲ

1
ム
た
え
ず
休
け
し
て
い
く
必
裂

は

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
と
切

つ

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

て
J
U

切
れ
な
い
関
係
に
る
リ
、
次
川
は
、

C
P
U
に
つ
い

そ
の
後
ゲ
|
ム
の
遊
び
ん
の
て
み
て
い
き
た
い
と
思

っ
て

説
明
に

二

人
で
プ
レ
ー
を
い
ま
す
。

す
る
と
き
に
は
、

マ
シ
ン
の

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
と
対
戦
し

ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
表
現

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ビ
デ

オ
ゲ

l
ム
の

P

C
ボ
ー
ド
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

-
部
と

川
義
と
し
て
と
ら
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

ー
は
、
ニ
の

C
P
U
の
ぷ
ノ
ず

の
例
制
胤
に
よ
っ
て
次
の
よ
う

に
肌
代
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

me
世
代

H
n
q符

第
一
.山
代

H
ト
ラ
ン
ジ
ス

図
9 

い
ろ
い
ろ
な
角
度
の
斜
め
上
方

へ
の
移
動王l

よ方向へ移動

」
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叫
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• 

を
州
州
の
上
の
む
向
へ
移
動

さ
せ
て
い
く
州
場
人
け
は
、
眼
前
一

川
則
hM
号
に
刈
し
て
、
初
フ

レ
ー
ム
ご
と
の
ビ
デ
オ

U
Uす

の
カ
ウ
ン
ト
数
を

一
例
ず
つ

減
、
り
し
て
い
け
ば
、
フ
レ
ー

ム
が
変
わ
る
た
び
に
、
州
日山

卜
の
映
像
の
付
置
は
ト
の

U

向
に
.
コ
マ
ず
つ
で
ス
レ
。

て
い

っ
て
、
映
像
は
岡
山
の

ー
の
方
向
へ
動
い
て
い
く
よ

う
に
見
、
え
ま
す
。

川
隊
に
恥
い
筒
一
川
期
日
サ
に

対
し
て
、
制
フ
レ
ー
ム
ご
と

に
ビ
デ
オ
一
日
サ
の
カ
ウ
ン
ト

数
を

一
例
ず
つ

mや
し
て
い

け
ば
、
フ
レ
ー
ム
が
変
わ
る

た
び
に
映
像
の
位
置
が
下
の

トク
川
に
砂
、
ス
レ
θ

て
い

っ
て
、

映
像
は
州
向
の
下
の
方
へ
動

い
て
い
く
よ
う
に
は
え
ま
す
。

次
の
第

7
閃
は
、
こ
の
間

品川い

映
像
を
州
向
の
斜
め
山

iノドJ1214lollJりに 1f!1(I，I，i! !ujf， ~ ~ ;'f': 
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包

溜

~ 

に
刈
し
て
水
平
方
向
の
て
ス

レ
H

が
a

怖
に
な
り
ま
す
か

ら
、
映
像
は
、
水
平
の
伯
仲
に

対
し
て
桁
伎
の

γ
分
の

n
・

5
伎
の
向
山
で
斜
め
れ
ト
方

向
へ
動
い
て
い
く
よ
う
に
け
ん

え
ま
す
。
同
似
の
州
場
人
け
は
、

ビ
デ
オ
い
い
U
V
の
カ
ウ
ン
ト
数

を
、
水
千
万
向
に
対
し
て
毎

フ
レ
ー
ム
ご
と
に
問
つ

mや

し
、
前
白
川
則ハド川
H
V
に
付
し

て
は

.
例
ず
つ
減
ら
し
て
い

ま
す
か
ら
、
映
像
は
、
水
平

線
に
刈
し
て
必
伎
の
州
分
の

一
の
日

・
お
伎
の
角
伎
で
州

日山
の
h
h
l
し
卜
ク
川

へ
動
い
て
い

く
よ
う
に
比
え
る
わ
，け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
北
本
町
日
に

刈
す
る
ビ
デ
オ
門
信
号
の
カ
ウ

ン
ト
数
の
別
械
の
組
み
合
せ

を
い
ろ
い
ろ
と
変
、
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
映
像
を
刈
日
間
卜

1

1

ー

ー

の
任
意
の
々
向
に
動
か
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

り
ま
す
と
、
ア
タ
リ
社
の
削

ι将
て
あ
り
、

A
J
伐
ま
た
セ

ン
テ
礼
れ
を
例
。仏
し
た
ノ
ー
ラ

ン
・
ブ
ソ
シ

デ
ネ
ル
氏
は
ビ

テ
寸
ゲ

l
ム
を
業
務
川
の
マ

シ
ン
に
す
る
た
め
に
市
裂
な

役
訓
を
は
た
し
ま
し
た
が
、

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
原
則
を
党

明
し
た
人
は
別
に
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
で
ち
ょ

っ
と
余
談

に
弘
り
ま
す
が
、
ブ
ッ
シ
ュ

ネ
ル
氏
は
、
よ
ほ
ど
日
本
の

附
枠
が
川町
き
と
み
え
て
、
前

の
会
社
名
の
ゆ
ア
タ
リ
H

J

U

阿
川
竹
の

「
当
た
り
」
か
ら
と

っ
て
い
ま
す
し
、
今
回
の
w

・セ

ン
チ
々
も
阿
狭
山の
「
先
手
」

か
ら
と

っ
て
い
ま
す
。
ーし
っ

と
も
、
同
比
竹
の
白
石
と
刷出いれ

こ
そ
、
ま
さ
に
デ
ジ
タ
ル
の

原
点
で
す
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル

校
術
の
応
別
で
あ
る
ビ
デ
オ

ゲ
|
ム
を
作
る
会
社
の
社
名

に
附
必
の
川
誌
を
使
う
と
い

う
こ
と
は
大
変
則
に
か
な

っ

て
お
り
、
出
怖
い
朽
円
f
的
背
景

さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
。
同
れ

は
、
泣
い
昔
、
小
問
で
文
下

よ
り
以
前
に
使
い
始
め
ら
れ

た
も
の
と
言
わ
れ
て
お
リ
、

非
鍛
は
宇
片
山
を
象
徴
し
た
む

の
で
、
盤
の

H
数
の
う
ち
天

川
は
太
隊
、
す
な
わ
ち
ん
l
小川

の
似
刈
で
あ
り
、
山
川
り
の
-
-

U
Lハ
ー
が
4

大
体
の
数
で
あ
り

一
年
の

H
数
で
し
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
阿
川
は
森
災
秋
冬

の
間
不
を
表
わ
し
、
。
ァ引
と

m
m
aれ
は
、
陰
陽
、

H

刊
復
、
あ

る
い
は
天
地
を
象
徴
化
し
た

タ

会高150/奥行き30/横幅67(cm}

マ91-16453

も三

ゲームマシン

移
動
方
向
と
カ
ウ
ン
ト
数

の
増
減

表

rコレしかない!!J

-仕様

ば
、
映
像
は
、
次
の
第

8
問

に
不
す
よ
う
に
、

4
つ
の
斜

23FES，saM1 

斜め4方向への移動

W 

11 

斜め右上方向へ移動

111 

図8

ノ

①左右に3つのミニハ
ンドルガついています。
②コインを入れると玉
111コ出てくるので、
それをうまくミニハン
ドルで頂」こまで符ちあ
げるゲームです。
③当だりのポケット!こ

入ると楽しいカードガ
払出口からでます。

め
万
向、

I
H
m
w
に
動
い

て
い
く
よ
う
に
見
え
る
わ
け

で
す
。
次
の
お

9
閃
は
、
こ
の
刊

九
月
い
映
像
を
い
ろ
い
ろ
な
角

伎
で
斜
め
上
方
へ
動
か
す
坊

へ
い
を
示
す
図
で
す
。

こ
の
間

ωは、
幻

・
5
皮

斜
め
れ
上
打
へ
映
像
を
動
か

す
場
人
け
を
示
す
凶
で
す
。
ニ

の
州
場
人
い
は
、
制
フ
レ
ー
ム
ご

と
の
ビ
デ
オ
七
サ
の
カ
ウ
ン

ト
数
を
、
水
平
川
期
信
号
に

刈
し
て
は
一一
例
ず
つ
明
や
し
、

心
直
同
期

U
Hす
に
刈
し
て
は

一
例
ず
つ
減
ら
し
て
い
き
ま

す
。
そ
う
す
れ
ば
手
前
打
向

。
バ
ウ
ン
ド
・
ア
ク
シ

ョ
ン
の
発
明
者
と
ゲ
ー
ム
の

世
代
分
け

号n
U
 

A
『η
4
 
第

一
上
万
へ
動
か
す
場
人
H

を

.小
す

日
一
一
閃
で
す
。

5
一

こ
の
凶
の
よ
う
に
、
映
像

1
一
を
阿
耐
の
斜
め
む
卜
向
へ
彬

1
一
助
さ
せ
る
場
介
は
、
何
フ
レ

年

一
|
ム
ご
と
の
ビ
デ
オ
信
号
の

4
一
カ
ウ
ン
ト
数
を
、
水
巾
ド
川
則

唱一

一じい
い
号
に
刈
し
て
例
ず

つ
附

引一

や
し
て
い
き
、
川
川
に
眼
前

一
川
則
一一
い
り
に
対
し
て
は
州

一
ず
つ
減
ら
し
て
い
け
ば
、
フ

レ
ー
ム
が
変
わ
る
た
び
に
、 図7

以
よ
は
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の

似
点
と
も
一
言
、
つ
べ
き

「
映
像

を
動
か
す
方
法
」
の
説
明
で

す
が
、
こ
こ
で
こ
の
よ
う
な

「
映
像
の
動
き
」
を
合
む

ρ

バ

ウ
ン
ド

・
ア
ク
シ

ョ
ン
々
の

川光
明
v
h
に
つ
い

て
ふ
れ
、
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
と
刈
比
し
た

ゲ
ー
ム
の
快
代
分
け
に
つ
い

て
述
べ

て
み
た
い
と
思
い

ま

す
。ア
メ
リ
カ
の
業
界
誌
に
よ

ぷ ifiU3

(27) 
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レバー 2本で動きを自由に操作し

力、
「空手道J基板データから

空
手
を
内
容
と
し
た
T

V

ゲ
l
ム
機
「
空
手
道
」
が
、

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
附

(本
社

東
京
、
福
回
折口
夫
社
長
)
か

ら
六
月
二
十
六
円
発
光
と
な

っ
た
。こ
れ
は
ど
ん
な
体
勢
に
あ

っ
て
も
途
中
か
ら
別
の
技
か

け
や
体
勢
へ
の
移
行
が
可
能

で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
ぷ
ぷ
が

卜
分
に
反
映
で
さ
る
こ
と
が

暫技?
芸のを
事威2
勺カ t
ア Z
‘/ '~ 
プ L

相
撲
を
内
脊
と
し
た
T

V

号

ゲ
l
ム
機
「
出
世
大
相
撲
」

O
一
が
、
鮒
新
円
本
企
画
(
本
社

会
一

大
阪
、
川
崎
失
士
口
社
長
)
か

第

一
ら
六
月
一

.卜
日
発
売
と
な
っ

た
。

「
出
世
大
相
撲
」
基
板

と
次
の
場
所
へ
進
め
ず
ゲ
ー

ム
終
了
と
な
る
。

ま
ず
タ
イ
ミ
ン
グ
メ
ー
タ

ー
を
見
な
が
ら
H

ハ
ッ
キ

ヨ

日

こ
れ
は
附
テ
ク
ノ
ス
ジ
ャ

1
パ
ン
開
発
に
よ
る
も
の
で
、

月一

新
日
本
企
州
が
総
発
完
氾
と

ヴ一

な
っ
て
い
る
。
八
万
向
レ
パ

が一

l
と
・
.
つ
の
ボ
タ
ン
で
州
州

8
一
ぷ
側
の
力
上
を
操
作
し
て
相

9
・
伐
を
取
る
も
の

で
、
制
下
力

a

唱・・

上
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
。
一

場
所
二
日
間
と
い
う
波
定
で
、

そ
の
う
ち
て
勝
以
上
し
な
い

第三F重量s便物U可ゲームマシン第240号1984年7月15日(29) 
，、

最
大
の
特
徴
で
、
レ
パ

i
e
一

本

(移
動
と
攻
撃
)
に
よ
り

十
六
種
の
校
と
八
種
の
品
川
き

の
組
合
わ
せ
で
多
綴
な
格
闘

が
で
き
る
。
ゲ
ー
ム
は
技
テ

ス
ト
、
道
場
で
の
試
合
、
鍛

線、

九
上
同
大
会
と
進
み
、
誠

人
川
に
勝
つ
ご
と
に
瓦
の
試
し

川
り
や
午
と
の
対
決
な
ど
の

ボ
ー
ナ
ス
パ
タ
ー
ン
が
あ
る

ま
ず
道
場
へ
の
入
場
場
.
向

ィ
u

ボ
タ
ン
を
抑
し
て
ス
タ

ー
ト
。
こ
の
時
川
メ
ー
タ
ー

が
O
に
近
い
ほ
ど
強
い
力
上

と
な
る
。

M
ボ
タ
ン
を
叩
き

絞
け
て
突
っ
張
り
合
う
が
、

相
手
力
十
に
は
り
手
を
数
回

食
ら
わ
す
と
相
手
力
士
は
い怒

っ
て
強
く
な
る
の
で
注
意
。

し
か
し
レ
バ
ー
を
上
一下
に
動

か
し
、
い
な
し
て
か
ら
同
ボ

，.. 、，
れ
ば
よ
い
。
途
中
で
現
わ
れ

る
勿
コ
ス
モ
ブ
ー
ス
タ
|
付

と
ド
ッ
キ
ン
グ
す
れ
ば
急
卜

列
し
て
下
山

へ
。
そ
し
て
敵

の
安
本

J
y
.ス
ィ
リ
ア
ム
仰

を
H

ビ
ッ
グ
パ
ン
"
ボ
タ
ン

川口
山
は
山
↓
小
川
↓
砂
山
↓

で
倒
す
と
.
パ
タ
ー
ン
仙
炉
、
f

海
↓
下
山
の
服
で
変
化
す
る
。

地
上
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
ジ
ャ

ン
プ
(
ボ
タ
ン
)
を
駅
似
し

パ
ル
ス
レ
ー
ザ
ー
で
敵
を
般市

政
。
山
仰
の
場
削
で
は
戦
闘
機

に
変
身

(
ジ
ャ
ン
プ
ボ
タ

ン

を
少
し
口
氏
く
抑
す
)
し
て
戦

う。

飛
行
中
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
減
り
‘
な
く
な
る
と
孫
下

す
る
が
、
沼
下
寸
前
に
ロ
ボ

ッ
ト
に
変
身
す
る
か
地
ト
の

身
コ
ア
u

を
取

っ
て
補
給
す

変
身
自
在
の
メ
カ

陸水山町山川じ
で
の
戦
闘
を
内
符

と
し
た
T

V
ゲ
|
ム
織
「
フ

才
|
メ
|
シ
ョ
ン

Z
」
が
、

附
ジ
ャ
レ
コ
(
本
社
点
点
、

金
沢
縫
秋
社
・
長
)
か
ら
じ
川

五
日
発
卜
%
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
ロ
ボ
ッ
ト
と
戦
闘

機
に
肉
在
に
変
身
で
き
る
形

態
吋
変
戦
闘
メ
カ

n

イ
ク
ス

ペ
ル
H

を
操
作
し
敵
を
撃
破

し
て
い
く
ゲ

i
ム
で
、
画
耐

は
五
種
の
場
而
を
ス
ク
ロ
ー

ル
す
る
。

宇
宙
戦
争
を
テ
ー
マ
と
し

た
T

V
ゲ
l
ム
機
「
タ
イ
ム

パ
イ
ロ
ッ
ト
制
」
が
、
コ
ナ

未知の惑星で昼と夜の場面が展開

基板

ミサ
イJレ

「タイム.1'¥イロッ ト84Jコナミから

自

ミ
鮒

(本
社
東
京
、

仲
廷内以

日
専
務
)
か
ら
ん
ハ

n
.卜
日

発
光
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
近
未
米
の
わ木
知
の

惑
作
一
を
背
釘
と
し
た
も
の
で
、

.
山
時
応
射
す
れ
ば
倣
を
山
動

的
に
迫
い
か
け
て
必
ず
情
似

で
き
る
と
い
う
H

ホ
ー
ミ
ン

グ
ミ
サ
イ
ル
々
を
備
え
て
い

る
の
が
特
徴
。

場
ぶ川
は
縦
州
側

に
必
る
ハ

イ
ウ

ェ
イ
、
任
陵

地
併
の
ク
レ
ー
タ
ー、

人
工

都
市
な
ど
が
あ
り
、ト
〈
さ
く

径
↑と
伎
に
分
か
れ
て
い
る
。

ク
ラ
ブ
を
選
び
風
向
き
、

本
格
的
シ
ョ

-、句、
句、

空手道

が
あ
り
技
テ
ス
ト
を
交
け
る
。

こ
れ
は
削
砲
の
引
に
従
っ
て

動
き
(
州
耐
下
打
に
レ

パ
|

方
向
の
指
ぷ
が
山
る
)
、
レ

パ
|
操
作
と
技
の
聞
係
を
自

得
。
そ
し
て
道
場
で
の
試
合

と
な
り
技
が
決
ま
る
と
J

本
、

二
本
先
取
で
ク
リ
ア

(
試
合

時
間
三
十
秒
、
時
間
切
れ
は

ポ
イ
ン
ト
で
判
内
必
)
。
次
に

山H
l
」
鍛
練
で
飛
ん
で
く
る
ビ

ン
、
レ

ン
ガ
、
.
わ
な
ど
を
避

け
た
り
削
っ
た
り
し
て
伴
内
…

を
綴
ぐ
。
続
い
て
全
同
大
会

に
出
場
し
..
.
本
勝
れ
の
ぷ
A
H

を
行
な
い
、

F

一試
合
に
勝
て

ば
段
位
が
L
し
が
る

(相
手
J
U

強
く
な
っ
て
い
く
)
。
以
後

ん
E

同
大
会
の
パ
タ
ー
ン
を
繰

り
返
し
て
い
く

d
Aけ
に
勝

つ
ご
と
に
必
や
レ
ン
ガ
の
沢

し
川
り
な
ど
の
ボ
ー
ナ
ス
パ

タ
ー
ン

(じ
秒
間
)
が
あ
る
。

浪
人
H

に
負
け
る
(
州
予
に
て

本
取
ら
れ
る
)
と
ゲ
|
ム
終

了
。
ぷ
」
絞
販
売
の
み
で
左
側

卜
L

ハ
万
八
千
円
。

風
力
を
考
え

イ
パ
ー
か
ら
ピ
ッ
チ
ン
グ
ウ

エ
γ

ジ
の
・中
で
段
通
の
も
の

を
選
ぶ
(
グ
リ
ー
ン
ヒ
で
は

す
べ
て
パ
タ
ー
と
な
る
)
。

次
に
州
而
上
部
の
日
備
し
し
の

白
内
…
に
よ
リ
シ
ョ
ッ
ト
方
向

を
決
め
る
。
そ
し
て
州
耐
木

下
に
表
示
の
ポ

l
ル
佐
川
と

足
跡
を
は
て
ス
タ
ン
ス
を
決

定
ニ
れ
ら
は
山
側
の
全
体

凶
に
H
K
・a小
さ
れ
る
風
向

5
、

胤
法
な
ど
を
P
J慢
し
て
決
め
、

レ
バ
ー
で
シ
ヨ

y

ト
す
る
。

地
や
林
に
入
っ
た
昨
は
，
ペ

ナ
で
ラ
フ
に
山
山
る
。

O
B
は

.

.
 
ペ
ナ
で
そ
の
場
か
ら
打
直

し
か
什
ホ
l
ル
と
も
パ

ー
の

て
は
川
叩
く
と
だ
・・
ブ
ア
ソ
プ
。

a

プ
レ
イ
で
ス
コ
ア
が
川
オ

ー
バ
ー
で
ゲ
|
ム
終
了
。
ホ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出
す
と
年

月
H
、
名
前
を
記
録
で
き
る
。

テ
ー
ブ
ル
同
日，

m
o
p倒的
m

A-
-十
六
万
阿
下
円
。

、ソ

ト

ヱ
ス
コ
、

セ
ガ
社
か
ら
『
ク
ラ
ウ
ン
ズ
ゴ
ル
フ
」

ゴ
ル
フ
を
内
符
と
し
た

γ
十
八
日
発
先
と
な
っ
た
。

V
ゲ
l
ム
機
「
ク
ラ
ウ
ン
ズ
こ
れ
は
大
子
技
研
仁
業
側

ゴ
ル
フ
ι

が
、
側
セ
庁

・
エ

問
先
に
よ
る
も
の
で
、
セ
ガ

ン
タ
|
プ
ラ
イ
ゼ
ス
(
本

社

什

と
エ
ス
コ
が
同
内
に
お
け

点
以
‘

小
山
小
縦
社
民
)

と

る

独
h
!

日
的
制
布川
、
阪
必
椛
を

附
エ
ス
コ
貿
U

例
(本
札
打
点
以
、
作
て
お
り
、
エ
ス
コ
か
総
允

森
健
次
郎
社
以
)
か
ら
・ハ
川

必

必
と
な
っ
て
い
る
。

川
機

は
令
部
で
卜
八
木
|
ル
(
ア

ウ
ト
、

イ
ン
)
あ
リ
ク
ラ
ブ

の
選
択
、
胤
'
川
さ
や
風
力
を

汁
算
に
入
れ
て
の
打
球
卜
H
向

や
ス
タ
ン
ス
の
選
択
が
で
き

る
な
ど
、
本
絡
的
な
ゴ
ル
フ

ゲ
i
ム
。
一

ク
レ
ジ
ッ
ト
で

一
プ
レ
イ
、
五
ク
レ
ジ
ッ
ト

で
ハ

l
フ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
っ

て
い
る
。

ク
ラ
ブ
は
ボ
タ
ン
で
ド
ラ

出世大綱嫌

タ
ン
で
相
手
を
は
た
き
込
む

こ
と
ら
吋
能
。
ま
た

レ
バ
ー

で
前
進
し
相
手
の
阿
し
を
取

り
、
制
ボ
タ
ン
を
叩
き
い枇け

て
両
国
の
J
似
性
メ
ー
タ
ー
H

を
振
り
切
る
と

レ
パ

l
方
向

に
よ
り
八
M

刊
の
技
が
か
け
ら

れ
る
(
逆
に
向
し
を
取
ら
れ

た
時
む
川
操
作
で
逃
げ
る
こ

と
が
で
き
る
)
。

J

口
、7
.

つ

の
ボ
タ
ン
は
、
す
べ
て
の
技

や
ニ
定
時
間
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
、
使
間
同
数
に
は
制
限
が

あ
る
が
、
相
手
に
タ
メ

|
ジ

を
与
え
る
と
川
数
が

mえ
る
。

hnv
守
g

、
、
匹
、
長
y
h
L
、

官
ぺ
判
明
ト
h

耐

4z'BV

td
a
-
-
ι
"“
制
l
l

依
入
リ
、
シ
ョ

ー
タ
イ
ム
な

ど
コ
ミ
カ
ル
で
決
し
い
シ
ー

ン
む
山
て
く
る
。
法
似
版
必

の
み
で

O
ド
川
川
桁
l
Lハ
M
八

白
一

B
E
S

。

1
1
 

し
次
の
バ

タ
ー
ン
へ
と
進
み
、

ゲ
|
ム
は
鰍
し
く
な
っ
て
い

く
。
イ
ク
ス
ペ
ル
:
・
機
ア
ウ

ト
で
ゲ

l
ム
終
f
だ
が
、

-M得
点
以
卜
.
で
.
機
追
加
さ

れ
る
，
広
川似
鰍
必
の
み
で
左

側
ト
問
万
八
下
川

レ
バ

ー
でん
T
街
船
を
操
作

し
…
ま
ず
製
幣
し
て
く
る
飛

行
物
体
に
対
し
述
射
パ
ツ
イ

ン
バ
ル
カ
ン
砲
で
迎
懲
し
て

い
く
と
、

M
K
m
の
あ
る
敵
が

山
税
。
ニ
の
山
川
州
刈
ぷ
一不
の

カ
ー
ソ
ル
を
倣
に
合
わ
せ
て

党
射
す
る
と
、
光
の
よ
う
に

定
る
ミ
サ
イ
ル
が
倣
を
白
品
川

迫
見
し
繋
微
細
隊
を
組
ん

だ
敵
を
全
滅
さ
せ
る
と
向
得

点
。
以
後
に
攻
わ
れ
る
敵
の

大
相
母
船
を

(
ホ
ー
ミ
ン
グ

ミ
サ
イ
ル
で
)
破
峻
す
る
と

疋霊

タイム，~イロッ ト 84

フォーメーションZ

次
の
パ
タ
ー
ン
へ
と
進
み
、

ゲ
|
ム
は
難
し
く
な
る
。
-

O

F

機
ア
ウ
ト
で
ゲ
ー
ム
終
了
だ

'‘ 
、，

が
、
-
定
川
川
山
…
以
ト
で
.
機

追
加
さ
れ
る
。
伎
の
凶
初
出
で

は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
か
パ

ツ
ク
に
浮
か
ん
だ
美
し
い
映

像
ー
と
な
る
。
法
板
販
売
の
み

で
左
側
ト
・
K
万
八
千
円
。

日
邦
か
ら
新
バ
ッ

テ
リ
ー
カ

l

コ
ア
ラ
と
.圃・・・・・・

緒

M
M
m
品
開
業
側

(本
社
大
.
阪
、

川
中
減
問
郎
社
・1K
)

か
・
り
バ

ッ
テ
リ
ー
カ
|
「
コ
ア
ラ
カ

l
」
が
六
川
上

旬
発
必
と
な

っ

'
fh

。

社
か
ら
定
期
的
に
供
給
)
に

変
え
ら
れ
る
。
ん
札
価
J

・ト・
h

M
円

コアラカ申

こ
れ
は
コ
ア

ラ
と
一
緒
に
切

り
休
に
乗
っ
て

定
る
も
の
。
作
動
中
立
H

楽
が

流
れ
る
。
作
動
時
間
分
か

ら

一分
ま
で
切
賊
u
d
勺
能
。

a

入
品
本
リ
。
な
お
コ
ア
ラ
は
別

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

(
A
I
後
同

， 
~ 

西
遊
記
を
採
用
、
2
人
同
時
プ
レ
イ
も

悟
空
と
八
戒
の
旅

カ
プ
コ
ン
か
ら

M

抑
制
空
と
wm
八
戒
め
治
似

合
テ
ー
マ
と
し
た
T

V
ゲ
ー

ム
機
「
ソ
ン
ソ
ン
」
が
、
側

カ
プ
コ
ン

(本
社
大
阪
、
辻

本
窓
J
a

社
長
)
か
ら
七
月
卜

六
円
発
売
と
な
る
。

こ
れ
は
一
人
用
で
は
孫
悟

空
(
ソ
ン
ソ
ン
)
を
操
作
、

二
人
用
で
は

一
人
が
孫
悟
笠

(
ソ
ン
ソ
ン
)
を
、
も
う

人
が
緒
八
成
(
ト
ン
ト
ン
)

を
操
作
し
て
同
時
プ
レ
イ
が

で
き
る
も
の
。

天
附
二
へ
た
ど

り
清
い
て
巻
物
を
し
ら
う
た

め
、
ト
れ
か
ら
ん
.
へ
流
れ
る
附

桝
状
州
耐
を
わ
川
われ
しし
ド
に
M
W

-、句、
句、

「
ソ
ン
ソ
ン
」
基
板

し
て
し
ま
う
の
で
佐
立
。
た

け
の
・
』
(
令
部
で
し
ハ
ト
川
本
)

は
山
川
得
点
で
、
取
る
と
き
は

レ
バ
ー
を
小
刻
み
に
動
か
す
。

パ
叶
.
ま
で
に
兵
M
河川
、
ピ
ラ

ニ
ア
、
山
賊
.
ト
ン
ボ
な
ど

が
邪
魔
を
す
る
が
、
党
射
ポ

夕
、
/
で
嶋
中
破
。
ま
た
ド
ク
ロ

コ
イ
ン
は
五
発
で
、
4
7

一がに
来

っ
て
く
る
大
魔
人
は
七
光
で

彼
墳
。
さ
ら
に
じ
ハ
カ
所
に
鮮

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
数
発
命

中
さ
せ
な
い
と
破
峻
で
き
な

い
ド
ク
ロ
墜
が
あ
る
。
①
を

八
例
食
ぺ
る
と
現
わ
れ
る
P

O
W
看
板
を
取
れ
ば
、
そ
の

時
の
州
.
向
上
の
敵
が
す
べ
て

①
に
変
わ
る
の
で
チ
ャ
ン
ス
。

こ
の
ほ
か
多
彩
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
出
現
す
る
。
広
い
川
似
販

売
の
み
で

O
P術
的
愉
ト
川
.
力

八
千
川

動
し
な
が
ら
進
む
ゲ
1
ム。

十
二
柑
矧
の
場
面
が
あ
る
。

途
中
に
孫
ち
て
い
る
ス
モ

ー

ル
フ

l
ズ
⑤
を
姶
っ
て
、

こ
れ
を
し
ハ
例
取
る
と
ジ
ャ
ン

ボ
フ
|
ズ
①
が
出
現
。
①
は

高
得
点
…
だ
が
、
早
く
取
ら
な

い
と
エ
リ
マ
キ
ト
カ
ゲ
が
走

っ
て
き
て
そ
の
得
点
を
減
ら
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--苛寸

ー

中

貫
通

草

⑫ 

に
、
コ
ト
が
巡
ば
な
い
人
が

無
数
に
存
す
忙
し
て
ゆ
く
と
い

う
こ
と
に
も
な
る
。

飯
島
衡
の
筋
論
は
非
市
に

興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
の

だ
が
、
特
に
内
分
自
身
の
筋

に
つ
い
て
は
い
つ
で
も
誰
で

む
殆
ん
ど
丘
中

-U中
の
状
態

に
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
筋
を
抗
む
と
い
う
よ
り

も
始
ん
ど
は
今
ま
で
の
似

性

と
そ
の
場
そ
の
坊
の
術
品
問
で

反
射
的
に
身
を
動
か
し
身
を

処
し
て
い
る
場
介
が
多
い
の

で
は
あ
る
ま
い

か
。

い
卵
白
い

の
は
京
大
の
教
校

進
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
各
内

の
筋
に
つ
い
て
外
ね
た
も
の

を
み
る
と
、
的
ん
ど
の
人
が

今
日
分
が
や
っ
て
い
る
-
』
と

が
自
分
の
筋
に
か
な
っ
て
い

る
か
ど
う
か
は
は
っ
き
り
し

な
い

、
円
分
と
し
て
は
ま
だ

外
に
白
-
一分
の
筋
に
か
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
よ
う
な
れ
バ
U

か
す

る
。
し
ょ
せ
ん
筋
と
は
他
人

か
ら
見
れ
ば
は
っ
き
り
と
見

え
て
い
て
も
内
分
で
は
把
み

え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ

。
‘「J

ょ
う
の
な
い
む
の
で
あ
る
と

い
う
調
チ
の
訓
ぺ
が
低
い
も

の
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

自
分
の
筋
に
自
信
を
も
っ

て
い
る
の
は
分
野
で

い
え
ば

政
治
ヤ
の
先
生
ガ
タ
だ
け
で

は
あ
る
ま
い
か
。

先
生
ガ
タ
だ
け
は
す
べ
て

が
附
附
の
快
の
山中
に

.
条
の

以
川
し
い
と

L
い
え
る
ま
が
い

も
の
の
希
叫
し
の
光
を
つ
く
り

山
山
し
あ
る
い
は
見
つ
け
出
し

た
よ
う
な
錯
覚
を
つ
よ
く
も

ち
、
胸
を
は
り
肘
を
い
か
ら

せ
迷
う
こ
と
も
な
く
立
企
と

刑
務
所
の
刷
物
の
上
を
通
り
過

ぎ
て
ゆ
く
の
だ
。
「
叩山

川

A
F
M
'
u
行
〈
L

と
か
な
ん

と
か
内
分
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

ソ
ン
グ
ま
で
つ
く
勺
て
‘
た

ま
た
ま
泌
が
よ
け
れ
ば
川
務

所
の
賜
の
外
側
に
必
ち
、
辺

が
悪
け
れ
ば
内
側
に
孫
ち
る

と
い
う
こ
と
だ
。

y
t
H
一
防
の
社
長
で
あ
る

Y

さ
ん
も
、

O
証
券
に
務
め
て

い
る
時
に
は
別
に
内
分
の
筋

に
つ
い
て
は
そ
う
深
刻
に
巧

し
け
川
佼
成
長
期
の
証
券
会
社

で
あ
る
。
ア
ブ
ク
銭
を
握
つ

て
は
、
尚
速
道
を
タ
ク
シ
ー

で
と
ば
し
て
名
古
屋
へ
耐
白

い
キ
ャ
バ
レ
ー
が
あ
る
と
き

く
と
名
古
川
院
で
伎
を
明
し
取
引

布
川
か
・
り
タ
ク
シ
ー
で
山
社

す
る
。
附
山
に
史
昧
し
い
す

し
umが
あ
る
と
き
け
ば
翌
け

は
向
山
か
ら
出
社
す
る
と
い

う
や
治
に
粋
を
感
じ
て
い
た

が
、
そ
う
い
う
生
活
の
中
で

何
か
空
し
さ
が
束
の
間
走
る

こ
と
が
あ
る
。

上中
は
伶
h

b

本
好
き
だ
っ
た
。

本
を

A
む
間
に
、
H
M
的
な
変

化
が
質
的
な
変
化
を
必
う
よ

う
に
な
る

Y
さ
ん
は
自
分

の
筋
は
や
は
リ
本
に
あ
っ
た

の
だ
な
あ
と
お
も
い
だ
し
、

お
も
い
句
』
む
よ
う
に
な
る
。

ぶ・
の
世
界
が
と
め
ど
な
く

拡
が
っ
て
ゆ
く
、
こ
の
本
が

欲
し
い
と
お
も
う
と

Y
さ
ん

は
か
火
J
U
係
s
u
た
ま
ら
ず
会
H
刊

の
コ
ピ
ー
で
傑
乃
の
楽
作
を

，.‘ 
、，

J 
」一ー

¥ 

。

刷
り
、
会
凶
の
古
書
杭
に
照

会
す
る
。

い
ろ
い
ろ
な
本
を
見
て
い

る
う
ち
に
、
江
川
本
と
か
肝

川
本
が
討
に
い
っ
て
く
る
e

刷
{一収織
の
作
品
か
さ
り
げ

な
い
袋
帆
で
あ
り
な
が
ら
.

分
の
隙
も
な
く
し
っ
く
り
と

く
る
の
が
ぐ
っ
と
キ
ッ
ク
し

て
き
た
。

も
う
以
前
の
よ
‘
ヲ
に
夜
遊

び
を
し
な
く
な
っ
た
。

勾
く
ん
が
へ
刈
っ
て
、
本
を

読
む
だ
け
で
は
な
く
本
を
下

に
と
っ
て
本
の
表
情
を
次
み

た
い
の
で
あ
る

本
人
が
知
ら
な
い
た
け
で

も
う
こ
の
削
に
は
令
同
の
古

書
山
で
は

Y
さ
ん
の
名
は
遍

く
知
れ
わ
た

っ
て
い
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
三
日
と
あ
げ
ず

採品川い
を
照
会
す
る
コ
ピ
ー
し

た
諜
冷
が
ま
い
-
}
む
の
だ
か

、旬
。
「あ、

ま
た
あ
の
然
代
打
が

米
ま
し
た
か
」

「
大
阪
の

Y
さ
ん
で
し
ょ

‘「ノ」
そ
の
大
阪
の

Y
さ
ん
が
本

を
山
し
た
の
だ
か
ら
、
古
書

ぃ川
の
述
巾
は
び
っ
く
リ
し
て

し
ま
っ
た
。
ひ
ヮ
く
り
し
な

が
ら
も
は
じ
め
は
た
か
を
く

く
っ
て
い
た

「
た
か
か
か
耐
人
て
す
よ
」

『
山
例
代
・
竹
に
人
る
で
す
な

+φ
十
。
や
み

」

と
こ
ろ
が
笑
っ
て
い
る
述

中
が
逆
に
笑
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
辻
邦
生
と
か
小
川
伺
犬
と

か
、
少
J

昨
こ
れ
か
ら
上
り
日

に
か
か
る
実
力
充
分
な
新
鋭

作
家
の
作
品
が
.
年
に
数
附

づ
っ
市
川
叩
な
災
本
で
ご
く
少

刈
数
山
版
さ
れ
て
ゆ
く

川
町
下
山
本
の
制
H
吹
い
引
が
ま
よ

く一一
-
H

え
ば
感
覚
が
鋭
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ

う
い
う
編
集
者
が
つ
く
っ
て

い
る
好
が
ん
が
対
象
め
雑
誌
て

あ
る

『銀
花
』
に
む

Y
A一切

の
特
集
が
く
ま
れ
る

"‘ 
、，

カ
ラ
l
写
真
で
相
当
な
頁

数
に
わ
た
る
特
長
で
今
で
は

よ
の
判
決
け
の

『銀
化
』
と

い
う
総
必
が
l
u
K
M
M
削
て
ン
じ
り

川
も
す
る
と
の
こ
と
た

本
を
撚
し
本
を
口
っ
て
い

た

Y
さ
ん
は
採
し
た
リ
口
う

こ
と
に
あ
き
た
ら
ず
進
に
自

分
で
円
分
が
欲
し
い
本
を
つ

く
る
こ
と
に
し
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。

目
、
つ
附
い
旧
什
と
作
る
世
界
に

は
ま
さ
に
忽
品
協
を
絶
す
る
だ

け
の
悩
た
り
が
あ
る
の
た
が

%
に
人
っ
た
ぶ
は
す
べ
て
日

分
の
も
の
に
し
た
い
と
い
う

Y
さ
ん
の
モ
ノ
マ
ニ
ア
ッ
ク

な
志
向
が
こ
の
隔
た
り
を
あ

っ
さ
り
と
跳
ぴ
越
え
さ
せ
て

し
ま

っ
た
。

当
時
大
江
健
三
郎
が
オ
|

デ
ン
の
持
か
ら
と
っ
て
つ
け

た
組
名
の
本

『見
る
ま
え
に

跳
べ
』
が
よ
く
必
ま
れ
て
い

た
の
だ
が
、

Y
さ
ん
ら
'
『
H
凡

る山
川
に
跳
ん
で
し
ま
っ
た
』

の
で
あ
る
。

最
初
は
必
い
も
の
知
ら
ず

で
順
風
満
帆
で
あ
っ
た
。
足

ら
な
い
の
は
時
間
だ
け
で
あ

る
。
し
か
し
会
社
の
仕
事
の

A
H
間
に
山
山
米
る
だ
け
暇
を
み

つ
け
た
り、

あ
る
い
は
場
A
H

に
よ
っ
て
は
か
な
り
強
引
に

似
を
つ
く

ゥ
た
り
し
て
山
版

の
社
怖
を
片
づ
け
て
い
た

t
干
の
朴
叫
が
は
ま
た
本
の
俳
一

削介
を
紘
げ
た
だ
け
で
は
な
く

て
人
の
怜
界
を
も
確
実
に
拡

げ
て
い
っ
た
。

証
券
会
社
の
人
的
と
は
ち

が
う
人
純
が
こ
の
世
に
多
多

一作れれ
し
て
い
る
こ
と
は

Y
さ

ん
に
と
っ
て
は
符
主
で
あ
り

ま
た
内
び
で
も
あ

っ
た

ニ
ん
な
ゆ
っ
た
り
し
た
充

実
し
た
時
の
川
流
れ
の
小
で
侠

治
し
て
い
る
人
た
ち
と
一
緒

に
小
一
治
し
て
ゆ
こ
・
7
と
こ
こ

に
こ
そ
自
分
の
筋
が
あ
っ
た

の
だ
と

Y
さ
ん
は
お
も
う
。

と
こ
ろ
が
好
事
魔
多
し
で

(
絞
)

あ
る
。

コンビューターとの対話で新しL
好評発売中

ばれたベストヒット

2人で(， 1人でも楽し

める本絡的ベースポー

ルゲーム.

減価格 ￥35，000 
(ROMキット)

(任天鎗様式会社}

、，
、，

.しさが向|

Un; Enterpr;se C 0・，LTD
.O¥lERSεAS 院内RTMENTOfFtCE 3 24.3， UMEMU肉A8凶G.SF YOv叫・ Shtbuy潟刷 1融問。 JAP州 '
PHQNEτ'OKYO(I田)370.回31/ TEl.EX 85却剖 UEPCOW/ CABl.E :SEND削 -UEP'/ FAX 03 370 2071 

圃

ギ
ヤ
フ
ラ
ス

名
後
ギ
ャ
ラ
ガ
が
パ
ワ

ア
y
プ
し
て
帰
っ
て
き

終
局
の
宇
宙
戦
争
ゲ
ー

副長価格 >f 128，000 

(橡式会社ナムコ}

ム t
• 

コルフ
すべてのデータが歯菌

表示される本絡派

E事負I孟リズムと集中力
減価格

￥179，000 

(PCポード}

{株式会社ヱスコ貿易)

... 叩
間
以

盟
事
遭

初優価格 >f 168，000 

{データイースト株式会社)

第240号
と 1)協なはがだ こえよ う
うンのっす多が ー ともうたい 筋
。グ読てぐ〈 、のによなとうを
なみしになち 一ーな〈ゲえこ i売
r(ri方ま天 ilよ来るL{: J liとむ
自にう文 liつは。考ム闘でと
さはの学、と - ーにがあい

が常だ的そ数で 託子おやろう
つに か数の'炉あ とい将う の
きスら宇 一二のる いてねtかは
まり、に采数の うさの。ど

待
望
の
空
手
ゲ
l
ム
、

鮮
の
完
成
度
で
霊
喝
，
，

多
彩
な
妓
告
ど
う
駆
使

る
か
.

鎗す

バイオリズム サイコロン
マシン 色彩11)，¥建学とコン

新語~Oケ閃俗、 鰍 ビューター授術の
売促進にlIi!適f 結局

械式盲目亙二王〉ヲーヨヲずご1:'
n03(370)033U暗東北/仙台市広神ーT白川書12号 n0222(86)9611側

.. ， . 
• •• • 

• •• • I ー-・... . 
• • • 
• • I ， . 

.. -

チェックハート
阻波型コンピューター

as断a、ブームにのっ
てピックに新設湯/

辺耳、

1"‘ 

、，

τl.tA. 

コンステラ
m予ルーレット{古車と小
型コンビュータ一塁占い

1984年7月15日
に巡設い lて勝イ-成
[まぷん たテい ち問刀J
コこでが凶るぬのし
トと 筋 、AFとさ 111iた
ががの袋館阿の校人
ひ lli過をの 7);治 ~' f' に
と米り j弘説I]JJIJ'.隙 lま
つるに せ明日がのい
述人コばをが支ょっ
ぷのト筋し 、配 うも
毎除、ををてゲしな 111

マ
ニ
ア
で
山
り
な
り
に
も

".、

-本 社/干362埼玉県上尾市愛宕3-2-15アルファビル 含0487(75)2412(代表)

.東京支社/〒113東京都文京区湯島ト2-13木田ビル 5F 含 03(258)3471

TELEX. 022260 I 0 ALPCO J 

-V:
イ
〉

TJß~Iコァ電子株式会社



ゲームマシン ゲームマシン 第三H(泌総物認可 (36) 1984年7月15日第240号

Nintendo~ 

(37) 1 984年7月15日第240号 第三種郵I~史物認可

p、

JULY 15 
d 

テーブル型TVゲーム機 (TABLEVIDEOS) 

日il 機種名(メーカー名) 評価
Inl MODEL (MANUFACTURER) (RATING) 

V5.5Y5TEMシリーズ最新自信作

rne ~ne司 円

u

TM パンチアウトH

-パワー、 スピード、テクニック/

チャンピオンをマットに沈めるのは誰だ!7

・ビッグなキャラクターを採用。

ダイナミックな映像がツイン・モニターで迫るスリリングなボクシ

ング・ゲーム登場。

・今夜のメイン・イベントは世界中が

注目のビッグ・ファイトグ

仲間と向かい合って同時にプレイできますグ

・ソフトウエアROMを交換するだけで、次々に新しいゲームを楽しむこと

ができるvs.システムのニューソフ トvs.ベースボール。
・2人で対戦するとベースボールが10倍楽しくプレイできます。

・vs.テニスも好評発売中。

アップライト、コックピット型TVゲーム機
(UPRIGHT /COCKPIT VIDEOS) 

前
回
機種名(メーカー名)
MODEL (MANUFACTURER) 評価(RATlNG)

。
@

3

4

@

@

7

 
8 

9

⑪

日

3 V Sシステム テニス(任天堂)
VS. System Tennis (N intendo) 一-….. . . . . . .一……….. . . 6. 50 

出世大相撲 (新日本企画)
Sumou (SNK) ・・…・・…………・…・…・………・……….. .. 6 . 33 

8 ジャンブウナイト(日本物産)
Jangou Night‘ (Nichibutsu) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.77

1 

7 

2 

F 
d 

6 

12 10 

13 12 

ゼビウス(ナムコ)
15 14 X~~O~S(N~~C~・… 一一一 ・ ・・・…・・ー…ー・…4.39

@ 

16 4 

マリオブラザーズ(任天堂)
20 Mari，σS悶 s.(Niη俗ηdσf・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.41

17 11 

18 18 

19 15 

@ シーフアイターボセイ ドン(タイトー)
31 ι Sea Fighter Poseidon (Taito) ................................. 3.75 

@

@

@

 

サイオン (セイプ電子)
21 Scion (Seibu) .……・・・・・・…・…・・…・…一一・…………・…'4.00

雀豪(日本物産)
29 Jangou梼 (Nichibutsu)・・ー・…・……・・…・・・・・・……一.. . . . . . . 3 . 93 

チャンピオン ・ベースボール(アルファ電子)
43 
Champion Baseball (Alpha) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3.77

24 16 

24 18 

アッポー(セガ社)
Appoooh (Sega) ................................................ 8.20 

クラウンズゴノレフ(セヌゲヰ土)
Crowns Golf (Sega)・・・・・・・・・・・・・…・・・・・ー・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・7.60

VSシステム ベースボール (任天堂)
VS. System Baseball (Nintendo) ...........................6.62 

，.. 

サンダーストーム(データイースト )
ぜ

1 Thunder Storm (Data East) ....................................7.64 

2 2 T X-1 (辰巳電子)TXー1(Tazmi) ・・・・・・・・・・・・・・・. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6 . 95 

3 3 
パンチアウト(任天堂)
Punch-Out (Nintendo) ・・・・・・・・・・・・・・・. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6 . 42 

4 4 
ポールポジションII(ナムコ)
Pole Position JI (Namco) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . 5 . 67 

。9 ウルトラクイズ(タイトー)Ultla Quiz (Taito) ................................................ 5.50 

。 ファイヤーフォ ックス(アタリ )
Fire Fox (Atari)・・・・・・・・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ・・・・・・・・・・・5.50

@ 8 スターウォーズ (アタ リ)Star Wars (Atari)・・・・・-一一・…………・・….. . . . . . . . . . . .…・5.00

8 5 チューブパニック(日本物産)Tube Panic (Nichibutsu) ... ……・…・ー….. . . . . . . . . . . . . .…"5.00 

9 6 
マッハスリー (タイト ー)

'‘ M.A.CH.3 (Taito) .............................................4.67 、，

10 7 ポー/レポジシ ョン(ナムコ)Pole Position (Namco) "4.43 

⑪ 15 
アストロンベル ト (セガ社)
Astron Belt (Sega) ....................・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.33

12 11 インターステラー (フナイ)Inter Stellar (Funai). 一………・・・・・・….. . . . . . . . . . .……一一'4.25

13 10 アルベガス(セカ。社)Albegas (Sega) ................................................4.00 

14 レーザーグランプリ (タイ トー)
13 Laser Gra~d Pri-x àa i~o) ¥:.……・……・…-・・・・・・・・・・・・・・…・・3.88

15 12 スタープレイザー (セガ社)Starblazer (Sega) ……. . . . . . . . .……・……・・・・・・・一.. . . . . .一'3.50

E草書:

. J~ ッ クネ y トより -パッデスクリーンより

ビク卜リアス・ナイン(タイトー)
Victorious Nine (Taito) ・・・・………・…・……・…………・'6.13

フリ ッキー(セyゲ杜)
Flicky (Sega) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6.09

1ザ95-2628
690(縄)X965(奥行)x880-1.060(高さ)'%，

93k9 

γ95・2802
630(憾)x900(鍵行)x
1.891(高さ)'%，
123k9 

〒101東京都千代田区神田須田町1-22T E L 03(254) 1 781 
〒542大阪市南区長短偽筋1丁目32TEL06(245)4155 

ギャプラス(ナムコ)
Gaplus (Namco) ................................................ 5.76 

マ ッド・クラッシャー (新日本企画)
Mad Crusher (SNK)・…・ …・・・・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5 . 50 

ノ〈ノレガス(カプコン)
Vulgus (Capcom) ・・…・・……-一-…・・…一一・….. . . . . . . . . 5 . 42 

ギャラガ (ナムコ)
Galaga (Namco) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ......4.83 

パーディ ーキング2(タイト ー)
Birdie Iくing2(Taito) ..........................................4.75 

信夫望株式盆社

国軍

7 1)ッパー (FLlPPERS) 

リングファイター(タイトー)
Ring Fighter (Taito)・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.31

チャンピオン ・ベースボールパート II(アルファ電子)
Champion Baseball Pa門 11(Alpha) ........................ 4.25 

麻雀教室 (新日本企画)
Mahjong Iくyositsu*(SNK) ・…・……・・………・…・ー… '''4.25 

エクセリオン(ジャ レコ)
Exerion (Jaleco) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.17

1 
ファイアーパワーII(ウィ リアムズ) '"、
Fire Power 11 (Williams)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.00 、.

2 2 
ジャックス ・ツー ・オープン(コ。ットリーブ)
Jacks to Open (Gottlieb) .......................................6.33 

@ 4 ローヤルフラッシュ DX (ゴットリーブ)
Royal Flash DX (Gottlieb) ... .. 5.00 

4 3 
アマゾンハン 卜 (ゴットリーブ)
Amazon Hunt (Gottlieb) .......... ...... .... ............ .... "'4.67 I I I . ぐルY

@ 6 ファイアーパワー(ウィ リアムズ)
Fire Power (Williams) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ "4.50 

4 

セクターゾーン(日本物産)
Sector Zone (Nichibutsu) …・…・…ー…………・一…....3.75

ファイティング アイスホッケー(テψータイースト)
Fighting Ice Hockey (Data East)・…・….. . . .一…-一-…….3.75 

鯛:.iご協力庖(順不同)

ルナパーク(東京・新宿)、ロサ・ゲームラン ド(東京・池袋)、ドリームイン河原町 (京都・ 四条河原
町)、タイトースペシャル(大阪・梅悶)=側タイ トー ; J &B (東京・神間)、UFO (東京 ・ ~谷 ) 、
セガセンター・ニュー光(大阪・心務総)、モンテカルロ立命(京都・北区)=紛セガ・エンタープライ
ゼス ゲームスペース ミライヤ(東京・滞捌)、プレイシティキャロット新街広 ()lOl(.新宿)、ピ
yグキャロyト新橋府(東京・新総)、なん(;1，'シティビッグキャロット(大阪 ・縦波)=t附ナムコ ;ゲ
ームファンタジア ・シグマ OIOii:-渋谷)、ゲームファンタジア イズミ(東京・新宿)、ゲームファン
タジナ スーパーII(東京・池袋)=附シグマ;ゲームスポット ・千エスター (大阪・4昔話回)、アメニ
ティパーク ーリノ千Ujjfj/，!i (大阪 千日新1)=a骨アポロ ; カーニパルプラザ {米京・新術)={附エスコ
t144; ワールドゲーム・ミヤコ(llt京・鋭校1)=(附東京キャピオート ，ゲームプラザ・シルピア(点
以・新宿)=Im東京?ルサン， 名鉄レジャック{名古lfl.・駅前)=(f潟水聖I尚会，ビデオイン ・キャツ
スル(小合・駅前)=(fl)太平会館， ビデオイン ・マツヤ(京都・今期川)=(附|瑚閉閥会;玉造ゲーム
センター(大阪・玉造)=遊興業〈付。 1・

好評発売中/
• The Trad，llonal Japanese Games 

米米を創造する、也子校術の

|ニト|

本 社〒167東京都杉並区上荻2・31・12ヒLス荻窪ft(03)392-4151大阪営喋所.干552大阪市港区弁天5-10-231草苅ビJレ宮(06)573・2511
研 究 所.干167東京都杉並区南荻窪4・4卜10デ-7イーストピル含(03)33ト5441福岡営業所:〒816r富岡市博多区東光寺町1・2-2前回ビル ft(092)414-Q120 

織ま 仙台営業所:干980仙台市よ杉ト15-24林産よ杉ピルft(0222)63-0646桂式会社デコ・札慢:〒064ヰLiI晃市中央区南21条西12-819-15ft(01I)562-2415 
会社 名古屋営業所.干464名古屋市千穫区春岡通り6・28 fr(052)762-5222 

調査ロケーンヨンの設;輩俄4重を売よIずと人気度力、勺見たランク付11で、告オペレーターの判断
評価 によるテ一月 集計、その平均値を示したもの 数字の意味(j10 これ以上ない爆発的な人気

と売上け、9・すIj勺しい人気と売上け、8 犬変いい人気と売上げ、 7 いい人気と売上げ、
(RATING) 6:まあいい人気と売上11、5:平均的なむの、4平均以下(以下省略)

，・、
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has been used exclusively， while the 
upright type has been used almost 
exclusively in U.S.八.Thus， though the 

after 11 :00 p.m. When any of these 
regu1at ions is violated， any such. 
violator will be fined less than 30，000 

TM 切白日日目ヴ白
current inlernational competition 
seemed a lillle slrange， the' Japanese 
finalists played the table type‘while 
the American fjnalists played the up-
righl type. The cOll1petition consis.ts of 
three typcs of cvcnl: (1) 1吋 ividua1 
event wilh wh ich highcst scores for 
s以 gamesarc competed; (2) Japan-
U.S. lcam cvcnl with which both 
teams compcte for highest scores 01' 
all six gamcs wilhin 20 minutcs played 
by those who are moSI good at the 
respective cvcnts; (3) lnoividual cvenl 
with which playcrs compete for com-
bin ed scores of s以games. 

As a rcsult， Ihc U.S. reprcsentative 
team ovcrpowcrcd the Japancse team， 
winning an ovcrwhclming victory. 
John Brilt， among Olhcrs， won gold 
medal award for fivc cvenlS. Event-
wise champions and Iheir scores， elc. 
are as shown below: 
(Individual evcnl] 

100m dash: 7.95 SCC.; John Brill 
Long jump: 9.67m; Shinichi Takahashi 
Javelin throw: 97.53m; Gary Wesl 
) 10m hurdlcs: 9.97 SCC.; John srut 
Hammer lhrow: 95.50m; John Britt 
Running high jump: 2.48m; John Britt 

yen. To make sure， when any of these 
machines is used for gambling， the 
criminallaw will apply instantly 
In Japan， as long as gaming devices 
are nol used for gambling， such opera-
tion is not regarded as galllbling. Thus， 
there are many medal gallle parlors 
quilc peculiar in the world. Sincc 10 
odd years ago， the amusemenl business 
people have implemented voluntary 
conlrol， including the one that“11'11-
nors are prohibited to play gallling 
devices". In this light， it may therefore 
be said that Fukui Prefecture has 
mercly Icgislated the reasonable con・
t rol. 
In the meantime， the Diet has at 
last sel about deJiberation of the biIl 
of revision of the Control Act of 
Enlertainment and Alllusement T rade. 
The bi1l， however， presupposing no 
disl incl ion bet ween amusement games 
and gallling devices， will place all game 
centers under a licensing system that 
rcq削除Ssl riCI conditions. Thus， the 
bill is full of contradictions. In this 
scnsc、ilmay safely be said that Fukui 
Prefeclurc lInderstands 
busincss bettcr than the 

amllsement 
government. 

Ordinance 
Devices 

ing the regulations of “spccific game 
centers". Recently， prior to enforcc-
ment of the revisecl ordinance on 
July 1， the prefecture announced the 
"enforcement rcglllations". With lhis， 
gaming machincs， which are apt 10 
be used for gambling， were dcsignatcd 
as“specific games". Co附 rc1 cl y、(1)
those coin-op games which pay out 
coins or medals; (2) slot machines， 
roulette， and game machinc versions of 
poker， horse racing、elc.;(3) othcr 
gaming machines specified by Ihe 
screening council. 
According to Ihc prefeclural au・
Ihorities. anyone who wanlS 10 opcr-
ate these machines mllst report thcrcor 
lhe prefeclllral aUlhorilies， I1lllS1 
allow rninors lInder 15 years old 
to play those gaming machincs， and 
also mllst nOI admil thosc minors 

6aming 

10 

nOl 

Pref's 

Controls 
FlIkui Prcfecture has rccently rc・
vised thc juvcnile ordinance， and 
decidcd 10 control "spccific g，川lCcen-
ters" whcrc "specific gal1les" 
installcd by placing Ihcm undcr 
notificalion syslcm. Reccntly， it was 
disc10scd lhal "specific games" refcr 
to gal1ling deviccs. Along with this， 
Fukui Prefcct urc places anyone who 
wanls 10 operatc thcse deviccs under 
obligalion 10 report 10 Ihe prcfcclural 
aUlhorilies witl】out fail、cvcnwhen 
they are nOI used for gambling， and 
also nOI 10 allow mirors 10 use those 
deviccs. The prefectural authorilies 
S3id that penal reglllations will apply 
10 any violalor. 
Fuklli Prefectllrc is a local prefec-
turc looking out UpOI1 Ihc Sea of 
Japan. 011 March 23， the prefecture 
reviscd thc juvc州eordinance， legislat-

are 
a 

Fukui 

.‘ 
} 

オートバイで次々!こ殴定されだコースを突っ走って下さい。

コース」二lこは、ドラム缶、敵軍などガ次々lこ現われますの

で、エンジンブレーキを上手に利用してかわし、ゲートに

ゴールインする爽快なオートHイゲームです。

8留錫忽プロ窃w拶飽fYt;W@す~f!

-話，...I~j~~z"~

[Ja叩p伴凶a川l
U.S. tωcal1l 285.フ770poωintω s 
[1 nχ刈di川V川id山u胤川川l，川a川1Icω011巾1
1st: 90，600 poin刊ts;John Brltl 
2nd仕i上:90‘.520; Gaωrγy West 
3rd: 87、910;Shin ich i Ta ka hashi 
4th: 87，020; llideki Yoshiji 
5th: 86，210; Akihiro Ohzono 
6th: 84，150; Michacl Mallory 
AII of lhesc s以 playerswere award-
cd いお Angelcs Olympics official 
1巾ledals，clc. 
1くonami had nOlificd previously 
thal it would unveil a sequel of 
“Hyper Olympic". AI thc end of the 
cllrrel11 intcrnational challenge tourna-
menl、 Konami lInvciled “Hyper 
Olympic‘84" for Ihe first time before 
thosc concerncd. Thc ncw game. avail-
ablc as a PC board SCI， will be market-
ed on J uly 20. 

Through the American tournamenlS 
Konami lnc.， U.S.A./Century donated 
s()me 100 million yen 10 March of 
Dimes， the National Foundation for 
1 nfa nti1e Para Iysis， and the tourna・
menls were held under Ihe naming of 
‘Thc March of Dillles lnternational 
Track & Field Challenge'ぺ The
player's oath cnsued. and the competi-
lion started 

1lere. we I11USt keep in l11ind the 
fact lhat video games used in cOlllpeti-
tion diffcr. In Japan， the table type 

G.P. 

Event 

Win 

Int'l Olympic 

Finalists 

il'ji干3.500"¥n円聖
Jシパクトに前ける

。し〈 は下自己へお問い合わせ下さい

& 

ASAHI ENGJNEERING CO.. Ltd. 
his 

greeting Arnold Kaminkow， presidcnl 
of Century Inc.， told the finalists that 
“it was decided 10 have 30 u niLS of 
‘Track & Field' installcd at the playcrs' 
quarters of the Los Angclcs Olympics. 

クJ

February 12 lhis year within Ihe build-

ing in which Konami has its officc. As 
a result， Hidcki Yoshiji， 14、WOI1thc 
championship. (See Game Machil1e 
No. 234) It is said that thc LOtal num-
ber of participants in the prcliminarics 
in Japan reached sornc 300、000.
1n the U.S・."T rack & Field Cha 1-
lenge" was held jointly by sally‘S 
Aladdin's Castle、Inc.and National 
Convenience Stores， Inc. al their game 
centers and conveniencc store chains. 
It is said that these wcrc entcrcd by 
about 500β00 players. On May 26， 
14 players， who won straight lhrough 
the preliminaries at thc 14 rcgions 
across the U.S.， entered lhe linals. 
These Grand National Finals werc hcld 
in Houston， and as a rcsult， thrcc 
players， inιluding 10hn Brit!， bccame 
highest prize winners. 

Thus， the highest prize winncrs of 
grand finals in Japan and the U.S. wcre 
chosen， respectively， and invitcd to 
cOlllpete at “lntcrnational Tourna-
ment" on J une 10. The linalists at・
tended it were Hideki Yoshiji， Shinichi 
Takahashi and Akihiro Ohzonc frol11 
Japan， and John sritt， Gary Wcst and 
Michael Mallory from the U.S. AII 
expenses， incJuding traveling expenscs， 
for the American players、thcirattcnd-
ing family， etc. werc borne by the 
sponsors. Tha t is， they were inviled to 
Japan. On the day， a jumbo stuffed 
doll of “Eagle Sam" -l1lascot for the 
Los Angeles Olympics - appcarcd， 
piling up the atlllosphere. 
Prior to the competitio n， 

us 
Hyper 

On Junc 10， Konarni Ltd. of 
Tokyo， a subsidiary 01' Konami Inc1us-
try Co.，し1c1. 01" Osaka， a nd Ccntury 
1 nc. 0 r Florida‘U.S.A.， splendidly hcld 
"Hypcr Olympic Intcrnational Tourna・
mcnt" at thc 1I0lel Grand Palace， 
Tokyo. Thrcc finalists each， including 
Ihc champion， of the lournγ~制《

h】eldin Japan and the U.S.、cnteredi礼t，
competin邑 Wi礼lheach oth】er. As a 
result、Johl1 srit t、18‘frol1lthe U.S. 
thc championship in individual 

Pictured in the "Hyper Otympic t nterna-
tional Tournament". Mr. A. Kaminkow 
( center). 

、ν011

combincd exerciscs. 
This lournament is a summalion of 
the national lournaments held in 
Japan and the U.S.， respectively. Both 
wcr陀epl均ayedby u陪凶s討IngKくon】ami lndus-
1汀ry's "Hypc釘r Olyrnp似3川icど，ド. (renallled 
-'Track & F町icωldσ'"'lmn tけh児eU.S.ト and
1山hos氏eplayer内swho ¥VOn the h悩Igωh切cs幻t 
scor代cswerc awarded prizes. In Japan. 
lhe 10urnamcnlS starled on December 
10 last year al 500 localions across the 
country. Aflcr a series of prelillli-
naries， lhe finals were competed 

aml 

N 

ヘリコプターを上手に操作して敵戦闘機、敵のヘリコ

ブタ一、戦車、戦艦などを、マシンガン及びホーミング

ミサイルで撃墜するゲームで、次々lこ移り変わる画面と、

リ戸リティーなキャラクターと臨場感はプレイヤーを楽

しきませてくれます。

ー
} 

m軍団の申から自分のa事虐なチームを選んでゲームガ楽しめま電i.
ピッチザーlet、風向きを!t.1こ入れてストレート、カーブ、シュー

ト、フ芳一クの般信lこ(イン・民申 .pウト)コースの寓目、県中、
低目、と段げ分けることが出来るうえ、 リリーフピッチャーを出す

ことも司慌で司r.
また外野手によるダイビングキザツチ、ピッチャーの役げるタイミ

ンクにより、盗塁やホームスチ司ル、ヒットエンドラン、バンドエ

ンドランなど恋物の野献と伺じようにゲームガ資しめる新製おいよ

いよ鐙舗です.

/ 

，lN 

コインを入れると音楽ガ鳴り、 ①のボ

タンを仰すと、 Hックンの手ガターン

テイブルの酒!と下ガります。

ッスタートJの音声と共!こ、

ィを手の平に乗ぜ(10096手の平に黍る

織怠惰造)②のボタンで閉じだり開い

定りしているパックンの口にタイミン

クよくキャンディを入れると、

昂ガ下の受口から出て来ます。

ιj.JJ~孟吉良.

1人から4人まで同時にプレイすることガでき、お子僚
にも手経に楽しんでいただけるように、キャビネットの

ìiiさを低く した新Ai!:~十です。

従来のクレーン!こ比べ、.撃1d.花形を象つだ明るい色彩で、

2度景島ガ狙えるダブルチャンス方式のクレーンです。

on 

".‘ 

} 

電‘

回同副-句"・・ー

ー-噛圃嗣

「ヨーイ

キャンデ

、11
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本場アメリカ製、質の高いアニメーション。

手!こアセ握るスリリンク、なストーリー展開。
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ドラコンズレア/スペースエースと

仕様/戸ツブライトタイプ

@ 

ユニバーサル販売株式会社

株式会社ユニバーサル

セット販売

800(D) x 640(W)x 1，720(H) AC 100V 50/60 Hz (20") 

本 社 〒'03東京制中火区日本偶副居留町 ，-7 -7 n(03)66' 0330(代}
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